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平成 30 年５月 29 日

薬事・食品衛生審議会

食品衛生分科会長 村田 勝敬 殿

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

農薬・動物用医薬品部会長 穐山 浩

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

農薬・動物用医薬品部会報告について

平成 30 年３月 22 日付け厚生労働省発生食 0322 第８号をもって諮問された、食品衛生

法（昭和 22 年法律第 233 号）第 11 条第１項の規定に基づくヘプタクロルに係る食品中

の農薬の残留基準の設定について、当部会で審議を行った結果を別添のとおり取りまと

めたので、これを報告する。
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ヘプタクロル 
 
 今般の残留基準の検討については、食品中の農薬等のポジティブリスト制度導入時に新た

に設定された基準値（いわゆる暫定基準）の見直しについて、食品安全委員会において食品

健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下

の報告を取りまとめるものである。 

 
１．概要 

（１）品目名：ヘプタクロル[ Heptachlor (ISO) ]  

 
（２）用 途：殺虫剤 

有機塩素系の殺虫剤である。GABA 受容体に作用し、神経を興奮させることで痙攣を

起こし、殺虫効果を示すと考えられている。 

 

（３）化学名及び CAS 番号 

1,4,5,6,7,8,8-Heptachloro-3a,4,7,7a-tetrahydro-1H -4,7-methanoindene (IUPAC) 

 

4,7-Methano-1H-indene, 1,4,5,6,7,8,8-heptachloro-3a,4,7,7a-tetrahydro-  

（CAS：No. 76-44-8) 

 

（４）構造式及び物性 

 

 

  

 

 

   

 

 

 
分 子 式  C10H5Cl7 

分 子 量  373.31 
水溶解度  1.8×10-4 g/L（25℃）注） 
分配係数  log10Pow ＝ 6.1 注） 

注）Concise International Chemical Assessment Document 70（WHO,2006） 

 

２．適用の範囲及び使用方法 

本剤は、国内では農薬登録がされていない。 

POPs条約（残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約）により、各国が講ずべき
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対策として製造、使用が原則禁止とされている。 

また、「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」（昭和48年法律第117号）に

より第一種特定化学物質に指定され、製造、輸入、使用等について必要な規制がされてい

る。 

 

３．推定残留濃度 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・ヘプタクロル 

・2,3-エポキシ-1,4,5,6,7,8,8-ヘプタクロロ-3a,4,7,7a-テトラヒドロ-4,7-メタノ

インデン（代謝物Ⅰ、以下「ヘプタクロルエポキシド」という。） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘプタクロルエポキシド 
 

分 子 式  C10H5Cl7O 

分 子 量  389.31 
水溶解度  2.0×10-4 g/L（25℃）注） 
分配係数  log10Pow ＝ 5.1 注） 

注）Concise International Chemical Assessment Document 70（WHO,2006） 

 

② 分析法の概要  

 ヘプタクロル及びヘプタクロルエポキシド 

かぼちゃ 

試料からアセトニトリルで抽出し、塩析で水を除く。C18カラム及びグラファイト

カーボン/NH2カラムを用いて精製した後、ガスクロマトグラフ・質量分析計（GC-MS）

heptachlor endo-epoxide 

ヘプタクロルエンドエポキシド 

（ヘプタクロルエポキシド異性体 A） 

heptachlor exo-epoxide 

ヘプタクロルエキソエポキシド 

（ヘプタクロルエポキシド異性体 B） 

 4 



 
 

で定量する。 

または、試料から二酸化炭素を用いた超臨界流体抽出法で抽出し、グラファイト

カーボン/NH2カラムを用いて精製した後、GC-MS で定量する。 

あるいは、試料から 1%酢酸・アセトニトリル溶液で抽出し、硫酸マグネシウム及

び酢酸ナトリウムを加えて攪拌後、遠心分離する。上澄液に PSA、グラファイトカ

ーボン及び硫酸マグネシウムを加えて精製した後、GC-MS で定量する。 

 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

鯨肉 

試料からアセトン・n-ヘキサン（1:2）混液で抽出し、アセトニトリル/n-ヘキサ

ン分配で脱脂した後、SAX/PSA カラム又は SAX/PSA・フロリジル連結カラムを用いて

精製する。更に必要に応じてフロリジルカラムを用いて精製した後、電子捕獲型検

出器付きガスクロマトグラフ（GC-ECD）、GC-MS 又はガスクロマトグラフ・タンデ

ム型質量分析計（GC-MS/MS）で定量する。 

 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

（２）残留分析結果 

日本全国の自治体及び検疫所等から提出された残留分析結果を基に、ヘプタクロルが

継続的に検出され、食品中の最大残留濃度の推定に用いることが妥当と判断できるもの

として、99.5パーセンタイル値注）に相当する残留濃度を推定可能なものは、国産のかぼ

ちゃ及び輸入された鯨肉であった。 

注）95%の信頼性で99.5パーセンタイル値を算出するためには598例のデータ数が必要 

 

 検査数 検出数 最大残留濃度 中央値注） 

かぼちゃ（国産） 11,054 1,861 0.46 mg/kg 0.01 mg/kg 

鯨肉（輸入）   620   85 0.02 mg/kg 0.01 mg/kg 

※定量限界：0.01 mg/kg 

注）定量限界未満の結果は定量限界値（0.01 mg/kg）と見なして計算した。 

 

（３）最大残留濃度の推定 

本剤は世界的に使用が禁止されているが、難分解性であることから長期にわたり土壌

中に残留するため、作物への残留が想定される。このため、国際的に用いられているモ

ニタリングデータに基づく農薬の残留基準の設定の考え方注）を参考に、本剤の残留分析

データから、基準値設定を行う。 

注）Submission and evaluation  of  pesticide residues data for the estimation of maximum  

residue levels in food and feed.（2016）FAO,Chapter 5 
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かぼちゃ及び鯨肉におけるヘプタクロルの推定される最大残留濃度として、（２）の

結果からかぼちゃは99.8注）パーセンタイル値、鯨肉は99.5注）パーセンタイル値に相当す

る残留濃度を算出したところ、かぼちゃは0.2 mg/kg、鯨肉は0.02 mg/kgであった。 
注）本剤の分析結果の数から 95%の信頼水準で算出可能な値であること等を考慮して設定した。 

 

４．TDI 注）の評価 

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第2項の規定に基づき、食品安全委員

会あて意見を求めたヘプタクロルに係る食品健康影響評価において、以下のとおり評価

されている。 

注）耐容一日摂取量（Tolerable Daily Intake)：環境汚染物質等の非意図的に混入する物質につい

て、人が生涯にわたって毎日摂取し続けたとしても、健康への悪影響がないと推定される１日

当たりの摂取量 

 

無毒性量：0.025 mg/kg 体重/day 

（動物種）   イヌ   

（投与方法）  混餌 

（試験の種類）慢性毒性試験 

（期間）     2 年間 

不確実係数：200（種差：10、個体差：10、評価に用いた試験成績が十分でないことに

よる追加係数 2） 

TDI：0.00012 mg/kg 体重/day 

 

マウスを用いた発がん性試験において肝細胞癌と結節性病変の合計発生頻度の増加 

が認められたが、発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難く、本剤の評価に当たり 

閾値を設定することは可能であると考えられた。 

 

５．諸外国における状況 

JMPRにおける毒性評価が行われ、1994年に PTDI 注）が設定されている。国際基準は穀類、

かんきつ類果実等に設定されている。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、カナダにおいて

畜産物等に、EU においてハーブ、畜産物等に、豪州において穀類、魚介類等に基準値が

設定されている。 

注）暫定的耐容一日摂取量（Provisional Tolerable Daily Intake) 
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６．基準値案 

（１）残留の規制対象 

ヘプタクロル及びヘプタクロルエポキシドとする。 

ヘプタクロルは、環境中に安定なヘプタクロルエポキシドとして存在していることが

知られている。また、国際基準ではヘプタクロルの規制対象物質はヘプタクロル及びヘ

プタクロルエポキシドと定義されている。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物及び畜産物中の暴露評

価対象物質をヘプタクロル及びヘプタクロルエポキシドとしている。 

 

（２）基準値案 

   別紙 1のとおり。 

 

（３）暴露評価 

  ① 長期暴露評価 

1 日当たり摂取する農薬等の量の EDI に対する比は、以下のとおりである。詳細な

暴露評価は別紙 2参照。 

 

 EDI／TDI（%）注） 

国民全体（1歳以上） 29.8 

幼小児（1～6歳） 70.3 

妊婦 25.5 

高齢者（65 歳以上）  29.7 

注）各食品の平均摂取量は、平成 17 年～19年度食品摂取頻度・ 

摂取量調査の特別集計業務報告書による。 

EDI 試算法： 

①かぼちゃ、鯨肉：モニタリングデータの中央値×各食品の平均摂

取量 

②Codex 基準を参照して基準値を設定する食品：定量下限値の 1/2

の値×各食品の平均摂取量 

 

（４）本剤については、平成 17 年 11 月 29 日付け厚生労働省告示第 499 号により、食品一

般の成分規格の 7 に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今般、

残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。 

なお、汚染物質として検出される農薬等の濃度は、作物や地域によって大きな差があ

ることが想定されることから、作物及び輸入国や産地が異なる食品のモニタリングデー

タ等の収集やマーケットバスケット調査を継続して行い、必要に応じて基準値の変更を

行う。 
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農薬名 ヘプタクロル （別紙1）

食品名 基準値
案

ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 0.02 0.02 0.02
大麦 0.02 0.02 0.02
ライ麦 0.02 0.02 0.02
とうもろこし 0.02 0.02 0.02
そば 0.02 0.02 0.02

その他の穀類 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.02
小豆類 0.03
えんどう 0.03
そら豆 0.03
らっかせい 0.01

その他の豆類 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.03

さといも類（やつがしらを含む。） 0.03
かんしょ 0.03
やまいも（長いもをいう。） 0.03
こんにゃくいも 0.03
その他のいも類 0.03zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.03

さとうきび 0.02zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.03

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 0.03
かぶ類の根 0.03

かぶ類の葉 0.03
西洋わさび 0.03

クレソン 0.03
はくさい 0.03
キャベツ 0.03
芽キャベツ 0.03
ケール 0.03
こまつな 0.03
きょうな 0.03
チンゲンサイ 0.03

カリフラワー 0.03
ブロッコリー 0.03
その他のあぶらな科野菜 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.03

サルシフィー 0.03
アーティチョーク 0.03
チコリ 0.03
エンダイブ 0.03
しゅんぎく 0.03
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 0.03
その他のきく科野菜 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
たまねぎ 0.03
ねぎ（リーキを含む。） 0.03
にんにく 0.03

にら 0.01
アスパラガス 0.03
わけぎ 0.03
その他のゆり科野菜 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.1
パースニップ 0.03

パセリ 0.01
セロリ 0.03
みつば 0.01

その他のせり科野菜 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.02

外国
基準値

ppm

参考基準値
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農薬名 ヘプタクロル （別紙1）

食品名 基準値
案

ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

外国
基準値

ppm

参考基準値

ピーマン 0.03
なす 0.03
その他のなす科野菜 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.03
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.2 0.03 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ：0.2 (99.8%ile値)

しろうり 0.03

すいか 0.03
メロン類果実 0.03
まくわうり 0.03
その他のうり科野菜 0.03zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 0.03

たけのこ 0.03
オクラ 0.03
未成熟えんどう 0.03
未成熟いんげん 0.03
えだまめ 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
マッシュルーム 0.03

しいたけ 0.03
その他のきのこ類 0.03zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん 0.01 0.01 0.01

なつみかんの果実全体 0.01 0.01 0.01
レモン 0.01 0.01 0.01
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.01 0.01 0.01
グレープフルーツ 0.01 0.01 0.01
ライム 0.01 0.01 0.01
その他のかんきつ類果実 0.01 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 0.01
日本なし 0.01
西洋なし 0.01
マルメロ 0.01
びわ 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも 0.01
ネクタリン 0.01
あんず（アプリコットを含む。） 0.01
すもも（プルーンを含む。） 0.01
うめ 0.01
おうとう（チェリーを含む。） 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 0.01
ラズベリー 0.01
ブラックベリー 0.01
ブルーベリー 0.01
クランベリー 0.01

ハックルベリー 0.01
その他のベリー類果実 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 0.01

かき 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
バナナ 0.01
キウィー 0.01
アボカド 0.01
パイナップル 0.01 0.01 0.01
グアバ 0.01
マンゴー 0.01
パッションフルーツ 0.01
なつめやし 0.01zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ひまわりの種子 0.01
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農薬名 ヘプタクロル （別紙1）

食品名 基準値
案

ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

外国
基準値

ppm

参考基準値

ごまの種子 0.01
べにばなの種子 0.01
綿実 0.02 0.02 0.02
なたね 0.01
その他のオイルシード 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぎんなん 0.01

くり 0.01
ペカン 0.01
アーモンド 10
くるみ 0.01

その他のナッツ類 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
茶 0.02

ホップ 0.01zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 0.01 0.03 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 0.03
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の筋肉 0.2
豚の筋肉 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の脂肪 0.2 0.2 0.2
豚の脂肪 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の肝臓 0.2
豚の肝臓 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の腎臓 0.2
豚の腎臓 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の食用部分 0.2
豚の食用部分 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
乳 0.006 0.006 0.006
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の筋肉 0.2
その他の家きんの筋肉 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の脂肪 0.2 0.2 0.2
その他の家きんの脂肪 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の肝臓 0.2

その他の家きんの肝臓 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の腎臓 0.2
その他の家きんの腎臓 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の食用部分 0.2

その他の家きんの食用部分 0.2zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の卵 0.05 0.05 0.05
その他の家きんの卵 0.05 0.05 0.05zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
魚介類（さけ目魚類に限る。） 0.05
魚介類（うなぎ目魚類に限る。） 0.05
魚介類（すずき目魚類に限る。） 0.05
魚介類（その他の魚類に限る。） 0.05
魚介類（貝類に限る。） 0.05
魚介類（甲殻類に限る。） 0.05
その他の魚介類 0.05
魚介類（くじらに限る。） 0.02 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ：0.02 (99.5%ile値)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
はちみつ 0.006zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
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農薬名 ヘプタクロル （別紙1）

食品名 基準値
案

ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

外国
基準値

ppm

参考基準値

大豆油（注に限る。） 0.02
大豆油（注を除く。） 0.5
大豆油 0.5 0.5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値（暫定基準）については、網をつけて示した。
注）食用植物油脂の日本農林規格に規定する食用大豆油及びこれと同等以上の規格を有すると認められる食用油
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食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
（1歳以
上）
TMDI

国民全体
（1歳以
上）
EDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
TMDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

TMDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

米（玄米をいう。） 0.02 0.005 3.284 0.821 1.714 0.429 2.106 0.527 3.604 0.901
小麦 0.02 0.005 1.196 0.299 0.886 0.222 1.380 0.345 0.998 0.250
大麦 0.02 0.005 0.106 0.027 0.088 0.022 0.176 0.044 0.088 0.022
ライ麦 0.02 0.005 0.002 0.001 0.002 0.001 0.010 0.003 0.002 0.001
とうもろこし 0.02 0.005 0.094 0.024 0.108 0.027 0.120 0.030 0.086 0.022
そば 0.02 0.005 0.022 0.006 0.010 0.003 0.036 0.009 0.022 0.006
その他の穀類 0.02 0.005 0.004 0.001 0.002 0.001 0.002 0.001 0.006 0.002
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.2 0.01 1.860 0.093 0.740 0.037 1.580 0.079 2.600 0.130
えだまめ 0.02 0.005 0.034 0.009 0.020 0.005 0.012 0.003 0.054 0.014
みかん 0.01 0.005 0.178 0.089 0.164 0.082 0.006 0.003 0.262 0.131
なつみかんの果実全体 0.01 0.005 0.013 0.007 0.007 0.004 0.048 0.024 0.021 0.011
レモン 0.01 0.005 0.005 0.003 0.001 0.001 0.002 0.001 0.006 0.003
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.01 0.005 0.070 0.035 0.146 0.073 0.125 0.063 0.042 0.021
グレープフルーツ 0.01 0.005 0.042 0.021 0.023 0.012 0.089 0.045 0.035 0.018
ライム 0.01 0.005 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
その他のかんきつ類果実 0.01 0.005 0.059 0.030 0.027 0.014 0.025 0.013 0.095 0.048
パイナップル 0.01 0.005 0.017 0.009 0.023 0.012 0.014 0.007 0.017 0.009
綿実 0.02 0.005 0.002 0.001 0.002 0.001 0.002 0.001 0.002 0.001
その他のスパイス 0.01 0.005 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002 0.001

陸棲哺乳類の肉類 0.2 11.540 0.115 8.620 0.086 12.880 0.129 8.200 0.082

陸棲哺乳類の乳類 0.006 0.0005 1.585 0.132 1.992 0.166 2.188 0.182 1.296 0.108

家禽の肉類 0.2 4.280 0.043 3.060 0.031 4.540 0.045 3.220 0.032

家禽の卵類 0.05 0.005 2.080 0.208 1.660 0.166 2.410 0.241 1.900 0.190
魚介類（くじらに限る。） 0.02 0.01 0.003 0.002 0.002 0.001 0.000 0.000 0.005 0.003

計 26.758 1.972 19.459 1.391 28.713 1.793 22.744 2.001

TDI比（％） 404.7 29.8 982.8 70.3 409.0 25.5 337.9 29.7

ヘプタクロル推定摂取量 （単位：μg／人／day）

暴露評価に
用いた数値

（ppm)

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake）

筋肉　0
脂肪　0.01

（別紙2）

「陸棲哺乳類の肉類」「家きんの肉類」については、TMDI計算では、牛・豚・その他の陸棲哺乳類に属する動物・家きんの筋肉、脂肪の摂取量にその範囲の基準値案で最
も高い値を乗じた。また、EDI計算では、本剤は脂溶性が高く水にはほとんど溶けないことから、脂肪以外への残留はないものとし、また、筋肉及び脂肪の比率をそれぞ
れ80％、20％として試算した。

EDI:推定１日摂取量（Estimated Daily Intake）

筋肉　0
脂肪　0.01
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（参考） 

これまでの経緯 

昭和３２年 ４月２４日 初回農薬登録 

昭和４７年 ８月 ９日 農薬登録失効 

平成１７年１１月２９日 残留農薬基準告示 

 

平成２２年 ５月１１日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成２５年 ７月２９日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

平成２８年 ３月 １日 薬事・食品衛生審議会へ諮問 

平成２８年 ３月 ４日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

平成３０年 ３月２２日 薬事・食品衛生審議会へ諮問 

平成３０年 ３月２３日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

 

 

● 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

○穐山 浩    国立医薬品食品衛生研究所食品部長 

 石井 里枝   埼玉県衛生研究所化学検査室長 

  井之上 浩一    立命館大学薬学部薬学科臨床分析化学研究室准教授 

  折戸 謙介      麻布大学獣医学部生理学教授 

  魏 民          大阪市立大学大学院医学研究科分子病理学准教授 

  佐々木 一昭  東京農工大学大学院農学研究院動物生命科学部門准教授 

  佐藤 清        元 一般財団法人残留農薬研究所理事 

 佐野 元彦   東京海洋大学海洋生物資源学部門教授 

  永山 敏廣      明治薬科大学薬学部薬学教育研究センター基礎薬学部門教授 

 根本 了    国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

 二村 睦子   日本生活協同組合連合会組織推進本部長 

  宮井 俊一   一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

  由田 克士   大阪市立大学大学院生活科学研究科公衆栄養学教授 

  吉成 浩一   静岡県立大学薬学部衛生分子毒性学分野教授 

（○：部会長） 
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答申（案） 

ヘプタクロル

残留基準値

食品名

ppm
米（玄米をいう。） 0.02
小麦 0.02
大麦 0.02
ライ麦 0.02
とうもろこし 0.02
そば 0.02

その他の穀類注1） 0.02

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.2
えだまめ 0.02
みかん 0.01
なつみかんの果実全体 0.01
レモン 0.01
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.01
グレープフルーツ 0.01
ライム 0.01

その他のかんきつ類果実注2） 0.01

パイナップル 0.01
綿実 0.02

その他のスパイス注3） 0.01

牛の脂肪 0.2
豚の脂肪 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物注4）の脂肪 0.2

乳 0.006
鶏の脂肪 0.2

その他の家きん注5）の脂肪 0.2

鶏の卵 0.05
その他の家きんの卵 0.05
魚介類（くじらに限る。） 0.02
大豆油 0.5

#N/A #N/A

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小
麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のも
のをいう。

注5）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以
外のものをいう。

注4）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、
陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外
のものをいう。

注2）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ
類果実のうち、みかん、なつみかん、なつみかん
の外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレ
ンジ、グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外
のものをいう。

注3）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西
洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがらし、パ
プリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジの果皮、
ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをいう。

今回基準値を設定するヘプタクロルとは、ヘプタ
クロル及びヘプタクロルエポキシドの和をいう。
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平成 30 年６月 12 日

薬事・食品衛生審議会

食品衛生分科会長 村田 勝敬 殿

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

農薬・動物用医薬品部会長 穐山 浩

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

農薬・動物用医薬品部会報告について

平成 30 年５月８日付け厚生労働省発生食 0508 第１号をもって諮問された、食品衛生

法（昭和 22 年法律第 233 号）第 11 条第１項の規定に基づくメタラキシル及びメフェノ

キサムに係る食品中の農薬の残留基準の設定について、当部会で審議を行った結果を別

添のとおり取りまとめたので、これを報告する。
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メタラキシル及びメフェノキサム 

 

今般の残留基準の検討については、農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う基準値設定

依頼が農林水産省からなされたこと及び関連企業から「国外で使用される農薬等に係る残

留基準設定及び改正に関する指針について」に基づく残留基準の設定要請がなされたこと

に伴い、食品安全委員会において食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・動物

用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

 

１．概要 

（１）品目名：メタラキシル[ Metalaxyl (ISO) ]及びメフェノキサム[ Mefenoxam ] 

メフェノキサムは､メタラキシル M[ Metalaxyl-M (ISO) ]の別名である。本報告書中

では ISO 名に従ってメタラキシル Mで統一している。 

 

（２）用 途：殺菌剤 

メタラキシル及びメタラキシル Mはフェニルアミド系殺菌剤であり、菌糸伸長及び胞

子形成を阻害することで、殺菌効果を示すと考えられている。 

 

（３）化学名及び CAS 番号 

メタラキシル 

Methyl N-(2,6-dimethylphenyl)-N-(2-methoxyacetyl)alaninate (IUPAC) 
Alanine, N-(2,6-dimethylphenyl)-N-(2-methoxyacetyl)-, methyl ester 

（CAS：No. 57837-19-1） 

   

メタラキシル M 

Methyl N-(2,6-dimethylphenyl)-N-(2-methoxyacetyl)-D-alaninate (IUPAC) 

 D-Alanine, N-(2,6-dimethylphenyl)-N-(2-methoxyacetyl)-, methyl ester 

（CAS：No. 70630-17-0） 
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（４）構造式及び物性 

 
   

 

メタラキシル      
（鏡像異性体 D 体:L 体 ＝ 1：1） 

 
分 子 式 C15H21NO4 

分 子 量 279.33 
水溶解度 8.4 g/L (22℃) 
分配係数 log10Pow ＝ 1.75 (25℃) 

メタラキシル M 
（D 体） 

 
分 子 式  C15H21NO4 

分 子 量  279.33 
水溶解度  26 g/L (25℃) 
分配係数  log10Pow ＝ 1.71  

 

２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。 

使用時期となっているものについては、今回農薬取締法(昭和23年法律第82号)に基づく

適用拡大申請がなされたものを示している。 

また、にんにくについてインポートトレランス申請がなされている。 

 

（１）国内での使用方法 

メタラキシル製剤 

① 8.0%メタラキシル・75.6%塩基性塩化銅水和剤 

作物名 適用 
希釈 

倍数 

使用 

液量 
使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 

メタラキシル及
びメタラキシル
M を含む農薬の
総使用回数 

みかん 褐色腐敗病 750 倍 
200～
700 

L/10 a 
収穫 14 日前

まで 

2 回 
以内 

散布 

2 回以内 

ばれいしょ 

疫病 

400～
600 倍 

100～
300 

L/10 a 

3 回 
以内 

3 回以内 

トマト 収穫前日ま
で 

4 回 
以内 

5 回以内（種子へ
の処理は 1回以
内、は種後は 4

回以内） 

ミニトマト 

3 回 
以内 

4 回以内（種子へ
の処理は 1回以
内、は種後は 3

回以内） 

かぼちゃ 

800 倍 

収穫14日前ま
で 

きゅうり べと病 収穫前日まで 

すいか 
褐色腐敗病 
果実汚斑細

菌病 収穫7日前ま
で メロン 

べと病 
たまねぎ 

400～
600 倍 
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  ① 8.0%メタラキシル・75.6%塩基性塩化銅水和剤（つづき） 

作物名 適用 
希釈 

倍数 

使用 

液量 
使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 

メタラキシル及

びメタラキシル

M を含む農薬の

総使用回数 

ひろしまな 白さび病 
600～

800 倍 

100～

300 

L/10 a 

収穫7日前ま

で 

3 回 

以内 

散布 

4 回以内（種子へ

の処理は 1回以

内、は種後は 3

回以内） 

みつば べと病 

800 倍 

収穫 14 日前

まで 

ただし、伏せ

込み栽培は

伏せ込み前

まで 
1 回 

2 回以内（種子へ

の処理は 1回以

内、は種後は 1

回以内） 

うど 疫病 － 

伏せ込み時 

ただし、収穫

25 日前まで 

根株瞬間

浸漬 
1 回 

 

② 4.0%メタラキシル・30.0%ヒドロキシイソキサゾール液剤 

作物名 適用 
希釈 

倍数 

使用 

時期 

本剤の

使用 

回数 

使用方法 

メタラキシル

及びメタラキ

シル Mを含む

農薬の総使用

回数 

稲 
（箱育苗） 

苗立枯病（フザリウム菌） 
苗立枯病（ピシウム菌） 

ムレ苗防止 
根の生育促進 
移植時の発根 

及び 
活着促進 

500～ 
1000 倍 

は種時 
又は 

発芽後 

1 回 

育苗箱 

（30×60×3 cm、

使用土壌約 5 L）

1 箱当たり希釈

液500 mLを土壌

灌注する。 

4 回以内 
（移植前の土壌
混和は 1 回以
内、育苗箱へ
の灌注は 1回
以内、本田で
は 2 回以内） 

1000 倍 は種時 

育苗箱 

（30×60×3 cm、

使用土壌約 5 L）

1 箱当たり希釈

液 1 L を土壌灌

注する。 
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③ 2.0%メタラキシル粒剤 

作物名 適用 使用量 使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 

メタラキシル及びメタラ

キシル Mを含む農薬の 

総使用回数 

稲 
黄化萎

縮病 
6 kg/10 a 収穫 90日前まで 

2 回 

以内 

散布 

4 回以内（種もみへの処理

は 1回以内、移植前の土壌

混和は 1回以内、育苗箱へ

の灌注は 1回以内、本田で

は 2 回以内） 

みょうが 

（花穂） 

根茎腐

敗病 

10～20 kg/10 

a 

収穫 30日前まで 

土壌表面散

布 
2 回以内 

みょうが 

（茎葉） 

みょうが（花穂）

の収穫 30日前 

まで 

ただし、花穂を

収穫しない場合

にあっては開花

期終了まで 

しょうが 収穫 30日前まで 
3 回 

以内 

定植前作条土

壌混和又は生

育期土壌表面

散布 

3 回以内 
葉しょうが 収穫 21日前まで 

ホップ べと病 
10～20 

g/株 

株ごしらえ時～

選芽期 
1 回 

株元土壌混和

又は土壌表面

散布 

1 回 

たらのき 
立枯 

疫病 
20 kg/10 a 

収穫終了後（苗

の場合は植付

後）～梅雨期 

2 回 

以内 
土壌表面散布 2 回以内 

いちご 

疫病 

10 kg/10 a 定植時 

1 回 

作条土壌混和 

5 回以内（種子への処理は 1

回以内、育苗期は 3回以内、

定植時の土壌混和は 1回以

内） 

根腐病 

こんにゃく 

15 kg/10 a 

植付時 

全面土壌混和 

1 回 
5～10 kg/10 

a 
植溝土壌混和 

5 kg/10 a 培土時 

株元散布 

オクラ 

疫病 

10 kg/10 a 

収穫前日まで 
3 回 

以内 

5 回以内（種子への処理は 1

回以内、は種前の土壌混和

は 1回以内、は種後は 3回

以内） 

ピーマン 

ししとう 
2～3 g/株 

4 回以内（種子への処理は 1

回以内、は種後は 3回以内） 
パセリ 

10～20 kg/ 

10 a 

収穫 21日前まで 

せり 葉腐病 6 kg/10 a 1 回 散布 
2 回以内（種子への処理は 1

回以内、は種後は 1回以内） 
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③ 2.0%メタラキシル粒剤（つづき） 

作物名 適用 使用量 使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 

メタラキシル及びメタ

ラキシル Mを含む農薬

の総使用回数 

ほうれん

そう 
べと病 9 kg/10 a は種時 

1 回 

全面土壌混和 

2 回以内 

（種子への処理は 1回

以内、は種時は 1回以

内） 

こまつな 

白さび

病 

10 kg/10 a 

は種前 

ただし、収穫

21 日前まで 

2 回以内 

（種子への処理は 1回

以内、土壌混和は 1回以

内） 

チンゲン

サイ 
9 kg/10 a は種時又は定

植時 
みずな 

10 kg/10 a 
かぶ 

は種時 
だいこん 9 kg/10 a 作条土壌混和 

タアサイ 

6 kg/10 a 

定植時 全面土壌混和 

くわい 茎腐病 
収穫 21 日前ま

で 

2 回

以内 
湛水散布 2 回以内 

 

④ 1.5%メタラキシル･1.5%フルトラニル粉剤 

作物名 適用 使用量 使用時期 

本剤の

使用 

回数 

使用方法 

メタラキシル及

びメタラキシル

Mを含む農薬の

総使用回数 

こんにゃく 

根腐病 

5 kg/10 a 

培土時 

（ただし、収穫 30

日前まで） 

1 回 

株元散布 

（散布後土寄せ） 

1 回 

5～10 

kg/10 a 植付時 
植溝土壌混和 

20 kg/10 a 全面土壌混和 

白絹病 
5 kg/10 a 

培土時 

（ただし、収穫 30

日前まで） 

株元散布 

（散布後土寄せ） 

20 kg/10 a 植付時 全面土壌混和 
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⑤ 0.50%メタラキシル・4.0%ヒドロキシイソキサゾール粉剤 

作物名 適用 使用量 
使用 

時期 

本剤

の 

使用 

回数 

使用方法 

メタラキシル

及びメタラキ

シル Mを含む

農薬の総使用

回数 

稲 

（箱育苗） 

苗立枯病（ピシウム菌） 

置床 1㎡ 

当たり 50 g 

緑化 

始期 

1 回 

置床表土に

均一に混和 
4 回以内（移植

前の土壌混和

は 1 回以内、

育苗箱への灌

注は1回以内、

本田では 2回

以内） 

育苗箱

（30×60×3 

cm、使用土壌

約 5 L）1箱 

当たり 6～8 g 
は種前 

育苗箱土壌

に均一に 

混和 

苗立枯病（フザリウム菌）

根の生育促進 

ムレ苗防止 

稲 

（湛水直播）

根の生育促進による 

苗立の安定 
乾籾重量の 3% 

過酸化カル

シウム剤に

添加して種

籾に粉衣す

る。 

3 回以内（種も

みへの処理は

1回以内、本田

では2回以内） 

さとうきび 根腐病 5 kg/10 a 植付時 
植溝土壌 

混和 
1 回 

 

 

  メタラキシル M製剤 

⑥ 31.0%メタラキシル M液剤 

作物名 適用 使用量 
使用 

時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 

メタラキシル及

びメタラキシ

ル Mを含む農薬

の総使用回数 

野菜類 

（ほうれんそう

を除く） 
ピシウム菌による病

害（苗立枯病等） 

乾燥種子 1 kg

当たり 1.78 mL 

原液 

は種前 1 回 

種子処理

機による

塗沫処理 

1 回 

ほうれんそう 

2 回以内（種子

への処理は1回

以内、は種時は

1 回以内） 
べと病 

乾燥種子 1 kg

当たり 1.07～

1.78 mL 原液 

直播水稲 苗腐病（ピシウム菌）

乾燥種もみ 1 

kg 当たり原液

5 mL 

種子吹き

付け処理

又は塗抹

処理 

3 回以内（種も

みへの処理は 1

回以内、本田で

は 2 回以内） 
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⑦ 3.8%メタラキシル M・64.0%マンゼブ水和剤 

作物名 適用 
希釈 

倍数 
使用液量 

使用 

時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用

方法 

メタラキシル及びメ

タラキシル Mを含む

農薬の総使用回数 

ばれいしょ 

疫病 

500～

1000

倍 

100～300 

L/10 a 

収穫30日前

まで 
1 回 

散布 

3 回以内 

トマト 

1000

倍 

収穫前日 

まで 
2 回以内 

5 回以内（種子への

処理は 1回以内、は

種後は 4回以内） 

キャベツ 

べと病 

収穫30日前

まで 

3 回以内 

4 回以内（種子への

処理は 1回以内、は

種後は 3回以内） 

きゅうり 
収穫前日 

まで 

メロン 
収穫 7日前

まで 

ぶどう 200～700 

L/10 a 

収穫45日前

まで 2 回以内 2 回以内 

みかん 褐色腐敗病 

収穫30日前

まで 

はくさい 
べと病 

ピシウム腐敗病 

100～300 

L/10 a 

1 回 

4 回以内（種子への

処理は 1回以内、は

種後は 3回以内） 

かぼちゃ 
疫病 

2 回以内 

べと病 

たまねぎ 
収穫 7日前

まで 

3 回以内 

白色疫病 

あずき 

茎疫病 
500 倍 

収穫30日前

まで 

4 回以内（種子粉衣

は 1回以内、は種後

は 3回以内） 

だいず 
収穫45日前

まで 

4 回以内（種子粉衣

及びは種前の塗沫処

理は合計 1回以内、

は種後は 3回以内） 
べと病 

すいか 褐色腐敗病 

1000

倍 

収穫 7日前

まで 
4 回以内（種子への

処理は 1回以内、は

種後は 3回以内） 
わさびだい

こん 
白さび病 

200～400 

L/10 a 

収穫14日前

まで 

いちご 疫病 

50 mL/株 

（200～

400 L/10 

a） 

育苗期 

5 回以内（種子への

処理は 1回以内、育

苗期は 3回以内、定

植時の土壌混和は 1

回以内） 

ねぎ べと病 
100～300 

L/10 a 

収穫 30日

前まで 

5 回以内（種子への

処理は 1回以内、土

壌混和は 1回以内、

散布は 3回以内） 
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⑧ 3.3%メタラキシル M・32.0%TPN フロアブル 

作物名 適用 
希釈 

倍数 

使用 

液量 

使用 

時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 

メタラキシル及び

メタラキシル Mを

含む農薬の総使用

回数 

ぶどう べと病 1500 倍 
200～700 

L/10 a 

収穫 60日前

まで 
2 回以内 

散布 

2 回以内 

ばれいしょ 疫病 
500～

1000 倍 

100～400 

L/10 a 

収穫 7日

前まで 
3 回以内 3 回以内 

トマト 

葉かび病 800 倍 
収穫前日

まで 
4 回以内 

5 回以内 

（種子への処理は

1 回以内、は種後

は 4 回以内） 疫病 800～ 

1000 倍 ミニトマト 
収穫 7日

前まで 
2 回以内 

4 回以内 

（種子への処理は

1 回以内、は種後

は 3 回以内） 

なす 

褐色腐敗病 
収穫前日

まで 

3 回以内 

うどんこ病 

すすかび病 
800 倍 

かぼちゃ 
疫病 

べと病 
1000 倍 

収穫 7日

前まで 

きゅうり 

うどんこ病 

褐斑病 
800 倍 

収穫前日

まで 

べと病 

800～

1000 

倍 

メロン 
収穫 3日

前まで 
うどんこ病 

800 倍 つる枯病 

すいか 

収穫 7日

前まで 

炭疽病 

褐色腐敗病 800～

1000 倍 

たまねぎ 

べと病 

灰色かび病 800 倍 

白色疫病 

800～

1000 倍 

ねぎ 

べと病 
収穫 14 日

前まで 

5 回以内（種子へ

の処理は 1回以

内、土壌混和は 1

回以内、散布は 3

回以内） 

わけぎ 2 回以内 

3 回以内 

（種子への処理は

1 回以内、は種後

は 2 回以内） 
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⑧ 3.3%メタラキシル M・32.0%TPN フロアブル（つづき） 

作物名 適用 
希釈 

倍数 

使用 

液量 

使用 

時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用

方法 

メタラキシル及び

メタラキシル Mを

含む農薬の総使用

回数 

キャベツ 
べと病 

800～

1000倍 

100～400 

L/10 a 

収穫 14日

前まで 

2 回以内 

散布 

4 回以内 

（種子への処理は

1 回以内、は種後

は 3回以内） 

ピシウム腐

敗病 1000倍 

はくさい 
収穫 7日

前まで 
白さび病 

べと病 

800～

1000倍 

レタス 

800 倍 

収穫 14日

前まで 
3 回以内 

リーフレタス 
収穫 21日

前まで 

2 回以内 

3 回以内 

（種子への処理は

1 回以内、は種後

は 2回以内） 

ブロッコリー 

1000倍 

出蕾前 

ただし、

収穫 21日

前まで 

4 回以内 

（種子への処理は

1 回以内、は種後

は 3回以内） 
アスパラガス 疫病 

収穫前

日まで 
 3 回以内 

らっきょう 白色疫病 
収穫 14日

前まで 
3 回以内 

 

  ⑨ 2.0%メタラキシル M・30.0%ヒドロキシイソキサゾール液剤 

作物名 適用 
希釈 

倍数 

使用 

液量 

使用 

時期 

本剤

の 

使用 

回数 

使用 

方法 

メタラキシ

ル及びメタ

ラキシル M

を含む農薬

の総使用回

数 

稲 

（箱育苗） 

苗立枯病（フザリウム菌） 

苗立枯病（ピシウム菌） 

ムレ苗防止 

根の生育促進 

移植時の活着促進 

500～ 

1000 倍 

育苗箱（30×

60×3 cm、使

用土壌約 5 L） 

1 箱当たり 500 

mL 

は種時 

又は 

発芽後 

1 回 
土壌 

灌注 

4 回以内（移

植前の土壌

混和は 1 回

以内、育苗

箱への灌注

は1回以内、

本田では 2

回以内） 

1000 倍 

育苗箱（30×

60×3 cm、使

用土壌約 5 L） 

1 箱当たり 1 L 

は種時 

 
 

 74 



 

⑨ 2.0%メタラキシル M・30.0%ヒドロキシイソキサゾール液剤（つづき） 

作物名 適用 
希釈 

倍数 

使用 

液量 

使用 

時期 

本剤

の 

使用 

回数 

使用 

方法 

メタラキシル及

びメタラキシル

M を含む農薬の

総使用回数 

稲 

（湛水直播） 

苗腐病 

（ピシウム菌） 

2.5～ 

5 倍 

乾燥種

籾 1 kg

当たり

30 mL 

は種前 1 回 

鉄ｺｰﾃｨﾝｸﾞ種

子に吹き付

け処理 

3 回以内（種もみ

への処理は 1 回

以内、本田では 2

回以内） 

 

⑩ 1.7%メタラキシル M・22.6%チアメトキサム・1.1%フルジオキソニルフロアブル 

作物名 適用又は使用目的 
希釈 

倍数 

使用 

液量 

使用 

時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 

メタラキシル及び

メタラキシルＭを

含む農薬の総使用

回数 

いんげん 

まめ 

苗立枯病（ピシウム菌） 

リゾクトニア根腐病 

アブラムシ類 

タネバエ 

原液 

乾燥種子

1 kg 

当たり 

8 mL 

は種前 1 回 
塗沫 

処理 

1 回 

あずき 

茎疫病 

タネバエ 

アブラムシ類 

4 回以内 

（種子粉衣及び

は種前の塗沫処

理は合計 1回以

内、は種後は 3回

以内） 

だいず 

苗立枯病（ピシウム菌）

紫斑病 

茎疫病 

黒根腐病 

リゾクトニア根腐病 

アブラムシ類 

タネバエ 

ネキリムシ類 

フタスジヒメハムシ 

 

ハト、キジバトによる種

子食害忌避 

えだまめ 1 回 
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⑪ 1.0%メタラキシル M・2.0%アゾキシストロビン粒剤 

作物名 適用 使用量 使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 

メタラキシル及び

メタラキシル Mを

含む農薬の総使用

回数 

みょうが 

（茎葉） 

根茎腐

敗病 

18 

kg/10 a 

みょうが（花穂） 

の収穫 30日前ま

で、ただし、花穂

を収穫しない場合

にあっては開花期

終了まで 

2 回以内 土壌表面散布 2 回以内 

みょうが 

（花穂） 

収穫 30 日前まで 

しょうが 

3 回以内 

定植前作条土壌

混和又は生育

期土壌表面散

布 
3 回以内 

いもち

病 
土壌表面散布 

葉しょうが 
根茎腐

敗病 
収穫 21 日前まで 

ホップ べと病 
10～20 

g/株 

株ごしらえ時～ 

選芽期 
1 回 

株元散布 

1 回 

ピーマン 

疫病 

3 g/株 収穫前日まで 

3 回以内 

4 回以内（種子へ

の処理は 1回以

内、は種後は 3回

以内） 

とうがらし類

（ししとうを

除く） 

1 回 1 回 

ししとう 3 g/株 収穫前日まで 

3 回以内 

4 回以内（種子へ

の処理は 1回以

内、は種後は 3回

以内） 
パセリ 

12 

kg/10 a 

収穫 21 日前 

まで 

かぶ 

こまつな 

白さび

病 

9 kg/10 

a 

は種時 

1 回 
 

全面土壌混和 

2 回以内(種子へ

の処理は 1回以

内、土壌混和は 1

回以内) 

チンゲンサイ 

タアサイ 
定植時 

みずな 
は種時 

又は定植時 

だいこん 
6～9  

kg/10 a 

は種時 

ほうれんそう べと病 
9 kg/10 

a 

2 回以内（種子へ

の処理は 1回以

内、は種時は 1回

以内） 
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⑪ 1.0%メタラキシル M・2.0%アゾキシストロビン粒剤（つづき） 

作物名 適用 使用量 使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 

メタラキシル及び

メタラキシル Mを

含む農薬の総使用

回数 

こんにゃく 
根腐病 

9 kg/10 a 

植付時 

1 回 

植溝土壌混和 

1 回 
培土時 株元散布 

白絹病 
ねぎ 

土寄せ時 

ただし、収穫

90 日前まで 

株元土壌混和 

5 回以内（種子へ

の処理は 1回以

内、土壌混和は 1

回以内、散布は 3

回以内） 

ごぼう 黒あざ病 18 kg/10 a 

は種前 

作条土壌混和 1 回 

にんじん 
しみ腐

病 

9～18 

kg/10 a 
全面土壌混和 

2 回以内（種子へ

の処理は 1回以

内、土壌混和は 1

回以内） 

べにばない

んげん 

茎根腐

病 
1 g/株 定植時 株元散布 1 回 

せり 葉腐病 

3 kg/10 a 
収穫 21 日前 

まで 
湛水散布 

2 回以内（種子へ

の処理は 1回以

内、は種後は 1回

以内） 

くわい 茎腐病 2 回以内 2 回以内 

オクラ 

苗立枯病 
9～18 

kg/10 a 
は種前 1 回 全面土壌混和 

5 回以内（種子へ

の処理は 1回以

内、は種前の土壌

混和は 1回以内、

は種後は 3回以

内） 

疫病 9 kg/10 a 収穫前日まで 3 回以内 株元散布 

たらのき 立枯疫病 20 kg/10 a 

収穫終了後（苗

の場合は植付

後）～落葉前 

ただし、収穫

60 日前まで 

2 回以内 土壌表面散布 2 回以内 
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⑫ 0.25%メタラキシル M・4.0%ヒドロキシイソキサゾール粉剤 

作物名 適用 使用量 
使用 

時期 

本剤

の 

使用 

回数 

使用方法 

メタラキシル

及びメタラキ

シル Mを含む 

農薬の総使用

回数 

稲 

（箱育苗） 

苗立枯病（ピシウム菌） 

苗立枯病（フザリウム

菌） 

ムレ苗防止 

根の生育促進 

育苗箱（30×

60×3 cm､使

用土壌約 5  

L）1箱当たり 

6～8 g 
は種前 

1 回 

育苗箱土壌

に均一に 

混和 

4 回以内（移植

前の土壌混和

は 1回以内、育

苗箱への灌注

は 1回以内、本

田では 2回以

内） 

稲 

（湛水直播） 

根の生育促進による 

苗立の安定 

乾籾重量の

3% 

過酸化カル

シウム剤に

添加して種

籾に粉衣す

る｡ 

3 回以内（種も

みへの処理は 1

回以内、本田で

は 2回以内） 

さとうきび 根腐病 5 kg/10 a 植付時 
植溝土壌 

混和 
1 回 

 
（２）海外での使用方法 

① メタラキシル及びメタラキシル M製剤（EU） 

作物名 
1 回当り 
使用量 

本 剤 の 
使用回数 

栽培期間中 
の総使用量 

使用時期 使用方法 

かんきつ 
(レモン、オレンジ、

マンダリン) 

1 g 
ai/m2 

2 回 

2 g 
ai/m2 

生育始期 
収穫 15～30 日 

前まで 
 

土壌処理 
（株元散布） 

1 g 
ai/樹 

2 g 
ai/樹 

土壌処理 
(株元点滴 
灌水) 

3.5 g 
ai/樹 

7 g 
ai/樹 

収穫 30 日前まで 
茎葉散布 

 
0.35 g 
ai/樹 

0.7 g 
ai/樹 

収穫 15 日前まで 

仁果類 
（りんご、なし） 

1 g 
ai/m2 

2 g 
ai/m2 

秋期又は 
3 月の生育初期 
収穫 15～28 日 

前まで 

収穫 30 日前
まで 

1 g 
ai/樹 

2 g 
ai/樹 

秋期又は 3月 
収穫 15～28 日 

前まで 

土壌処理 
(株元点滴 
灌水) 

ai：active ingredient（有効成分） 
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② メタラキシル製剤（米国）  

作物名 
1 回当り使

用量 

本 剤 
の 

使用回
数 

栽培期間中 
の総使用量 

使用時期 使用方法 

小豆類 (インゲン､ 
あずき､レンズ)、 

エンドウ、その他の
豆類 (リマ､スナッ

プ他) 

0.5 lb 
ai/acre 

1 回 
0.5 lb 
ai/acre 

栽培前又は 
播種時 

全面土壌散布 
又は帯状土壌散布 

ばれいしょ 

0.188 lb 
ai/acre 

2 回 
0.588 lb 
ai/acre 

種いも播種時 畝間処理 

0.40 lb 
ai/acre 

塊茎形成初期 茎葉処理 

かんしょ 
やまいも 

1.0 lb 
ai/acre 

1 回 

1.0 lb 
ai/acre 

栽培前又は 
種いも播種時 

全面土壌散布 
又は帯状土壌散布 

だいこん 
栽培前又は 

播種時 

トマト 
2.0 lbs 
ai/acre 

定植時 

0.5 lb 
ai/acre 

2 回 

生育期 
(定植 4～6週間
後､収穫 4週間

前まで) 

土壌灌注 

未成熟大豆 1 回 
0.5 lb 
ai/acre 

栽培前又は 
播種時 

全面土壌散布 
又は帯状土壌散布 

高麗人参 
0.375 lb 
ai/acre 

4 回 
1.5 lbs 
ai/acre 

収穫 9日前まで 
土壌表面処理 (粒

剤) 

核果類 
(アンズ､おうとう､
ネクタリン､もも､う

め､ 
すもも ､プルーン) 

2.0 lbs 
ai/acre 

3 回 

6.0 lbs 
ai/acre 

苗木は定植後 2
週間以降､成木
は春期生育前 

全面土壌散布 
又は帯状土壌散布 

いちご 
0.5 lb 
ai/acre 

1.5 lbs 
ai/acre 

収穫当日まで 

帯状土壌散布 
又は土壌灌注 

ブルーベリー 
1.8 lbs 
ai/acre 

2 回 
3.6 lbs 
ai/acre 

帯状土壌散布 
又は全面土壌散布 

ナッツ類 
(アーモンド､クル

ミ) 

2.0 lbs 
ai/acre 

3 回 
6.0 lbs 
ai/acre 

苗木は定植後 2
週間以降､成木
は春期生育前 

株元に全面土壌散
布又は帯状土壌散

布 
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③ 49.0%メタラキシル M乳剤及び 45.3%メタラキシル M液剤 (米国) 

作物名 メタラキシル Mの使用量 
使用 

時期 

使用 

間隔 
使用方法 

豆類（未成熟及び乾

燥） 
0.25～0.50 lb ai/acre － － 

植付前土壌混和 

(全面又は帯状) 

土壌散布 

(全面又は帯状) 

豆類（未成熟） 

0.063～0.1 lb ai/acre 
(ﾒﾀﾗｷｼﾙ M を含有する製剤として 
土壌処理は 0.5 lb ai/acre、 
茎葉散布は 0.4 lb ai/acre を 

超えないこと) 

収 穫

3 日

前 ま

で 

－ 茎葉散布 

葉菜類＊ 

(あぶらな科を 

除く) 

0.50～1.0 lb ai/acre 
(ﾒﾀﾗｷｼﾙ M を含有する製剤として 
土壌処理は 1.0 lb ai/acre、 
茎葉散布は 0.4 lb ai/acre を 

超えないこと) 

収穫

7日

前ま

で 

－ 

植付前土壌混和 

(全面又は帯状) 

土壌散布 

(全面又は帯状) 

根菜・塊茎類＊＊ 0.50～1.0 lb ai/acre － － 

植付前土壌混和 

(全面又は帯状) 

土壌散布 

(全面又は帯状) 

高麗人参 0.375 lb ai/acre  － 1 回/年 土壌灌注 

にんじん 

0.25～0.65 lb ai/acre 
（ﾒﾀﾗｷｼﾙ M を含有する製剤として 

合計 1.4 lbs ai/acre、 
土壌処理は 0.65 lb ai/acre、 

茎葉散布は 0.75 lb ai/acre を超え
ないこと） 

－ － 

植付前土壌混和 

(全面又は帯状) 

土壌散布 

(全面又は帯状) 

0.125～0.5 lb ai/acre 
（植付後処理は合計 0.75 lb ai/acre
かつ 1回 0.5 lb ai/acre を超えない

こと、本剤を 1作期で 1.4 lbs 
ai/acre 以上使用しないこと 

ﾒﾀﾗｷｼﾙ M を含有する製剤として 
土壌処理は 0.65 lb ai/acre、 
茎葉散布は 0.75 lb ai/acre 

を超えないこと） 

収穫

7日

前ま

で 

14～21

日 

植付後処理 

直接散布 
(全面又は帯状) 

レタス 

(結球及び非結球) 

0.063～0.125 lb ai/acre 
（ﾒﾀﾗｷｼﾙ M を含有する製剤として 
土壌処理は 1.0 lb ai/acre、 
茎葉散布は 0.4 lb ai/acre 

を超えないこと） 

収穫

7日

前ま

で 

－ 
茎葉散布 

(地上又は空中) 

ばれいしょ 

0.013 lb ai/1000 row ft 
（ﾒﾀﾗｷｼﾙ M を含有する製剤として 
土壌処理は 0.34 lb ai/acre、 
茎葉散布は 0.40 lb ai/acre 

を超えないこと） 

－ － 畝内散布 

＊：「しゅんぎく」、「その他のきく科野菜」及び「セロリ」を含む 
＊＊：「やまいも」を含む 
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③ 49.0%メタラキシル M乳剤及び 45.3%メタラキシル M液剤 (米国)（つづき） 

作物名 メタラキシル Mの使用量 
使用 

時期 

使用 

間隔 
使用方法 

てんさい 0.50～1.0 lb ai/acre － － 

植付前土壌混和 

(全面及び帯状) 

土壌散布 

(全面及び帯状) 

ねぎ、鱗茎野菜類 

0.25～0.50 lb ai/acre 
 （ﾒﾀﾗｷｼﾙ M を含有する製剤として 

土壌処理は 1.0 lb ai/acre、 
茎葉散布は 0.50 lb ai/acre 

を超えないこと) 

－ － 

植付前土壌混和 
(全面又は帯状) 

土壌散布 

(全面又は帯状) 

ブラックベリー(ボ

イゼンベリーを含

む)・ラズベリー類 

1.8 lbs ai/acre 
（ﾒﾀﾗｷｼﾙ M を含有する製剤として土

壌処理は 1.8 lbs ai/acre、 
茎葉散布は 0.2 lb ai/acre を超えな

いこと） 

－ － 
土壌散布 

(全面又は帯状) 

 

④ 5.0%メタラキシル Mフロアブル（米国） 

作物名 メタラキシル Mの使用量 
使用 

時期 

使用 

間隔 
使用方法 

さや付き豆(スナップ

エンドウ) 

0.1 lb ai/acre 
（ﾒﾀﾗｷｼﾙ Mを含有する製剤として
土壌処理は 0.5 lb ai/acre、 

茎葉散布は 0.2 lb ai/acre を超
えないこと） 

収穫 7

日前ま

で 

－ 

茎葉散布 
ねぎ 

鱗茎野菜類 

0.1 lb ai/acre 
（ﾒﾀﾗｷｼﾙ Mを含有する製剤として
土壌処理は 1.0 lb ai/acre、 

茎葉散布は 0.4 lb ai/acre を超
えないこと） 

収穫

10 日

前まで 

14 日 

ブラックベリー(ボイ

ゼンベリーを含む)・

ラズベリー類 

0.1 lb ai/acre 
（ﾒﾀﾗｷｼﾙ Mを含有する製剤として
土壌処理は 1.8 lbs ai/acre、 

茎葉散布は 0.2 lb. ai/acre を超
えないこと） 

収穫 

当日ま

で 

7 日 

 

３. 作物残留試験 

（１）分析の概要 

【国内】 

① 分析対象物質 

・メタラキシル（メタラキシル Mを含む） 

 

② 分析法の概要 

試料からアセトンで抽出し、多孔性ケイソウ土カラム、グラファイトカーボンカ

ラム、フロリジルカラム、C18 カラム等を用いて精製した後、高感度窒素・リン検出

器付きガスクロマトグラフ（GC-NPD）又は液体クロマトグラフ・質量分析計（LC-MS）

で定量する。 
または、試料からアセトンで抽出し、酢酸エチルに転溶する。フロリジルカラム及
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びグラファイトカーボンカラムを用いて精製した後、LC-MS で定量する。 

あるいは、試料からアセトニトリルで抽出し、グラファイトカーボン/PSA 積層カ

ラムを用いて精製した後、ガスクロマトグラフ・質量分析計（GC-MS）で定量する。 

 

定量限界：0.005～0.1 mg/kg 

 

【海外】 

① 分析対象物質 

ⅰ）米国 

・メタラキシル（メタラキシル Mを含む） 

・加水分解により 2,6-ジメチルアニリンに変換される代謝物（代表的な代謝物：

2-[(2,6-ジメチルフェニル)-(2-ヒドロキシアセチル)アミノ]プロピオン酸（以

下、代謝物 Dという）） 

  

 

 
 

代表的な代謝物（代謝物 D）  

 

ⅱ）EU 

・メタラキシル（メタラキシル Mを含む） 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）メタラキシル（メタラキシル M を含む）及び加水分解により 2,6-ジメチルアニ

リンに変換される代謝物 

試料からメタノール・水（1：4）混液で抽出し、必要に応じてアセトニトリル/n-

ヘキサン分配で脱脂する。塩化コバルト存在下リン酸溶液中で還流した後、塩基性

として水蒸気蒸留により生成した 2,6-ジメチルアニリンを捕集する。トリクロロ

アセチルクロリドで誘導体化し、アルミナカラム又はアルミナカラム及びシリカゲ

ルカラムを用いて精製した後、GC-NPD で定量する。 

または、試料からメタノール・水（1：4）混液で抽出し、メタンスルホン酸を加

えて還流した後、塩基性として水蒸気蒸留により生成した 2,6-ジメチルアニリン

を捕集する。シリカゲルカラムを用いて精製した後、GC-NPD で定量する。 

 

定量限界：0.02～0.05 mg/kg（メタラキシル換算濃度） 
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2,6－ジメチルアニリンのト

リクロロアセチル誘導体 
 2,6-ジメチルアニリン 

 

ⅱ）メタラキシル（メタラキシル Mを含む） 

試料からメタノール・水（1：4）混液で抽出し、C18 カラムを用いて精製し、ジ

クロロメタンに転溶する。シリカゲルカラムを用いて精製した後、LC-MS で定量す

る。 

 

定量限界：0.02 mg/kg 

 

（２）作物残留試験結果 

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙 1-1 及び 1-2、海外で実

施された作物残留試験の結果の概要については別紙 1-3 及び 1-4 を参照。 

 

４．魚介類への推定残留濃度 
本剤については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、本剤の水産動植

物被害予測濃度注 1）及び生物濃縮係数（BCF：Bioconcentration Factor）から、以下のと

おり魚介類中の推定残留濃度を算出した。 
 

（１）水産動植物被害予測濃度 

本剤が水田及び水田以外のいずれの場合においても使用されることから、水田

PECtier2 注 2）及び非水田 PECtier1 注 3）を算出したところ、水田 PECtier2 は 2.58 µg/L

非水田 PECtier1 は 0.0158 µg/L となったことから、水田 PECtier2 の 2.58 µg/L を採用

した。 

 

（２）生物濃縮係数 

本剤はオクタノール/水分配係数（log10Pow）が 1.75 であり、魚類濃縮性試験が実施

されていないことから、BCF については実測値が得られていない。このため、log10Pow

から、回帰式（log10BCF ＝ 0.80 × log10Pow － 0.52）を用いて 7.59 L/kg と算出さ

れた。 

 

（３）推定残留濃度 
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（１）及び（２）の結果から、メタラキシルの水産動植物被害予測濃度：2.58 µg/L、

BCF：7.59 L/kg とし、下記のとおり推定残留濃度を算出した。 

 

推定残留濃度＝ 2.58 µg/L ×（7.59 L/kg × 5）＝ 97.9 µg/kg ＝ 0.098 mg/kg 

 

注1）農薬取締法第3条第1項第6号に基づく水産動植物の被害防止に係る農薬の登録保留基準設定に

おける規定に準拠  

注2）水田中や河川中での農薬の分解や土壌・底質への吸着、止水期間等を考慮して算出した  

注3）既定の地表流出率、ドリフト率で河川中に流入するものとして算出 

（参考）平成19年度厚生労働科学研究費補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留

する農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基準設

定法」報告書 

 

５．畜産物における推定残留濃度 

本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定される

ことから、飼料の最大給与割合等から算出した飼料中の残留農薬濃度と動物飼養試験の

結果を用い、以下のとおり畜産物中の推定残留濃度を算出した。 

 

（１）飼料中の残留農薬濃度 

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令（昭和 51 年農林省令第 35 号）に定

める飼料一般の成分規格等と飼料の最大給与割合等から、飼料の摂取によって家畜が

暴露されうる飼料中の残留農薬濃度を算出した。 

成分規格等で定められている基準値上限まで飼料中に農薬が残留している場合を仮

定し、これに飼料の最大給与割合等を掛け合わせることにより飼料中の最大飼料由来

負荷(MDB) 注）を算出したところ、乳牛において 12.8 ppm、肉牛において 7.8 ppm、採卵

鶏において 0.73 ppm、肉用鶏において 0.63 ppm と推定された。 

 

注）最大飼料由来負荷（Maximum Dietary Burden：MDB）: 飼料として用いられる全ての飼料品目

に農薬が残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露さ

れうる最大量。飼料中残留濃度として表示される。 

 

（２）分析法の概要 

① 分析対象物質 

・メタラキシル（メタラキシル Mを含む） 

・加水分解により 2,6-ジメチルアニリンに変換される代謝物 

 

② 分析法の概要 

試料から乳はアセトニトリル、組織はアセトニトリル・水（4：1）混液、脂肪は

n-ヘキサンで抽出する。アセトニトリル/n-ヘキサン分配で脱脂し、塩化コバルト存
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在下リン酸溶液中で還流する。塩基性として水蒸気蒸留より生成した 2,6-ジメチル

アニリンを捕集し、トリクロロアセチルクロリドで誘導体化した後、アルミナカラム

又はアルミナカラム及びシリカゲルカラムを用いて精製した後、GC-NPDで定量する。 

 

定量限界：0.01～0.1 mg/kg（メタラキシル換算濃度） 

 

（３）家畜残留試験（動物飼養試験） 

① 乳牛における残留試験 

乳牛（ホルスタイン種、3～4頭/群）に対して、1.5、7.5、15.0 ppm のメタラキ

シルを含む飼料を 28 日間（1.5 及び 15.0 ppm 投与群）または 40 日間（7.5 ppm 投

与群）にわたり摂食させ、筋肉､脂肪､肝臓､腎臓及び乳に含まれるメタラキシル及び

代謝物を 2,6－ジメチルアニリンに分解し、トリクロロアセチル誘導体とし、GC-NPD

で測定した。結果は表 1参照。 

 

表 1. 乳牛の組織中の残留濃度(mg/kg) 

 1.5 ppm 投与群 7.5 ppm 投与群 15.0 ppm 投与群 

筋肉（腰） － <0.05 <0.05 

筋肉（肢） － <0.05 <0.05 

脂肪(腎周囲) － <0.05 <0.05 

脂肪(大網) － <0.05 <0.05 

肝臓 <0.1  0.21  0.20 

腎臓   0.64  0.52  0.73 

乳 － <0.01 <0.01 

-：測定せず 

定量限界：筋肉及び脂肪 0.05 mg/kg、肝臓及び腎臓 0.1 mg/kg、乳汁 0.01 mg/kg 

 

② 産卵鶏における残留試験 

産卵鶏(白色レグホン種、15 羽/群)に対して、0.5、1.5 及び 5 ppm に相当するメ

タラキシルを含む飼料を 28 日間にわたり摂食させ、筋肉､脂肪､肝臓及び鶏卵に含ま

れるメタラキシル及び代謝物を、2,6－ジメチルアニリンに分解し、トリクロロアセ

チル誘導体とし、GC-NPD で測定した。結果は表 2を参照。 

 

表 2. 産卵鶏の組織中における残留濃度(mg/kg) 

 1.5 ppm 投与群 5.0 ppm 投与群 

皮膚 <0.05 <0.05 

筋肉 <0.05 <0.05 

脂肪 <0.05 <0.05 

肝臓 <0.1 <0.1 

卵 <0.05 <0.05 

定量限界：皮膚、筋肉及び脂肪 0.05 mg/kg、肝臓 0.1 mg/kg 
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（４）推定残留濃度 

牛及び鶏について、MDB と各試験における投与量から、畜産物中の推定残留濃度（最

大値）を算出した。結果については、表 3-1 及び 3-2 を参照。 

 

表 3-1. 畜産物中の推定残留濃度；牛（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

乳牛 <0.05 <0.05 0.21 0.67 <0.01 

肉牛 <0.05 <0.05 0.22 0.53  

 

表 3-2. 畜産物中の推定残留濃度；鶏（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 卵 

産卵鶏 <0.05 <0.05 <0.1 <0.05 

肉用鶏 <0.05 <0.05 <0.1  

 

６. ADI 及び ARfD の評価 

食品安全基本法 (平成 15 年法律第 48 号) 第 24 条第 1項第 1号の規定に基づき､食品

安全委員会あて意見を求めたメタラキシル及びメタラキシル Mに係る食品健康影響評価

において、以下のとおり評価されている。 

    

（１）ADI 

無毒性量：8.0 mg/kg 体重/day 

（動物種）  イヌ 

（投与方法） 経口及び混餌 

（試験の種類）亜急性毒性試験（メタラキシル M）及び慢性毒性試験（メタラキシ

ル）の総合評価 

（期間）   90 日間、6 か月間及び 2年間 

安全係数：100 

ADI：0.08 mg/kg 体重/day 

 

（２）ARfD 

無毒性量： 50 mg/kg 体重/day 

（ARfD 設定根拠資料①）亜急性毒性試験（メタラキシル M） 

（動物種）       ラット 

（投与方法）      経口 

 

（ARfD 設定根拠資料②）一般薬理試験（メタラキシル） 

（動物種）       雄マウス 

（投与方法）      経口 

安全係数： 100 

ARfD：0.5 mg/kg 体重 
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７. 諸外国における状況 

JMPR における毒性評価が行われ、2002 年に ADI が設定され、ARfD は設定不要と評価さ

れている。国際基準はメタラキシルについて、らっかせい、キャベツ等に設定されてい

る。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国において

小豆類、ばれいしょ等に、カナダにおいて小麦、大豆等に、EU においてたまねぎ、にん

にく等に、豪州において仁果果実類、パイナップル等に、ニュージーランドにおいてベ

リー類、ぶどう等に基準値が設定されている。 

 

８. 基準値案 

（１）残留の規制対象 

農産物及び魚介類にあってはメタラキシル（メタラキシル Mを含む）のみとし、畜産

物にあってはメタラキシル（メタラキシル Mを含む）及び加水分解により 2,6-ジメチ

ルアニリンに変換される代謝物とする。 

 

動物体内運命試験おいて、泌乳ヤギで親化合物は検出されておらず代謝物のみが検

出され、産卵鶏において親化合物は砂嚢等の一部で認められているが、主に代謝物が

検出されている。また、畜産物の残留試験においてメタラキシル（メタラキシル Mを

含む）及び代謝物を 2,6-ジメチルアニリンに加水分解しメタラキシルに換算した残留

濃度を分析している。このことから、畜産物の規制対象をメタラキシル（メタラキシ

ル Mを含む）及び加水分解により 2,6-ジメチルアニリンに変換される代謝物とした。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物及び魚介類中の暴露

評価対象物質としてメタラキシル及びメタラキシル M（親化合物のみ）、畜産物中の暴

露評価対象物質としてメタラキシル及びメタラキシルM並びに2,6-ジメチルアニリン

基を有する代謝物としている。 

 

（２）基準値案 

別紙 2のとおりである。 

 

（３）暴露評価 

① 長期暴露評価 

1 日当たり摂取する農薬等の ADI に対する比は、以下のとおりである。詳細な暴

露評価は別紙 3参照。 
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 TMDI／ADI（%）注) 

国民全体（1歳以上） 10.9 

幼小児（1～6歳） 23.3 

妊婦 10.2 

高齢者（65 歳以上） 12.0 

注）各食品の平均摂取量は、平成 17～19 年度の食品摂取頻度・摂取量

調査の特別集計業務報告書による。 

  TMDI 試算法：基準値案×各食品の平均摂取量 

 

② 短期暴露評価 

各食品の短期推定摂取量（ESTI）を算出したところ、国民全体（1 歳以上）、幼小

児（1～6歳）のそれぞれにおける摂取量は急性参照用量（ARfD）を超えていない注）。

詳細な暴露評価は別紙 4-1 及び 4-2 参照。なお、小豆類、やまいも、しゅんぎく、

にんにく、にんじん、セロリ、おうとう及びいちごの暴露評価には、基準値の設定

に用いた米国の作物残留試験の結果が代謝物を含むことから、最高残留濃度（HR）

又は中央値（STMR）に換算係数 0.７を乗じた値を用いた。 

注）基準値案、作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用い、平成 17

～19 年度の食品摂取頻度・摂取量調査及び平成 22年度の厚生労働科学研究の結果に基づき

ESTI を算出した。 
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(別紙1-1)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

134 圃場A:<0.01(#)
 注2)

142 圃場B:<0.01(#)

93 圃場A:<0.01(#)

70 圃場B:0.02(#)

圃場A:<0.01(5回,89日)(#)

圃場B:<0.01(5回,89日)(#)

粉衣 143 圃場A:<0.005(#)

種子重量の0.5% 130 圃場B:<0.005(#)

500倍散布 圃場A:<0.005(3回,21日)(#)

100,200 L/10 a 圃場B:<0.005(3回,21日)(#)

500倍散布 圃場A:0.014(3回,21日)(#)

120,200 L/10 a 圃場B:0.025(3回,21日)(#)

1000倍散布 圃場A:<0.05(4回,6日)(#)

100,500 L/10 a 圃場B:0.06(4回,14日)(#)

作条処理 139 圃場A:0.01(#)

10,20 kg/10 a 168 圃場B:0.02(#)

全面土壌混和 139 圃場A:0.01

20 kg/10 a 168 圃場B:0.06

植付時全面土壌混和 149 圃場A:<0.008

15 kg/10 a 158 圃場B:<0.008

植付時植溝処理 149 圃場A:<0.008

10 kg/10 a 158 圃場B:<0.008

114 圃場A:<0.008(#)

133 圃場B:<0.008(#)

103 圃場C:<0.008(#)

培土時土壌表面散布 151,158,165 圃場A:<0.05

5 kg/10 a 99,106,113 圃場B:<0.05

植溝土壌混和 圃場A:<0.01(1回,243日)

5 kg/10 a 圃場B:<0.01(1回,243日)

粉衣 47 圃場A:<0.04(#)

種子重量の0.5% 64 圃場B:<0.04(#)

播種時作条土壌混和処理 53,60,67 圃場A:0.03(1回,53日)

9 kg/10 a 50,57,64 圃場B:0.05(1回,50日)

粉衣 47 圃場A:<0.04(#)

種子重量の0.5% 64 圃場B:<0.04(#)

播種時作条土壌混和処理 53,60,67 圃場A:0.04(1回,53日)

9 kg/10 a 50,57,64 圃場B:0.05(1回,50日)

播種時全面土壌混和処理 91,96,101 圃場A:<0.1(1回,91日)

10 kg/10 a 85,90,95 圃場B:<0.1(1回,85日)

播種時全面土壌混和処理 91,96,101 圃場A:<0.1(1回,91日)

10 kg/10 a 85,90,95 圃場B:<0.1(1回,85日)

500倍散布 圃場A:<0.02(3回,14日)(#)

200,400 L/10 a 圃場B:0.03(3回,14日)(#)

1000倍散布 圃場A:0.20(2回,7日)(#)

200,500 L/10 a 圃場B:0.21(4回,7日)(#)

粉衣+800倍散布 圃場A:0.02(4回,7日)(#)

種子重量の0.5％+200 L/10 a 圃場B:0.088(4回,7日)(#)

こんにゃくいも
（球茎）

メタラキシルの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注1)

水稲
（玄米）

2

メタラキシル
25％水和剤

+メタラキシル
2.0％粒剤

500 ppm種子浸漬
+育苗箱処理80 g/箱

1+1

2

メタラキシル
25％水和剤

+メタラキシル
2.0％粒剤

+メタラキシル
2.0％粒剤

500 ppm種子浸漬
+育苗箱処理80 g/箱

+湛水散布12.5 kg/10 a
1+1+2

2

メタラキシル
0.5％粉剤

+メタラキシル
4.0％液剤

+メタラキシル
2.0％粒剤

1+2 +2 45,60 ,89

だいず
（乾燥子実）

2
メタラキシル
15％水和剤

1

2
メタラキシル
10％水和剤

3 7,14,21

あずき
（乾燥子実）

2
メタラキシル
10％水和剤

3 7,14,21

ばれいしょ
（塊茎）

2
メタラキシル
25％水和剤

4

2
メタラキシル
1.5％粉剤

1

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1

メタラキシル
1.5％粉剤

1

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1

さとうきび
（茎部）

2
メタラキシル
0.50％粉剤

1 243,334

だいこん
（根部）

2
メタラキシル
25％水和剤

1

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1

だいこん
（葉部）

2
メタラキシル
25％水和剤

1

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1

かぶ
（根部）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1

かぶ
（葉部）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1

わさびだいこん
（根部）

2
メタラキシル
10％水和剤

3 14,21,28

はくさい
（茎葉）

2
メタラキシル
25％水和剤

2,4 7,14,21

2
メタラキシル
25％水和剤

+8.0％水和剤
1+3 3, 7,14

育苗箱処理8 g/箱
+500倍育苗箱処理500 mL/箱

+湛水散布6 kg/10 a

6,14,21

2

2

3
メタラキシル
2.0％粒剤

植付時植溝処理
+培土時株元散布

5 kg/10 a+5 kg/10 a
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(別紙1-1)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

メタラキシルの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注1)

粉衣 83 圃場A:<0.01(#)

種子重量の0.5% 115 圃場B:<0.01(#)

1000倍散布 圃場A:0.022(3回,14日)(#)

200,200～250 L/10 a 圃場B:0.07(3回,21日)(#)

播種前全面土壌混和処理 圃場A:0.20

10 kg/10 a 圃場B:0.44

全面土壌混和処理 圃場A:1.02(1回,21日)

10 kg/10 a 圃場B:0.40(1回,21日)

全面土壌混和処理 圃場A:0.52(1回,25日)

9 kg/10 a 圃場B:0.16(1回,18日)

1000倍散布 圃場A:<0.1(3回,21日)(#)

100～280,300 L/10 a 圃場B:<0.1(3回,21日)(#)

600倍散布 圃場A:0.26

150 L/10 a 圃場B:0.25

圃場A:0.26(1回,28日)(#)

圃場B:<0.05(1回,21日)(#)

圃場A:<0.01(5回,7日)(#)

圃場B:0.028(5回,7日)(#)

湿粉衣+400倍散布 圃場A:<0.01(4回,7日)(#)

種子重量の0.5%
+100,150 L/10 a

圃場B:<0.01(4回,7日)(#)

8倍空中散布 圃場A:<0.01(#)

1.5～1.8 L/10 a 圃場B:<0.01(#)

圃場A:<0.005(3回,14日)(#)

圃場B:0.011(3回,14日)(#)

14,21,30 圃場A:<0.01(3回,14日)(#)

14,21,31 圃場B:<0.01(3回,14日)(#)

500倍散布

300 g/10 a

500倍散布 圃場A:<0.1(3回,14日)(#)

150,250 L/10 a 圃場B:<0.1(3回,14日)(#)

107 圃場A:<0.01(#)

120 圃場B:<0.01(#)

株元散布 圃場A:0.22(3回,22日)

10 kg/10 a 圃場B:0.46(3回,22日)

株元散布 圃場A:0.40(3回,32日)

20 kg/10 a 圃場B:0.56(3回,22日)

800倍散布 圃場A:0.74

150,100 L/10 a 圃場B:<0.05

湛水土壌全面散布 22,28,35 圃場A:0.15(1回,22日)

6 kg/10 a 14 ,21,26,35 圃場B:0.34

1000倍散布 圃場A:0.34(5回,1日)(#)

300,500 L/10 a 圃場B:0.31(5回,1日)(#)

1000倍散布

190～270,260 L/10 a

400倍散布 圃場A:0.2

200,300 L/10 a 圃場B:0.66

キャベツ
（葉球）

2
メタラキシル
25％水和剤

1

2
メタラキシル
10％水和剤

3 14,21,30

こまつな
（茎葉）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1 21,28,35

みずな
（茎葉）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1 21,26,31

チンゲンサイ
（茎葉）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1 18,25,32

ブロッコリー
（花蕾）

2
メタラキシル
10％水和剤

3 21,28,35

ひろしまな
（茎葉）

2
メタラキシル
8.0％水和剤

3 3,7,14

タアサイ
（茎葉）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1 21,28,35

たまねぎ
（鱗茎）

2
メタラキシル
25％水和剤

5 7,14,21

2
メタラキシル
25％水和剤
+8.0％水和剤

1+3 3 ,7,14

2
メタラキシル
10％水和剤

3 7

根深ねぎ
（茎葉）

2
メタラキシル
10％水和剤

3 14,21,30
1000倍散布
150 L/10 a

葉ねぎ
（茎葉）

2
メタラキシル
10％水和剤

3
1000倍散布
150 L/10 a

らっきょう
（鱗茎）

1
メタラキシル
10％水和剤

4 21 圃場A:<0.05(#)

1
メタラキシル
10％水和剤

3 186 圃場A:<0.05(#)

500倍散布
150 L/10 a

500倍散布
150 L/10 a

1
メタラキシル
10％水和剤

4 14,21,30 圃場A:0.17(4回,21日)(#)

2
メタラキシル
10％水和剤

3 14,21,30

にんじん
（根部）

2
メタラキシル
25％水和剤

1
粉衣

種子重量の0.5%

パセリ
（展開葉）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

3 22,32,41

2
メタラキシル
2.0％粒剤

3 22,32,41

みつば
（茎葉）

2
メタラキシル
8.0％水和剤

1 3,7 ,14

せり
（茎葉）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1

トマト
（果実）

2
メタラキシル
25％水和剤

5 1,3,7

1
メタラキシル
10％水和剤

3,4 1,3,7 圃場A:0.30(4回,1日)(#)

ミニトマト
（果実）

2
メタラキシル
8.0％水和剤

3 1,7,14

全面土壌混和処理
9 kg/10 a

1000倍散布
100,200 L/10 a
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(別紙1-1)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

メタラキシルの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注1)

1,3,7,14,21 圃場A:0.86(3回,7日)(#)

1,3,7,14 圃場B:0.44(3回,14日)(#)

圃場A:0.38(3回,7日)(#)

株元散布 圃場B:0.05(3回,1日)(#)

4 g/株 圃場C:0.31(3回,15日)(#)

圃場D:0.60(3回,3日)(#)

1000倍散布 圃場A:0.2(4回,1日)(#)

200,220 L/10 a 圃場B:0.5(4回,1日)(#)

圃場A:0.08(3回,7日)

圃場B:0.05

2000倍散布 圃場A:0.20(7回,1日)(#)

200,500 L/10 a 圃場B:0.50(7回,1日)(#)

1000倍散布 圃場A:0.12(4回,1日)(#)

300 L/10 a 圃場B:0.24(4回,1日)(#)

2000倍散布 圃場A:0.01(3回,14日)(#)

300 L/10 a 圃場B:0.01(3回,14日)(#)

1000倍散布 圃場A:0.05(3回,7日)(#)

293,300 L/10 a 圃場B:0.03(3回,7日)(#)

800倍散布 7,14,20 圃場A:0.02(3回,20日)

250,300 L/10 a 7,14,21 圃場B:0.02

2000倍散布 圃場A:0.23(3回,3日)(#)

200 L/10 a 圃場B:0.04(3回,14日)(#)

40,47 圃場A:<0.01(1回,40日)(#)

31,38 圃場B:<0.01(1回,31日)(#)

59,64,69 圃場A:<0.1(1回,59日)

113,118,123 圃場B:0.32(1回,113日)

土壌表面散布 圃場A:0.10

10 kg/10 a 圃場B:0.35(3回,14日)

土壌表面散布 30,45,60 圃場A:0.30(3回,60日)

20 kg/10 a 30,46,60 圃場B:0.31(3回,46日)

土壌混和+土壌表面散布 圃場A:0.23(3回,45日)

20 kg/10 a+20 kg/10 a 圃場B:0.19(3回,30日)

108 圃場A:<0.005(#)

100 圃場B:<0.005(#)

土壌表面散布

20 kg/10 a

土壌表面散布

20 kg/10 a

圃場A:0.26

圃場B:0.26

20,30 圃場C:0.02(1回,20日)

圃場D:0.2(1回,35日)

圃場E:<0.1

湛水散布 圃場A:<0.05

6 kg/10 a 圃場B:0.12(2回,30日)

600倍散布 圃場A:0.04

400,500 L/10 a 圃場B:0.02

600倍散布 圃場A: 1.26

400,500 L/10 a 圃場B: 1.66

1500倍株元灌注
400 mL/株

かぼちゃ
（果実）

粉衣
種子重量の0.5%

ピーマン
（果実）

2
メタラキシル
25％水和剤

3

4
メタラキシル
2.0％粒剤

3 1,3,7,15,21,30

なす
（果実）

2
メタラキシル
10％水和剤

4 1,7,14

ししとう
（果実）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

3 1,3,7
株元散布
3 g/株

きゅうり
（果実）

2
メタラキシル
25％水和剤

5,7 1,3,7

2
メタラキシル
10％水和剤

4 1,3,7

2
メタラキシル
25％水和剤

3 14,21,30

2
メタラキシル
10％水和剤

3 1,7,14

すいか
（果肉）

2
メタラキシル
8.0％水和剤

3

メロン
（果肉）

2
メタラキシル
25％水和剤

3 1,3,14,30

ほうれんそう
（茎葉）

2
メタラキシル
25％水和剤

1

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1

2
メタラキシル
2.0％粒剤

3 1,7,14

しょうが
（塊茎）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

3

葉しょうが
（茎部,塊茎）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1+2 21,30,45

だいず
（えだまめ）

2
メタラキシル
15％水和剤

1

たらのき
（芽部）

1
メタラキシル
2.0％粒剤

1,2 186,217 圃場A:<0.01(2回,186日)

1
メタラキシル
2.0％粒剤

2 229 圃場A:0.015

うど
（茎葉）

5
メタラキシル
8.0％水和剤

800倍根株浸漬 1

25

25,35,45

くわい
（塊茎）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

2 21,30,43

温州みかん
（果肉）

2
メタラキシル
8.0％水和剤

2 14,21,28

温州みかん
（果皮）

2
メタラキシル
8.0％水和剤

2 14,21,28

播種時全面土壌混和処理
9 kg/10 a

オクラ
（果実）

粉衣
種子重量の0.5%
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(別紙1-1)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

メタラキシルの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注1)

定植前畝面土壌混和処理
+マルチ前土壌表面処理

89 圃場A:0.13(#)

10 kg/10 a+10 kg/10 a 63 圃場B:0.25(#)

定植前畝面土壌混和処理

10 kg/10 a

1000倍散布+土壌混和 77,109 圃場A:0.026(4回,77日)(#)

300,1000 L/10 a＋10 kg/10 a 86,116 圃場B:0.146(4回,86日)(#)

1250倍散布 45,60,80 圃場A:0.37(2回,45日)(#)

300 L/10 a 44,59,75 圃場B:0.14(1回,44日)(#)

1250倍散布

300 L/10 a

2500倍散布

300 L/10 a

株元処理 122 圃場A: 1.0

20 g/株 113 圃場B:0.6

株元処理+500倍散布 17 圃場A: 5.8(#)

20 g/株+300～600 L/10 a 12 圃場B: 20.0(#)

圃場A: 5.45(4回,14日)(#)

圃場B: 8.63(4回,21日)(#)

土壌表面散布

30 kg/10 a

土壌表面散布

10および30 kg/10 a

土壌表面散布

30 kg/10 a

土壌表面散布

20 kg/10 a

1
メタラキシル
2.0％粒剤

土壌表面散布
20 kg/10 a

2 39,58,73 圃場A:0.35(2回,73日)

いちご
（果実）

2
メタラキシル
2.0％粒剤

1+1

1
メタラキシル
2.0％粒剤

1 118 圃場A:0.03(#)

2
メタラキシル
10％水和剤
+2.0％粒剤

3+1

2
メタラキシル
25％水和剤

1,2

ぶどう（大粒種）
（果実）

1
メタラキシル
25％水和剤

1,2 49,64,83 圃場A:0.40(2回,49日)(#)

1
メタラキシル
25％水和剤

2 49,64,83 圃場B:0.14(2回,49日)(#)

2
メタラキシル
2.0％粒剤

+15％水和剤
1+4

2
メタラキシル
2.0％粒剤

+15％水和剤
1+3

1
メタラキシル
2.0％粒剤

2 13,20 ,27 圃場A:0.64(2回,27日)(#)

1
メタラキシル
2.0％粒剤

2

1
メタラキシル
2.0％粒剤

1 23,30,37 圃場A:0.44

1
メタラキシル
2.0％粒剤

1

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる
最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間
が最短の場合にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数に
ついて（　）内に記載した。

みょうが
（花蕾）

※）メタラキシルMに係る作物残留試験については、既登録のメタラキシルと同じ剤型で投下薬量がメタラキシルの範囲内であるものは、メタラキシ
ルの試験成績で代替されている（みょうが等）。

23,30,37 圃場A:0.60(1回,30日)(#)

圃場A: 1.02(2回,30日)(#)

ぶどう（小粒種）
（果実）

株元処理+500倍散布
20 g/株

+150～200,350～700 L/10 a
14,21,30,44

1

注2）(＃)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜
体で示した。

23,30,37

ホップ
（乾花）

2
メタラキシル
2.0％粒剤
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(別紙1-2)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

500倍散布 圃場A:<0.01(3回,21日)(#)

200～250 L/10 a 圃場B:<0.01(3回,21日)(#)

原液 125 圃場A:<0.01

8 mL/kg種子 127 圃場B:<0.01

500倍散布 圃場A:<0.01(3回,21日)(#)

120～200 L/10 a 圃場B:<0.01(3回,21日)(#)

原液 125 圃場A:<0.01

8 mL/kg種子 112 圃場B:<0.01

原液 94 圃場A:<0.01

8 mL/kg種子 91 圃場B:<0.01

株元散布 89,96,103 圃場A:<0.02(1回,89日)

1 g/株 91,98,105 圃場B:<0.02(1回,91日)

2.42 g/L(413倍)散布 圃場A:<0.01(3回,7日)(#)

150 L/10 a 圃場B:0.01(3回,7日)(#)

原液 208 圃場A:<0.01(#)

8 mL/種子100,000粒 188 圃場B:<0.01(#)

土壌混和 圃場A:0.08

9 kg/10 a 圃場B:0.78

土壌混和 20 圃場A:0.02

9 kg/10 a 23 圃場B:0.14

1000倍散布 圃場A:<0.01(3回,14日)(#)

150～200 L/10 a 圃場B:0.01(3回,14日)(#)

500倍散布 圃場A:0.02(3回,7日)(#)

220,250～300 L/10 a 圃場B:0.03(3回,7日)(#)

500倍散布 圃場A:0.04(3回,14日)(#)

300 L/10 a 圃場B:0.12(3回,14日)(#)

800倍散布 圃場A:<0.1

250～300 L/10 a 圃場B:<0.1

播種前作条土壌混和 141,148,155 圃場A:<0.01(1回,141日)

18 kg/10 a 148,155,162 圃場B:<0.01(1回,148日)

800倍散布 圃場A:<0.01

300 L/10 a 圃場B:0.19

500倍散布 圃場A:0.02(3回,14日)(#)

200 L/10 a 圃場B:0.09(3回,14日)(#)

500倍散布 圃場A:<0.01(3回,7日)(#)

200,250 L/10 a 圃場B:0.01(3回,7日)(#)

500倍散布 圃場A:0.02(3回,14日)(#)

ねぎ 200,300 L/10 a 圃場B:0.03(3回,14日)(#)

（茎葉） 土壌混和+330倍散布 圃場A:0.05(4回,21日)(#)

9 kg/10 a+181,200 L/10 a 圃場B:<0.01(4回,21日)(#)

1000倍散布 圃場A:<0.01

150,200 L/10 a 圃場B:0.04

800倍散布 圃場A:<0.01

178,180 L/10 a 圃場B:<0.01

500倍散布 圃場A:<0.01(3回,14日)(#)

208,300 L/10 a 圃場B:<0.01(3回,14日)(#)

土壌混和 89,96,103 圃場A:0.026(1回,89日)

18 kg/10 a 94,101,108 圃場B:0.022(1回,94日)

メタラキシルMの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注1)

だいず
（乾燥子実）

2
メタラキシルM
4％顆粒水和剤

3 7,14,21

2
メタラキシルM
1.7％水和剤

1

あずき
（乾燥子実）

2
メタラキシルM
4％顆粒水和剤

3 7,14 ,21

2
メタラキシルM
1.7％水和剤

1

いんげんまめ
（乾燥子実）

2
メタラキシルM
1.7％水和剤

1

べにばないんげん
（乾燥子実）

2
メタラキシルM

1.0％粒剤
1

ばれいしょ
（塊茎）

2
メタラキシルM
4.2％水和剤

3 7,14,21

てんさい
（根部）

2
メタラキシルM
1.7％水和剤

1

だいこん
（つまみ菜）

2
メタラキシルM

1.0％粒剤
1 14

だいこん
（間引き菜）

2
メタラキシルM

1.0％粒剤
1

わさびだいこん
（根部）

2
メタラキシルM
4％顆粒水和剤

3 7,14,21

はくさい
（茎葉）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

3 3,7,14

キャベツ
（葉球）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

3 7,14,21

ブロッコリー
（花蕾）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

2 14 ,21,28

ごぼう
（根部）

2
メタラキシルM

1.0％粒剤
1

リーフレタス
（茎葉）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

2 14 ,21,28

レタス
（茎葉）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

3 3,7 ,14

たまねぎ
（鱗茎）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

3 3, 7,14

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

3 3,7, 14

2
メタラキシルM

1.0％粒剤
+3.3％水和剤

1+3 7 ,14,21

アスパラガス
（若茎）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

3 1,3,7

わけぎ
（茎葉）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

2 14,21,28

らっきょう
（鱗茎）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

3 7,14,21

にんじん
（根部）

2
メタラキシルM

1.0％粒剤
1
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(別紙1-2)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

メタラキシルMの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注1)

826倍散布 圃場A:0.09(4回,1日)(#)

258,269 L/10 a 圃場B:0.15(4回,1日)(#)

1000倍散布

190～270,260 L/10 a

800倍散布 圃場A:0.03(4回,7日)(#)

190,200 L/10 a 圃場B:0.01(4回,7日)(#)

株元散布 圃場A:0.11(3回,3日)

3 g/株 圃場B:0.10(3回,7日)

株元散布 圃場A:<0.1(4回,1日)(#)

3 g/株 圃場B:<0.1(4回,1日)(#)

500倍散布 圃場A:0.08(3回,1日)(#)

130～150,200 L/10 a 圃場B:0.18(3回,1日)(#)

株元散布 圃場A:<0.1(4回,1日)(#)

3 g/株 圃場B:<0.1(4回,1日)(#)

株元散布 1,3,7,14 圃場A:0.5(4回,1日)(#)

3 g/株 1,3,7,14,21,28 圃場B:<0.1(4回,1日)(#)

826倍散布 圃場A:0.12(3回,1日)(#)

300 L/10 a 圃場B:0.17(3回,3日)(#)

500倍散布

220 L/10 a

1000倍散布 圃場A:0.10(4回,1日)(#)

300 L/10 a 圃場B:0.13(4回,3日)(#)

1000倍散布 圃場A:0.01(3回,14日)

200,286 L/10 a 圃場B:0.01

1.21 g/L(826倍)散布 圃場A:0.01(3回,7日)(#)

200,300 L/10 a 圃場B:<0.01(3回,7日)(#)

500倍散布 圃場A:<0.01(3回,7日)(#)

250,300 L/10 a 圃場B:<0.01(3回,7日)(#)

メタラキシルM 圃場A:0.02

1.0％粒剤 圃場B:0.02

土壌混和+株元散布 圃場A:0.16(4回,7日)

18 kg/10 a+10 kg/10 a 圃場B:0.28

土壌表面散布 圃場A:<0.01

18 kg/10 a 圃場B:<0.01

原液 83 圃場A:<0.01

8 mL/kg種子 69 圃場B:<0.01

土壌表面散布 圃場A:<0.01

20 kg/10 a 圃場B:0.03

96,103,110 圃場A:<0.01(4回,96日)(#)

63,70,77 圃場B:0.06(4回,63日)(#)

1.21 g/L散布(826倍)散布 圃場A:0.04(2回,70日)(#)

300 L/10 a 圃場B:0.01(2回,42日)(#)

メタラキシルM
1％粒剤

トマト
（果実）

2
メタラキシルM
4.2％水和剤

4 1,3,7

1
メタラキシルM
5％水和剤

3,4 1,3,7 圃場A:0.12(3回,1日)(#)

ミニトマト
（果実）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

4 1,3 ,7,14

ピーマン
（果実）

2
メタラキシルM

1.0％粒剤
3 1,3,7

2
メタラキシルM

1.0％粒剤
4 1,7,14,21,28

なす
（果実）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

3 1,7,14

ししとう
（果実）

2
メタラキシルM

1.0％粒剤
4 1,7,14,21,28

甘長とうがらし
（果実）

2
メタラキシルM

1.0％粒剤
4

きゅうり
（果実）

2
メタラキシルM
4.2％水和剤

3 1,3,7

1
メタラキシルM
3.3％水和剤

3 1,3,7 圃場A:0.18(3回,1日)(#)

2
メタラキシルM
5％水和剤

4 1,3,7

かぼちゃ
（果実）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

3 3,7,14

すいか
（果肉）

2
メタラキシルM
4.2％水和剤

3 7,14,21

メロン
（果肉）

2
メタラキシルM
3.3％水和剤

3 1,7,14

1,3,7,14

2

メタラキシルM
1.0％粒剤

+メタラキシル
2.0％粒剤

1+3 1,3,7,14

葉しょうが
（茎葉,根茎）

2
メタラキシルM

1.0％粒剤
3 14,21,28,35

えだまめ
（さや）

2
メタラキシルM
1.7％水和剤

1

たらのき
（可食部）

2 2 60,75,90

いちご
（果実）

2

メタラキシルM
4％顆粒水和剤
+メタラキシル

2.0％粒剤

1000倍散布,50 mL/株
+10 kg/10 a

3+1

ぶどう
（果実）

2
メタラキシルM
4.2％水和剤

2 42,56,70

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわ
ゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期
間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日
数について（　）内に記載した。

オクラ
（果実）

2
土壌混和+株元散布

18 kg/10 a+9 kg/10 a
1+3

注2）(＃)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件
を斜体で示した。

注3）今回、新たに提出された作物残留試験成績に網を付けて示している。
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(別紙1-3)

剤型 使用量･使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.08 (全果換算)(4回,15日) (#)

　　   0.14 (果皮)(4回,15日)(#)

圃場B：0.37 (全果換算)(4回,15日)(#)

　　   0.68 (果皮)(4回,15日)(#)

圃場C：0.28 (全果換算)(4回,15日)(#)

       0.48 (果皮)(4回,15日)(#)

圃場D：0.41 (全果換算)(4回,15日)(#)

　　   0.63 (果皮)(4回,15日)(#)

137 圃場E：<0.03 (全果)(#)

137 圃場F：<0.03 (全果)(#)

圃場A：0.11 (全果換算)(#)

　　　 0.25 (果皮)(#)

圃場B：0.02 (全果換算)(#)

　　　 0.04 (果皮)(#)

圃場C：0.03 (全果換算)(4回,15日）(#)

　　　 0.06 (果皮)(4回,15日）(#)

圃場D：0.05 (全果換算)(4回,15日）(#)

　　　 0.11 (果皮平均)(4回,15日）(#)

圃場E：0.11 (全果換算)(#)

　　　 0.24 (果皮)(#)

3,7, 15,30 圃場A：0.17 (全果)(2回,15日）(#)

14 圃場B：0.08 (全果換算)(#)

15 圃場C：0.16 (全果換算)(#)

圃場D：0.17 (全果換算)(#)

　　　 0.41 (果皮)(#)

4,7 ,14,21 圃場A: <0.02 (2回,14日)(#)

3,7 ,14,21 圃場B: <0.02 (2回,14日)(#)

7 ,14,21 圃場C: <0.02 (2回,14日)

7 ,14,21 圃場D: <0.02 (2回,14日)

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験
（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫
までの期間が 最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用
回数及び経過日数について（　）内に記載した。
注2）(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試
験条件を斜体で示した。

注3）全果（ｆruit）は、全果を分析した残留値。全果換算(fruit subspecimen)は、果実と果皮に分けて分析し、全果の濃度に換算した
値。平均値の算出においては、全果又は全果換算のPHIの値を 全果として算出に供している。

16

りんご

2
メタラキシルM

2.5％粒剤

10 kg ai/ha　(4 g ai/樹) 2

2 1 g ai/樹 2

4,7 ,15,21

メタラキシルM
2.5％粒剤

メタラキシルM
68％水和剤

2.5％粒剤　1.00 g/m2　土壌処理
68％水和剤 6331 g ai/ha  茎葉散布

2+2 14

2.5％粒剤1.00 g/m2土壌処理
42.5％水和剤 3187 g ai/ha 茎葉散布

マンダリン 4
メタラキシルM
42.5％水和剤

200 g ai/ha  茎葉散布
（計 400 g ai/ha）

2

15

2.5％粒剤1.00 g/m2土壌処理
42.5％水和剤 3198 g ai/ha 茎葉散布

2+2 15

2.5％粒剤1.00 g/m2土壌処理
42.5％水和剤 3227 g ai/ha  茎葉散布

オレンジ

メタラキシルM
2.5％粒剤

メタラキシルM
42.5％水和剤

2.5％粒剤1.00 g/m2土壌処理
42.5％水和剤 3179 g ai/ha  茎葉散布

2+2

2+2

2+2

4

1

3,7 ,15,21

メタラキシル
25％水和剤

 320 g ai/ha  茎葉散布
（計 1920 g ai/ha）

6

7 ,15,30

7 ,15,30

7 ,15,30

7 ,15,30

2

農作物
試験

圃場数

試験条件

レモン

4

メタラキシルM
2.5％粒剤

メタラキシルM
42.5％水和剤

2.5％粒剤　1 g ai/樹　株元処理
200 g ai/ha 茎葉散布

2+2

メタラキシル及びメタラキシルMの海外作物残留試験一覧表（EU）

残留濃度（mg/kg）注1)

【メタラキシル】
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(別紙1-4)

メタラキシル及びメタラキシルMの海外作物残留試験一覧表（米国）

試験

圃場数 剤型 使用量･使用方法 回数 経過日数

ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤 圃場A: <0.05 (#) 
注2)

ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%乳剤 圃場B: <0.05 (#)
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤 圃場C: <0.05 (#)
ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%乳剤 圃場D: <0.05 (#)

1 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤 2.0 lbs ai/acre 播種時､全面土壌散布 1 108 圃場E: 0.06 (#)
66 圃場A: <0.05 (#)
54 圃場B: 0.08 (#)
89 圃場F: <0.05 (#)

1 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤 4.0 lbs ai/acre 播種時､全面土壌散布 1 54 圃場C: 0.08 (#)
1 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤 0.25 lb ai/acre 播種時､全面土壌散布 1 54 圃場D: <0.05
1 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤 0.5 lb ai/acre 播種時､全面土壌散布 1 54 圃場E: 0.06
1 ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%粒剤 2.0 lbs ai/acre 播種時､全面土壌散布 1 89 圃場G: 0.06 (#)

3 圃場A: <0.05
2 圃場B: <0.05
4 圃場C: <0.05
2 圃場D: <0.05
4 圃場A: <0.05 (#)

圃場B: <0.05 (#)
圃場C: <0.05 (#)
圃場D: <0.05 (#)

4 圃場E: <0.05 (#)
圃場F: <0.05 (#)
圃場G: <0.05 (#)
圃場H: <0.05 (#)

3 圃場I: <0.05 (#)
圃場J: <0.05 (#)
圃場K: <0.05 (#)
圃場L: <0.05 (#)
圃場M: <0.05 (#)
圃場N: <0.05 (#)
圃場O: <0.05 (#)
圃場P: <0.05 (#)

圃場A: 0.07 (#)

圃場D: <0.05 (#)

圃場F: <0.05 (#)

9 圃場E: 0.11 (#)

圃場A: 0.05 (#)

圃場F: <0.05 (#)

9 圃場E: 0.16 (#)

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和剤

乳剤 2.0 lbs ai/acre 植付時土壌処理
水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布
水和剤 0.17 lb ai/acre 茎葉散布

1+3+
1

8
圃場C: 0.19 (#)

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和剤

乳剤 2.0 lbs ai/acre 植付時土壌処理
水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布

1+4 7 圃場F: <0.05 (#)

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和剤

乳剤 4.0 lbs ai/acre 植付時土壌処理
水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布

1+4
7

圃場F: <0.05 (#)

圃場A: 0.27 (#)

圃場B：0.39 (#)
圃場C: 0.26 (#)
圃場A: 0.29 (#)
圃場B: 0.28 (#)
圃場C: 0.35 (#)

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和剤

乳剤 4.0 lbs ai/acre 植付時土壌処理
水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布

1+2 7 圃場F: 0.57 (#)

乳剤 2.0 lbs ai/acre 植付時土壌処理
水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布

1+2 7

7

ばれいしょ
(全塊茎)

だいこん
(根部)

3
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ8.9%水和剤

乳剤1.0 lb ai/acre 茎葉散布
水和剤 1.16 lbs ai/acre 茎葉散布

（合計3.32 lbs ai/acre）
1+2 7

3
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和剤

ばれいしょ
(成熟塊茎)

4
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和剤

乳剤 2.0 lbs ai/acre 植付時土壌処理
水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布

1+4

7

3
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和剤

乳剤 4.0 lbs ai/acre 植付時土壌処理
水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布

1+4

4 ﾒﾀﾗｷｼﾙ8%水和剤
生育期､茎葉処理0.2 lb ai/acre

（合計0.8 lb ai/acre）
4

4

4
ﾒﾀﾗｷｼﾙM3.96%水和

剤
生育期､茎葉処理0.2 lb ai/acre

（合計0.8 lb ai/acre）
4 3

3

4
ﾒﾀﾗｷｼﾙM45.9%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙM3.96%水和

剤

乳剤､種いも播種時､
畝間処理 6 g ai/1000 linear foot

水和剤､生育期､茎葉処理　0.2 lb ai/acre
1+4

3

リマ豆
(種実)

4 ﾒﾀﾗｷｼﾙM4.7%水和剤 0.1 lb ai/acre 播種時、全面土壌散布 4

ばれいしょ
(塊茎)

4
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ8%水和剤

乳剤､種いも播種時
畝間処理12 g ai/1000 linear foot

水和剤､生育期､茎葉処理0.2 lb ai/acre
1+4

2 4.0 lbs ai/acre 播種時､全面土壌散布 1 90

エンドウ
(種実)

3 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤 2.0 lbs ai/acre 播種時､全面土壌散布 1

農作物
試験条件

残留濃度（mg/kg） 
注1)注４）

インゲン
(種実)

2 2.0 lbs ai/acre 播種時､全面土壌散布 1 90
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(別紙1-4)

メタラキシル及びメタラキシルMの海外作物残留試験一覧表（米国）

試験

圃場数 剤型 使用量･使用方法 回数 経過日数
農作物

試験条件
残留濃度（mg/kg） 

注1)注４）

圃場A: 11.6 (#)

圃場B: 7.2 (#)
圃場C: 1.6 (#)
圃場A: 13 (#)
圃場B: 1.8 (#)
圃場C: 6.2 (#)

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和剤

乳剤 4.0 lbs ai/acre 植付時土壌処理
水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布

1+2 7 圃場C: 14 (#)

圃場A: 0.10 (#)
圃場B: 0.10 (#)
圃場C: 0.11 (#)
圃場D: 0.20 (#)
圃場F: 0.10 (#)
圃場G: 0.036 (#)

8 圃場E: <0.05 (#)

圃場F: 0.90 (#)

圃場G: 0.07 (#)

圃場A: 4.4 (#)
圃場B: 4.2 (#)
圃場C: 1.5 (#)
圃場D: 2.3 (#)
圃場F: 2.1 (#)

8 圃場E: 1.1 (#)

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

乳剤 4.0 lbs ai/acre植付時土壌処理
水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布4回

1+4 7 圃場F: 3.2 (#)

5 圃場A: 0.16 (#)

4 圃場B: 0.05 (#)

5 圃場C: 0.49 (#)

4 圃場D: 0.18 (#)

5 圃場E: 2.2 (#)

4 圃場F: 0.27 (#)

圃場A: <0.05
注4)

圃場B: <0.05
圃場C: <0.05

6 圃場D: <0.05
7 圃場E: <0.05

6,14 圃場F: 0.17(3回,6日）
6,13 圃場G: <0.05(3回,6日）
6 圃場H: <0.05

圃場A: <0.05 (#)
圃場B: 0.22 (#)
圃場C: 0.06 (#)
圃場D: <0.05 (#)

圃場A: 0.9 (#)

圃場B: 0.26 (#)

てんさい
(根部)

7
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

てんさい
(葉部)

乳剤 2.0 lbs ai/acre植付時土壌処理
水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布

にんじん
(根部)

4

1+4
7

6
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

乳剤 2.0 lbs ai/acre植付時土壌処理
水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布

1+4
7

2
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

乳剤 4.0 lbs ai/acre植付時土壌処理
水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布

1+4 7

ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

乳剤 2.0 lbs ai/acre植付時土壌処理
水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布

1+4 7

2
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

乳剤 4.0 lbs ai/acre植付時土壌処理
水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布

1+4 7

7

ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ8.9%水和剤

乳剤4.95 lbs ai/acre 土壌表面散布
水和剤 1.25 lbs ai/acre 茎葉散布

（合計14.9 lbs ai/acre）
2+4

スナップエンドウ
（鞘及び種実）

8
ﾒﾀﾗｷｼﾙM49%乳剤

ﾒﾀﾗｷｼﾙM4.7%水和剤
乳剤 0.5 lb ai/acre 定植前土壌表面散布

水和剤 0.1 lb ai/acre 茎葉散布
（合計0.7 lb ai/acre）

1+2

トマト
(成熟果実)

2
乳剤0.99 lb ai/acre 土壌表面散布
水和剤 0.25 lb ai/acre 茎葉散布

（合計2.98 lbs ai/acre）
2+4

2
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ8.9%水和剤

乳剤2.97 lbs ai/acre 土壌表面散布
水和剤 0.75 lb ai/acre 茎葉散布

（合計8.94 lbs ai/acre）
2+4

2

ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和剤

乳剤 2.0 lbs ai/acre 植付時土壌処理
水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布

1+2 7

ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ8.9%水和剤

だいこん
（葉部)

3
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ8.9%水和剤

乳剤1.0 lb.ai/acre 茎葉散布1回
水和剤 1.16 lbs ai/acre 茎葉散布2回

（合計3.32 lbs ai/acre）
1+2 7

3
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(別紙1-4)

メタラキシル及びメタラキシルMの海外作物残留試験一覧表（米国）

試験

圃場数 剤型 使用量･使用方法 回数 経過日数
農作物

試験条件
残留濃度（mg/kg） 

注1)注４）

圃場A: 2.4 (#)
圃場C: 0.88 (#)
圃場F: 0.47 (#)
圃場H: 0.72 (#)
圃場K: 0.30 (#)
圃場N: 0.20 (#)
圃場B: 1.2 (#)
圃場D: 1.4 (#)
圃場I: 1.2 (#)
圃場L: 0.68 (#)
圃場E: 0.45 (#)
圃場G: 0.44 (#)
圃場J: 0.77 (#)
圃場M: 0.30 (#)

0,14,26 圃場A: 0.22 (3回,26日）
0,14,29 圃場B: 0.14 (3回,0日）
0,14,27 圃場C:  0.43 (3回,27日）

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ2%乳剤

16.0 lbs ai/acre 全面土壌散布
（合計48.0 lbs ai/acre）

3 0,14,27 圃場D: 0.74 (3回,0日）

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ2%乳剤

8.0 lbs ai/acre 全面土壌散布
（合計24.0 lbs ai/acre）

3 0,14 圃場A: 0.58 (3回,14日)(#)

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ2%乳剤

16.0 lbs ai/acre 全面土壌散布
（合計48.0 lbs ai/acre）

3 0,14 圃場B: 0.79  (3回,0日)(#)

1 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
8.0 lbs ai/acre 全面土壌散布
（合計24.0 lbs ai/acre）

3 0,14,30 圃場A: 0.27 (3回,14日)(#)

1 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
16.0 lbs ai/acre 全面土壌散布

（合計48.0 lbs ai/acre）
3 0,14,30 圃場B: 0.45 (3回,30日)(#)

0,13,30 圃場A: 0.07 (3回,13日)(#)
15,31 圃場B: 0.15（3回,15日)(#)
0,14,28 圃場D: 0.30 (3回,0日)(#)

14,28
圃場F: <0.05 (3回,14
日)(#)

0,14,28 圃場E: 0.26 (3回,0日)(#)
15,31 圃場C: 0.32 (3回,15日)(#)

14,28
圃場G: <0.05 (3回,14
日)(#)

圃場A: 3.8 (#)
圃場B: 2.5 (#)
圃場C: 2.7 (#)
圃場D: 4.1 (#)
圃場E: 2.2 (#)
圃場F: 2.2 (#)
圃場G: 3.1 (#)
圃場H: 2.5 (#)

0,18,34 圃場A: 1.59 (2回,0日)(#)
0,16,31 圃場C: 0.06 (2回,0日)(#)
0,14,29 圃場D: 0.07 (2回,0日)(#)
0,14,28 圃場F: 0.84 (2回,14日)(#)
0,14,28 圃場H: <0.05 (2回,0日)(#)
0,14,28 圃場J: 0.08 (2回,28日)(#)
0,14,30 圃場L: 1.1(2回,0日)(#)
0,18,34 圃場B: 1.53 (2回,0日)(#)
0,14,29 圃場E: 0.24 (2回,29日)(#)
0,14,28 圃場G: 0.16 (2回,28日)(#)
0,14,28 圃場I: <0.05 (2回,0日)(#)
0,14,28 圃場K: 0.07 (2回,28日)(#)
0,14,28 圃場M: 0.61 (2回,0日)(#)

ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
7.24 lbs ai/acre

帯状土壌散布、土壌灌注
（合計14.48 lbs ai/acre）

1+1

0
ﾒﾀﾗｷｼﾙ50%水和剤

ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ2%乳剤

ﾒﾀﾗｷｼﾙ50%水和剤

ブルーベリー
(果実)

7 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤

3.62 lbs ai/acre
帯状土壌散布、土壌灌注

（合計7.24 lbs ai/acre）
1+1

6

3

3
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ2%乳剤

16.0 lbs ai/acre 全面土壌散布
（合計48.0 lbs ai/acre）

3

8.0 lbs ai/acre 全面土壌散布
（合計24.0 lbs ai/acre）

いちご
(果実)

8

ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ2%乳剤

1.0 lb ai/acre
定植時散布、生育期散布
（合計3.0 lbs ai/acre）

1+2

あんず
(果実)

すもも
(果実)

おうとう
(果実)

4
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ2%乳剤

も も
(果実)

3
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ2%乳剤

8.0 lbs ai/acre 全面土壌散布
（合計24.0 lbs ai/acre）

3

高麗人参
(根茎)

6
ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%粒剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ2%乳剤

粒剤0.75 lb ai/acre2回
0.5 lb ai/acre 3回

(合計3.0 lbs ai/acre散布）
5

7

4
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ2%乳剤

25.2% 乳剤0.75 lb ai/acre 2回
0.5 lb ai/acre 3回

（合計3.0 lbs ai/acre散布）
5

9

7

9

7

4
ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%粒剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ2%乳剤

粒剤1.5 lbs ai/acre 2回
1.0 lb ai/acre 3回

（合計6.0 lbs ai/acre散布）
5

9
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(別紙1-4)

メタラキシル及びメタラキシルMの海外作物残留試験一覧表（米国）

試験

圃場数 剤型 使用量･使用方法 回数 経過日数
農作物

試験条件
残留濃度（mg/kg） 

注1)注４）

ブラックベリー
(果実）

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙM49.0%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙM5.0%水和剤

乳剤1.81 lbs ai/acre
土壌表面散布

水和剤0.10 lb ai/acre 茎葉散布
1+2 0 圃場A: 0.34

注4)

ボイゼンベリー
(果実）

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙM49.0%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙM5.0%水和剤

乳剤1.75 lbs ai/acre 土壌表面散布
水和剤0.10 lb ai/acre 茎葉散布

1+2 0 圃場B: 0.28

圃場C: 0.23
圃場D: 0.25
圃場E: 0.29
圃場F: 0.53

0,14,29 圃場A: 0.25 (1回,14日)(#)
0,14,28 圃場C: <0.05 (1回,0日)(#)
0,14,29 圃場E: 0.21 (1回,14日)(#)
0,14,29 圃場B: 0.35 (1回,14日)(#)
0,14,28 圃場D: <0.05 (1回,0日)(#)
0,14,29 圃場F: 0.74 (1回,0日)(#)
0,15,30 圃場A: 0.08 (1回,0日)(#)
0,14,30 圃場C: <0.05 (1回,0日)(#)
0,16,30 圃場E: <0.05 (1回,0日)(#)
0,15,30 圃場B: 0.11 (1回,15日)(#)
0,14,30 圃場D: 0.05 (1回,14日)(#)
0,16,30 圃場F: <0.05 (1回,0日)(#)

圃場A: 0.08 (#)

圃場B: 1.5 (#)

圃場C: 0.50 (#)

圃場D: 0.19 (#)

圃場E: 4.3 (#)

圃場F: 1.4 (#)

4 圃場J: 0.44 (#)

圃場G: 3.3 (#)

圃場H: 2.3 (#)

圃場I: 0.49 (#)

圃場K: <0.05 (#)

圃場L: 0.33 (#)

圃場N: 0.63 (#)

7 圃場M: 0.1 (#)

4 圃場J: 0.89 (#)

圃場G: 3.7 (#)

圃場H: 4.9 (#)

圃場K: 0.12 (#)

圃場N: 0.47 (#)

7 圃場M: 0.21 (#)

圃場A: 0.08 (#)

圃場D: 0.19 (#)

圃場E: 4.25 (#)

圃場F: 1.43 (#)

7 圃場B: 1.46 (#)

1
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

乳剤 2.0 lbs ai/acre 植付時土壌処理
水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布

1+5 7,14 圃場C: 0.50 (#)

ラズベリー
(果実）

4
ﾒﾀﾗｷｼﾙM49.0%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙM5.0%水和剤

乳剤1.82～1.98  lbs ai/acre
土壌表面散布、

水和剤0.10 lb ai/acre 茎葉散布
1+2 0

5

5
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

乳剤 2.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理

水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布
1+4

7,14

7,14

8
ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%粒剤

ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和
剤

粒剤 2.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布
1+4 5

1

結球レタス

6

ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

乳剤 2.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布
1+4

6
ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%粒剤

ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和
剤

粒剤 4.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布
1+4

16.0 lbs ai/acre　全面散布 1

クルミ
(子実)

3 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤 8.0 lbs ai/acre　全面散布 1

3 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤 16.0 lbs ai/acre　全面散布

アーモンド
(子実)

3 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤 8.0 lbs ai/acre　全面散布 1

3 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.2%乳剤
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(別紙1-4)

メタラキシル及びメタラキシルMの海外作物残留試験一覧表（米国）

試験

圃場数 剤型 使用量･使用方法 回数 経過日数
農作物

試験条件
残留濃度（mg/kg） 

注1)注４）

4 圃場D: 0.44 (#)

圃場A: 3.3 (#)

圃場B: 2.3 (#)

圃場C: 0.49 (#)

圃場E: <0.05 (#)

圃場F: 0.33 (#)

圃場H: 0.63 (#)

7 圃場G: 0.10 (#)

4 圃場D: 0.89 (#)

圃場A: 3.7 (#)

圃場B: 4.9 (#)

圃場E: 0.12 (#)

圃場H: 0.47 (#)

7 圃場G: 0.21  (#)

圃場A: 3.8 (#)
圃場B: 0.71 (#)
圃場C: 1.4 (#)
圃場D: 1.6 (#)
圃場E: 0.80 (#)
圃場F: 1.4 (#)
圃場G: 1.6 (#)
圃場H: 0.80 (#)
圃場B: 1.1 (#)
圃場C: 1.2 (#)
圃場D: 0.82 (#)
圃場F: 1.7 (#)
圃場H: 3.6 (#)
圃場A: 8.4 (#)
圃場C: 2.6 (#)
圃場E: 1.7 (#)
圃場G: 2.7 (#)
圃場J: 0.58 (#)

圃場C: 2.7 (#)

圃場H: 4.1 (#)

圃場A: 1.6 (#)

圃場B: 0.42 (#)

圃場C: 0.57 (#)

圃場D: 0.88 (#)

圃場E: 1.8 (#)

圃場F: 0.83 (#)

圃場G: 2.1 (#)

圃場A: 0.67 (#)

圃場B: 0.42 (#)

圃場G: 2.1 (#)

圃場H: 11(☆☆)
注5)

 (#)

圃場A: 2.3 (#)

圃場C: 1.1 (#)

圃場D: 2.5 (#)

圃場F: 1.2 (#)

圃場A: 1.3 ** (#)

圃場H: 11(☆☆)  (#)

5

5

5

4
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

乳剤 4.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布
1+4 5

5

2
ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%粒剤

ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和
剤

粒剤 4.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布
1+4 5

粒剤 4.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布
1+4

4
ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%粒剤

ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和
剤

粒剤 2.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布
1+4

5

セロリ

7
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

乳剤 2.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布
1+4

非結球レタス
1+4

2
ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%粒剤

ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和
剤

5

5
ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%粒剤

ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和
剤

粒剤 2.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布

乳剤 4.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布
1+4 5

ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤
5

結球レタス

8
ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%粒剤

ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和
剤

粒剤 2.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布
1+4

8
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和

剤

乳剤 2.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理(混和)

水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布
1+4

5

6
ﾒﾀﾗｷｼﾙ5%粒剤

ﾒﾀﾗｷｼﾙ10.0%水和
剤

粒剤 4.0 lbs ai/acre
植付時土壌処理

水和剤 0.4 lb ai/acre 茎葉散布
1+4
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(別紙1-4)

メタラキシル及びメタラキシルMの海外作物残留試験一覧表（米国）

試験

圃場数 剤型 使用量･使用方法 回数 経過日数
農作物

試験条件
残留濃度（mg/kg） 

注1)注４）

7,10 圃場A: 0.13 (5回,7日)(#)

21,30
圃 場 B: <0.05 （ 5 回 ,21
日)(#)

7,11 圃場C: <0.05 (5回,7日)(#)
21,30 圃場D: 0.57（5回,21日)(#)

8,11,15,34 圃場E: <0.05 (5回,8日)(#)
1 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤 0.25 lb ai/acre 茎葉散布 9 7,11 圃場F: 0.09 (9回,11日)(#)

7,10 圃場A: 0.22 (5回,10日)(#)
21,30 圃場B: 0.06 (5回,21日)(#)
7，11 圃場C: <0.05 (5回,7日)(#)
21,30 圃場D: 0.80 (5回,21日)(#)

8,11,15,34 圃場E: 0.05 (5回、8日)(#)
7,10,14,30 圃場A: <0.05 (5回,7日)(#)
7,10,14,30 圃場B: <0.05 (5回,7日)(#)
7,10,14 圃場C: 0.14 (5回,10日)(#)
7,10,14 圃場D: 0.10 (5回,10日)(#)

7,10,14,30 圃場E: 0.20 (5回,7日)(#)
7,10,14,30 圃場F: 0.13 (5回,30日)(#)
7,11,15,30 圃場G: 0.09 (6回,11日)(#)
7,11,15,30 圃場H: <0.05 (6回,7日)(#)

7,11 圃場A: 0.06 (6回,7日)(#)
7,11 圃場B: 0.51 (6回,11日)(#)
7,11 圃場C: 1.74 (6回,11日)(#)
7,10 圃場D: 0.43 (6回,7日)(#)
7,10 圃場E: 0.10 (6回,7日)(#)

4 7 圃場A: <0.05(#)
5 7 圃場B: 0.20(#)
4 7 圃場A: <0.05(#)
5 7 圃場B: 0.06(#)

注3）今回、新たに提出された作物残留試験成績に網を付けて示している。

注5）(☆☆)印で示した作物残留試験成績は高温のため試料調製に不適切な条件であった。
注6）5回目の処理で2倍量を散布した。

6注6)

2 ﾒﾀﾗｷｼﾙ10%水和剤 0.2 lb ai/acre 土壌散布

2 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25%水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布

2 ﾒﾀﾗｷｼﾙ10%水和剤 0.2 lb ai/acre 茎葉散布

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験
（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫ま
での期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回数及
び経過日数について（　）内に記載した。

注2）(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で試験が行われていないことを示す。また、適用範囲内ではな
い試験条件を斜体で示した。

たまねぎ
(鱗茎) 6

5
ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
ﾒﾀﾗｷｼﾙ10%水和剤

2.0 lbs ai/acre 出芽前全面土壌散布
0.2 lb ai/acre 茎葉散布

1+5

5

5 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤
0.50 lb ai/acre 茎葉散布

5

5 ﾒﾀﾗｷｼﾙ25.1%乳剤 0.25 lb ai/acre 茎葉散布

ﾒﾀﾗｷｼﾙ25%水和剤 0.20 lb ai/acre 茎葉散布 5

注4）スナップエンドウ、ブラックベリー、ラズベリー、ボイゼンベリーを除き、メタラキシルおよびその代謝物の合計値を､メタラキシル
濃度に換算した値で示した。
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農薬名 メタラキシル及びメフェノキサム
（別紙２）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.1 0.1 ○ <0.01. 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 0.05 0.05 0.05
大麦 0.05 0.05 0.05
ライ麦 0.05 0.05 0.05
とうもろこし 0.05 0.05 0.05
そば 0.05 0.05 0.05
その他の穀類 0.05 0.05 0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.05 0.05 ○ 0.05
小豆類 0.2 0.2 ○ 【米国インゲン（<0.05(#), <0.05(#),

0.06(#))、米国エンドウ
（<0.05(#)～0.08(#)（n=4）)】

えんどう 0.2 0.2 【米国インゲン、エンドウ参照】

らっかせい 0.1 0.1 0.1
その他の豆類 0.2 0.2 【米国インゲン、エンドウ参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.3 0.3 ○ 0.05 <0.05(#), 0.06(#)

やまいも（長いもをいう。） 0.4 0.4 0.5* 米国 【米国ばれいしょ（<0.05(#)～
0.11(#)(n=4））、米国てんさい

（<0.05(#)～0.20(#)(n=7））、米国に
んじん（<0.05(#)～0.22(#)(n=4)）】

こんにゃくいも 0.3 0.3 ○ 0.01, 0.06（$）zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.05 0.05 0.05

さとうきび 0.05 0.05 ○ <0.01, <0.01zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.2 0.2 ○ 0.03, 0.05

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 2 2 ○ 0.08, 0.78($) (つまみ菜)
かぶ類の根 0.3 0.3 ○ <0.1, <0.1

かぶ類の葉 0.3 0.3 ○ <0.1, <0.1

西洋わさび 0.2 0.2 ○ <0.02(#), 0.03(#)　(わさびだいこん)

はくさい 0.3 0.3 ○ 0.02(#), 0.088(#)
キャベツ 0.5 0.5 ○ 0.5
芽キャベツ 0.2 0.2 0.2
こまつな 1 1 ○ 0.20, 0.44
きょうな 3 3 ○ 0.40, 1.02（みずな）
チンゲンサイ 2 2 ○ 0.16, 0.52($)

カリフラワー 0.5 0.5 0.5
ブロッコリー 0.5 0.5 ○ 0.5
その他のあぶらな科野菜 0.7 0.7 ○ 0.26, 0.25 (ひろしまな)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.05 0.05 ○ <0.01, <0.01
しゅんぎく 4 4 5.0* 米国 【米国結球レタス（<0.05(#)～4.3(#)

（n=25））、非結球レタス（0.71(#)～
3.8(#)）（n=13）、米国セロリ（0.42(#)

～2.1(#)(n=10））】
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 2 2 ○ 2

その他のきく科野菜 4 4 5.0* 米国
【米国結球レタス、非結球レタス、セ

ロリ参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
たまねぎ 2 2 ○ 2
ねぎ（リーキを含む。） 0.2 0.2 ○ <0.01(#), 0.05(#)

にんにく 3 0.5 IT 3.0* 米国
【米国たまねぎ（0.06(#)～

1.74(#)(n=5))】
アスパラガス 0.2 0.05 申・○ 0.05 <0.01, 0.04($)
わけぎ 0.2 0.2 ○
その他のゆり科野菜 0.3 0.3 ○ <0.1(#), <0.1(#) (らっきょう)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.4 0.4 ○ 0.05 0.5* 米国

【米国ばれいしょ、てんさい、にんじ
ん参照】

パセリ 2 2 ○ 0.40, 0.56（$）

セロリ 4 4 5.0* 米国
【米国結球レタス、非結球レタス、セ

ロリ参照】
みつば 2 2 ○ <0.05, 0.74（$）

その他のせり科野菜 1 1 ○ 0.15, 0.34($)(せり)

参考基準値

外国
基準値

ppm
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農薬名 メタラキシル及びメフェノキサム
（別紙２）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値

ppm
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 2 2 ○ 0.5 0.2, 0.66 ($)(ミニトマト)

ピーマン 2 2 ○ 1 0.05(#), 0.31(#), 0.38(#), 0.60(#)

なす 1 1 ○ 0.2(#), 0.5(#)
その他のなす科野菜 1 1 ○ 1 <0.1(#), 0.5(#)(甘長とうがらし）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 1 1 ○ 0.5 0.20(#), 0.50(#)

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.2 0.2 ○ 0.2 0.03(#), 0.05(#)

すいか 0.1 0.2 ○ 0.02, 0.02

メロン類果実 0.7 0.7 ○ 0.04(#),0.23(#)($)zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 2 2 ○ 2

オクラ 1 1 ○ 0.10, 0.35($)
しょうが 1 1 ○ 0.30, 0.31

未成熟えんどう
0.2 0.2 0.05 0.2 米国

【米国スナップエンドウ（<0.05～
0.17(#)(n=8))】

未成熟いんげん 0.2 0.2 0.2 米国 【米国スナップエンドウ参照】
えだまめ 0.2 0.2 ○ 0.2 米国 【米国スナップエンドウ参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 3 3 ○ 【米国高麗人参

（0.18～2.4 (n=10))】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん 0.2 0.2 ○ 0.02, 0.04

レモン 0.7 0.7
【EUレモン（全果）（0.08～

0.41(#)(n=4））】
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 0.7 【EUレモン(全果）参照】
グレープフルーツ 0.7 0.7 【EUレモン(全果）参照】
ライム 0.7 0.7 【EUレモン(全果）参照】
その他のかんきつ類果実 0.7 0.7 【EUレモン(全果）参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 0.2 0.2 【EUりんご（<0.02,<0.02）】
日本なし 0.2 0.2
西洋なし 0.2 0.2
マルメロ 0.2 0.2
びわ 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも 0.2 0.2
ネクタリン 0.2 0.2
あんず（アプリコットを含む。） 0.2 0.2
すもも（プルーンを含む。） 0.2 0.2
おうとう（チェリーを含む。） 0.2 0.2 【米国おうとう（<0.05～0.30(n=4)）】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 7 7 ○ 10.0* 米国 【2.2～4.1(#)(n=8)(米国)】

ラズベリー 0.2 0.2 0.2
ブラックベリー 0.7 0.2 0.7 米国 【米国ブラックベリー（0.34）、米国ボ

イゼンベリー（0.28）、米国ラズベ
リー（0.23, 0.25, 0.29, 0.53）】

ブルーベリー 2 2 2.0 米国 【米国ブルーベリー（0.05～1.59(#)
（n=7））】

その他のベリー類果実 0.7 0.2 0.7 米国 【米国ブラックベリー、米国ボイゼン
ベリー、米国ラズベリー参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 1 1 ○ 1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アボカド 0.2 0.2 0.2

パッションフルーツ 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ひまわりの種子 0.05 0.05 0.05

綿実 0.05 0.05 0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アーモンド 0.4 0.4 0.5* 米国 【米国アーモンド（<0.05(#), 0.21(#),

0.25(#)(n=3))】

くるみ 0.4 0.4 0.5* 米国 【米国クルミ（<0.05(#), <0.05(#),
0.08(#)(n=3))】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
カカオ豆 0.2 0.2 0.2 ※1
ホップ 10 10 ○ 10zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
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農薬名 メタラキシル及びメフェノキサム
（別紙２）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値

ppm

その他のスパイス 5 5 ○ 5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 2 2 ○
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の筋肉 0.05 0.02 推：<0.05

豚の筋肉 0.05 0.02 （牛の筋肉参照）

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.05 0.02 （牛の筋肉参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の脂肪 0.05 0.02 推：<0.05

豚の脂肪 0.05 0.02 （牛の脂肪参照）

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.05 0.02 （牛の脂肪参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の肝臓 0.3 0.1 推：0.22

豚の肝臓 0.3 0.1 （牛の肝臓参照）

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3 0.1 （牛の肝臓参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の腎臓 0.7 0.3 推：0.67

豚の腎臓 0.7 0.3 （牛の腎臓参照）

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.7 0.3 （牛の腎臓参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の食用部分 0.7 0.02 （牛の腎臓参照）

豚の食用部分 0.7 0.02 （牛の腎臓参照）

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.7 0.02 （牛の腎臓参照）

乳 0.01 推：<0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の筋肉 0.05 0.01 推：<0.05

その他の家きんの筋肉 0.05 0.01 （鶏の筋肉参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の脂肪 0.05 0.01 推：<0.05

その他の家きんの脂肪 0.05 0.01 （鶏の脂肪参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の肝臓 0.1 0.06 推：<0.1

その他の家きんの肝臓 0.1 0.06 （鶏の肝臓参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の腎臓 0.1 0.2 （鶏の肝臓参照）

その他の家きんの腎臓 0.1 0.2 （鶏の肝臓参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の食用部分 0.1 0.01 （鶏の肝臓参照）

その他の家きんの食用部分 0.1 0.01 （鶏の肝臓参照）zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の卵 0.05 0.01 推：<0.05

その他の家きんの卵 0.05 0.01 （鶏の卵参照）zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
魚介類 0.1 0.1 推：0.098zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
とうがらし（乾燥させたもの） 10 10 ※2

乾燥させたその他のスパイス（種子に限る。） 5 5 ※3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

「登録有無」の欄に「○」の記載があるものは、国内で農薬等としての使用が認められていることを示している。

「登録有無」の欄に「申」の記載があるものは、国内で農薬の登録申請等の基準値設定依頼がなされたものであることを示している。

($)これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。

※1）カカオ豆の基準値については、外皮を含まないものに適用する。

* 植物体内運命試験成績から親化合物と2,6-ジメチルアニリンに変換される代謝物の合計に対する親化合物の推定最大割合の1/1.5≒0.7を
換算係数とし、一律基準を超える農産物について下2桁目を切り上げて基準値を設定した。
「外国基準値」欄に「*印」の記載のあるものは、基準値を設定する際に、米国のメタラキシルの基準を参照した箇所で、代謝物が含まれてい
る。

※3）乾燥させたその他のスパイス(種子に限る）は、その他のスパイスの基準値に統合した。

※2）加工食品であるとうがらし(乾燥させたもの）について、国際基準が設定されているが、加工係数を用いて原材料中の濃度に換算した値が
当該原材料の基準値を超えないことから、基準値を設定しないこととする。基準値が設定されていない加工食品については、原材料の基準値
に基づき、加工係数を考慮して適否を判断することとしている。なお、JMPRはとうがらし(乾燥させたもの）の加工係数を10としている。

申請（国内における登録、承認等の申請、ｲﾝﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請）以外の理由により本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案について
は、太枠線で囲んで示した。

「登録有無」の欄に「IT」の記載があるものは、ｲﾝﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請に基づく基準値設定依頼がなされたものであることを示している。

(#)これらの作物残留試験は、登録又は申請の適用の範囲内で試験が行われていない。

「作物残留試験」欄に「推」の記載のあるものは、推定残留濃度であることを示している。
畜産物の基準値案及び推定残留濃度はメタラキシル及び加水分解により2,6-ジメチルアニリンに変換される代謝物をメタラキシルに換算したも
のの和としての濃度で示している。
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（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上）

TMDI
米（玄米をいう。） 0.1 16.4 8.6 10.5 18.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 0.05 3.0 2.2 3.5 2.5
大麦 0.05 0.3 0.2 0.4 0.2
ライ麦 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
とうもろこし 0.05 0.2 0.3 0.3 0.2
そば 0.05 0.1 0.0 0.1 0.1
その他の穀類 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.05 2.0 1.0 1.6 2.3
小豆類 0.2 0.5 0.2 0.2 0.8
えんどう 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0
らっかせい 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
その他の豆類 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.3 11.5 10.2 12.6 10.5
やまいも（長いもをいう。） 0.4 1.2 0.4 0.7 1.8
こんにゃくいも 0.3 0.4 0.1 0.2 0.4zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.05 1.6 1.4 2.1 1.7
さとうきび 0.05 4.9 4.2 6.2 5.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.2 6.6 2.3 4.1 9.1
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 2 3.4 1.2 6.2 5.6
かぶ類の根 0.3 0.8 0.2 0.0 1.5
かぶ類の葉 0.3 0.1 0.0 0.0 0.2
西洋わさび 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0
はくさい 0.3 5.3 1.5 5.0 6.5
キャベツ 0.5 12.1 5.8 9.5 11.9
芽キャベツ 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0
こまつな 1 5.0 1.8 6.4 6.4
きょうな 3 6.6 1.2 4.2 8.1
チンゲンサイ 2 3.6 1.4 3.6 3.8
カリフラワー 0.5 0.3 0.1 0.1 0.3
ブロッコリー 0.5 2.6 1.7 2.8 2.9
その他のあぶらな科野菜 0.7 2.4 0.4 0.6 3.4zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.05 0.2 0.1 0.2 0.2
しゅんぎく 4 6.0 1.2 10.4 10.0
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 2 19.2 8.8 22.8 18.4
その他のきく科野菜 4 6.0 0.4 2.4 10.4zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
たまねぎ 2 62.4 45.2 70.6 55.6
ねぎ（リーキを含む。） 0.2 1.9 0.7 1.4 2.1
にんにく 3 1.2 0.3 3.0 1.5
アスパラガス 0.2 0.3 0.1 0.2 0.5
わけぎ 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のゆり科野菜 0.3 0.2 0.0 0.1 0.4zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.4 7.5 5.6 9.0 7.5
パセリ 2 0.2 0.2 0.2 0.4
セロリ 4 4.8 2.4 1.2 4.8
みつば 2 0.8 0.2 0.2 1.0
その他のせり科野菜 1 0.2 0.1 0.3 0.3zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 2 64.2 38.0 64.0 73.2
ピーマン 2 9.6 4.4 15.2 9.8
なす 1 12.0 2.1 10.0 17.1
その他のなす科野菜 1 1.1 0.1 1.2 1.2zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 1 20.7 9.6 14.2 25.6
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.2 1.9 0.7 1.6 2.6
すいか 0.1 0.8 0.6 1.4 1.1

メタラキシル及びメフェノキサム推定摂取量 （単位：μg／人／day)
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（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上）

TMDI

メタラキシル及びメフェノキサム推定摂取量 （単位：μg／人／day)

メロン類果実 0.7 2.5 1.9 3.1 2.9zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 2 25.6 11.8 28.4 34.8
オクラ 1 1.4 1.1 1.4 1.7
しょうが 1 1.5 0.3 1.1 1.7
未成熟えんどう 0.2 0.3 0.1 0.0 0.5
未成熟いんげん 0.2 0.5 0.2 0.0 0.6
えだまめ 0.2 0.3 0.2 0.1 0.5zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 3 40.2 18.9 30.3 42.3zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん 0.2 3.6 3.3 0.1 5.2
レモン 0.7 0.4 0.1 0.1 0.4
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 4.9 10.2 8.8 2.9
グレープフルーツ 0.7 2.9 1.6 6.2 2.5
ライム 0.7 0.1 0.1 0.1 0.1
その他のかんきつ類果実 0.7 4.1 1.9 1.8 6.7zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 0.2 4.8 6.2 3.8 6.5
日本なし 0.2 1.3 0.7 1.8 1.6
西洋なし 0.2 0.1 0.0 0.0 0.1
マルメロ 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0
びわ 0.2 0.1 0.1 0.4 0.1zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも 0.2 0.7 0.7 1.1 0.9
ネクタリン 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0
あんず（アプリコットを含む。） 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1
すもも（プルーンを含む。） 0.2 0.2 0.1 0.1 0.2
おうとう（チェリーを含む。） 0.2 0.1 0.1 0.0 0.1zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 7 37.8 54.6 36.4 41.3
ラズベリー 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0
ブラックベリー 0.7 0.1 0.1 0.1 0.1
ブルーベリー 2 2.2 1.4 1.0 2.8
その他のベリー類果実 0.7 0.1 0.1 0.1 0.1zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 1 8.7 8.2 20.2 9.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アボカド 0.2 0.1 0.0 0.0 0.1zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ひまわりの種子 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
綿実 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アーモンド 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.4 0.0 0.0 0.0 0.1zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
カカオ豆 0.2 0.0 0.0 0.1 0.0
ホップ 10 1.0 1.0 1.0 1.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 5 0.5 0.5 0.5 1.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 2 1.8 0.6 0.2 2.8zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の肉類 0.05 2.9 2.2 3.2 2.1

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.7 1.0 0.6 3.4 0.6zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.1 2.1 1.5 2.3 1.6zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.05 2.1 1.7 2.4 1.9zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
魚介類 0.1 9.3 4.0 5.3 11.5

計 480.2 307.0 479.1 537.5
ADI比（％） 10.9 23.3 10.2 12.0

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)
TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量
「陸棲哺乳類の肉類」については、TMDI計算では、牛・豚・その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉、脂
肪の摂取量にその範囲の基準値案で最も高い値を乗じた。
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（別紙4-1）

食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg 体重/day)

ESTI/ARfD
(%)

米（玄米） 米 0.1 ○ 0.015 0.1 0

小麦 小麦 0.05 0.05 0.1 0

大麦 0.05 0.05 0.0 0

麦茶 0.05 0.05 0.0 0
とうもろこし スイートコーン 0.05 0.05 0.6 0
そば そば 0.05 0.05 0.1 0

大豆 大豆 0.05 0.05 0.0 0

小豆類 いんげん 0.2 ○ 0.04 0.1 0

らっかせい らっかせい 0.1 0.1 0.1 0
ばれいしょ ばれいしょ 0.3 0.3 2.8 1
やまいも（長いもをいう。） やまいも 0.4 ○ 0.154 1.3 0

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 だいこんの根 0.2 0.2 2.3 0

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 だいこんの葉 2 2 16.5 3

かぶ類の根 かぶの根 0.3 0.3 2.2 0

かぶ類の葉 かぶの葉 0.3 0.3 0.8 0
はくさい はくさい 0.3 0.3 3.9 1
キャベツ キャベツ 0.5 0.5 4.8 1
こまつな こまつな 1 1 4.2 1

きょうな きょうな 3 3 10.0 2

チンゲンサイ チンゲンサイ 2 2 14.8 3

カリフラワー カリフラワー 0.5 0.5 3.7 1
ブロッコリー ブロッコリー 0.5 0.5 3.0 1

たかな 0.7 0.7 5.5 1

菜花 0.7 0.7 1.9 0

ごぼう ごぼう 0.05 0.05 0.2 0

しゅんぎく しゅんぎく 4 ○ 3.01 9.8 2
レタス類 2 ○ 0.5 2.8 1
非結球レタス類 2 ○ 0.5 2.0 0

レタス 2 ○ 0.5 2.9 1
たまねぎ たまねぎ 2 ○ 0.03 0.2 0
ねぎ（リーキを含む。） ねぎ 0.2 0.2 0.8 0
にんにく にんにく 3 ○ 1.218 0.8 0
アスパラガス アスパラガス 0.2 0.2 0.4 0
わけぎ わけぎ 0.2 0.2 0.4 0

にんにくの芽 0.3 0.3 0.5 0

らっきょう 0.3 0.3 0.3 0

にんじん 0.4 ○ 0.154 0.7 0

にんじんジュース 0.4 ○ 0.09 0.6 0

パセリ（生） 2 2 0.3 0

パセリ（乾燥） 2 ○ 0.48 0.4 0

セロリ セロリ 4 ○ 3.01 16.6 3

みつば みつば 2 2 1.6 0

その他のせり科野菜 せり 1 1 1.6 0
トマト トマト 2 2 21.9 4
ピーマン ピーマン 2 ○ 0.6 1.5 0
なす なす 1 1 6.5 1

とうがらし（生） 1 1 1.6 0
ししとう 1 1 1.0 0

きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 1 1 6.3 1
かぼちゃ 0.2 0.2 2.0 0
ズッキーニ 0.2 0.2 1.4 0

すいか すいか 0.1 0.1 3.3 1
メロン類果実 メロン 0.7 0.7 11.9 2
ほうれんそう ほうれんそう 2 ○ 0.1 0.5 0
オクラ オクラ 1 1 1.5 0
しょうが しょうが 1 1 0.9 0

未成熟えんどう（さや） 0.2 ○ 0.17 0.3 0

未成熟えんどう（豆） 0.2 ○ 0.17 0.3 0
未成熟いんげん 未成熟いんげん 0.2 ○ 0.17 0.3 0
えだまめ えだまめ 0.2 ○ 0.17 0.4 0

ずいき 3 3 30.4 6

もやし 3 3 6.9 1

れんこん 3 3 18.7 4

そら豆（生） 3 3 8.8 2
みかん みかん 0.2 0.2 1.9 0
レモン レモン 0.7 ○ 0.41 0.9 0

オレンジ 0.7 ○ 0.41 3.9 1
オレンジ果汁 0.7 ○ 0.278 2.8 1

グレープフルーツ グレープフルーツ 0.7 0.7 12.0 2

メタラキシル及びメフェノキサムの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

その他のあぶらな科野菜

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）

パセリ

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

その他のなす科野菜

未成熟えんどう

その他の野菜

大麦

にんじん

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）

評価に用い
た数値
(ppm)

その他のゆり科野菜
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（別紙4-1）

食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg 体重/day)

ESTI/ARfD
(%)

メタラキシル及びメフェノキサムの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用い
た数値
(ppm)

きんかん 0.7 0.7 1.7 0
ぽんかん 0.7 0.7 7.4 1
ゆず 0.7 0.7 1.1 0
すだち 0.7 0.7 1.1 0
りんご 0.2 0.2 2.9 1
りんご果汁 0.2 ○ 0.2 2.1 0

日本なし 日本なし 0.2 0.2 3.0 1
西洋なし 西洋なし 0.2 0.2 2.8 1
びわ びわ 0.2 0.2 1.4 0
もも もも 0.2 0.2 2.7 1
すもも（プルーンを含む。） プルーン 0.2 0.2 1.2 0
おうとう（チェリーを含む。） おうとう 0.2 ○ 0.2 0.5 0
いちご いちご 7 ○ 2.87 10.9 2
ブルーベリー ブルーベリー 2 2 2.9 1
ぶどう ぶどう 1 1 13.5 3
アボカド アボカド 0.2 0.2 1.4 0

その他のかんきつ類果実

小豆類、やまいも、しゅんぎく、にんにく、にんじん、セロリ、おうとう、いちごの暴露評価には、基準値の設定に用いた米国の作物残留試験の結果が代謝物を含む
ことから、最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR） に換算係数0.7を乗じた値を用いた。

りんご

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。
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（別紙4-2）

食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg 体重

/day)

ESTI/ARfD
(%)

米（玄米） 米 0.1 ○ 0.015 0.2 0
小麦 小麦 0.05 0.05 0.1 0

大麦 0.05 0.05 0.0 0
麦茶 0.05 0.05 0.1 0

とうもろこし スイートコーン 0.05 0.05 1.2 0
大豆 大豆 0.05 0.05 0.1 0
らっかせい らっかせい 0.1 0.1 0.1 0
ばれいしょ ばれいしょ 0.3 0.3 6.8 1
やまいも（長いもをいう。） やまいも 0.4 ○ 0.154 2.1 0
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 だいこんの根 0.2 0.2 4.4 1
はくさい はくさい 0.3 0.3 4.7 1
キャベツ キャベツ 0.5 0.5 7.8 2
こまつな こまつな 1 1 8.9 2
ブロッコリー ブロッコリー 0.5 0.5 7.2 1
ごぼう ごぼう 0.05 0.05 0.3 0

レタス類 2 ○ 0.5 4.9 1
非結球レタス類 2 ○ 0.5 7.0 1
レタス 2 ○ 0.5 4.4 1

たまねぎ たまねぎ 2 ○ 0.03 0.5 0
ねぎ（リーキを含む。） ねぎ 0.2 0.2 1.3 0
にんにく にんにく 3 ○ 1.218 0.9 0
にんじん にんじん 0.4 ○ 0.154 1.6 0
パセリ パセリ（生） 2 2 0.3 0
トマト トマト 2 2 54.3 10
ピーマン ピーマン 2 ○ 0.6 3.9 1
なす なす 1 1 15.6 3
きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 1 1 14.6 3

かぼちゃ 0.2 0.2 3.2 1
すいか すいか 0.1 0.1 8.7 2
メロン類果実 メロン 0.7 0.7 20.5 4
ほうれんそう ほうれんそう 2 ○ 0.1 1.1 0
オクラ オクラ 1 1 4.3 1
しょうが しょうが 1 1 1.5 0

未成熟えんどう（さや） 0.2 ○ 0.17 0.2 0
未成熟えんどう（豆） 0.2 ○ 0.17 0.3 0

未成熟いんげん 未成熟いんげん 0.2 ○ 0.17 0.7 0
えだまめ えだまめ 0.2 ○ 0.17 0.5 0

もやし 3 3 12.6 3
れんこん 3 3 30.8 6

みかん みかん 0.2 0.2 5.5 1
オレンジ 0.7 ○ 0.41 11.0 2
オレンジ果汁 0.7 ○ 0.278 5.0 1
りんご 0.2 0.2 6.4 1
りんご果汁 0.2 ○ 0.2 6.7 1

日本なし 日本なし 0.2 0.2 5.8 1
もも もも 0.2 0.2 8.5 2
いちご いちご 7 ○ 2.87 31.0 6
ぶどう ぶどう 1 1 30.6 6

評価に用いた
数値
(ppm)

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

小豆類、やまいも、しゅんぎく、にんにく、にんじん、セロリ、おうとう、いちごの暴露評価には、基準値の設定に用いた米国の作物残留試験の結果が代謝物
を含むことから、最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR） に換算係数0.7を乗じた値を用いた。

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

メタラキシル及びメフェノキサムの推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）

その他の野菜

未成熟えんどう

大麦

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）

りんご
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（参考） 

これまでの経緯 

昭和５９年 ２月 ３日 メタラキシル（ラセミ体製剤）初回農薬登録 

平成１７年１１月２９日 残留農薬基準告示 

 

平成１９年 ５月１０日 農林水産省から厚生労働省へメタラキシルMの農薬登録申請に係

る連絡及び基準値設定依頼（新規：ピーマン、みょうが等） 

平成１９年 ５月２２日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成２１年 ３月 ５日 食品安全委員会から厚生労働大臣あてに食品健康影響評価につ 

いて通知 

平成２１年 ８月１１日 薬事・食品衛生審議会へ諮問 

平成２１年 ９月２５日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

平成２２年 ８月１０日 残留農薬基準告示 

 

平成２２年 ８月 ５日 農林水産省から厚生労働省へ基準値設定依頼（魚介類） 

平成２２年 ９月 ９日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成２２年１２月２０日 インポートトレランス設定の要請（しゅんぎく、セロリ等） 

平成２３年 ７月 ７日 食品安全委員会から厚生労働大臣あてに食品健康影響評価につ 

いて通知 

平成２３年１１月１８日 薬事・食品衛生審議会へ諮問 

平成２３年１１月２９日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

平成２４年 ７月２５日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

平成２４年 １１月２日 残留農薬基準告示 
 

平成２４年 ８月３０日 農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼(適用拡大：ごぼう及びだいこん類の葉) 

平成２６年１１月１１日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成２６年 １月２０日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

平成２６年 ７月３０日 薬事・食品衛生審議会へ諮問 

平成２６年 ７月３１日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

平成２７年 ２月２０日 残留基準告示 

 

平成２８年１２月１３日 農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼（適用拡大：アスパラガス） 
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平成２９年 ２月１５日 インポートトレランス設定の要請（にんにく） 

平成２９年 ３月１５日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成２９年１０月１７日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

平成３０年 ５月 ８日 薬事・食品衛生審議会へ諮問 

平成３０年 ５月 ９日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

 

 

● 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

○穐山 浩    国立医薬品食品衛生研究所食品部長 

 石井 里枝   埼玉県衛生研究所副所長(兼)食品微生物検査室長 

  井之上 浩一    立命館大学薬学部薬学科臨床分析化学研究室准教授 

  折戸 謙介      麻布大学獣医学部生理学教授 

  魏 民          大阪市立大学大学院医学研究科分子病理学准教授 

  佐々木 一昭  東京農工大学大学院農学研究院動物生命科学部門准教授 

  佐藤 清        元 一般財団法人残留農薬研究所理事 

 佐野 元彦   東京海洋大学海洋生物資源学部門教授 

  永山 敏廣      明治薬科大学薬学部特任教授 

 根本 了    国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

 二村 睦子   日本生活協同組合連合会組織推進本部長 

  宮井 俊一   一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

  由田 克士   大阪市立大学大学院生活科学研究科公衆栄養学教授 

  吉成 浩一   静岡県立大学薬学部衛生分子毒性学分野教授 

（○：部会長） 
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答申（案） 

メタラキシル及びメフェノキサム

残留基準値

食品名

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.1

#N/A#N/A小麦 0.05
大麦 0.05
ライ麦 0.05
とうもろこし 0.05
そば 0.05

その他の穀類注1） 0.05
#N/A#N/A大豆 0.05

小豆類注2） 0.2

えんどう 0.2
らっかせい 0.1

その他の豆類注3） 0.2
#N/A#N/Aばれいしょ 0.3

やまいも（長いもをいう。） 0.4
こんにゃくいも 0.3

#N/A#N/Aてんさい 0.05
さとうきび 0.05

#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.2
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 2
かぶ類の根 0.3
かぶ類の葉 0.3
西洋わさび 0.2
はくさい 0.3
キャベツ 0.5
芽キャベツ 0.2
こまつな 1
きょうな 3
チンゲンサイ 2
カリフラワー 0.5
ブロッコリー 0.5

その他のあぶらな科野菜注4） 0.7
#N/A#N/Aごぼう 0.05

しゅんぎく 4
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 2

その他のきく科野菜注5） 4
#N/A#N/Aたまねぎ 2

ねぎ（リーキを含む。） 0.2
にんにく 3
アスパラガス 0.2
わけぎ 0.2

その他のゆり科野菜注6） 0.3
#N/A#N/Aにんじん 0.4

パセリ 2
セロリ 4
みつば 2

その他のせり科野菜注7） 1
#N/A#N/A

注2）いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア豆、
バター豆、ペギア豆、ホワイト豆、ライマ豆及びレンズ
を含む。

注１）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小麦、大
麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のものをいう。

今回基準値を設定するメタラキシル及びメフェノキサ
ムとは、農産物及び魚介類にあってはメタラキシル
（メタラキシルMを含む）をいい、畜産物においてはメ
タラキシル（メタラキシルMを含む）及び加水分解によ
り2,6-ジメチルアニリンに変換される代謝物をメタラキ
シルに換算したものの和をいう。なお、メフェノキサム
は、メタラキシルMの別名である。

注4）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野
菜のうち、だいこん類の根、だいこん類の葉、かぶ類
の根、かぶ類の葉、西洋わさび、クレソン、はくさい、
キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょうな、チ
ンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以
外のものをいう。

注6）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のうち、
たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アスパラガス、わけ
ぎ及びハーブ以外のものをいう。

注7）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、
にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、みつば、ス
パイス及びハーブ以外のものをいう。

注5）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、
ごぼう、サルシフィー、アーティチョーク、チコリ、エン
ダイブ、しゅんぎく、レタス及びハーブ以外のものを
いう。

注3）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆
類、えんどう、そら豆、らっかせい及びスパイス以外の
ものをいう。
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残留基準値

食品名

ppm
トマト 2
ピーマン 2
なす 1

その他のなす科野菜注8） 1
#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 1

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.2
すいか 0.1
メロン類果実 0.7

#N/A#N/Aほうれんそう 2
オクラ 1
しょうが 1
未成熟えんどう 0.2
未成熟いんげん 0.2
えだまめ 0.2

#N/A#N/Aその他の野菜注9） 3
#N/A#N/Aみかん 0.2

レモン 0.7
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7
グレープフルーツ 0.7
ライム 0.7

その他のかんきつ類果実注10） 0.7
#N/A#N/Aりんご 0.2

日本なし 0.2
西洋なし 0.2
マルメロ 0.2
びわ 0.2

#N/A#N/Aもも 0.2
ネクタリン 0.2
あんず（アプリコットを含む。） 0.2
すもも（プルーンを含む。） 0.2
おうとう（チェリーを含む。） 0.2

#N/A#N/Aいちご 7
ラズベリー 0.2
ブラックベリー 0.7
ブルーベリー 2

その他のベリー類果実注11） 0.7
#N/A#N/Aぶどう 1
#N/A#N/Aアボカド 0.2
#N/A#N/Aひまわりの種子 0.05

綿実 0.05
#N/A#N/Aアーモンド 0.4

くるみ 0.4
#N/A#N/Aカカオ豆 0.2

ホップ 10zzz
#N/A

zzz
#N/Aその他のスパイス注12） 5

その他のハーブ注13） 2zzz
#N/A

zzz
#N/A牛の筋肉 0.05

注12）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋
わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがらし、パプリ
カ、しょうが、レモンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの
果皮及びごまの種子以外のものをいう。

注8）「その他のなす科野菜」とは，なす科野菜のう
ち、トマト、ピーマン及びなす以外のものをいう。

注9）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てん
さい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野菜、ゆり科
野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれ
んそう、たけのこ、オクラ、しようが、未成熟えんどう、
未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイス及び
ハーブ以外のものをいう。

注11）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実の
うち、いちご、ラズベリー、ブラックベリー、ブルーベ
リー、クランベリー及びハックルベリー以外のものをい
う。

注10）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類
果実のうち、みかん、なつみかん、なつみかんの外
果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ、グ
レープフルーツ、ライム及びスパイス以外のものをい
う。

注13）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソ
ン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎及びセ
ロリの葉以外のものをいう。
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残留基準値

食品名

ppm
豚の筋肉 0.05

その他の陸棲哺乳類に属する動物注14）の筋肉 0.05
#N/A#N/A牛の脂肪 0.05

豚の脂肪 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.05zzz

#N/A
zzz

#N/A牛の肝臓 0.3
豚の肝臓 0.3
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3

#N/A#N/A牛の腎臓 0.7
豚の腎臓 0.7
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.7

#N/A#N/A牛の食用部分注15） 0.7

豚の食用部分 0.7
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.7zzz

#N/A
zzz

#N/A乳 0.01zzz
#N/A

zzz
#N/A鶏の筋肉 0.05

その他の家きん注16）の筋肉 0.05
#N/A#N/A鶏の脂肪 0.05

その他の家きんの脂肪 0.05
#N/A#N/A鶏の肝臓 0.1

その他の家きんの肝臓 0.1
#N/A#N/A鶏の腎臓 0.1

その他の家きんの腎臓 0.1
#N/A#N/A鶏の食用部分 0.1

その他の家きんの食用部分 0.1
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.05
その他の家きんの卵 0.05
zzz #N/Azzz #N/A魚介類 0.1

#N/A #N/A

注15）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、
筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をいう。

注16）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外
のものをいう。

注14）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸
棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外のもの
をいう。
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平成 30 年６月 12 日

薬事・食品衛生審議会

食品衛生分科会長 村田 勝敬 殿

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

農薬・動物用医薬品部会長 穐山 浩

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

農薬・動物用医薬品部会報告について

平成 30 年５月８日付け厚生労働省発生食 0508 第１号をもって諮問された、食品衛生

法（昭和 22 年法律第 233 号）第 11 条第１項の規定に基づくスピノサドに係る食品中の

農薬及び動物用医薬品の残留基準の設定について、当部会で審議を行った結果を別添の

とおり取りまとめたので、これを報告する。
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スピノサド 
 

 今般の残留基準の検討については、農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う基準値設定依

頼が農林水産省からなされたことに伴い、食品安全委員会において食品健康影響評価がなさ

れたことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめ

るものである。 

 

１．概要 

（１）品目名：スピノサド[ Spinosad (ISO) ] 

          （スピノシンA及びスピノシンDの混合物である。） 

 

（２）用 途：殺虫剤／外部寄生虫駆除剤 

マクロライド系殺虫剤であり、農薬及び動物用医薬品として使用されている。作用機

構は明らかではないが、昆虫の神経伝達系に関与し、ニコチン性アセチルコリン受容体

やGABA受容体の機能に作用して、不随意筋の収縮を引き起こし死に至らしめると考えら

れている。 

 

（３）化学名及びCAS番号 

   スピノシンA 

(2R,3aS,5aR,5bS,9S,13S,14R,16aS,16bR)-13-{[(2R,5S,6R)-5-(Dimethylamino)-6- 

methyltetrahydro-2H-pyran-2-yl]oxy}-9-ethyl-14-methyl-2-{[(2R,3R,4R,5S,6S)- 

3,4,5-trimethoxy-6-methyltetrahydro-2H-pyran-2-yl]oxy}- 

2,3,3a,5a,5b,6,9,10,11,12,13,14,16a,16b-tetradecahydro-1H-as- 

indaceno[3,2-d][1]oxacyclododecine-7,15-dione (IUPAC) 

 

1H-as-Indaceno[3,2-d]oxacyclododecin-7,15-dione, 2-[(6-deoxy-2,3,4-tri-O-

methyl-α-L-mannopyranosyl)oxy]-13-[[(2R,5S,6R)-5-(dimethylamino)

tetrahydro-6-methyl-2H-pyran-2-yl]oxy]-9-ethyl-2,3,3a,5a,5b,6,9,10,11,12,

13,14,16a,16b-tetradecahydro-14-methyl-, (2R,3aS,5aR,5bS,9S,13S,14R,16aS,

16bR)- (CAS：No. 131929-60-7) 

 

スピノシンD 

(2S,3aR,5aS,5bS,9S,13S,14R,16aS,16bS)-13-{[(2R,5S,6R)-5-(Dimethylamino)-6-

methyltetrahydro-2H-pyran-2-yl]oxy}-9-ethyl-4,14-dimethyl-2- 

{[(2R,3R,4R,5S,6S)-3,4,5-trimethoxy-6-methyltetrahydro-2H-pyran-2-yl]oxy}-

2,3,3a,5a,5b,6,9,10,11,12,13,14,16a,16b-tetradecahydro-1H-as- 

indaceno[3,2-d][1]oxacyclododecine-7,15-dione (IUPAC) 

 

1H-as-Indaceno[3,2-d]oxacyclododecin-7,15-dione, 2-[(6-deoxy-2,3,4-tri-O- 

methyl-α-L-mannopyranosyl)oxy]-13-[[(2R,5S,6R)-5-(dimethylamino)

tetrahydro-6-methyl-2H-pyran-2-yl]oxy]-9-ethyl-2,3,3a,5a,5b,6,9,10,11,12,

13,14,16a,16b-tetradecahydro-4,14-dimethyl-, (2S,3aR,5aS,5bS,9S,13S,14R, 

16aS,16bS)- (CAS：No. 131929-63-0) 
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（４）構造式及び物性 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

スピノシンA 

 

分 子 式  C41H65NO10 

分 子 量  731.95 

水溶解度  0.290 g/L (20℃, pH 5） 

0.235 g/L (20℃, pH 7） 

0.016 g/L (20℃, pH 9） 

分配係数  log10Pow ＝ 5.2（23℃, pH 9） 

＝ 4.0（23℃, pH 7） 

＝ 3.9（23℃, 蒸留水） 

＝ 2.8（23℃, pH 5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スピノシンD 

 

分 子 式  C42H67NO10 

分 子 量  745.98 

水溶解度  0.0287 g/L (20℃, pH 5） 

0.0003 g/L (20℃, pH 7） 

0.00005 g/L (20℃, pH 9） 

分配係数  log10Pow ＝ 5.2（23℃, pH 9） 

＝ 4.5（23℃, pH 7） 

＝ 4.4（23℃, 蒸留水） 

＝ 3.2（23℃, pH 5） 

 

（含有比 スピノシンA：スピノシンD ≒ 85：15） 
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２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。 

作物名となっているものについては、今回農薬取締法(昭和23年法律第82号)に基づく

適用拡大申請がなされたものを示している。 

 

（１）農薬としての国内での使用方法 

① 50.0%スピノサド顆粒水和剤 

作物名 適用 希釈倍数 使用液量 使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 

スピノサド

を含む 

農薬の 

総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
500倍 

育苗箱 
(30×60×3 cm 
使用土壌約5 L) 
1箱当たり500 mL 

は種時(覆土
前)～移植当日 1回 灌注 1回 

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 移植当日 

 

② 25.0%スピノサド顆粒水和剤 

作物名 適用 
希釈 

倍数 
使用液量 使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用

方法 

スピノサド 

を含む農薬の 

総使用回数 

いちじく 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

5000倍 

100～300 

L/10 a 

収穫前日まで 1回 

散布 

1回 

ラズベリー 
収穫3日前まで 2回以内 2回以内 

マンゴー ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

グアバ（葉） 
ﾊﾞﾝｼﾞﾛｳﾂﾉｴｸﾞﾘﾋ

ﾒﾊﾏｷ 

2500～

5000倍 

収穫14日前まで 

3回以内 

3回以内 

キャベツ 

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 

ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

収穫3日前まで 

4回以内 

（定植前は 

１回以内、 

本圃では 

3回以内） 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
5000倍 

はくさい 

ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

2500～

5000倍 

ﾖﾄｳﾑｼ 5000倍 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
2500～

5000倍 

ブロッコリ

ー 

ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

5000倍 

カリフラワ

ー 
ｺﾅｶﾞ 

3回以内 

芽キャベツ ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 収穫7日前まで 

非結球メ 

キャベツ 
ﾖﾄｳﾑｼ 収穫14日前まで 

だいこん 
ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

2500～

5000倍 
収穫7日前まで 
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② 25.0%スピノサド顆粒水和剤（つづき) 

作物名 適用 
希釈 

倍数 
使用液量 使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 

スピノサド

を含む 

農薬の 

総使用回数 

はつか 

だいこん 

ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 
5000倍 

100～300 

L/10 a 

収穫14日前

まで 2回 

以内 

散布 

2回以内 

非結球あぶら

な科葉菜類

（みずな、長

崎はくさいを

除く） 

ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

ﾖﾄｳﾑｼ類 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

2500～ 

5000倍 

長崎はくさい 

5000倍 

収穫3日前 

まで みずな ｺﾅｶﾞ 1回 1回 

かぶ ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

収穫前日 

まで 

3回 

以内 
3回以内 

なす 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

2500～ 

5000倍 

2回 

以内 
2回以内 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
5000倍 

ピーマン 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
2500～ 

5000倍 

トマト 

ミニトマト 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

5000倍 

ししとう 

甘長 

とうがらし 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 20000倍 

レタス 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
2500～ 

5000倍 収穫3日前 

まで 

3回 

以内 

4回以内 
（定植前は 
1回以内、 
本圃では 
3回以内） 

ﾖﾄｳﾑｼ 5000倍 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 500～1000倍 

ｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲ1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

1冊（30×60 

cm・使用土

壌約3 L）当

たり500 mL 

定植前 

まで 
1回 灌注 

非結球レタス 

3回以内 
（定植前は 

1回以内、 

本圃では 

2回以内） ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
2500～ 

5000倍 

100～300 
L /10 a 

収穫7日前 
まで 2回 

以内 

散布 

ﾖﾄｳﾑｼ 5000倍 

いちご 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

5000倍 
収穫前日 

まで 
2回以内 

きゅうり（葉） 
10000倍 

収穫7日前 
まで 3回 

以内 
3回以内 

きゅうり（花） 
収穫14日前 

まで 
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② 25.0%スピノサド顆粒水和剤（つづき） 

作物名 適用 希釈倍数 使用液量 使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 

スピノサド 

を含む農薬

の総使用回

数 

きゅうり 

メロン 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 
5000倍 

100～300 

L /10 a 

収穫前日まで 2回以内 

散布 

2回以内 

すいか 

とうがん 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

ねぎ 

わけぎ 

あさつき 

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 

収穫3日前まで 

3回以内 3回以内 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

2500～ 

5000倍 

にら 

にら(花茎) 
10000倍 収穫前日まで 

らっきょう 2500倍 収穫3日前まで 

みつば ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
5000倍 

収穫7日前ま

で、ただし伏せ

込み栽培は伏

せ込み前まで 
2回以内 2回以内 

せり ｱｻﾞﾐｳﾏ類 収穫前日まで 

セルリー ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

2500倍 

収穫3日前まで 3回以内 3回以内 

パセリ ﾖﾄｳﾑｼ 
収穫14日前 

まで 2回以内 2回以内 

アスパラガス 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

5000倍 

収穫前日まで 

モロヘイヤ 
収穫3日前まで 

3回以内 3回以内 

クレソン ｺﾅｶﾞ 

2回以内 2回以内 

みょうが 

（花穂） 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

収穫前日まで 

散布、ただ

し花穂の

発生期に

はﾏﾙﾁﾌｨﾙﾑ

被覆によ

り散布液

が直接花

穂に飛散

しない状

態で使用

する 

みょうが 

（茎葉） 

みょうが 

（花穂）の 

収穫前日まで 

ただし、 

花穂を収穫し

ない場合に 

あっては 

開花期終了 

まで 

散布 
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  ② 25.0%スピノサド顆粒水和剤（つづき） 

作物名 適用 希釈倍数 使用液量 使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 

スピノサド 

を含む 

農薬の 

総使用回数 

しそ科葉菜類 
しそ（花穂） ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

10000倍 

100～300 
L /10 a 

収穫3日前 
まで 

3回以内 

散布 

3回以内 つるな 2500倍 

さんしょう（葉） ｱｹﾞﾊ 10000倍 

よもぎ ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
5000倍 

１回 1回 

にんじん ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 3回以内 3回以内 

ふだんそう ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 4000倍 

2回以内 2回以内 

未成熟ふじまめ 
未成熟ささげ 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

5000倍 収穫前日 
まで 

実えんどう 
食用へちま 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

すいぜんじな 
エンサイ 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

ほうれんそう 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱｼｸﾞﾛﾊﾓｸﾞﾘ

ﾊﾞｴ 
ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ 

食用ほおずき 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
10000倍 3回以内 

 
3回以内 

食用金魚草 
食用なでしこ 

収穫3日前 
まで 

食用ミニバラ 
収穫前日 
まで 

食用プリムラ 
食用カーネー 

ション 
食用エキザカム 
食用せんにちこう 
食用トレニア 
食用パンジー 

収穫3日前 
まで 

きく（葉） 5000倍 

食用ぎく 
ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐ

ｳﾏ 
10000倍 2回以内 2回以内 

さやえんどう ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
5000倍 

100～300 L 
/10 a 

収穫前日 
まで 

3回以 3回以内 
にんにく ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
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③ 20.0%スピノサドフロアブル 

作物名 適用 
希釈 

倍数 
使用液量 使用時期 

本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

スピノサド 

を含む 

農薬の 

総使用回数 

稲 

（箱育苗） 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 200倍 

育苗箱(30×

60×3 cm、使

用土壌約5 L) 

1箱当たり 

500 mL 

移植当日 1回 灌注 1回 

かんきつ 

ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

ﾅﾐｱｹﾞﾊ 

4000～ 

6000倍 

200～700  

L/10 a 

 

収穫7日前 

まで 
2回以内 

散布 

2回以内 

りんご 

ｷﾝﾓﾝｻｲｶﾞ 

ﾊﾏｷﾑｼ類 

2000～ 

3000倍 

収穫3日前 

まで 

3回以内 3回以内 

ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ 2000倍 

もも 

 

ｼﾝｸｲﾑｼ類 
2000～ 

4000倍 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 4000～6000倍 

ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 2000～6000倍 

ﾘﾝｺﾞｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 
4000倍 

すもも ｽﾓﾓﾋﾒｼﾝｸｲ 

2回以内 2回以内 
ネクタリン 

ｼﾝｸｲﾑｼ類 
2000～ 

4000倍 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 4000～6000倍 

ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶ 2000～6000倍 

ﾘﾝｺﾞｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 4000倍 

さんしょう 

（果実） 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 5000倍 1回 1回 

茶 

ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 

ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

2000～ 

4000倍 200～400 

L/10 a 

摘採7日前 

まで 
2回以内 2回以内 

ﾁｬﾊﾏｷ 

ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 
4000倍 
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④ 1.0%スピノサド粒剤 

 

⑤ 0.75%スピノサド粒剤 

 

⑥ 0.020%スピノサドフロアブル 

 

⑦ 10.0%スピノサド・10.0%イミダクロプリド顆粒水和剤 

作物名 適用 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

スピノサド 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

育苗箱 
(30×60×3 cm 
使用土壌約5 L) 
1箱当たり50 g 

は種前 

1回 

育苗箱の 
床土に 
均一に 
混和する 

1回 

は種時 
(覆土前)～ 
移植当日 

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 

移植2日前～ 
移植当日 

育苗箱の 
上から 
均一に 
散布する ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ幼虫 移植当日 

作物名 適用 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

スピノサド 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 

育苗箱 
(30×60×3 cm 
使用土壌約5 L) 
1箱当たり50 g 

移植2日前 
～移植当日 

1回 

育苗箱の 
苗の上から 
均一に 
散布する 

1回 

作物名 適用場所 適用 希釈倍数 使用液量 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

スピノサド 
を含む農薬の 
総使用回数 

ﾐﾊﾞｴ類が 
加害する 
農作物 

ﾐﾊﾞｴ類 
発生地域に 

おける 
ﾐﾊﾞｴ類加害 
農作物周辺の 

敷地 

ﾐﾊﾞｴ類 3～5倍 
300～500 
mL/10 a 

－ 
スポット 
散布 

－ 

作物名 適用 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

スピノサド 
を含む農薬の 
総使用回数 

茶 

ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 
ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 
ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 

ﾁｬﾊﾏｷ 
ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 

2000倍 
200～400 
L/10 a 

摘採7日前 
まで 

1回 散布 2回以内 
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  ⑧ 5.0%スピノサド・75.0%脂肪酸グリセリドフロアブル 

作物名 適用 
希釈 

倍数 
使用液量 使用時期 

本剤の 

使用回数 
使用方法 

スピノサド 

を含む 

農薬の 

総使用回数 

なす 
ﾊﾀﾞﾆ類 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

1000倍 
100～300 

L/10 a 

収穫前日 

まで 
2回以内 散布 2回以内 

トマト 

ミニトマト 

ﾊﾀﾞﾆ類 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

 

⑨ 5.0%スピノサド・10.0%メトキシフェノジドフロアブル 

作物名 適用 
希釈 

倍数 
使用液量 使用時期 

本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

スピノサド 

を含む農薬の 

総使用回数 

だいこん 
ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

2000倍 
100～300 

L/10 a 

収穫7日前 

まで 

 

3回以内 

散布 

3回以内 

キャベツ 

ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾒﾉｲｶﾞ 

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 

2回以内 

4回以内 

（定植前は 

1回以内、 

本圃では 

3回以内） 

ブロッ 

コリー 

ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

収穫3日前 

まで 

はくさい 

ｱｵﾑｼ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

レタス 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

非結球 

レタス 

3回以内 

（定植前は 

1回以内、 

本圃では 

2回以内） 
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  ⑩ 1.0%スピノサド・2.0%イソチアニル・2.0%イミダクロプリド粒剤 

 
 
 
 
 
 
 
 

作物名 適用 使用量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

スピノサド 
を含む農薬の 
総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈｱｻﾞﾐｳﾏ 

育苗箱 
(30×60×3 cm 
使用土壌約5 L) 
1箱当たり50 g 

移植2日前～ 
移植当日 

1回 

育苗箱の 
上から 
均一に 
散布する 

1回 

穂枯れ 
（ごま葉枯病菌） 

内穎褐変病 
移植当日 

苗腐敗症 
（もみ枯細菌病菌） 

苗立枯細菌病 

は種時 
（覆土前） 

白葉枯病 
もみ枯細菌病 

ｲﾈﾐｽﾞ 
ｿﾞｳﾑｼ 

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｶﾊﾞｲ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
いもち病 

 

は種時 
（覆土前）～ 
移植当日 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｶﾊﾞｲ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
いもち病 

は種前 

育苗箱の 
床土又は 
覆土に 
均一に 
混和する 

 238 



⑪ 0.75%スピノサド・7.0%オリサストロビン・1.0%フィプロニル粒剤 

 

  ⑫ 0.75%スピノサド・0.6%フィプロニル・24.0%プロベナゾール粒剤 

 

（２）農薬としての海外での使用方法 

① 45.0%スピノサドフロアブル（米国） 

作物名 
1回あたりの 

使用量 
本剤の 
使用回数 

栽培期間中の 
総使用量 

使用時期 使用方法 

だいず 35～70 g ai/kg 3回以内 - 
収穫 

28日前まで 
散布 

  ai: active ingredient (有効成分) 

 

② 44.2%スピノサドフロアブル（米国） 

作物名 
1回あたりの 

使用量 
本剤の 
使用回数 

栽培期間中の総
使用量 

使用時期 使用方法 

らっかせい 1.5～3 fl oz/acre 3回以内 
0.28 lb/acre 

以内 
収穫 

3日前まで 
散布 

 

 

作物名 適用 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

スピノサド 
を含む農薬の 
総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
紋枯病 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾆｶｲﾒﾁｭｳ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾅｺﾞ類 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 

育苗箱 
(30×60×3 cm 
使用土壌約5 L) 
1箱当たり50 g 

は種時 
（覆土前）～ 

移植当日 

1回 

育苗箱の 
上から 
均一に 
散布する 

1回 

ｳﾝｶ類 移植当日 

作物名 適用 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 
スピノサド 
を含む農薬の 
総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶｲﾒﾁｭｳ 
ｲﾅｺﾞ類 
ｳﾝｶ類 

育苗箱 
(30×60×3 cm 
使用土壌約5 L) 
1箱当たり50 g 

移植3日前～ 
移植当日 

1回 

育苗箱の 
苗の上から 
均一に 
散布する 

1回 

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
緑化期～ 
移植当日 
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③ 22.8%スピノサドフロアブル（米国） 

作物名 
1回あたりの 

使用量  
本剤の 

使用回数 
栽培期間中の 

総使用量 
使用時期 

使用 
方法 

ばれいしょ 3.2～9.6 fl oz/acre 

4回以内 
0.33 lb/acre 

以内 

収穫7日前 
まで 

散布 

てんさい 3～10 fl oz/acre 収穫3日前 
まで ラディッシュ 3～6 fl oz/acre 

アーティチョーク 3.2～9.6 fl oz/acre 
収穫2日前 

まで 

たまねぎ、ねぎ 3～8 fl oz/acre 5回以内 

0.45 lb/acre 
以内 

収穫前日 
まで 

おくら 3～10 fl oz/acre － 

プラム（核果類） 4～8 fl oz/acre 3回以内 
収穫7日前 

まで 

ラズベリー 
ブラックベリー 

4～6 fl oz/acre 

6回以内 
収穫3日前 

まで ブルーベリー 

クランベリー 4～10 fl oz/acre 

バナナ 
（ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州、 
ﾊﾜｲ州に限る） 

8 fl oz/acre 4回以内 
収穫8週間前 

まで 

アーモンド 
ペカン ナッツ類 

4～10 fl oz/acre － 
収穫14日前 

まで 

 

  ④ 22.5%スピノサドフロアブル（米国） 

作物名 
1回あたりの 

使用量  
本剤の 
使用回数 

栽培期間中の 
総使用量 

使用時期 
使用 
方法 

だいず 2.25～4 fl oz/acre 4回以内 
0.186 lb/acre 

以内 
収穫28日前 

まで 

散布 

小豆類 
えんどう そら豆 

その他豆類 
3～6 fl oz/acre 

6回以内 

未成熟えんどう 
未成熟いんげん 

えだまめ 

0.45 lb/acre 
以内 

収穫3日前 
まで 

パセリ セロリ 
葉菜類 

1.5～10 fl oz/acre 
収穫前日 

まで 
きゅうり 

4～8 fl oz/acre 
かぼちゃ 
しろうり 
すいか 

メロン類果実 
まくわうり 

その他のうり科野菜 

収穫3日前 
まで 
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  ⑤ 24%スピノサドフロアブル（豪州） 
作物名 使用量 

本剤の 
使用回数 

栽培期間中の 
総使用量 

使用時期 使用方法 

仁果類 
20～40 mL製剤  

(4.8～9.6 g ai）/100 L 
4回以内 ― 

収穫3日前 
まで 

散布 

 

⑥ 24%スピノサドフロアブル（メキシコ） 

作物名 使用量 
本剤の 

使用回数 
栽培期間中の 
総使用量 

使用時期 使用方法 

パイナップル 70～105 g ai /ha 6回 
0.45 lb/acre 
(505 g ai/ha) 

収穫7日前 
まで 

散布 

 

⑦ 80%スピノサド水和剤（米国） 

作物名 
1000 bushel 

当たりの製剤使用量 
有効成分 
使用量 

本剤の 
使用 
回数 

使用時期 
使用 
方法 

小麦（貯蔵穀物） 34.0 g 

1 ppm 
(1 μg ai/g) 

1回 収穫後 散布 

とうもろこし（貯蔵穀物） 
31.7 g 

ソルガム（貯蔵穀物） 

大麦（貯蔵穀物） 27 g 

米（貯蔵穀物） 25.5 g 

えん麦（貯蔵穀物） 19.3 g 

 
  ⑧ 22.8%スピノサドフロアブル（米国） 

作物名 
1000 bushel 

当たりの製剤使用量 
有効成分 
使用量 

本剤の 
使用 
回数 

使用時期 
使用 
方法 

小麦（貯蔵穀物） 114 mL 

1 ppm 
(1 μg ai/g) 

1回 収穫後 散布 

とうもろこし（貯蔵穀物） 
ソルガム（貯蔵穀物） 

105 mL 

大麦（貯蔵穀物） 90 mL 

米（貯蔵穀物） 85 mL 

えん麦（貯蔵穀物 64 mL 

 

⑨ 12%スピノサドフロアブル（米国） 

作物名 
1000 bushel 

当たりの製剤使用量 
有効成分 
使用量 

本剤の 
使用回
数 

使用時期 
使用 
方法 

小麦（貯蔵穀物） 228 mL 

1 ppm 
(1 μg ai/g) 

1回 収穫後 散布 

とうもろこし（貯蔵穀物） 
ソルガム（貯蔵穀物） 

210 mL 

大麦（貯蔵穀物） 180 mL 

米（貯蔵穀物） 170 mL 

えん麦（貯蔵穀物） 128 mL 
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（３）動物用医薬品としての国内での使用方法 

医薬品 対象動物及び使用方法 休薬期間 

スピノサドを有効成分 

とする畜舎噴霧剤 
鶏 

1日量としてケージの底面積1 m2当たり 

2 g以下の量を鶏舎内に噴霧すること。 

食用に供するために

と殺する前2日間 

 

（４）動物用医薬品としての海外での使用方法 

医薬品 

対象動物及び使用方法 国 休薬期間 

牛(泌乳

牛以外) 

400 ppmに希釈し、0.96～1.9 L/頭を7日以

上の間隔で噴霧する。 
米国 2日 

スピノサ

ドを 

有効成分 

とする 

噴霧剤、 

塗布剤等 

羊 

25 ppmに希釈し、約0.5 L/頭を噴霧する。 

豪州 0日 

10 ppmの溶液を調製し、羊にディッピング

する。 

20 ppmの溶液を調製し、羊にシャワーディ

ッピングする。 

25 ppmに希釈し、1～2 L/頭をジェット噴霧

する。 

25～125 ppmに希釈し、適量を創傷部に塗布

する。 

創傷部を毛刈りし、直接スプレーする。 

10～25 ppmに希釈し、噴霧、ディッピング、

シャワーディッピング、ジェット噴霧する。 

ニュージー 

ランド 

0日 25 ppmに希釈し、適量を創傷部に塗布する。 

体重35 kg以下の場合15 mL、36～55 kgの場

合20 mL、56～75 kgの場合25 mLを滴下する。 

創傷部を毛刈りし、直接スプレーする。 
14日 

（乳：35日） 

2 Lを1000 Lに希釈し、ジェット又はシャワ

ー噴霧する。 

7日 

（乳：35日） 

鶏 1000 ppmに希釈し、38 mL/羽を噴霧する。 

米国 

0日 

スピノサ

ドを 

有効成分 

とする 

散布剤 

畜舎 

内外 

480 ppmに希釈し、62.5～125 mL/m2を散布

する。 
対象外 

1.4～1.9 g/m2を散布する。 対象外 

800～1500 ppmを散布する。 豪州 

散布面に動物が接触 

する場合：21日 

卵及び乳：0日 

200～400 ppmに希釈し、36～72 mL/m2を  

散布する。 
ドイツ 対象外 

ワクモ駆除には2000～4000 ppmに希釈し、 

14～28 mL/m2を散布する。 

480 ppmに希釈し、62.5～125 mL/m2を散布

する。 
ベルギー 

0日 

200～400 ppmに希釈し、36～72 mL/m2を散

布する。 

イギリス 

オランダ 

イタリア 

スペイン 

ポルトガル 

ワクモ駆除には2000～4000 ppmに希釈し、 

14～28 mL/m2を散布する。 
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３．作物残留試験 

（１）分析の概要 

【国内】 

  ① 分析対象物質 

・スピノシンA 

・スピノシンD 

          

② 分析法の概要 

試料からアセトニトリル・水（4：1）混液で抽出し、酢酸エチルに転溶する。また

は、試料からアセトニトリル・水（1：1）混液又はアセトニトリルで抽出する。シク

ロヘキシルシリル化シリカゲル（CH）カラム、シリカゲルカラム、グラファイトカー

ボン/NH2積層カラム等を用いて精製し、紫外分光光度型検出器付き高速液体クロマト

グラフ（HPLC-UV）又は液体クロマトグラフ・タンデム型質量分析計（LC-MS/MS）で

定量する。 

 

定量限界：スピノシンA  0.005～0.4 mg/kg 

スピノシンD 0.005～0.4 mg/kg 

 

【海外】 

① 分析対象の化合物 

・スピノサド（スピノシンA、スピノシンD及び代謝物） 

 

 ② 分析法の概要 

試料からアセトニトリル・水（4：1）混液で抽出し、10%次亜塩素酸ナトリウム溶

液存在下で減圧濃縮・乾固した後、磁性粒子免疫測定キット（Magnetic 

particle-based immunoassay test kit）を用いて定量する。 

または、試料からアセトニトリル・水（4：1）混液で抽出し、ジクロロメタンに転

溶する。CHカラムを用いて精製し、磁性粒子免疫測定キットで定量する。 

あるいは、試料からアセトニトリル・水（4：1）混液で抽出し、ジクロロメタンに

転溶する。シリカゲルカラム及びCHカラムを用いて精製した後、HPLC-UVで定量する。 

 

定量限界：0.01～0.016 mg/kg 

 

（２）作物残留試験結果 

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙1-1、海外で実施された

作物残留試験の結果の概要については別紙1-2、1-3、1-4及び1-5を参照。 

 

４．畜産物における推定残留濃度 

本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されるこ

とから、飼料の最大給与割合等から算出した飼料中の残留農薬濃度と動物飼養試験の結果

を用い、以下のとおり畜産物中の推定残留濃度を算出した。 
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（１）飼料中の残留農薬濃度 

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令（昭和51年農林省令第35号）に定め

る飼料一般の成分規格等と飼料の最大給与割合等から、飼料の摂取によって家畜が暴露

されうる飼料中の残留農薬濃度を算出した。 

成分規格等で定められている基準値上限まで飼料中に農薬が残留している場合を仮

定し、これに飼料最大給与割合等を掛け合わせることにより飼料中の最大飼料由来負荷

(MDB) 注1) を算出したところ、乳牛、肉牛、産卵鶏及び肉用鶏において、それぞれ13.1 

ppm、7.8 ppm、1.8 ppm及び3.0 ppmと推定された。またSTMR dietary burden注2)は乳牛、

肉牛、産卵鶏及び肉用鶏において、それぞれ2.87 ppm、2.81 ppm、0.95 ppm及び0.70 ppm

と推定された。 

 
注1）最大飼料由来負荷（Maximum Dietary Burden：MDB）: 飼料として用いられる全ての飼料品

目に農薬が残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露

されうる最大濃度。飼料中濃度として表示される。 

注2）平均的飼料由来負荷（STMR dietary burden又はmean dietary burden）：飼料として用いら

れる全ての飼料品目に農薬が平均的に残留していると仮定した場合に（作物残留試験から得ら

れた残留濃度の中央値を試算に用いる）、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる最大濃

度。飼料中濃度として表示される。 

 

（２）分析の概要 

① 分析対象物質 

・スピノシンA 

・スピノシンD 

 

② 分析法の概要 

組織（脂肪を除く）はアセトニトリル・水（4：1）混液で、脂肪はn-ヘキサン・ジ

クロロメタン（3：2）混液で、乳はアセトニトリルで、卵はメタノール・アセトニト

リル（1：１）混液で抽出する。CHカラム、シリカゲルカラム、グラファイトカーボ

ン/NH2積層カラム等を用いて精製し、HPLC-UV又は液体クロマトグラフ・質量分析計

（LC-MS）で定量する。 

  

定量限界：組織（鶏脂肪を除く） 0.01 mg/kg 

鶏脂肪   0.03 mg/kg 

 

（３）家畜残留試験（動物飼養試験） 

① 乳牛を用いた残留試験 

乳牛（ホルスタイン種、3頭/群）に対して、飼料中濃度として1、3及び10 ppmのス

ピノサドを含有するゼラチンカプセルを28日間にわたり経口投与し、筋肉、脂肪、肝

臓及び腎臓に含まれるスピノシンA及びスピノシンDの濃度をHPLC-UVで測定した。乳

については、投与開始1、2、3、4、5、6、7、10、12、14、16、21及び28日後に採取

し、乳に含まれるスピノシンA及びスピノシンDの濃度をHPLC-UVで測定した。結果は

表1を参照。 
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表1．乳牛の組織中の残留濃度（mg/kg） 

 1 ppm 投与群 3 ppm 投与群 10 ppm 投与群 

筋肉 
0.023（最大） 

0.019（平均） 

0.060（最大） 

0.038（平均） 

0.25（最大） 

0.20（平均） 

脂肪 
0.634（最大） 

0.619（平均） 

1.64（最大） 

1.05（平均） 

7.06（最大） 

5.43（平均） 

肝臓 
0.120（最大） 

0.104（平均） 

0.332（最大） 

0.269（平均） 

1.28（最大） 

 0.958（平均） 

腎臓 
0.073（最大） 

0.057（平均） 

0.216（最大） 

0.193（平均） 

 0.631（最大） 

 0.557（平均） 

 乳＊ 0.036（平均） 0.13（平均） 0.49（平均） 

残留濃度はスピノシンA及びスピノシンDの残留濃度の和で示す。 

定量限界（スピノシンA及びスピノシンD）：0.01 mg/kg 
＊ 投与開始10～28日後に採取した乳の平均値 

 

  ② 産卵鶏を用いた残留試験 

産卵鶏に対して、0.1、0.3、1及び5 ppmのスピノサドを含有するゼラチンカプセル

を41日間にわたり経口投与し、筋肉（胸部及び脚部）、脂肪（腹部及び皮下）及び肝

臓に含まれるスピノシンA及びスピノシンDの濃度をHPLC-UVで測定した。鶏卵につい

ては、投与開始1、4、7、10、13、20、28、35及び41日後に採卵して、スピノシンA

及びスピノシンDの濃度を測定した。結果は表2を参照。 

 
表2．産卵鶏の組織中の残留濃度（mg/kg） 

 0.1 ppm 投与群 0.3 ppm 投与群 1 ppm 投与群 5 ppm 投与群 

 筋肉＊ 
<0.006（最大） 

<0.006（平均） 

<0.006（最大） 

<0.006（平均） 

<0.006（最大） 

<0.006（平均） 

0.068（最大） 

0.051（平均） 

  脂肪＊＊ 
 0.053（最大） 

 0.028（平均） 

 0.066（最大） 

 0.038（平均） 

 0.173（最大） 

 0.150（平均） 

1.631（最大） 

1.160（平均） 

肝臓 
<0.006（最大） 

<0.006（平均） 

<0.006（最大） 

<0.006（平均） 

 0.022（最大） 

 0.014（平均） 

0.112（最大） 

0.089（平均） 

卵 
<0.006（最大） 

<0.006（平均） 

<0.006（最大） 

<0.006（平均） 

 0.019（最大） 

 0.012（平均） 

0.37（最大） 

0.194（平均） 

残留濃度はスピノシンA及びスピノシンDの残留濃度の和で示す。 
＊  胸部筋肉及び脚部筋肉の分析値から最大値及び平均値を算出した。 
＊＊ 腹部脂肪及び皮下脂肪の分析値から最大値及び平均値を算出した。 

定量限界（スピノシンA及びスピノシンD）：筋肉、肝臓及び卵 0.01 mg/kg、脂肪 0.03 mg/kg 

検出限界（スピノシンA及びスピノシンD）：筋肉、肝臓及び卵 0.003 mg/kg、 脂肪 0.01 mg/kg 

 

（３）推定残留濃度 

   乳牛及び産卵鶏について、MDBと家畜残留試験結果から、畜産物中の推定残留濃度を

算出した。結果については表3-1及び3-2を参照。 
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表3-1．畜産物中の推定残留濃度：牛（mg/kg） 

 
筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

乳牛 
0.34 

 （0.037） 

9.5 

（1.0） 

1.7 

（0.26） 

0.81 

（0.18） 

0.65 

（0.13） 

肉牛 
0.19 

 （0.036） 

5.4 

（1.0） 

0.98 

（0.25） 

0.50 

（0.18）  

上段：最大残留濃度 下段括弧内：平均的な残留濃度 

 

表3-2．畜産物中の推定残留濃度：鶏（mg/kg） 

 
筋肉 脂肪 肝臓 卵 

産卵鶏 
0.018 

（0.006） 

0.46 

（0.14） 

0.046 

（0.021） 

0.089 

（0.001） 

肉用鶏 
0.037 

（0.006） 

0.90 

（0.10） 

0.067 

（0.019）  

上段：最大残留濃度 下段括弧内：平均的な残留濃度 

 

５．動物用医薬品の対象動物における残留試験 

（１）分析の概要 

  ① 分析対象物質 

   ・スピノシンA 

   ・スピノシンD 

 

  ② 分析法の概要 

試料からアセトニトリル・水（4：1）混液で抽出し、0.2%ギ酸を加えて混合した後、

LC-MS/MSで定量する。 

 

定量限界：スピノシンA  0.01 mg/kg 

スピノシンD 0.01 mg/kg 

 

（２）家畜残留試験 

  ① 産卵鶏（白色レグホン種、202日齢、8羽/時点）の鶏舎内に、スピノサド製剤（44.3%

含有懸濁製剤）の希釈液（スピノサドとして4000 mg/L）を単回散布（1ケージ（2羽）

当たり246 mL/m2を30秒間で散布、スピノサドとして984 mg/m2に相当）し、投与1、2、

3及び4日後に採取した筋肉、脂肪、肝臓、腎臓、皮膚及び筋胃のスピノサドの濃度を

LC-MS/MSで測定した。また、卵（卵黄及び卵白）については、散布1、3、5、7及び14

日後に採卵してスピノサドの濃度をLC-MS/MSで測定した（表4、5）。（2012, 申請資料） 
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表4. 鶏舎内にスピノサドを単回散布後の組織中のスピノサド濃度（mg/kg） 

組織注) 
散布後日数 

1 2 3 4 

筋肉 0.05±0.02(4) 0.03±0.01(4) 0.04±0.01(4) 0.03±0.01(4) 

脂肪 3.5 ±1.1 (4) 2.1 ±0.2 (4) 2.2 ±0.4 (4) 2.7 ±0.9 (4) 

肝臓 0.58±0.14(4) 0.53±0.23(4) 0.35±0.07(4) 0.45±0.16(4) 

腎臓 0.33±0.05(4) 0.18±0.04(4) 0.17±0.03(4) 0.18±0.07(4) 

皮膚 2.7 ±0.7 (4) 2.8 ±1.1 (4) 2.7 ±0.4 (4) 2.5 ±0.6 (4) 

筋胃 0.13±0.03(4) 0.08±0.02(4) 0.08±0.03(4) 0.09±0.05(4) 

    注) 分析試料は、1ケージ分（2羽）の各組織を等量混合して調製し、1検体とした。 

定量限界：0.01 mg/kg 

数値は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

 
表5. 鶏舎内にスピノサドを単回散布後の卵中のスピノサド濃度（mg/kg） 

試料注1) 
散布後日数 

1 3 5 7 14 

卵黄 <0.01(4) 0.24±0.10(4) 0.51±0.20(4) 0.57±0.25(4) 0.26±0.14(4) 

卵白 <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) 

全卵注2) <0.01(4) 0.08±0.03(4) 0.16±0.07(4) 0.17±0.07(4) 0.08±0.04(4) 

注1）分析試料は、1ケージ分（2羽）の各組織を等量混合して調製し、1検体とした。 

注2）卵黄と卵白中のそれぞれのスピノシンA及びD濃度を算出後、合算して求めた。 

定量限界：0.01 mg/kg 

数値は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

 

② 産卵鶏（白色レグホン種、8羽/時点（採卵用については10羽））の鶏舎内にスピノ

サド（44.3%含有懸濁製剤）の希釈液（スピノサドとして4000 mg/L）を単回散布（1

ケージ（2羽）当たり211 mL/m2を15秒間で散布、スピノサドとして844 mg/m2に相当）

し、投与1、7、14、21及び28日後に採取した筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓のスピノサド

の濃度をLC-MS/MSで測定した。卵（卵黄及び卵白）については、投与3～14日後に採

卵してスピノサドの濃度をLC-MS/MSで測定した（表6、7）。（2013, 申請資料） 

 
表6. 鶏舎内にスピノサドを単回散布後の組織中のスピノサド濃度（mg/kg） 

組織注) 
散布後日数 

1 7 14 21 28 

筋肉 0.03±0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) 

脂肪 0.98±0.41(4) 0.68±0.19(4) 0.11±0.06(4) <0.01,0.02(3) <0.01(4) 

肝臓 0.30±0.09(4) 0.06±0.03(4) <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) 

腎臓 0.11±0.03(4) 0.03±0.02(4) <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) 

皮膚 1.04±0.35(4) 0.80±0.27(4) 0.20±0.07(4) 0.13±0.05(4) 0.07±0.03(4) 

筋胃 0.06±0.04(4) 0.02±0.006(4) <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) 
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注）分析試料は、1ケージ分（2羽）の各組織を等量混合して調製し、1検体とした。 

定量限界：0.01 mg/kg 

数値は分析値又は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

 
表7. 鶏舎内にスピノサドを単回散布後の卵中のスピノサド濃度（mg/kg） 

  試料注1) 
散布後日数 

3 4 5 6 

卵黄 0.14±0.10(4) 0.15±0.09(4) 0.32±0.17(4) 0.34±0.18(4) 

卵白 <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) 

  全卵注2) 0.04±0.03(4) 0.04±0.03(4) 0.08±0.05(4) 0.09±0.06(4) 

 

試料 
散布後日数 

7 8 9 10 

卵黄 0.25±0.15(4) 0.24±0.15(4) 0.23±0.09(4) 0.18±0.09(4) 

卵白 <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) 

全卵 0.07±0.04(4) 0.07±0.05(4) 0.07±0.02(4) 0.05±0.03(4) 

 

試料 
散布後日数 

11 12 13 14 

卵黄 0.12±0.09(4) 0.06±0.05(4) 0.07±0.04(4) 0.05±0.03(4) 

卵白 <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) <0.01(4) 

全卵 
<0.01,0.01, 

0.05(2) 
<0.01(3),0.04 

<0.01(2),0.02, 

0.03 

<0.01(2), 

0.01(2) 

注1) 分析試料は、1ケージ分（2羽）の各組織を等量混合して調製し、1検体とした。 

注2) 卵黄と卵白中のそれぞれのスピノシンA及びD濃度を算出後、合算して求めた。 

定量限界：0.01 mg/kg 

数値は分析値又は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

 

上記の残留試験結果から、脂肪及び皮膚について統計学的解析注)により、散布 2日後

における最大許容濃度の上限を算出した（表 8）。 

 
表 8. スピノサドの最大許容濃度の上限（mg/kg） 

 脂肪 皮膚 

鶏（散布 2日後） 8 4 

 

注）「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律関係事務の取り扱い

について」（平成12年3月31日付け12動薬A第418号）に基づき、残留試験の結果から、直線回帰

分析を用いて最大許容濃度の上限を算出した。 
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６．ADI及びARfDの評価 

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、食品安全委

員会あて意見を求めたスピノサドに係る食品健康影響評価において、以下のとおり評価さ

れている。 

 

（１）ADI 

   無毒性量：2.4 mg/kg 体重/day（発がん性は認められなかった。） 

    （動物種）     雄ラット 

    （投与方法）    混餌 

    （試験の種類）   慢性毒性/発がん性併合試験 

    （期間）      2年間 

   安全係数：100 

   ADI：0.024 mg/kg 体重/day 

 

（２）ARfD   設定の必要なし 

 

スピノサドの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響に対する無毒性量

のうち最小値は、ラット及びマウスを用いた一般薬理試験で得られた500 mg/kg 体重で

あり、カットオフ値（500 mg/kg 体重）以上であったことから、急性参照用量（ARfD）

は設定する必要がないと判断した。 

 

７．諸外国における状況 

JMPRにおける毒性評価が行われ、2001年にADIが設定され、ARfDは設定不要と評価され

ている。国際基準はアーモンド、ぶどう等に設定されている。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国においてブ

ルーベリー、バナナ等に、カナダにおいてレモン、りんご等に、EUにおいてレタス、オレ

ンジ等に、豪州においてセロリ、ベリー類等に、ニュージーランドにおいてぶどう、キウ

イフルーツ等に基準値が設定されている。 

 

８．基準値案 

（１）残留の規制対象 

   スピノシンA及びスピノシンDとする。 

   

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物及び畜産物中の暴露評

価対象物質をスピノシンA及びスピノシンDとしている。 

  

（２）基準値案 

   別紙2のとおりである。 

 

（３）長期暴露評価 

1日当たり摂取する農薬等の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露

評価は別紙3参照。 

 

 

 249 



 EDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 26.4 

幼小児（1～6歳） 50.2 

妊婦 24.8 

高齢者（65歳以上） 26.7 

注）各食品の平均摂取量は、平成17年～19年度の食品摂取頻度・ 

摂取量調査の特別集計業務報告書による。 

EDI試算法：残留試験成績の平均値×各食品の平均摂取量 
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（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A:<0.02(3回,14日)(#) 圃場A:*<0.01/*<0.01(*3回,14日)(#)
注3）

圃場B:<0.02(3回,14日)(#) 圃場B:*<0.01/*<0.01(*3回,14日)(#)

圃場A:0.17 圃場A:0.15/0.02

圃場B:0.04 圃場B:0.03/<0.01

7,15,22,31 圃場A:<0.02 圃場A:<0.01/<0.01

7,14,21,30 圃場B:0.02 圃場B:0.01/<0.01

7,15,22,31 圃場A:0.07 圃場A:0.06/0.01

7,14,21,30 圃場B:0.23 圃場B:0.20/0.03

圃場A:0.3 圃場A:0.2/<0.1

圃場A:<0.02 圃場A:<0.01/<0.01

圃場A:0.36 圃場A:0.30/0.06

圃場B:1.06(3回,3日) 圃場B:*0.86/*0.20(*3回,3日)

圃場A:0.02 圃場A:0.01/<0.01

圃場B:<0.02 圃場B:<0.01/<0.01

圃場A:0.94 圃場A:0.78/0.16

圃場B:0.75 圃場B:0.63/0.12

3,6,14 圃場A:0.09 圃場A:0.08/0.01

3,7,14 圃場B:0.10 圃場B:0.08/0.02

圃場C:0.03 圃場A:0.02/<0.01

圃場D:0.38 圃場B:0.32/0.06

圃場A:0.90 (3回,3日) (#) 圃場A:*0.70/*0.20(*3回,3日)(#)

圃場B:0.53 (3回,3日) (#) 圃場B:*0.42/*0.11(*3回,3日)(#)

圃場A:<0.02 圃場A:<0.01/<0.01

圃場B:0.02 圃場B:0.01/<0.01

圃場C:<0.02 圃場C:<0.01/<0.01

圃場D:<0.02 圃場D:<0.01/<0.01

6,13,20 圃場A:<0.04(3回,6日) 圃場A:*<0.02/*<0.02(*3回,6日)

7,14,21 圃場B:<0.04 圃場B:<0.02/<0.02

圃場A:0.34(3回,14日)(#) 圃場A:*0.26/*0.08(*3回,14日)(#)

圃場B:0.20(3回,14日)(#) 圃場B:*0.14/*0.06(*3回,14日)(#)

圃場A:0.22(3回,14日)(#) 圃場A:*0.16/*0.06(*3回,14日)(#)

圃場B:0.15(3回,14日)(#) 圃場B:*0.10/*<0.05(*3回,14日)(#)

圃場A:1.60 圃場A:1.33/0.27

圃場B:0.50 圃場B:0.42/0.08

圃場A:<0.08 圃場A:<0.04/<0.04

圃場B:<0.08 圃場B:<0.04/<0.04

圃場A:0.53 (3回,3日)(#) 圃場A:*0.43/*0.10 (*3回,3日)(#)

圃場B:0.22 (3回,3日)(#) 圃場B:*0.18/*0.04 (*3回,3日)(#)

圃場A:1.45 圃場A:1.21/0.24

圃場B:2.05 圃場B:1.72/0.33

圃場A:0.10 圃場A:0.05/<0.05

圃場B:0.15 圃場B:0.10/<0.05

圃場A:0.65(4回,1日)(#) 圃場A:*0.55/*0.10(*4回,1日)(#)

圃場B:2.43(4回,1日)(#) 圃場B:*2.08/*0.35(*4回,1日)(#)

圃場A:0.45 圃場A:0.37/0.08

圃場B:3.33 圃場B:2.73/0.60

圃場A:0.10 圃場A:0.05/<0.05

圃場B:2.15 圃場B:1.72/0.43

2500倍散布
250 L/10 a

圃場A:<0.02 圃場A:<0.01/<0.01

2500倍散布
150 L/10 a

圃場B:0.10 圃場B:0.08//0.02

圃場A:0.33(3回,14日)(#) 圃場A:*0.27/*0.06(*3回,14日)(#)

圃場B:0.07(3回,14日)(#) 圃場B:*0.06/*0.01(*3回,14日)(#)

こまつな 2 25.0%顆粒水和剤 3 7,14,21

圃場A:<0.02 圃場A:<0.01/<0.01

圃場B:<0.02 圃場B:<0.01/<0.01
にんにく 2 25.0%顆粒水和剤 3 1,3,7

7,14,21

ねぎ
(茎葉)

2

2 25.0%顆粒水和剤

500倍、0.5 L/
トレイ灌注処理+

2500倍散布
300 L/10 a

1+2 3 ,7,14

3,7,14

2 3,7 ,14
圃場B:0.3 圃場B:0.2/<0.1

かぶ
(葉部)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
200 L/10 a

3 1,3,7

25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
200 L/10 a

3 1,3,7

2 3,7,14

非結球芽キャベツ
(えき芽)

2

はつか
だいこん
(根部)

2 25.0%顆粒水和剤 2 3,7 ,14
圃場B:<0.02 圃場B:<0.01/<0.01

5000倍散布
300,180 L/10 a

2 25.0%顆粒水和剤
2500倍散布
300 L/10 a

3 3,7,14

5000倍散布
200 L/10 a

3

3,7,14
みずな
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
150 L/10 a

1

2 25.0%顆粒水和剤

500倍、0.5 L/
トレイ灌注処理+

2500倍散布
300 L/10 a

1+2 3 ,7,14

リーフレタス
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤

500倍、0.5 L/
トレイ灌注処理+

2500倍散布
300 L/10 a

ブロッコリー
(花蕾)

カリフラワー
(花蕾)

2 25.0%顆粒水和剤

だいこん
(根部)

2 25.0%顆粒水和剤
2500倍散布
300 L/10 a

3

だいこん
(葉部)

2 25.0%顆粒水和剤
2500倍散布
300 L/10 a

3

はくさい
(茎葉)

4 25.0%顆粒水和剤
2500倍散布
300 L/10 a

3

25.0%顆粒水和剤
2500 倍散布
200 L/10 a

3

芽キャベツ
(芽球)

3,7,14

キャベツ
(葉球)

3,7,14

1,3,71+3

3 3,7,14

長崎はくさい
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
200 L/10 a

3 3,7,14

5000倍散布
200 L/10 a

3 3,7,14

2 25.0%顆粒水和剤

25.0%顆粒水和剤
2500 倍散布
200 L/10 a

3 7,14,21

非結球芽キャベツ
(本葉)

2

2500 倍散布
200 L/10 a

3

25.0%顆粒水和剤 3 3,7,14

2 25.0%顆粒水和剤 1+3

3 3,7,14,21

5000倍散布
200,100 L/10 a

5000倍散布
200,100 L/10 a

2500倍散布
159,186 L/10 a

500倍、0.5 L/
トレイ灌注処理+

2500倍散布
300,210～230 L/10 a

サラダ菜
(茎葉)

りんご
(果実)

2 20.0%フロアブル
2000倍散布
600 L/10 a

4 25.0%顆粒水和剤
2500倍散布
300 L/10 a

はつか
だいこん
(葉部)

スピノサドの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験
圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）
注１）

各化合物の残留濃度（mg/kg）
注2）

【スピノシンA／スピノシンD】

水稲
(玄米)

2
1.0%粒剤

20.0%フロアブル

1 kg/10 a (育苗箱)
2000倍散布
150 L/10 a

14,21,281+2

2 25.0%顆粒水和剤

クレソン
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
100 L/10 a

かぶ
(根部)

2

2 25.0%顆粒水和剤

レタス
(茎葉)
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（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

スピノサドの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験
圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）
注１）

各化合物の残留濃度（mg/kg）
注2）

【スピノシンA／スピノシンD】

圃場A:1.78 圃場A:1.48/0.30

圃場B:0.76 圃場B:0.62/0.14

圃場A:<0.1 圃場A:<0.05/0.05

圃場B:<0.1 圃場B:<0.05/0.05

圃場A:<0.10 圃場A:<0.05/<0.05

圃場B:<0.10 圃場B:<0.05/<0.05

圃場A:0.16(2回,3日) 圃場A:*0.08/*<0.08(*2回,3日)

圃場B:0.17 圃場B:0.09/<0.08

圃場A:0.34 圃場A:0.28/0.05

圃場B:<0.10 圃場B:<0.05/<0.05

圃場A:0.17 圃場A:0.12/<0.05

圃場B:0.21 圃場B:0.16/<0.05

圃場A:0.05(3回,14日) 圃場A:*0.04/*<0.01(*3回,14日)

圃場B:<0.02 圃場B:<0.01/<0.01

2, 6,13 圃場A:0.03(3回,2日) 圃場A:*0.02/*<0.01(*3回,2日)

3,7,14 圃場B:0.03 圃場B:0.02/<0.01

2, 6,13 圃場A:3.96(3回,2日) 圃場A:*3.32/*0.64(*3回,2日)

3,7,14 圃場B:2.89 圃場B:2.36/0.53

圃場A:2.68 圃場A:2.02/0.66

圃場B:2.95(2回,21日) 圃場B:*2.22/*0.73(*2回,21日)

圃場A:1.21 圃場A:0.98/0.23

圃場B:2.01 圃場B:1.60/0.41

圃場A:1.21 圃場A:1.00/0.21

圃場B:2.26(2回,14日) 圃場B:*1.88/*0.38(*2回,14日)

圃場A:0.10(2回,1日)(#) 圃場A:*0.08/*0.02(*2回,1日)(#)

圃場B:0.12(2回,1日)(#) 圃場B:*0.10/*0.02(*2回,1日)(#)

圃場A:0.33 圃場A:0.28/0.05

圃場B:0.05 圃場B:0.04/0.01

圃場A:0.17 圃場A:0.14/0.03

圃場B:0.72 圃場B:0.60/0.12

圃場A:0.10 圃場A:0.08/0.02

圃場B:0.59 圃場B:0.51/0.08

圃場A:0.06 圃場A:0.04/<0.02

圃場B:0.04 圃場B:0.02/<0.02

圃場A:0.46 (2回,1日)(#) 圃場A:*0.38/*0.08 (*2回,1日)(#)

圃場B:0.34 (2回,1日)(#) 圃場B:*0.28/*0.06 (*2回,1日)(#)
2500倍散布
208.3 L/10 a

圃場A:0.09 (2回,1日)(#) 圃場A:*0.08/*0.01 (*2回,1日)(#)

2500倍散布
250 L/10 a

圃場B:0.11 (2回,1日)(#) 圃場B:*0.09/*0.02 (*2回,1日)(#)

圃場A:<0.02(2回,1日)(#) 圃場A:*<0.01/*<0.01(*2回,1日)(#)

圃場B:<0.02(2回,1日)(#) 圃場B:*<0.01/<0.01(*2回,1日)(#)

圃場A:<0.02(2回,1日)(#) 圃場A:*<0.01/*<0.01(*2回,1日)(#)

圃場B:<0.02(2回,1日)(#) 圃場B:*<0.01/*<0.01(*2回,1日)(#)
5000倍散布
222 L/10 a

圃場A:<0.08 圃場A:<0.04/<0.04

5000倍散布
202 L/10 a

圃場B:<0.08 圃場B:<0.04/<0.04

圃場A:<0.02(2回,7日)(#) 圃場A:*<0.01/*<0.01(*2回,7日)(#)

圃場B:0.08(2回,7日)(#) 圃場B:*0.06/*0.02(*2回,7日)(#)

すだち
(果実)

1 20.0%フロアブル
2000 倍散布
400 L/10 a

2 7,14,28 圃場A:<0.02(2回,7日)(#) 圃場A:*<0.01/*<0.01(*2回,7日)(#)

かぼす
(果実)

1 20.0%フロアブル
2000 倍散布
600 L/10 a

2 7,14,28 圃場A:0.03 (2回,7日)(#) 圃場A:*0.02/*<0.01(*2回,7日)(#)

圃場A:<0.02(2回,7日)(#) 圃場A:*<0.01/*<0.01(*2回,7日)(#)

圃場B:<0.02(2回,7日)(#) 圃場B:*<0.01/*<0.01(*2回,7日)(#)

圃場A:0.48 (2回,7日)(#) 圃場A:*0.41/*0.07(*2回,7日)(#)

圃場B:0.88 (2回,7日)(#) 圃場B:*0.72/*0.16(*2回,7日)(#)

圃場A:0.07 圃場A:0.04/<0.03

圃場B:0.09 圃場B:0.06/<0.03

圃場A:0.77 圃場A:0.64/0.13

圃場B:1.50 圃場B:1.20/0.30

圃場A:0.13 圃場A:0.12/0.01

圃場B:0.03 圃場B:0.02/<0.01

圃場A:<0.04 圃場A:<0.02/<0.02

圃場B:<0.04 圃場B:<0.02/<0.02

圃場A:1.54 圃場A:1.24/0.30

圃場B:1.30 圃場B:1.08/.0.22

圃場A:2.6 圃場A:2.2/0.4

圃場B:0.8 圃場B:0.5/<0.3

圃場A:2.14 圃場A:1.78/0.36
圃場B:1.03(3回,5日) 圃場B:*0.87/*0.16(*3回,5日)
圃場A:5.66 圃場A:4.74/0.92
圃場B:1.81 圃場B:1.42/0.39

らっきょう
(エシャレット栽

培)(鱗茎)
2 25.0%顆粒水和剤

2500倍散布
200 L/10 a

3 3,7,14

3 3,7,14

せり
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
150 L/10 a

はっか
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
200 L/10 a

3 3,5,7

しそ
(葉身及び葉柄)

2 25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
200 L/10a

3 3,5,7

なつみかん
(全果実)

2 2 7,14,28
2000 倍散布

400,800 L/10 a

みかん
(果皮)

2 1,3,7

ネクタリン
(果実)

2 20.0%フロアブル 2 1,3,7,14

みょうが
(花穂)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
300 L/10 a

2 1,3,7

2000倍散布
400,500 L/10 a

5000倍散布
194～211,200 L/10 a

モロヘイヤ
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤

2000 倍散布
400 L/10 a

2 7,14,21

みかん
(果肉)

2 20.0%フロアブル
2000 倍散布
400 L/10 a

2 7,14,21

7 ,14,21
パセリ
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
2500倍散布
200 L/10 a

2

10000倍散布
300 L/10 a

2 3,7,14

みつば
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
200 L/10 a

2 3 ,7,14

いちじく
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
300 L/10 a

1,3,7

1 1,3,7

ミニトマト
(果実)

とうがん
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤 2 1,3,7

2 20.0%フロアブル

2

2

にら
(花茎)

2 25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
300 L/10 a

3 1,3,7

10000倍散布
200,250 L/10 a

3

にら
(茎葉)

1,3,7

1,3,7

1,3,7

1,3,7

セルリー
(茎葉)

1,3,7

2

2 25.0%顆粒水和剤

2

きゅうり
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤 2

2 25.0%顆粒水和剤
2500倍散布
300 L/10 a

2

ししとう
(果実)

2

2

25.0%顆粒水和剤
20000倍散布

353.5,350 L/10 a

1,3,7,14

にんじん
(根部)

2

3

1,3,7

2500倍散布
200,235 L/10 a

2500倍散布
300,280 L/10 a

ピーマン
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤 2 1,3,7

トマト
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤
2500 倍散布
300 L/10 a

2

25.0%顆粒水和剤 2

3 3,7,14

もも
(果肉)

2 3

25.0%顆粒水和剤
5000倍散布

200～300 L/10 a
3 3,7,14

わけぎ
(茎葉)

2

2 25.0%顆粒水和剤

2500倍散布
150～200 L/10 a

3 1,3,7

25.0%顆粒水和剤

25.0%顆粒水和剤 3 1,3,7

アスパラガス
(若茎)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
300 L/10 a

2 1,3,7

20.0%フロアブル
2000倍散布
500 L/10 a

1 ,3,7

あさつき
(茎葉)

2

2500倍散布
150～250 L/10 a

もも
(果皮)

2 20.0%フロアブル
2000倍散布
500 L/10 a

いちご
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤
2500倍散布
200 L/10 a

メロン
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤
2500 倍散布
200 L/10 a

食用ぎく
(花器全体)

2 25.0%顆粒水和剤

なす
(果実)

5000倍散布
300 L/10 a

20.0%フロアブル

すいか
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤
2500 倍散布
200 L/10 a
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（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

スピノサドの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験
圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）
注１）

各化合物の残留濃度（mg/kg）
注2）

【スピノシンA／スピノシンD】

圃場A:0.22 圃場A:0.18/0.04
圃場B:0.16 圃場B:0.12/<0.04
圃場A:<0.08 圃場A:<0.04/<0.04
圃場B:<0.08 圃場B:<0.04/<0.04
圃場A:0.02 圃場A:0.01/<0.01
圃場B:0.03 圃場B:0.02/<0.01
圃場A:0.96 圃場A:0.87/0.09
圃場B:1.67 圃場B:1.50/0.17
圃場A:3.89 圃場A:3.03/0.86
圃場B:3.88 圃場B:3.34/0.54
圃場A:3.48 圃場A:2.89/0.59
圃場B:3.79 圃場B:3.20/0.59
圃場A:1.14 圃場A:0.94/0.20
圃場B:0.34 圃場B:0.24/<0.10
圃場A:1.92 圃場A:1.64/0.28
圃場B:1.37 圃場B:1.15/0.22

圃場A:2.35 圃場A:1.94/0.41

圃場B:4.67 圃場B:3.79/0.88

4 圃場A:0.94(4回,3日)(#) 圃場A:*0.80/*0.14(*4回,3日)(#)

3 圃場B:0.58 圃場B:0.46/0.12
5000倍散布

200～300 L/10 a
圃場A:2.0 圃場A:1.5/0.5

5000倍散布
200 L/10 a

圃場B:<0.2 圃場B:<0.1/<0.1

圃場A:0.20 圃場A:0.16/0.04

圃場B:0.18 圃場B:0.14/0.04

圃場A:<0.03 圃場A:<0.015/<0.015

圃場B:<0.03 圃場B:<0.015/<0.015

圃場A:0.03 圃場A:0.02/<0.01

圃場B:<0.02 圃場B:<0.01/<0.01

圃場A:0.06 圃場A:0.05/<0.01

圃場B:0.04 圃場B:0.03/<0.01

圃場A:0.06 圃場A:0.05/0.01

圃場B:0.06 圃場B:0.05/<0.01

圃場A:1.39(2回,7日) 圃場A:*1.14/*0.25(*2回,7日)

圃場B:2.22 圃場B:1.82/0.40

圃場A:0.44 圃場A:0.36/0.08
圃場B:0.81 圃場B:0.67/0.14
圃場A:<0.06 圃場A:<0.03/<0.03
圃場B:<0.06 圃場B:<0.03/<0.03
圃場A:3.26 圃場A:2.66/0.60
圃場B:4.56 圃場B:3.75/0.81

圃場A:0.8 圃場A:0.6/<0.2

圃場B:0.9 圃場B:0.6/0.3

圃場A:8.64 (2回,1日)(#) 圃場A:*7.30/*1.34(*2回,1日)(#)

圃場B:9.03 (2回,1日)(#) 圃場B:*7.70/*1.33(*2回,1日)(#)

圃場A:3.32 圃場A:2.78/0.54

圃場B:2.99 圃場B:2.51/0.48

圃場A:3.72(3回,1日)(#) 圃場A:*3.02/*0.69(*3回,1日)(#)

圃場B:2.2(3回,1日)(#) 圃場B:*1.8/*0.4(*3回,1日)(#)

圃場A:0.03 圃場A:0.02/<0.01

圃場B:0.08 圃場B:0.06/0.02

圃場A:0.05 圃場A:0.04/0.01

圃場B:0.04 圃場B:0.03/0.01

圃場C:0.33 圃場C:0.27/0.06

圃場A:0.015 圃場A:0.010/0.005

圃場B:0.018 圃場B:0.011/0.007

圃場A:0.26 圃場A:0.185/0.072

圃場B:0.58 圃場B:0.440/0.144
1000倍散布
240 L/10 a

圃場A:0.04 圃場A:0.03/<0.01

1000倍散布
279 L/10 a

圃場B:0.10 圃場B:0.08/0.02

1000倍散布
153 L/10 a

圃場A:<0.02 圃場A:<0.01/<0.01

1000倍散布
279 L/10 a

圃場B:0.10 圃場B:0.08/0.02

1000倍散布
208 L/10 a

圃場C:0.02 圃場C:0.01/<0.01

1000倍散布
165 L/10 a

圃場D:<0.02 圃場D:<0.01/<0.01

1000倍散布
280 L/10 a

圃場A:0.02 圃場A:0.01/<0.01

1000倍散布
269 L/10 a

圃場B:0.03 圃場B:0.02/<0.01

1000倍散布
271 L/10 a

圃場A:0.03 圃場A:0.02/<0.01

1000倍散布
284 L/10 a

圃場B:0.09 圃場B:0.07/0.02

1000倍散布
288 L/10 a

圃場C:0.02 圃場C:0.01/<0.01

1000倍散布
232 L/10 a

圃場D:0.03 圃場D:0.02/<0.01

ミニトマト 2 5.0%SE剤 2 1,3,7

ミニトマト 4 5.0%SE剤 2 1

なす 2 5.0%SE剤 2 1,3,7

なす 4 5.0%SE剤 2 1

未成熟ふじまめ 2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
200 L/10 a

2

さんしょう
(果実)

2 20.0%フロアブル
5000倍散布
300 L/10 a

1 3,7,14,21

1,3,7

さやえんどう 3 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
300 L/10 a

3 1,3,7

きゅうり
(花及び果実)

2 25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
300 L/10 a

3 3,7 ,14

えんさい
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
250 L/10 a

3 1,3,7

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
200 L/10 a

2 1,3,7

2 25.0%顆粒水和剤
2500 倍散布
200 L/10 a

2 1,3,7

グアバ
(葉)

2 25.0%顆粒水和剤
2500倍散布
200 L/10 a

3 14,21,28

すいぜんじな
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
200 L/10 a

2 1,3,7,14,21

食用へちま
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
200 L/10 a

2 1,3,7

未成熟ささげ
(実)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
300 L/10 a

2 1,3,7

ふだんそう
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
4000倍散布
150 L/10 a

2 3,7,14

マンゴー
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
300 L/10 a

2 3,7,14

甘長とうがらし
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤
20000倍散布
200 L/10 a

2 1,3,14

すもも
(果実)

2 20.0%フロアブル
4000倍散布
400 L/10 a

2 3,7,14

実えんどう
(子実)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
300 L/10 a

2 1,3,7

ラズベリー
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
300 L/10 a

2 1 ,3,7

25.0%顆粒水和剤
2500倍散布
150 L/10 a

3 3,7,14

食用ミニバラ
(花器全体)

2 25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
150 L/10 a

3 1,3,7

きく
(葉)

2 25.0%顆粒水和剤
5000倍散布
200 L/10 a

3 3,7,14

食用金魚草
(花器全体)

2

よもぎ
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤 1 3,7,14

しそ(花穂)
(花)

2 25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
200 L/10 a

3,5,7

さんしょう
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
200 L/10 a

3 3,7,14

食用なでしこ
(花器全体)

2 25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
150 L/10 a

3 1,3,7

つるな
(茎葉)

2

25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
200 L/10 a

3 3,5,7

きゅうり
(葉)

2 25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
200 L/10 a

3 1,3,7

食用ほおずき
(果実)

2 25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
200 L/10 a

3 1,3,7

バジル
(茎葉)

2 25.0%顆粒水和剤
10000倍散布
200 L/10 a

3 3,5,7

ほうれんそう
(茎葉)
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（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

スピノサドの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験
圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）
注１）

各化合物の残留濃度（mg/kg）
注2）

【スピノシンA／スピノシンD】

2,7,14 圃場A:<0.10 圃場A:<0.05/<0.05

3 ,7,14 圃場B:<0.10 圃場B:<0.05/<0.05

2 ,7,14 圃場A:0.15 圃場A:0.10/<0.05

3 ,7,14 圃場B:0.68 圃場B:0.63/0.05

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作
物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ
最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

注3）(＃)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

注4）今回、新たに提出された作物残留試験成績に網を付けて示している。

注1）スピノシンA及びスピノシンDの合計濃度を示した。

茶
(浸出液)

2 20.0%フロアブル
2000倍散布
200 L/10 a

2

茶
(荒茶)

2 20.0%フロアブル
2000倍散布
200 L/10 a

2
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（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数数

376～379  g ai/ha散布
(計 1134 g ai/ha) 圃場A:<0.005(#)

注2）

376～380  g ai/ha散布
(計 1134 g ai/ha)

圃場B:<0.005(#)

370～380  g ai/ha散布
(計 1126 g ai/ha)

圃場C:<0.005(#)

375～383  g ai/ha散布
(計 1136 g ai/ha)

圃場D:<0.005(#)

384～387  g ai/ha散布
(計 1158 g ai/ha)

圃場E:0.02(#)

371～387  g ai/ha散布
(計 1145 g ai/ha)

圃場F:<0.005(#)

0.094～0.105 lb/acre
(計 0.50 lb/acre)

5 圃場A:<0.01

0.094 lb/acre
(計 0.387 lb/acre)

4 圃場B:<0.01

106～107 g ai/ha散布
(計 531 g ai/ha)

3 圃場G:<0.005(#)

105～108 g ai/ha散布
(計 534 g ai/ha)

2 圃場B:<0.0010(#)

108～111 g ai/ha散布
(計 546 g ai/ha)

圃場C:<0.0010(#)

109～111 g ai/ha散布
(計 550 g ai/ha)

圃場D:<0.0010(#)

106～108 g ai/ha散布
(計 536 g ai/ha)

2 圃場E:<0.0010(#)

111～136 g ai/ha散布
(計 333～407 g ai/ha)

圃場A:<0.005

圃場B:<0.005
圃場C:<0.005
圃場D:<0.005
圃場E:<0.005
圃場F:<0.005
圃場G:<0.005
圃場G:<0.005

8 圃場F:<0.005
6 圃場H:<0.005(#)

圃場I:<0.005
圃場J:<0.005
圃場J:<0.005

8 圃場J:<0.005
100～103 g ai/ha 散布

(計 403 g ai/ha)
4 圃場A:0.06

100～101 g ai/ha 散布
(計 402 g ai/ha)

2 圃場B:0.025(#)

98～100 g ai/ha 散布
(計 395 g ai/ha)

圃場C:0.015

100～107 g ai/ha 散布
(計 390 g ai/ha)

圃場D:0.02

100～107 g ai/ha 散布
(計 411 g ai/ha)

4 圃場E:0.04

104～108 g ai/ha散布
(計 424 g ai/ha)

4 圃場A:<0.010

102～105 g ai/ha散布
(計 309 g ai/ha)

圃場B:<0.010

104～105 g ai/ha散布
(計 313 g ai/ha)

圃場C:0.013

105～106 g ai/ha散布
(計 315 g ai/ha)

圃場D:0.014

106～107 g ai/ha散布
(計 320 g ai/ha)

4 圃場E:0.036

105～107 g ai/ha散布
(計 318 g ai/ha)

2 圃場F:0.0115(#)

98.77～98.4 g ai/ha散布
(計 350  g ai/ha)

圃場A:0.140(#)

94.8～101.1 g ai/ha散布
(計 353  g ai/ha)

圃場A:0.133(#)

99.1～100 g ai/ha散布
(計 399 g ai/ha)

圃場A:0.099(#)

アーティチョーク
（花蕾）

1
22.8%

フロアブル
4 2

ラディッシュ
（根部）

6
22.8%

フロアブル

3

3

てんさい
(根部)

5
22.8%

フロアブル
4

3

ばれいしょ
 (塊茎)

14
22.8%

フロアブル
3

7

117～129 g ai/ha散布
 (計351～389 g ai/ha)

8

7

7

らっかせい
（子実）

5
22.8%

フロアブル
5

3

スピノサドの海外作物残留試験（米国）

農作物
試験
圃場数

試験条件
残留濃度

注１）
(mg/kg)

大豆 7
48.0%

フロアブル
3 28

14
注3）えんどう 2

24.0%
フロアブル
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（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数数

スピノサドの海外作物残留試験（米国）

農作物
試験
圃場数

試験条件
残留濃度

注１）
(mg/kg)

51.4～153.0 g ai/ha散布
(計 512 g ai/ha)

1,3 圃場A:0.13

48.2～150.6 g ai/ha散布
(計 505 g ai/ha)

0,1,3,5 圃場B:0.12(6回,5日)

52.9～150.7 g ai/ha散布
(計 523 g ai/ha)

1,3 圃場C:2.72

51.4～153.0 g ai/ha散布
(計 512 g ai/ha)

1,3 圃場A:<0.005

48.2～150.6 g ai/ha散布
(計 505 g ai/ha)

0,1,3,5 圃場B:0.05

52.9～150.7 g ai/ha散布
(計 523 g ai/ha)

1,3 圃場C:2.06

48.6～149.1 g ai/ha散布
(計 505 g ai/ha)

圃場A:5.16

50.6～147.7 g ai/ha散布
(計 504 g ai/ha)

圃場B:1.69

48.7～150.8 g ai/ha散布
(計 501 g ai/ha)

圃場C:1.84

46.4～145.4 g ai/ha散布
(計 493 g ai/ha)

圃場D:5.38

51.2～151.5 g ai/ha散布
(計 505 g ai/ha)

圃場E:1.77

52.3～149.0 g ai/ha散布
(計 518 g ai/ha)

圃場F:4.24

49.0～149.1 g ai/ha散布
(計 504 g ai/ha)

圃場A:1.43

50.7～143.4 g ai/ha散布
(計 499 g ai/ha)

圃場B:3.44

49.2～149.1 g ai/ha散布
(計 505 g ai/ha)

圃場C:6.00

50.9～148.5 g ai/ha散布
(計 501 g ai/ha)

0,1,3,5 圃場A:0.93

49.9～148.5 g ai/ha散布
(計 501 g ai/ha)

圃場B:1.11

50.6～154.2 g ai/ha散布
(計 509 g ai/ha)

圃場C:0.72

49.8～126.8 g ai/ha散布
(計 483 g ai/ha)

圃場D:0.74

53.1～144.8 g ai/ha散布
(計 499 g ai/ha)

圃場E:0.37

53.8～155.7 g ai/ha散布
(計 4528 g ai/ha)

圃場F:1.84

50.9～148.5 g ai/ha散布
(計 501 g ai/ha)

0,1,3,5 圃場A:0.16

49.9～148.5 g ai/ha散布
(計 501 g ai/ha)

圃場B:0.27

50.6～154.2 g ai/ha散布
(計 509 g ai/ha)

圃場C:0.06

49.8～126.8 g ai/ha散布
(計 483 g ai/ha)

圃場D:0.09(6回,3日)

53.1～144.8 g ai/ha散布
(計 499 g ai/ha)

圃場E:0.11

53.8～155.7 g ai/ha散布
(計 4528 g ai/ha)

圃場F:0.11

0.068～0.135 lb ai/acre散布
(計 0.472 lb ai/acre)

圃場A:0.06

0.066～0.132 lb ai/acre散布
(計 0.465 lb ai/acre)

圃場B:0.06

0.066～0.135 lb ai/acre散布
(計 0.472 lb ai/acre)

圃場C:0.009

0.065～0.132 lb ai/acre散布
(計 0.467 lb ai/acre)

圃場D:0.07

0.064～0.137 lb ai/acre散布
(計 0.464 lb ai/acre)

圃場E:0.05

0.066～0.132 lb ai/acre散布
(計 0.466 lb ai/acre)

圃場F:0.03

63

リーフレタス 6
49.0%

フロアブル 6

レタス
（包葉を含む）

レタス
（包葉を除く）

49.0%
フロアブル

セルリー
(untrimmed)

6
49.0%

フロアブル

6

セルリー
(trimmed)

6

ほうれんそう 6
49.0%

フロアブル
6

1,3

1,3

1,3

1,3

6 1
24.3%

フロアブル
きゅうり 6
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（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数数

スピノサドの海外作物残留試験（米国）

農作物
試験
圃場数

試験条件
残留濃度

注１）
(mg/kg)

0.067～0.132 lb ai/acre散布
(計 0.472 lb ai/acre)

圃場A:0.14

0.066～0.136 lb ai/acre散布
(計 0.469 lb ai/acre)

圃場B:0.03

0.065～0.129 lb ai/acre散布
(計 0.461 lb ai/acre)

圃場C:0.05

0.069～0.133 lb ai/acre散布
(計 0.479 lb ai/acre)

圃場D:0.07

0.061～0.135 lb ai/acre散布
(計 0.460 lb ai/acre)

圃場E:0.19

0.066～0.132 lb ai/acre散布
(計 0.463 lb ai/acre)

圃場F:0.11

0.067～0.132 lb ai/acre散布
(計 0.472 lb ai/acre)

圃場A:<0.005

0.061～0.135 lb ai/acre散布
(計 0.460 lb ai/acre)

圃場B:<0.005

0.066～0.132 lb ai/acre散布
(計 0.463 lb ai/acre)

圃場C:<0.005

0.066～0.135 lb ai/acre散布
(計 0.473 lb ai/acre)

圃場A:0.04

0.067～0.135 lb ai/acre散布
(計 0.476 lb ai/acre)

圃場B:0.03

0.067～0.135 lb ai/acre散布
(計 0.476 lb ai/acre)

圃場C:<0.005

71.2～156 g ai/ha 散布
(計 512 g ai/ha)

圃場A:0.005(#)

71.1～152 g ai/ha 散布
(計 507 g ai/ha)

圃場B:0.005(#)

71.9～156 g ai/ha 散布
(計 518 g ai/ha)

圃場C:0.005(#)

70.5～150 g ai/ha 散布
(計 501 g ai/ha)

圃場D:0.010(#)

95～98.9 g ai/ha散布
(計 583 g ai/ha)

圃場A:0.0405(#)

97.1～100.4 g ai/ha散布
(計 591 g ai/ha)

圃場B:0.107(#)

98.6～100.4 g ai/ha散布
(計 595 g ai/ha)

圃場C:0.0835(#)

98.2～101.8 g ai/ha散布
(計 601 g ai/ha)

圃場D:0.070(#)

95～98.9 g ai/ha散布
(計 590 g ai/ha)

圃場E:0.145(#)

97.5～101.1 g ai/ha散布
(計 531 g ai/ha)

圃場F:0.16(#)

97.7～100.2 g ai/ha散布
(計 593 g ai/ha)

圃場G:0.0345(#)

98.2～103.3 g ai/ha散布
(計 602 g ai/ha)

圃場H:0.175(#)

8 fl oz /A(１回当たり0.0229
～0.0290 g ai/房を散布)

56 圃場A:0.0262

8 fl oz /A(１回当たり0.0153
～

0.0268 g ai/房を散布)
56 圃場B:0.187

8 fl oz /A(１回当たり0.0164
～

0.0274 g ai/房を散布)
56 圃場C:0.0423

8 fl oz /A(１回当たり0.0189
～

0.0243 g ai/房を散布)
53 圃場D:0.033

8 fl oz /A(１回当たり0.0176
～

0.0208 g ai/房を散布)
55 圃場E:0.1315

バナナ
(全果実)

5
22.8%

フロアブル
4

ブルーベリー
(果実)

8
22.8%

フロアブル
6 1

プラム
（果実）

4
22.8%

フロアブル
4 7

サマースカッシュ

24.3%
フロアブル

6 3

6

3

3

24.3%
フロアブル

24.3%
フロアブル 6 3

3

マスクメロン
(外皮なし）

マスクメロン
（外皮つき）

6
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（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数数

スピノサドの海外作物残留試験（米国）

農作物
試験
圃場数

試験条件
残留濃度

注１）
(mg/kg)

173～175 g ai/ha散布
(計 52.2 g ai/ha)

圃場A:0.061(#)

172～173 g ai/ha散布
(計 52.1 g ai/ha)

圃場B:<0.040(#)

173～174 g ai/ha散布
(計 51.9 g ai/ha)

圃場C:0.0608(#)

173～175 g ai/ha散布
(計 52.5 g ai/ha)

圃場D:<0.040(#)

175～177 g ai/ha散布
(計 52.6 g ai/ha)

圃場E:0.040(#)

178～179 g ai/ha散布
(計 53.7 g ai/ha)

圃場A:0.002

181～184 g ai/ha散布
(計 54.6 g ai/ha)

圃場B:<0.0010

179～184 g ai/ha散布
(計 54.5 g ai/ha)

圃場C:<0.0010

178～181 g ai/ha散布
(計 53.9 g ai/ha)

圃場D:0.0067

注3） 豆は収穫後8～9日後に採取した。

表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

注2）(＃)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないを示す。また、適用範囲内ではな
い試験条件を斜体で示した。

ペカン
（子実）

4
22.8%

フロアブル
3 13,14

注1）残留濃度はスピノシンAとDの和であり、当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から
収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれ
の試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

1, 3
アーモンド

(子実)
5

22.8%
フロアブル

3
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（別紙1-3）

試験

圃場数 剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

4.8 g ai/100 L散布
(計 19.2 g ai/100 L) 圃場A:0.07(#)

注2）

9.6 g ai/100 L散布
(計 38.4 g ai/100 L)

圃場A:0.20(#)

4.8 g ai/100 L散布
(計 19.2 g ai/100 L)

圃場B:0.09(#)

9.6 g ai/100 L散布
(計 38.4 g ai/100 L)

圃場B:0.14(#)

注2）(＃)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないを示す。また、適用範囲内で
はない試験条件を斜体で示した。

りんご
（果実）

1 12%フロアブル 4
0,1,3,
5,7,14

注1）残留濃度はスピノシンAとDの和であり、当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用
から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、そ
れぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

スピノサドの海外作物残留試験（豪州）

農作物
試験条件

残留濃度
注１）

(mg/kg)

なし
(果実)

1 12%フロアブル 4
0,1,3,
5,7,14
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（別紙1-4）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A:<0.02
圃場B:<0.02
圃場C:<0.02
圃場D:<0.02
圃場E:<0.02
圃場F:<0.02

スピノサドの海外作物残留試験（メキシコ）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度

注１）
(mg/kg)

注1）残留濃度はスピノシンAとDの和であり、当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用か
ら収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それ
ぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。
　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

パイナップル
(果実)

6
24%

フロアブル
105.4 g ai/ha散布
(計 527 g ai/ha)

5 3 ,7
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（別紙1-5）

作物名

(試験部位) 剤型 使用量・使用方法 回数 経過月数

圃場A:  0.791(6か月)
圃場B:  0.748(3か月)
圃場C:  0.805(0か月)
圃場D:  0.431(0か月)
圃場E:  0.701(0か月)
圃場A:  0.901(3か月)
圃場B:  0.579(3か月)
圃場C:  0.632(0か月)
圃場D:  0.591(3か月)
圃場E:  0.448(0か月)
圃場A:  0.909(11か月)
圃場B:  0.926(11か月)

0,3 圃場C:  0.673(3か月)
圃場A:  0.685(0か月)
圃場B:  0.910(0か月)
圃場C:  0.858(3か月)
圃場A:  0.469(0か月)
圃場B:  0.684(3か月)
圃場C:  0.691(0か月)

0,3,6,11
米(穀粒) 3

24%
フロアブル

1 μg ai/g
(85 mL製剤/1000

bushel)
1

24%
フロアブル

1 μg ai/g
(60 mL製剤/1000

bushel)
1 0,3

0,3

試験
圃場数

スピノサドの収穫後使用に係る海外作物残留試験（米国）

試験条件
残留濃度

注１）
(mg/kg)

小麦
 (穀粒)

5
24%

フロアブル

1 μg ai/g
(115 mL製剤/1000

bushel)
1

0,3,6,11

0,3

注1）残留濃度はスピノシンAとDの和であり、当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用か
ら収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それ
ぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

5
24%

フロアブル

1 μg ai/g
(105 mL製剤/1000

bushel)
1

0,3,6,11

大麦
 (穀粒)

3
24%

フロアブル

1 μg ai/g
(90 mL製剤/1000

bushel)
1

0,3

トウモロコシ
(穀粒)

えん麦
(穀粒)

3
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農薬名 スピノサド
（別紙2）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米） 0.1 0.1 ○ 1 ※１
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 2 2 1 1.5 米国 【0.431～0.805(n=5)(米国)】

大麦 2 2 1 1.5 米国
【0.685,0.858,0.910(米国)】

ライ麦 1 1 1

とうもろこし 2 2 1 1.5 米国 【0.448～0.901(n=5))(米国)】

そば 1 1 1
その他の穀類 1 1 1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.02 0.02 0.01 0.02 米国 【<0.005～0.02(n=7)(米国)】

小豆類 0.02 0.02 0.02 米国 【米国えんどう参照】

えんどう 0.02 0.02 0.02 米国 【<0.01,<0.01(米国)】

そら豆 0.02 0.02 0.02 米国 【米国えんどう参照】

らっかせい 0.02 0.02 0.02 米国 【<0.0010(n=5)(米国)】

その他の豆類 0.02 0.02 0.02 米国 【米国えんどう参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.02 0.02 0.01 【<0.005(n=14)(米国)】

さといも類（やつがしらを含む） 0.02 0.02 0.02 米国 【米国ばれいしょ参照】

かんしょ 0.02 0.02 0.02 米国 【米国ばれいしょ参照】

やまいも（長いもをいう） 0.02 0.02 0.02 米国 【米国ばれいしょ参照】

その他のいも類 0.02 0.02 0.02 米国 【米国ばれいしょ参照】zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

てんさい 0.06 0.06 【0.015～0.06(#)(n=5)(米国)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

#N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aだいこん類（ラディッシュを含む）の根 0.1 0.2 ○ 【<0.010～0.036(n=6)(米国)】

だいこん類（ラディッシュを含む）の葉 10 10 ○ 10
かぶ類の根 0.1 0.1 ○ 0.02,<0.02

かぶ類の葉 10 10 ○ 10
西洋ワサビ 0.1 0.1 0.1 米国 【米国ばれいしょ、ラディッシュ、

てんさい参照】

クレソン 10 10 ○ 10

はくさい 10 2 ○ 10
キャベツ 2 2 ○ 2
芽キャベツ 2 2 ○ 2
ケール 10 10 ○ 10
こまつな 10 10 ○ 10
きょうな 10 10 ○ 10
チンゲンサイ 10 2 ○ 10
カリフラワー 2 2 ○ 2
ブロッコリー 2 2 ○ 2
その他のあぶらな科野菜 10 2 ○ 10
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aごぼう 0.1 0.1 0.1 米国 【米国ばれいしょ、ラディッシュ、てんさい参

照】

サルシフィー 0.1 0.1 0.1 米国 【米国ばれいしょ、ラディッシュ、てんさい参
照】

アーティチョーク 0.3 0.3 【0.099,0.133,0.140(#)(米国)】

チコリ 10 10 10
エンダイブ 10 10 10
しゅんぎく 10 10 10
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む） 10 10 ○ 10
その他のきく科野菜 10 10 ○ 10
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
たまねぎ 0.1 0.1 0.1
ねぎ（リーキを含む） 4 4 ○ 4
にんにく 0.1 申 <0.02,<0.02

にら 5 5 ○ 0.76,1.78($)

アスパラガス 0.5 0.5 ○ 0.16,0.17

わけぎ 1 1 ○ <0.10,0.34($)

その他のゆり科野菜 4 0.3 ○ 4
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

参考基準値

外国
基準値

ppm
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農薬名 スピノサド
（別紙2）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値

ppm

にんじん 0.2 0.2 ○ <0.02,0.05

パースニップ 0.1 0.1 【米国ばれいしょ、ラディッシュ、
てんさい参照】

パセリ 8 8 ○ 8 米国 【米国レタス（<0.005～2.72(n=6))、リー
フレタス（1.69～5.38(n=6))、ほうれんそ

う（1.43～6(n=3))、セロリ（0.11～
1.84(n=12))】

セロリ 8 8 ○ 2 8 米国 【米国パセリ参照】

みつば 5 5 ○ 1.21,2.26

その他のせり科野菜 5 5 ○ 0.8,2.6(せり)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 1 1 ○ 0.3 0.05,0.33($)(ミニトマト)

ピーマン 2 2 ○ 0.3 0.17, 0.72($)

なす 2 2 ○ 0.3 0.10,0.59($)

その他のなす科野菜 10 10 ○ 10
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む） 0.5 0.5 ○ 0.2 0.09(#),0.11(#)
かぼちゃ（スカッシュを含む） 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 【米国きゅうり（0.009～0.07(n=6)）、マス

クメロン（0.03～0.19(n=6)）、サマース
カッシュ（<0.005～0.04(n=3))】

しろうり 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 【米国きゅうり、マスクメロン、サマース
カッシュ参照】

すいか 0.1 0.3 ○ <0.02(#),<0.02(#)

メロン類果実 0.1 0.3 ○ <0.02(#),<0.02(#)

まくわうり 0.02 0.3 【米国マスクメロン（外皮なし）
（<0.005,<0.005,<0.005)】

その他のうり科野菜 10 10 ○ 10
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 10 10 ○ 10
しょうが 0.02 0.02 0.02 米国 【米国ばれいしょ参照】

未成熟えんどう 0.7 0.3 申 0.3 0.04,0.05,0.33($)(さやえんどう)

未成熟いんげん 0.3 0.3 0.3
えだまめ 0.3 0.3 0.3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 10 10 ○ 10
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん 0.1 0.1 ○ <0.02, <0.02

なつみかんの果実全体 0.3 0.3 ○ 0.3
レモン 0.3 0.3 ○ 0.3
オレンジ（ネーブルオレンジを含む） 0.3 0.3 ○ 0.3
グレープフルーツ 0.3 0.3 ○ 0.3
ライム 0.3 0.3 ○ 0.3
その他のかんきつ類果実 0.3 0.3 ○ 0.3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 0.5 0.5 ○ 0.1 0.5 豪州 0.04,0.17

日本なし 0.5 0.5 0.5 豪州
【豪州りんご（0.09(#),0.14(#))、なし

（0.07(#),0.20(#))】

西洋なし 0.5 0.5 0.5 豪州 【豪州りんご、なし参照】

マルメロ 0.5 0.5 0.5 豪州 【豪州りんご、なし参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも 0.2 0.2 ○ 0.03,0.03

ネクタリン 0.5 0.5 ○ 0.2 0.03,0.13($)

あんず（アプリコットを含む） 0.2 0.2 0.2
すもも（プルーンを含む） 0.2 0.2 ○ 0.2
うめ 0.2 0.2 0.2
おうとう（チェリーを含む） 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 1 1 ○ 0.34(#),0.46(#)

ラズベリー 1 1 ○ 1
ブラックベリー 1 1 1
ブルーベリー 0.4 0.4 0.4

クランベリー 0.02 0.02
ハックルベリー 0.3 0.3 【米国ブルーベリー(0.0405～

0.175)(#)(n=8)）】
その他のベリー類果実 1 1 1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 0.5 0.5 0.5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aバナナ 0.3 0.3 0.25 米国 【0.0262～0.187(n=5)(米国)】
パパイヤ 0.3 0.3 （マンゴー参照）
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農薬名 スピノサド
（別紙2）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値

ppm
アボカド 0.3 0.3 （マンゴー参照）
パイナップル 0.02 0.02 0.02 米国 【<0.02(n=6)(ﾒｷｼｺ)】
グアバ 0.3 0.3 （マンゴー参照）
マンゴー 0.3 0.3 ○ 0.06,0.06
パッションフルーツ 0.7 0.7 0.7
なつめやし 0.1 0.1 0.1 米国 【米国プラム(0.005～0.010)(n=4)】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の果実 0.3 0.3 ○ 0.07,0.09(いちじく)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A綿実 0.02 0.02 0.01 0.02 米国 【<0.004(n=19)(米国)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぎんなん 0.07 0.07

くり 0.1 0.1 0.07 0.1 米国 【米国ペカン、アーモンド(<0.040～
0.061)(n=5)）参照】

ペカン 0.1 0.1 0.07 0.1 米国 【<0.0010～0.0067(n=4)(米国)】
アーモンド 0.07 0.07 0.07
くるみ 0.1 0.1 0.07 0.1 米国 【米国ペカン、アーモンド参照】
その他のナッツ類 0.07 0.07 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A茶 2 2 ○ 0.15,0.68($)(荒茶)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のスパイス 2 10 ○ 0.3 0.48,0.88(みかん果皮）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のハーブ 10 10 ○ 10
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の筋肉 2 2 2 推：0.34(農薬由来)
豚の筋肉 2 2 2 (牛の筋肉参照)
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 2 2 2 (牛の筋肉参照)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 10 10 推：6.8(農薬由来)
豚の脂肪 10 10 2 (牛の脂肪参照)
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 10 10 2 (牛の脂肪参照)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 5 5 2 推：1.7(農薬由来)
豚の肝臓 5 5 0.5 (牛の肝臓参照)
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 5 5 0.5 (牛の肝臓参照)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の腎臓 2 2 1 推：0.81(農薬由来)
豚の腎臓 2 2 0.5 (牛の腎臓参照)
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 2 2 0.5 (牛の腎臓参照)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 5 5 (牛の肝臓参照)
豚の食用部分 5 5 0.5 (牛の肝臓参照)

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 5 5 0.5 (牛の肝臓参照)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 2 2 1 推：0.65(農薬由来)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の筋肉 0.1 0.1 0.03±0.04(動薬由来)/

推：0.037(農薬由来)
その他の家きんの筋肉 0.1 0.1 0.2 (鶏の筋肉参照)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の脂肪 8 8 0.2 8（統計学的解析）（散布後2日目）(動薬

由来)/
2.8±3.3(鶏の皮膚)(動薬由来)

その他の家きんの脂肪 1 1 0.2 推：0.90(鶏の脂肪)(農薬由来)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の肝臓 1 1 0.53±0.69（n=4)（散布後2日目）(動薬

由来)
その他の家きんの肝臓 0.1 0.1 推：0.067(鶏の肝臓)(農薬由来)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の腎臓 0.7 0.7 0.18±0.21（n=4）（散布後4日目）(動薬

由来)
その他の家きんの腎臓 0.1 0.1 (その他の家きんの肝臓参照)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の食用部分 1 1 (鶏の肝臓参照)
その他の家きんの食用部分 0.1 0.1 (その他の家きんの肝臓参照)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の卵 0.5 0.5 0.01 0.17±0.21（n=4）（散布後7日目）(動薬

由来)
その他の家きんの卵 0.1 0.1 0.01 推：0.089(鶏の卵)(農薬由来)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A小麦ふすま 2 2 ※2
干しぶどう 1 1 1
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農薬名 スピノサド
（別紙2）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値

ppm
綿実油（注1に限る。） 0.01 0.01
綿実油（注1を除く。） 0.01 0.01

綿実油 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

「登録有無」の欄に「○」の記載があるものは、国内で農薬等としての使用が認められていることを示している。
「登録有無」の欄に「申」の記載があるものは、農薬の登録申請等の基準値設定依頼がなされたものであることを示している。
(#)これらの作物残留試験は、登録又は申請の適用の範囲内で試験が行われていない。
($)これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。
「作物残留試験」欄に「推」の記載のあるものは、推定残留濃度であることを示している。

注１）食用植物油脂の日本農林規格に規定する精製綿実油，綿実サラダ油及びこれらと同等以上の規格を有すると認められる食用油。

申請（国内における登録、承認等の申請、ｲﾝﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請）以外の理由により本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案については、
太枠線で囲んで示した。

※2　加工食品である小麦ふすまについては、国際基準が設定されているものの、加工係数を用いて原材料中の濃度に換算した値が当該原材
料中の基準値案を超えないことから、基準値を設定しないこととする（加工係数：JMPRにおいて、2（小麦ふすま）と評価されている。）。

※１　Codex基準における米の基準値については、籾米に対する基準値であり、我が国における玄米に相当する食品への基準は設定されていな
い。ただし、2004年のJMPRによる評価において、玄米への加工係数が0.11と設定されているため、本剤については、籾米のCodex基準である1
ppmに加工係数0.11を乗じ、玄米の基準値として0.1 ppmを設定することとした。
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（別紙3）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

TMDI

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
TMDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI

高齢者
(65歳以上)

EDI
米（玄米をいう。） 0.1 0.077 16.4 12.6 8.6 6.6 10.5 8.1 18.0 13.90.0
小麦 2 0.75 119.6 44.7 88.6 33.1 138.0 51.6 99.8 37.3
大麦 2 0.86 10.6 4.5 8.8 3.8 17.6 7.6 8.8 3.8
ライ麦 1 0.70 0.1 0.1 0.1 0.1 0.5 0.4 0.1 0.1
とうもろこし 2 0.59 9.4 2.8 10.8 3.2 12.0 3.5 8.6 2.5
そば 1 0.70 1.1 0.8 0.5 0.4 1.8 1.3 1.1 0.8
その他の穀類 1 0.70 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 0.20.0
大豆 0.02 0.005 0.8 0.2 0.4 0.1 0.6 0.2 0.9 0.2
小豆類 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
えんどう 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
そら豆 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
らっかせい 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他の豆類 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00.0
ばれいしょ 0.02 0.005 0.8 0.2 0.7 0.2 0.8 0.2 0.7 0.2
さといも類（やつがしらを含む。） 0.02 0.005 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0
かんしょ 0.02 0.005 0.1 0.0 0.1 0.0 0.2 0.1 0.2 0.0
やまいも（長いもをいう。） 0.02 0.005 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
その他のいも類 0.02 0.005 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00.0
てんさい 0.06 0.032 2.0 1.0 1.7 0.9 2.5 1.3 2.0 1.10.0
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.1 0.016 3.3 0.5 1.1 0.2 2.1 0.3 4.6 0.7
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 10 1.9 17.0 3.2 6.0 1.1 31.0 5.9 28.0 5.3
かぶ類の根 0.1 0.02 0.3 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.5 0.1
かぶ類の葉 10 1.9 3.0 0.6 1.0 0.2 1.0 0.2 6.0 1.1
西洋わさび 0.1 0.005 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
クレソン 10 1.9 1.0 0.2 1.0 0.2 1.0 0.2 1.0 0.2
はくさい 10 1.9 177.0 33.6 51.0 9.7 166.0 31.5 216.0 41.0
キャベツ 2 0.27 48.2 6.5 23.2 3.1 38.0 5.1 47.6 6.4
芽キャベツ 2 0.27 0.2 0.0 0.2 0.0 0.2 0.0 0.2 0.0
ケール 10 1.9 2.0 0.4 1.0 0.2 1.0 0.2 2.0 0.4
こまつな 10 1.9 50.0 9.5 18.0 3.4 64.0 12.2 64.0 12.2
きょうな 10 1.9 22.0 4.2 4.0 0.8 14.0 2.7 27.0 5.1
チンゲンサイ 10 1.9 18.0 3.4 7.0 1.3 18.0 3.4 19.0 3.6
カリフラワー 2 0.27 1.0 0.1 0.4 0.1 0.2 0.0 1.0 0.1
ブロッコリー 2 0.27 10.4 1.4 6.6 0.9 11.0 1.5 11.4 1.5
その他のあぶらな科野菜 10 1.9 34.0 6.5 6.0 1.1 8.0 1.5 48.0 9.10.0
ごぼう 0.1 0.016 0.4 0.1 0.2 0.0 0.4 0.1 0.5 0.1
サルシフィー 0.1 0.016 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
アーティチョーク 0.3 0.12 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
チコリ 10 1.9 1.0 0.2 1.0 0.2 1.0 0.2 1.0 0.2
エンダイブ 10 1.9 1.0 0.2 1.0 0.2 1.0 0.2 1.0 0.2
しゅんぎく 10 1.9 15.0 2.9 3.0 0.6 26.0 4.9 25.0 4.8
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 10 1.9 96.0 18.2 44.0 8.4 114.0 21.7 92.0 17.5
その他のきく科野菜 10 1.9 15.0 2.9 1.0 0.2 6.0 1.1 26.0 4.90.0
たまねぎ 0.1 0.01 3.1 0.3 2.3 0.2 3.5 0.4 2.8 0.3
ねぎ（リーキを含む。） 4 0.20 37.6 1.9 14.8 0.7 27.2 1.4 42.8 2.1
にんにく 0.05 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0
にら 5 1.27 10.0 2.5 4.5 1.1 9.0 2.3 10.5 2.7
アスパラガス 0.5 0.17 0.9 0.3 0.4 0.1 0.5 0.2 1.3 0.4
わけぎ 1 0.22 0.2 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.2 0.0
その他のゆり科野菜 4 0.2 2.4 0.1 0.4 0.0 0.8 0.0 4.8 0.20.0
にんじん 0.2 0.035 3.8 0.7 2.8 0.5 4.5 0.8 3.7 0.7
パースニップ 0.1 0.005 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
パセリ 8 1.58 0.8 0.2 0.8 0.2 0.8 0.2 1.6 0.3
セロリ 8 1.58 9.6 1.9 4.8 0.9 2.4 0.5 9.6 1.9
みつば 5 1.735 2.0 0.7 0.5 0.2 0.5 0.2 2.5 0.9
その他のせり科野菜 5 1.7 1.0 0.3 0.5 0.2 1.5 0.5 1.5 0.50.0
トマト 1 0.19 32.1 6.1 19.0 3.6 32.0 6.1 36.6 7.0
ピーマン 2 0.45 9.6 2.2 4.4 1.0 15.2 3.4 9.8 2.2
なす 2 0.345 24.0 4.1 4.2 0.7 20.0 3.5 34.2 5.9
その他のなす科野菜 10 1.9 11.0 2.1 1.0 0.2 12.0 2.3 12.0 2.30.0
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.5 0.1 10.4 2.1 4.8 1.0 7.1 1.4 12.8 2.6
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.06 2.8 0.6 1.1 0.2 2.4 0.5 3.9 0.8
しろうり 0.3 0.06 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.1
すいか 0.1 0.02 0.8 0.2 0.6 0.1 1.4 0.3 1.1 0.2
メロン類果実 0.1 0.02 0.4 0.1 0.3 0.1 0.4 0.1 0.4 0.1
まくわうり 0.02 0.005 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のうり科野菜 10 1.9 27.0 5.1 12.0 2.3 6.0 1.1 34.0 6.50.0
ほうれんそう 10 1.9 128.0 24.3 59.0 11.2 142.0 27.0 174.0 33.1
しょうが 0.02 0.005 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
未成熟えんどう 0.7 0.14 1.1 0.2 0.4 0.1 0.1 0.0 1.7 0.3
未成熟いんげん 0.3 0.041 0.7 0.1 0.3 0.0 0.0 0.0 1.0 0.1
えだまめ 0.3 0.041 0.5 0.1 0.3 0.0 0.2 0.0 0.8 0.10.0
その他の野菜 10 1.90 134.0 25.5 63.0 12.0 101.0 19.2 141.0 26.80.0
みかん 0.1 0.02 1.8 0.4 1.6 0.3 0.1 0.0 2.6 0.5
なつみかんの果実全体 0.3 0.053 0.4 0.1 0.2 0.0 1.4 0.3 0.6 0.1
レモン 0.3 0.053 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2 0.0
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.3 0.053 2.1 0.4 4.4 0.8 3.8 0.7 1.3 0.2
グレープフルーツ 0.3 0.053 1.3 0.2 0.7 0.1 2.7 0.5 1.1 0.2
ライム 0.3 0.053 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のかんきつ類果実 0.3 0.053 1.8 0.3 0.8 0.1 0.8 0.1 2.9 0.50.0

スピノサド推定摂取量 （単位：μg／人／day)

暴露評価に
用いた数値

（ppm)
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（別紙3）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

TMDI

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
TMDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI

高齢者
(65歳以上)

EDI

スピノサド推定摂取量 （単位：μg／人／day)

暴露評価に
用いた数値

（ppm)
りんご 0.5 0.105 12.1 2.5 15.5 3.2 9.4 2.0 16.2 3.4
日本なし 0.5 0.135 3.2 0.9 1.7 0.5 4.6 1.2 3.9 1.1
西洋なし 0.5 0.135 0.3 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.3 0.1
マルメロ 0.5 0.135 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.00.0
もも 0.2 0.03 0.7 0.1 0.7 0.1 1.1 0.2 0.9 0.1
ネクタリン 0.3 0.080 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
あんず（アプリコットを含む。） 0.2 0.0265 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
すもも（プルーンを含む。） 0.2 0.0265 0.2 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.2 0.0
うめ 0.2 0.0265 0.3 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.4 0.0
おうとう（チェリーを含む。） 0.2 0.0265 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.00.0
いちご 1 0.40 5.4 2.2 7.8 3.1 5.2 2.1 5.9 2.4
ラズベリー 1 0.14 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0
ブラックベリー 1 0.14 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0
ブルーベリー 0.4 0.11 0.4 0.1 0.3 0.1 0.2 0.1 0.6 0.2
クランベリー 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ハックルベリー 0.3 0.054 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のベリー類果実 1 0.14 0.1 0.0 0.1 0.0 0.2 0.0 0.1 0.00.0
ぶどう 0.5 0.084 4.4 0.7 4.1 0.7 10.1 1.7 4.5 0.80.0
バナナ 0.3 0.084 4.0 1.1 4.6 1.3 4.9 1.4 5.7 1.6
パパイヤ 0.3 0.06 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
アボカド 0.3 0.06 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
パイナップル 0.02 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
グアバ 0.3 0.06 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
マンゴー 0.3 0.06 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
パッションフルーツ 0.7 0.23 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0
なつめやし 0.1 0.006 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00.0
その他の果実 0.3 0.08 0.4 0.1 0.1 0.0 0.3 0.1 0.5 0.10.0
綿実 0.02 0.004 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ぎんなん 0.07 0.026 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.1 0.04 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
ペカン 0.1 0.0015 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.07 0.026 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.1 0.04 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.07 0.026 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00.0
茶 2 0.415 13.2 2.7 2.0 0.4 7.4 1.5 18.8 3.90.0
その他のスパイス 2 0.68 0.2 0.1 0.2 0.1 0.2 0.1 0.4 0.1
その他のハーブ 10 1.90 9.0 1.7 3.0 0.6 1.0 0.2 14.0 2.70.0
牛の筋肉及び脂肪* 10 1.0 153.0 0.2 97.0 0.1 209.0 0.3 99.0 0.1
牛の肝臓 5 0.26 0.5 0.0 0.0 0.0 7.0 0.4 0.0 0.0
牛の腎臓 2 0.18 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
牛の食用部分 5 0.26 2.5 0.1 0.0 0.0 17.0 0.9 2.1 0.10.0
豚の筋肉及び脂肪* 10 1.00 420.0 0.3 334.0 0.3 432.0 0.3 306.0 0.2
豚の肝臓 5 0.26 0.5 0.0 2.5 0.1 0.0 0.0 0.5 0.0
豚の腎臓 2 0.18 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
豚の食用部分 5 0.26 3.0 0.2 1.5 0.1 0.5 0.0 2.0 0.10.0
その他の陸棲哺乳類の筋肉及び脂肪* 10
その他の陸棲哺乳類の肝臓* 5
その他の陸棲哺乳類の腎臓* 2
その他の陸棲哺乳類の食用部分* 5 0.0
乳 2 0.13 528.2 34.3 664.0 43.2 729.2 47.4 432.0 28.10.0
鶏の筋肉及び脂肪* 8 1.09 149.6 20.4 108.8 14.8 158.4 21.6 111.2 15.2
鶏の肝臓 1 0.53 0.7 0.4 0.5 0.3 0.0 0.0 0.8 0.4
鶏の腎臓 0.7 0.180 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
鶏の食用部分 1 0.53 1.9 1.0 1.2 0.6 2.9 1.5 1.4 0.70.0
家きんの筋肉及び脂肪 1 0.14 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
家きんの肝臓 0.1 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
家きんの腎臓 0.1 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
家きんの食用部分 0.1 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00.0
鶏の卵 0.5 0.17 20.7 7.0 16.4 5.6 23.9 8.1 18.9 6.4
その他の家きんの卵 0.1 0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

計 2477.9 349.3 1775.4 198.8 2717.7 348.7 2367.4 359.4
ADI比（％） 187.4 26.4 448.3 50.2 193.6 24.8 175.8 26.7

*各部位のうち最も高い基準値案を用いた

牛、豚及び鶏の筋肉及び脂肪については、筋肉及び脂肪の摂取量に、TMDI試算では筋肉及び脂肪のうち高い方の基準値（案）を乗じ、EDI試算では高い方の平
均的残留濃度を乗じて試算した。

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)

EDI:推定1日摂取量（Estimated Daily Intake)
TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量

EDI試算法：作物残留試験成績の平均値×各食品の平均摂取量

0.01.0 4.0 0.0 1.0 0.0 4.0 0.0 4.0
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(参考） 

これまでの経緯 

 

平成１１年 ４月１９日 初回農薬登録 

平成１６年１２月１０日 農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

設定依頼（適用拡大：トマト） 

平成１６年１２月１０日 インポートトレランス申請（米、小麦、大麦及びとうもろこし

等） 

平成１６年１２月２２日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成１７年１１月２９日 残留農薬基準告示 

 

平成２２年 ４月 ８日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

平成２６年１０月２１日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成２７年 ２月１７日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

平成２７年１２月２２日 残留農薬基準告示 

 

平成２９年 ３月２４日 農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

設定依頼（適用拡大：さやえんどう及びにんにく） 

平成２９年 ５月２４日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成３０年 １月２３日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

平成３０年 ５月 ８日 薬事・食品衛生審議会へ諮問 

平成３０年 ５月 ９日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 268 



● 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

○穐山 浩    国立医薬品食品衛生研究所食品部長   

石井 里枝   埼玉県衛生研究所副所長(兼)食品微生物検査室長 

井之上 浩一  立命館大学薬学部薬学科臨床分析化学研究室准教授 

  折戸 謙介   麻布大学獣医学部生理学第二研究室教授 

魏 民     大阪市立大学大学院医学研究科分子病理学准教授 

佐々木 一昭  東京農工大学大学院農学研究院動物生命科学部門准教授 

  佐藤 清        元 一般財団法人残留農薬研究所理事 

 佐野 元彦   東京海洋大学海洋生物資源学部門教授 

  永山 敏廣      明治薬科大学薬学部特任教授 

 根本 了    国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

 二村 睦子   日本生活協同組合連合会組織推進本部長 

  宮井 俊一   一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

  由田 克士   大阪市立大学大学院生活科学研究科公衆栄養学教授 

  吉成 浩一   静岡県立大学薬学部衛生分子毒性学分野教授 

（○：部会長） 
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答申（案） 

スピノサド

残留基準値

食品名

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.1

#N/A#N/A小麦 2
大麦 2
ライ麦 1
とうもろこし 2
そば 1

その他の穀類注1） 1
#N/A#N/A大豆 0.02

小豆類注2） 0.02

えんどう 0.02
そら豆 0.02
らっかせい 0.02

その他の豆類注3） 0.02
#N/A#N/Aばれいしょ 0.02

さといも類（やつがしらを含む。） 0.02
かんしょ 0.02
やまいも（長いもをいう。） 0.02

その他のいも類注4） 0.02
#N/A#N/Aてんさい 0.06
#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.1

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 10
かぶ類の根 0.1
かぶ類の葉 10
西洋わさび 0.1
クレソン 10
はくさい 10
キャベツ 2
芽キャベツ 2
ケール 10
こまつな 10
きょうな 10
チンゲンサイ 10
カリフラワー 2
ブロッコリー 2

その他のあぶらな科野菜注5） 10
#N/A#N/Aごぼう 0.1

サルシフィー 0.1
アーティチョーク 0.3
チコリ 10
エンダイブ 10
しゅんぎく 10
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 10

その他のきく科野菜注6） 10
#N/A#N/Aたまねぎ 0.1

ねぎ（リーキを含む。） 4
にんにく 0.1
にら 5

注5）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科
野菜のうち、だいこん類の根、だいこん類の葉、
かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさび、クレソン、
はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつ
な、きょうな、チンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコ
リー及びハーブ以外のものをいう。

注6）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のう
ち、ごぼう、サルシフィー、アーティチョーク、チコ
リ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス及びハーブ以外
のものをいう。

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小
麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のも
のをいう。

注2）いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア
豆、バター豆、ペギア豆、ホワイト豆、ライマ豆及
びレンズを含む。

注3）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小
豆類、えんどう、そら豆、らっかせい及びスパイス
以外のものをいう。

注4）「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれ
いしょ、さといも類、かんしょ、やまいも及びこん
にゃくいも以外のものをいう。

今回基準値を設定するスピノサドとは、スピノシン
A及びスピノシンDの和をいう。
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残留基準値

食品名

ppm
アスパラガス 0.5
わけぎ 1

その他のゆり科野菜注7） 4
#N/A#N/Aにんじん 0.2

パースニップ 0.1
パセリ 8
セロリ 8
みつば 5

その他のせり科野菜注8） 5
#N/A#N/Aトマト 1

ピーマン 2
なす 2

その他のなす科野菜注9） 10
#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.5

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3
しろうり 0.3
すいか 0.1
メロン類果実 0.1
まくわうり 0.02

その他のうり科野菜注10） 10
#N/A#N/Aほうれんそう 10

しょうが 0.02
未成熟えんどう 0.7
未成熟いんげん 0.3
えだまめ 0.3

#N/A#N/Aその他の野菜注11） 10
#N/A#N/Aみかん 0.1

なつみかんの果実全体 0.3
レモン 0.3
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.3
グレープフルーツ 0.3
ライム 0.3

その他のかんきつ類果実注12） 0.3
#N/A#N/Aりんご 0.5

日本なし 0.5
西洋なし 0.5
マルメロ 0.5

#N/A#N/Aもも 0.2
ネクタリン 0.5
あんず（アプリコットを含む。） 0.2
すもも（プルーンを含む。） 0.2
うめ 0.2
おうとう（チェリーを含む。） 0.2

#N/A#N/Aいちご 1
ラズベリー 1
ブラックベリー 1
ブルーベリー 0.4
クランベリー 0.02
ハックルベリー 0.3

注12）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ
類果実のうち、みかん、なつみかん、なつみかん
の外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレ
ンジ、グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外
のものをいう。

注9）「その他のなす科野菜」とは，なす科野菜の
うち、トマト、ピーマン及びなす以外のものをいう。

注10）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のう
ち、きゅうり、かぼちゃ、しろうり、すいか、メロン類
果実及びまくわうり以外のものをいう。

注11）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、
てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野
菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科
野菜、ほうれんそう、たけのこ、オクラ、しようが、
未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きの
こ類、スパイス及びハーブ以外のものをいう。

注7）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のう
ち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アスパラガ
ス、わけぎ及びハーブ以外のものをいう。

注8）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のう
ち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、みつ
ば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。
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残留基準値

食品名

ppm

その他のベリー類果実注13） 1
#N/A#N/Aぶどう 0.5
#N/A#N/Aバナナ 0.3

パパイヤ 0.3
アボカド 0.3
パイナップル 0.02
グアバ 0.3
マンゴー 0.3
パッションフルーツ 0.7
なつめやし 0.1

#N/A#N/Aその他の果実注14） 0.3
#N/A#N/A綿実 0.02
#N/A#N/Aぎんなん 0.07

くり 0.1
ペカン 0.1
アーモンド 0.07
くるみ 0.1

その他のナッツ類注15） 0.07
#N/A#N/A茶 2zzz
#N/A

zzz
#N/Aその他のスパイス注16） 2

その他のハーブ注17） 10zzz
#N/A

zzz
#N/A牛の筋肉 2

豚の筋肉 2

その他の陸棲哺乳類に属する動物注18）の筋肉 2
#N/A#N/A牛の脂肪 10

豚の脂肪 10
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 10zzz

#N/A
zzz

#N/A牛の肝臓 5
豚の肝臓 5
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 5

#N/A#N/A牛の腎臓 2
豚の腎臓 2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 2

#N/A#N/A牛の食用部分注19） 5

豚の食用部分 5
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 5zzz

#N/A
zzz

#N/A乳 2zzz
#N/A

zzz
#N/A鶏の筋肉 0.1

その他の家きん注20）の筋肉 0.1
#N/A#N/A鶏の脂肪 8

その他の家きんの脂肪 1
#N/A#N/A鶏の肝臓 1

その他の家きんの肝臓 0.1
#N/A#N/A鶏の腎臓 0.7

その他の家きんの腎臓 0.1
#N/A#N/A鶏の食用部分 1

注13）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果
実のうち、いちご、ラズベリー、ブラックベリー、ブ
ルーベリー、クランベリー及びハックルベリー以外
のものをいう。

注14）「その他の果実」とは、果実のうち、かんき
つ類果実、りんご、日本なし、西洋なし、マルメ
ロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず、すもも、うめ、
おうとう、ベリー類果実、ぶどう、かき、バナナ、キ
ウィー、パパイヤ、アボカド、パイナップル、グア
バ、マンゴー、パッションフルーツ、なつめやし及
びスパイス以外のものをいう。

注15）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、
ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド及びくるみ以
外のものをいう。

注19）「食用部分」とは、食用に供される部分のう
ち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をい
う。

注20）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以
外のものをいう。

注18）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、
陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外
のものをいう。

注17）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレ
ソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎及
びセロリの葉以外のものをいう。

注16）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、
西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがらし、
パプリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジの果
皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをい
う。
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残留基準値

食品名

ppm
その他の家きんの食用部分 0.1
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.5
その他の家きんの卵 0.1
zzz #N/Azzz #N/A干しぶどう 1
綿実油 0.01

#N/A #N/A
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平成 30 年５月 29 日

薬事・食品衛生審議会

食品衛生分科会長 村田 勝敬 殿

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

農薬・動物用医薬品部会長 穐山 浩

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

農薬・動物用医薬品部会報告について

平成 30 年３月 22 日付け厚生労働省発生食 0322 第８号をもって諮問された、食品衛生

法（昭和 22 年法律第 233 号）第 11 条第１項の規定に基づくテフルベンズロンに係る食

品中の農薬及び動物用医薬品の残留基準の設定について、当部会で審議を行った結果を

別添のとおり取りまとめたので、これを報告する。
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Cl F

F

Cl

F

NHCNHC

F

O

O

テフルベンズロン 

 

今般の残留基準の検討については、農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う基準値設定依

頼が農林水産省からなされたことに伴い、食品安全委員会において食品健康影響評価がなさ

れたことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめ

るものである。 

 

１．概要 

（１）品目名：テフルベンズロン[ Teflubenzuron (ISO) ] 

 

（２）用 途：殺虫剤 

ベンゾイルウレア系の殺虫剤である。昆虫のキチンの生合成を阻害し、主に幼虫が

脱皮不能になることによって殺虫効果を発揮すると考えられている。 

   動物用医薬品として国内で承認されていないが、海外でさけに使用されている。 

 

（３）化学名及び CAS 番号 

N-[(3,5-Dichloro-2,4-difluorophenyl)carbamoyl]-2,6-difluorobenzamide  

(IUPAC) 

 

Benzamide, N-[[(3,5-dichloro-2,4-difluorophenyl)amino]carbonyl]-2,6-

difluoro- (CAS：No. 83121-18-0) 

 

（４）構造式及び物性 

 
 
 
 
 
 
 

 

分 子 式   C14H6Cl2F4N2O2 

分 子 量   381.11 

水溶解度   5.0×10-5 g/L (20℃) 

分配係数   log10Pow ＞ 4.3 (20℃) 
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２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。 

作物名となっているものについては、今回農薬取締法(昭和 23 年法律第 82 号)に基づ

く適用拡大申請がなされたものを示している。 

 

（１）国内での使用方法 

① 5.0%テフルベンズロン乳剤 

   

作物名 適用 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞ

ﾛﾝを含む 

農薬の総 

使用回数 

みかん 
なつみかん 

ｱｹﾞﾊ類 2000 倍 

200～700 

L/10 a 

収穫 21
日前まで 

3 回以内 

散布 

3 回以内 
ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 1000～ 

2000 倍 
か き 

ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 収穫 30

日前まで ｲﾗｶﾞ類 2000 倍 

も も ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 

ｼﾝｸｲﾑｼ類 

1000～ 

2000 倍 

収穫前日

まで 

2 回以内 2 回以内 

ﾈｸﾀﾘﾝ 2000 倍 

りんご 

ｷﾝﾓﾝﾎｿｶﾞ 
2000～ 

6000 倍 

ｷﾞﾝﾓﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 4000 倍 

ﾋﾒｼﾛﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ 

ｼﾝｸｲﾑｼ類 
2000 倍 

ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 
2000～ 

4000 倍 

な し 

ｼﾝｸｲﾑｼ類 
1000～ 

2000 倍 

ﾅｼﾁﾋﾞｶﾞ 

ﾅｼﾎｿｶﾞ 
2000 倍 

だいこん 

ｺﾅｶﾞ 

8 倍 0.8 L/10 a 

収穫 21
日前まで 

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ 
による散布 16 倍 1.6 L/10 a 

2000 倍 

100～300 
L/10 a 

散布 

ｱｵﾑｼ 
ﾖﾄｳﾑｼ 

ごぼう ｿﾞｳﾑｼ類 1000 倍 
収穫 7日 

前まで 
4 回以内 4 回以内 

葉ごぼう ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

2000 倍 

収穫 14

日前まで 
2 回以内 2 回以内 

とうがん ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
収穫 3日

前まで 
3 回以内 3 回以内 

はくさい 

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 

ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

収穫 7日 

前まで 
2 回以内 2 回以内 
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① 5.0%テフルベンズロン乳剤（つづき） 

作物名 適用 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞ

ﾛﾝを含む 

農薬の総 

使用回数 

ﾄﾏﾄ 

ﾐﾆﾄﾏﾄ 

なす 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

2000 倍 
100～300 
L/10 a 

収穫前日 

まで 

2 回以内 

散布 

2 回以内 

さやえんど

う 
ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 

ｷｬﾍﾞﾂ 

ｺﾅｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
収穫 7日 

前まで 

ｺﾅｶﾞ 16 倍 1.6 L/10 a 
無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ

による散布 

ねぎ ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 

2000 倍 
100～300 

L/10 a 
散布 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ ｺﾅｶﾞ 

茎ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ ｱｵﾑｼ 
収穫 3日

前まで 

なばな 

ｺﾅｶﾞ 

収穫 7日 

前まで 
1 回 1 回 

ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ 

たかな 

収穫 14日 

前まで 

2 回以内 2 回以内 

ほうれんそう ﾖﾄｳﾑｼ 
収穫 7日 

前まで 

いちご 

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

収穫前日 

まで 

しょうが 
収穫 7日

前まで 

ﾚﾀｽ 
収穫 3日 

前まで 

非結球ﾚﾀｽ 
収穫 30日 

前まで 

えだまめ 

収穫 14日 

前まで だいず 
8～16 倍 0.8 L/10 a 

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ 

による散布 

てんさい ﾖﾄｳﾑｼ 1000～ 

2000 倍 

100～300 

L/10 a 
散布 

かんしょ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

収穫 7日 

前まで 

ﾅｶｼﾞﾛｼﾀﾊﾞ 

ﾊｲｲﾛｻﾋﾞﾋｮｳﾀﾝｿﾞ

ｳﾑｼ 

1000 倍 

きく(葉) ﾖﾄｳﾑｼ類 2000 倍 

茶 
ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 

ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 

2000～ 

4000 倍 

200～400 

L/10 a 

摘採 7日 

前まで 
1 回 1 回 
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（２）海外での使用方法 

① 2%テフルベンズロン・1%インドキサカルブ水和剤（韓国） 

作物名 適用 希釈倍数 
1 回当たりの

使用量 
使用時期 

本剤の使

用回数 

使用方

法 

とうがらし ﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000 倍 250 L/10 a 収穫 3日前まで 3 回以内 散布 

 

② 4%テフルベンズロン・16%フルベンジアミドフロアブル（韓国） 

作物名 適用 希釈倍数 
1 回当たりの

使用量 
使用時期 

本剤の使

用回数 

使用方

法 

とうがらし ﾀﾊﾞｺｶﾞ 2000 倍 250 L/10 a 収穫 3日前まで 3 回以内 散布 

 

③ 150 g/L テフルベンズロンフロアブル（ブラジル） 

作物名 適用 使用液量 使用時期 
本剤の使

用回数 
使用方法 

ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝを

含む農薬の総

使用回数 

ｺｰﾋｰ豆 
ｺｰﾋｰﾊﾓｸﾞﾘ

ｶﾞ 
250 mL/ha 

収穫 30 日前ま

で 
2 回 散布 2 回 

 

（３）動物用医薬品としての海外での使用方法 

医薬品 適用 対象動物 用法・用量 使用国 休薬期間 

テフルベンズ

ロンを有効成

分とする粉剤 

サケジラミ 大西洋さけ 

10 mg/kg を７

日間混餌投与

する 

イギリス 

アイルランド 

カナダ 

ノルウェー 

96 度日※ 

※度日（degree days）：水温と日数の積算温度（水温×日数） 

 

３．作物残留試験 

（１）分析の概要 

【国内】 

① 分析対象物質 

・テフルベンズロン 

・3,5-ジクロロ-2,4-ジフルオロフェニル-尿素（以下、代謝物 Gという） 

代謝物 G 
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② 分析法の概要 

i）テフルベンズロン 

試料からアセトンで抽出し、n-ヘキサンに転溶後、フロリジルカラムを用いて精

製する。紫外分光光度型検出器付き高速液体クロマトグラフ（HPLC-UV）で定量、

またはヨウ化メチルでメチル化し、シリカゲルカラムを用いて精製した後、高感度

窒素・リン検出器付きガスクロマトグラフ（GC-NPD）で定量する。 

または、試料からアセトニトリル又はアセトニトリル／水で抽出し、C18カラム、

シリカゲルカラム及びNH2カラムを用いて精製した後、HPLC-UVで定量する。 

 

定量限界：0.005～0.08 mg/kg 

 

ii）代謝物G 

試料からアセトニトリルで抽出し、酢酸エチルに転溶する。フロリジルカラムを

用いて精製した後、ヨウ化メチルでメチル化し、ガスクロマトグラフ・質量分析計

（GC-MS）で定量する。なお、代謝物Gの分析値は、換算係数1.58を用いてテフルベ

ンズロン濃度に換算した値として示した。 

 

定量限界：0.005 mg/kg（テフルベンズロン換算濃度） 

 

【海外】 

① 分析対象物質 

・テフルベンズロン 

 

② 分析法の概要 

コーヒー豆は、試料からメタノール・水（17:3）混液で抽出し、アセトニトリル／

ヘキサン分配した後、ジクロロメタンに転溶する。シリカゲルカラム及びフロリジル

カラムを用いて精製した後、HPLC-UVで定量する。 

 

定量限界：0.1 mg/kg 

 

とうがらしは、試料から酢酸エチル又はアセトンで抽出し、n-ヘキサンに転溶す

る。シリカゲルカラムを用いて精製した後、HPLC-UVで定量する。 

 

定量限界：0.01～0.05 mg/kg 

 

（２）作物残留試験結果 

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙1-1、海外で実施された

作物残留試験の結果の概要については別紙1-2及び1-3を参照。 
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４．畜産物における推定残留濃度 

本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定される

ことから、飼料の最大給与割合等から算出した飼料中の残留農薬濃度と動物飼養試験の

結果を用い、以下のとおり畜産物中の最大残留濃度及び平均残留濃度を算出した。 

 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・テフルベンズロン 

 

② 分析法の概要 

脂肪以外の組織はメタノールで、脂肪、乳及び卵はアセトニトリルで抽出し、n-ヘ

キサンに転溶する。ゲル浸透クロマトグラフィー（GPC）及びシリカゲルカラムを用い

て精製した後、HPLC-UVで定量する。 

 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

（２）家畜残留試験（動物飼養試験） 

① 乳牛を用いた残留試験 

乳牛（3 頭/時点）に対して、飼料中濃度として 10、30 及び 100 ppm に相当する

量のテフルベンズロンを 28 日間にわたり経口投与し、初回投与、29～30 日後に採取

した筋肉、皮下脂肪、腹膜脂肪、肝臓、腎臓及び乳に含まれるテフルベンズロン濃

度を HPLC で測定した。結果は表 1を参照。 

 

表 1．乳牛の組織中及び乳中の残留濃度（mg/kg） 

 対照 
10 ppm  

投与群 

30 ppm  

投与群 

100 ppm  

投与群 

筋肉 
<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(<0.01) 

皮下脂肪 
<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(<0.01) 

0.015 

(0.012) 

腹膜脂肪 
0.026 

(0.020) 

0.028 

(0.018) 

0.017 

(0.014) 

0.015 

(0.014) 

肝臓 
0.017 

(0.012) 

0.025 

(0.015) 

<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(<0.01) 

腎臓 
0.015 

(0.012) 

0.018 

(0.013) 

<0.01 

(<0.01) 

0.017 

(0.012) 

乳 
<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(<0.01) 

<0.01 

(<0.01) 

数値は最大値を示し、括弧内は平均値を示す。 
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② 産卵鶏を用いた残留試験 

産卵鶏（10 羽/群）に対して、飼料中濃度として 0.5、1.5 及び 5 ppm に相当する

量のテフルベンズロンを 28 日間にわたり経口投与し、筋肉、肝臓、腎臓、腹腔内脂

肪並びに皮膚及び皮下脂肪に含まれるテフルベンズロン濃度を測定した。また、卵

については、投与期間中毎日採卵し、3～7日毎にテフルベンズロン濃度を測定した。

結果は表 2を参照。 

 

表 2．産卵鶏の組織中及び卵中の残留濃度（mg/kg） 

 対照  0.5 ppm 投与群  1.5 ppm 投与群  5 ppm 投与群 

筋肉 
<0.01 

(<0.01) 

  0.011 

(<0.01) 

0.016 

(0.014) 

0.063 

(0.038) 

肝臓 
0.039 

(0.034) 

0.058 

(0.041) 

0.057 

(0.043) 

0.095 

(0.081) 

腎臓 
<0.01 

(<0.01) 

0.021 

(0.015) 

0.025 

(0.016) 

0.051 

(0.036) 

皮膚及び皮下脂肪 
<0.01 

(<0.01) 

 0.037 

 (0.028) 

0.121 

(0.081) 

0.063 

(0.38) 

腹腔内脂肪 
<0.01 

(<0.01) 

0.086 

(0.077) 

0.245 

(0.228) 

1.210 

(0.697) 

卵 
<0.01 

(<0.01) 

0.04 

(0.033) 

0.08 

(0.073) 

0.34 

 (0.27)＊ 

数値は最大値を示し、括弧内は平均値を示す。 

＊ 初回投与 14 日～28日後の平均 

 

上記の結果に関連して、JMPR は、肉牛及び乳牛の MDB 注 1）及び STMR dietary burden
注 2)をそれぞれ 0.54 ppm 及び 0.36 ppm と評価し、最小投与量の 10 ppm より相当程

度低いことから、陸生哺乳類の食用組織及び牛、山羊及び羊の乳の最大残留濃度及

び平均残留濃度を定量限界の 0.01 mg/kg と評価している。 

また、JMPR は、肉用鶏及び産卵鶏の MDB 注 1）及び STMR dietary burden 注 2)をそれ

ぞれ 0.015 ppm 及び 0.012 ppm と評価し、最小投与量の 0.5 ppm より相当程度低い

ことから、家きんの組織及び卵の最大残留濃度及び平均残留濃度を定量限界の 0.01 

mg/kg と評価している。 

 

注 1）最大飼料由来負荷（Maximum Dietary Burden：MDB）: 飼料として用いられる全ての飼

料品目に農薬が残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動

物が暴露されうる最大濃度。飼料中濃度として表示される。 

注 2）平均的飼料由来負荷（STMR dietary burden 又は mean dietary burden）：飼料として用
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いられる全ての飼料品目に農薬が平均的に残留していると仮定した場合に（作物残留試験

から得られた残留濃度の中央値を試算に用いる）、飼料の摂取によって畜産動物が暴露され

うる最大濃度。飼料中濃度として表示される。 

 

５．動物用医薬品の対象動物における残留試験 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・テフルベンズロン 

 

② 分析法の概要 

試料からアセトニトリルで抽出し、ジクロロメタンに転溶する。シリカゲルカラ

ム及び C8カラムを用いて精製した後、HPLC-UV で定量する。 

 

定量限界：0.02 mg/kg 

 

（２）家畜残留試験 

① 大西洋さけ（水温6℃飼育、体重527～1403 g、10尾/時点）にテフルベンズロン（10 

mg/kg 体重）を13日間混餌投与した後、14日目にチューブを用いて強制経口投与し、

最終投与1、8、16、24及び35日後に採取した筋肉及び皮膚におけるテフルベンズロン

濃度をHPLC-UVで測定した。結果は表3を参照。 
 

表 3. 大西洋さけにテフルベンズロンを 14日間投与後の組織中のテフルベンズロンの 

濃度（mg/kg） 

 
最終投与後日数 

1 8 16 24 35 

筋肉 
0.405±0.176 

(10) 

0.063±0.027 

(10) 

0.045±0.007 

(10) 

0.041±0.019 

(10) 

0.023±0.004 

(10) 

皮膚 
0.443±0.211 

(10) 

0.106±0.032 

(10) 

0.054±0.033 

(10) 

0.062±0.017 

(10) 

0.044±0.009 

(10) 

筋肉及び 

皮膚 

0.407±0.155 

(10) 

0.067±0.026 

(10) 

0.046±0.008 

(10) 

0.042±0.017 

(10) 

0.025±0.004 

(10) 

数値は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

 

② 大西洋さけ（水温10±1℃飼育、体重508～1297 g、10尾/時点）にテフルベンズロ

ン(10 mg/kg 体重)を6日間混餌投与した後、７日目にチューブを用いて強制経口投与

し、最終投与1、4、8、12、18、24及び35日後に採取した筋肉及び皮膚におけるテフ

ルベンズロン濃度をHPLC-UVで測定した。結果は表4を参照。 
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表 4. 大西洋さけにテフルベンズロンを 7日間投与後の組織中のテフルベンズロンの 

濃度（mg/kg） 

 
最終投与後日数 

1 4 8 12 18 24 35 

筋肉 
894±501 

(10) 

329±206 

(10) 

103±52 

(10) 

52±23 

(10) 

26±9 

(10) 

28±16 

(10) 

37±17 

(10) 

皮膚 
1310±436 

(10) 

353±316 

(10) 

221±229 

(10) 

86±42 

(10) 

50±12 

(10) 

39±20 

(10) 

43±13 

(10) 

筋肉 

及び 

皮膚 

932±475 

(10) 

331±213 

(10) 

116±64 

(10) 

56±22 

(10) 

29±8 

(10) 

29±16 

(10) 

38±16 

(10) 

数値は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

定量限界未満の分析値については定量限界の値を使って平均値及び標準偏差を計算した。 

 

JECFA は、上記の残留試験結果から、筋肉及び皮膚について、統計学的解析によ

り、休薬期間 96 度日から最大許容濃度の 95%上限を算出し、基準値を 0.4 mg/kg と

評価している。 
 

６．ADI及びARfDの評価  

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき､食品安全委

員会あて意見を求めたテフルベンズロンに係る食品健康影響評価において、以下のとおり

評価されている。 

 

（１）ADI 

無毒性量：2.1 mg/kg 体重/day 

（動物種）    雄マウス 

（投与方法）   混餌 

（試験の種類）    発がん性試験 

（期間）     78週間 

安全係数：100 

ADI：0.021 mg/kg 体重/day 

 

マウスを用いた発がん性試験において、雄で肝細胞腺腫の発生頻度増加が認められた

が、メカニズム試験の結果から、腫瘍の発生機序は遺伝毒性によるものとは考え難く、

評価に当たり閾値を設定することは可能であると考えられた。 

 

（２）ARfD   設定の必要なし 

 

テフルベンズロンの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響は認められ

なかったため、急性参照用量（ARfD）は設定する必要がないと判断した。 
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７．諸外国における状況 

JMPR における毒性評価が行われ、1994 年に ADI が設定され、2016 年に ARfD は設定不

要と評価されている。国際基準はりんご、ぶどう等に設定されている。JECFA において

もリスク評価が行われ、2015 年に ADI が設定され、ARfD は設定不要と評価されている。

国際基準はさけの筋肉及び皮膚に設定されている。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国において

りんご、マンゴー等に、EU においてばれいしょ、トマト等に、カナダにおいてブロッ

コリー、パイナップル等に基準値が設定されている。 

 

８．基準値案  

（１）残留の規制対象  

テフルベンズロンとする。 

 

一部の作物残留試験において、代謝物Gの分析が行われているが、代謝物Gはえだまめ

で0.005 mg/kg検出されたほかは全て定量限界（0.005 mg/kg）未満であったことから、

規制対象としては代謝物Gを含めないこととした。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物中の暴露評価対象物

質をテフルベンズロン（親化合物のみ）としている。 

 

（２）基準値案 

別紙2のとおりである。 

 

（３）暴露評価 

1 日当たり摂取する農薬等の量の ADI に対する比は、以下のとおりである。詳細な

暴露評価は別紙 3参照。 

 

 TMDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 38.1 

幼小児（1～6歳） 55.1 

妊婦 29.8 

高齢者（65歳以上） 48.7 

注)各食品の平均摂取量は、平成17年～19年度の食品摂取頻度・ 

摂取量調査の特別集計業務報告書による。 

TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量 
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（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

2000倍散布 圃場A：0.01/<0.005

300 L/10 a 圃場B：<0.01/<0.005

7

6 ,13

2 7 ,14,21 圃場B：<0.01/-注3)

かんしょ 1000倍散布 7,14,21 圃場A：<0.01/-

（塊根） 200 L/10 a 8,14,21 圃場B：<0.01/-(2回,8日）

てんさい 1000倍散布 圃場A：0.08/-

（塊根） 200 L/10 a 圃場B：0.02/-(2回,21日）

てんさい 1000倍散布 圃場A：5.46/-

（葉部） 200 L/10 a 圃場B：2.58/-

2000倍散布 圃場A：<0.01/-

200 L/10 a 圃場B：<0.01/-

4000倍散布 圃場A：<0.01/-(2回,21日)(#)

200 L/10 a 圃場B：<0.01/-(2回,21日)(#)

8倍散布 圃場A：<0.01/-

0.8 L/10 a 圃場B：<0.01/-

2000倍散布 圃場A：0.31/-

200 L/10 a 圃場B：0.36/-

4000倍散布 圃場A：0.13/-(2回,21日)(#)

200 L/10 a 圃場B：0.24/-(2回,21日)(#)

8倍散布 圃場A：<0.01/-

0.8 L/10 a 圃場B：0.42/-

1000倍散布 圃場A：*0.05/<0.005(*2回,21日)(#)

200 L/10 a 圃場B：*0.07/*<0.005(*2回,7日)(#)

2000倍散布 圃場A：0.03/-(2回,14日)

200 L/10 a 圃場B：0.09/-

1000倍散布 7,14,21 圃場A：0.15/-(3回,14日)(#)

200 L/10 a 7,14,22 圃場B：0.34/-(3回,14日)(#)

1000倍散布 7,14,21 圃場A：0.06/-(2回,7日)(#)

200 L/10 a 7,14,20 圃場B：0.036/-(2回,14日)(#)

2000倍散布 圃場A：0.06/-(2回,14日)

200 L/10 a 圃場B：0.10/-

16倍散布 圃場A：0.04/-

1.6 L/10 a 圃場B：0.012/-

チンゲンサイ 2000倍散布 圃場A：0.15/-(1回,14日)

（可食部） 200 L/10 a 圃場B：0.02/-

ブロッコリー 2000倍散布 圃場A：0.13/-

（花蕾） 200 L/10 a 圃場B：0.08/-

たかな 2000倍散布 圃場A：0.30/-

（葉部） 250 L/10 a 圃場B：0.42/-

2000倍散布

200 L/10 a

2000倍散布 7,14,21 圃場A：0.19/-

200,150 L/10 a 7,13,21 圃場B：0.16/-

茎ブロッコリー 2000倍散布 圃場A：0.41/-

（花蕾及び茎葉） 300 L/10 a 圃場B：0.49/-

ごぼう 1000倍散布 圃場A：<0.02/-

（根部） 200 L/10 a 圃場B：<0.02/-

レタス 2000倍散布 圃場A：0.31/-

（茎葉） 175～250,300 L/10 a 圃場B：0.40/-

リーフレタス 2000倍散布 3,7,18 圃場A：<0.05/-(2回,18日)(#)

（茎葉） 300 L/10 a 3,7,14 圃場B：0.34/-(2回,14日)(#)

2000倍散布 圃場A：0.62/-(2回,14日)(#)

300,252.5 L/10 a 圃場B：0.98/-(2回,14日)(#)

2000倍散布 圃場A：<0.05/-(2回,28日)

300 L/10 a 圃場B：<0.05/-(2回,28日)

圃場A：0.42/-

圃場B：0.90/-

14,21,28 圃場C：1.90/-

2000倍散布 圃場A：3.22/-

200 L/10 a 圃場B：5.68/-

ねぎ（葉ねぎ） 2000倍散布 圃場A：0.30/-

（葉茎） 200 L/10 a 圃場B：0.40/-

ねぎ（根深ねぎ） 2000倍散布 圃場A：0.20/-

（葉茎） 200 L/10 a 圃場B：0.26/-

だいこん
（根部）

だいこん
（葉部）

はくさい
（茎葉）

キャベツ
（葉球）

なばな
（茎葉）

サラダ菜
（茎葉）

葉ごぼう
（茎葉及び根）

きく（葉）

14,21

2 5.0%乳剤
2,3

テフルベンズロンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件 残留濃度（mg/kg）注1）

【テフルベンズロン/代謝物G】

8倍散布
0.8 L/10 a

圃場A：<0.01/-(3回,13日)(#)注2）

だいず
（乾燥子実）

5.0%乳剤 2

2 5.0%乳剤 2

2 5.0%乳剤 2

2 5.0%乳剤 2 14 ,21

2 5.0%乳剤 2 14 ,21

14,21,31

2 5.0%乳剤 2 14 ,21,30

2 5.0%乳剤 2 14 ,21,30

2 5.0%乳剤 14,21,312

2

7,14,21

2 5.0%乳剤 2 7,14

2 5.0%乳剤 2 21

2 5.0%乳剤 2 21

2 5.0%乳剤 3

2 5.0%乳剤 2

2 5.0%乳剤 2

2 5.0%乳剤 1,2 3,7 ,14

2 5.0%乳剤 2 7,14

2 5.0%乳剤 2 7

圃場A：0.43/-(2回,7日)(#)

2 5.0%乳剤 1

2 5.0%乳剤 2 7,14,21

2 5.0%乳剤 2 7 ,14,21

2 5.0%乳剤 2 3,7,14

2 5.0%乳剤 4 7,14,21

1 5.0%乳剤 2 7,14,21

2 5.0%乳剤 2 3,7,14

2 5.0%乳剤 2 7,14,21 ,28

2 5.0%乳剤 2 3,7,14

2 5.0%乳剤 2

5.0%乳剤
2000倍散布

200,300 L/10 a
2

1,7 ,14

2 5.0%乳剤 2 7,14,21

3

2 5.0%乳剤 2 7,14,21

2 5.0%乳剤 2 7,14,21
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（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

テフルベンズロンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件 残留濃度（mg/kg）注1）

【テフルベンズロン/代謝物G】

アスパラガス 2000倍散布 圃場A：0.08/-

（若茎） 250,300 L/10 a 圃場B：0.10/-

トマト 2000倍散布 圃場A：0.05/-(2回,7日）

（果実） 200 L/10 a 圃場B：0.03/-(2回,7日）

ミニトマト 2000倍散布 圃場A：0.08/-

（果実） 300 L/10 a 圃場B：0.18/-

なす 2000倍散布 圃場A：0.07/-

（果実） 200 L/10 a 圃場B：0.13/-

とうがん 2000倍散布 圃場A：0.04/-

（果実） 200L/10a 圃場B：0.02/-

ほうれんそう 2000倍散布 7,14,22 圃場A：1.58/-(2回,14日）

（茎葉) 200 L/10 a 7,14,21 圃場B：0.94/-

しょうが 2000倍散布 7,13,21 圃場A：<0.01/-

（根茎) 200,300 L/10 a 7,14,21 圃場B：<0.01/-

さやえんどう 2000倍散布 圃場A：0.93/-

（さや） 200 L/10 a 圃場B：1.45/-

えだまめ 2000倍散布 圃場A：0.22/<0.005

（さや） 300 L/10 a 圃場B：*0.32/0.005(*2回,21日）

みかん 1000倍散布 21,31,45 圃場A：0.01/-

（果肉） 500 L/10a 21,30,45 圃場B：<0.01/-

みかん 1000倍散布 21,31,45 圃場A：1.79/-(3回,31日）

（果皮） 500 L/10 a 21,30,45 圃場B：1.16/-

夏みかん 1000倍散布 21,30,45 圃場A：<0.01/-

（果肉） 500,300 L/10 a 21,30,44 圃場B：<0.01/-

夏みかん 1000倍散布 21,30,45 圃場A：1.72/-

（果皮） 500,300 L/10 a 21,30,44 圃場B：1.10/-(3回,44日）

夏みかん 1000倍散布 21,30,45 圃場A：0.45/-

（果実全体） 500,300 L/10 a 21,30,44 圃場B：0.32/-(3回,44日）

1000倍散布 圃場A：*0.19/**<0.005(*3回,45日、**3回,21日)(#)

600 L/10 a 圃場B：*0.14/**<0.005(*3回,28日、**3回,21日)(#)

2000倍散布 圃場A：0.22/-(3回,44日)(#)

500 L/10 a 圃場B：0.20/-(3回,21日)(#)

4000倍散布 圃場A：0.13/-(3回,21日)(#)

700,500 L/10 a 圃場B：0.13/-(3回,44日)(#)

2000倍散布 圃場A：0.16/-

500,350 L/10 a 圃場B：0.13/-(2回,3日)

1000倍散布 21,30,44 圃場A：*0.12/**<0.005(*3回,30日、**3回,21日)(#)

400 L/10 a 21,30,45 圃場B：*0.07/**<0.005(*3回,30日、**3回,21日)(#)

1000倍散布 圃場A：0.16/-

300,200 L/10 a 圃場B：0.12/-(2回,3日)

1000倍散布 圃場A：0.01/-(3回,14日)(#)

400,500 L/10 a 圃場B：<0.01/-(3回,14日)(#)

1000倍散布 圃場A：<0.03/-

400 L/10 a 圃場B：<0.03/-

1000倍散布 圃場A：3.41/-(3回,21日)(#)

400,500 L/10 a 圃場B：2.86/-(3回,21日)(#)

1000倍散布 圃場A：2.55/-

400 L/10 a 圃場B：3.14/-

ネクタリン 2000倍散布 圃場A：0.11/-

（果実） 300 L/10 a 圃場B：0.20/-(2回,3日)

いちご 2000倍散布 圃場A：0.11/-

（果実） 200 L/10 a 圃場B：0.33/-

かき 1000倍散布 圃場A：0.16/-

（果実） 500 L/10 a 圃場B：0.19/-(3回,44日)

茶 1000倍散布 圃場A：12.5/-(1回,7日)(#)

（荒茶） 200 L/10 a 圃場B：12.7/-(1回,7日)(#)

茶 1000倍散布 圃場A：0.33/-(1回,7日)(#)

（浸出液） 200 L/10 a 圃場B：0.37/-(1回,7日)(#)

注4）今回、新たに提出された作物残留試験成績に網を付けて示している。

もも
（果皮）

なし
（果実）

もも
（果肉）

りんご
(果実)

2 5.0%乳剤 2 1,3,7

2 5.0%乳剤 2 1,3,7

2 5.0%乳剤 3 3,7,14

2 5.0%乳剤 2

2 5.0%乳剤 2 1,7,14

2 5.0%乳剤 2 1,3,7

1,3,7

2 5.0%乳剤 2 14,21,30

2 5.0%乳剤 3

2 5.0%乳剤 2

2 5.0%乳剤 2

2 5.0%乳剤 3

2 5.0%乳剤 3

2 5.0%乳剤 3

2 5.0%乳剤 3

21,30,44

2 5.0%乳剤 2 1,3,7,14

2 5.0%乳剤 3 21,28,45

2 5.0%乳剤 3 21,30,44

2 5.0%乳剤 3

2 5.0%乳剤 2

2 5.0%乳剤 3

1,3,7

2 5.0%乳剤 3 14,21,30

2 5.0%乳剤 3 14,21,30

1,3,7

2 5.0%乳剤 2 1,3,7

2 5.0%乳剤 2 1,3,7

2 5.0%乳剤 2 1,3,7

2 5.0%乳剤 2

注2）(＃)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示し
た。
注3）-：分析せず。

2 5.0%乳剤 1 7,14,21

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条
件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合
にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

2 5.0%乳剤 3 21 ,30,44

2 5.0%乳剤 1 7,14,21
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(別紙1－2)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

注3） (＃)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験条
件を斜体で示した。

圃場A：<0.1/-注2)(#)注3)

テフルベンズロンの海外作物残留試験一覧表（ブラジル）

農作物
試験

圃場数

試験条件 残留濃度 （mg/kg)注1)

【テフルベンズロン/代謝物G】

コーヒー（露地）
（豆）

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験
（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

注2）-：分析せず。

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

1
150 g/L

フロアブル
37.5 g ai/ha 散布 2 30 圃場A：<0.1/-

1
150 g/L

フロアブル
75 g ai/ha 散布 2 30
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(別紙1－3)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A:0.12

とうがらし
(施設）
（実）

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験
（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

テフルベンズロンの海外作物残留試験一覧表（韓国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度 （mg/kg)注）

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

1 2%水和剤
1000倍散布
250 L/10 a

3 1 ,3,5,7 圃場A:<0.05

1
4%

フロアブル
2000倍散布
250 L/10 a

3 1 ,3,5,7
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農薬名 テフルベンズロン
（別紙2）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 0.05

大麦 0.05

ライ麦 0.05

とうもろこし 0.01 0.1 0.01

そば 0.05

その他の穀類 0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.05 0.1 ○ 0.05 <0.01,0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.1
かんしょ 0.05 0.1 ○ <0.01,<0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.3 0.5 ○ 0.02,0.08($)

さとうきび 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.05 0.1 ○ <0.01,<0.01

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 1 1 ○ 0.31,0.36

はくさい 0.3 0.5 ○ 0.03,0.09

キャベツ 0.3 0.5 ○ 0.06,0.10

芽キャベツ 0.5

チンゲンサイ 0.5 1 ○ 0.02,0.15($)

カリフラワー 0.01 0.05 0.01

ブロッコリー 0.5 1 ○ 0.08,0.13

その他のあぶらな科野菜 1 1 ○ 0.41,0.49（茎ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.1 0.1 ○ <0.02,<0.02

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 1 1 ○ 0.31,0.40（レタス）

その他のきく科野菜 10 5 ○・申 3.22,5.68（きくの葉）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ねぎ（リーキを含む） 1 1 ○ 0.30,0.40（葉ねぎ）

アスパラガス 0.3 1 ○ 0.08,0.1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 2 0.5 ○ 1.5

ピーマン 0.5
なす 0.5 0.5 ○ 0.07,0.13($)

その他のなす科野菜 0.2 0.2 0.2 韓国 【<0.05,0.12(とうがらし）（韓国）】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 2 0.2 1.5
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.2

メロン類果実 0.3 0.2 0.3

その他のうり科野菜 0.2 0.2 ○ 0.02,0.04（とうがん）zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 5 5 ○ 0.94,1.58($)

しょうが 0.05 0.05 ○ <0.01,<0.01

未成熟えんどう 3 3 ○ 0.93,1.45

えだまめ 1 1 ○ 0.2 0.22,0.32($)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
マッシュルーム 0.2zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

みかん 0.05 0.1 ○ 0.05 <0.01,0.01

なつみかんの果実全体 1 1 ○ 0.5 0.32,0.45

レモン 0.5 1 0.5

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.5 1 0.5

グレープフルーツ 0.5 1 0.5

ライム 0.5 1 0.5

その他のかんきつ類果実 0.5 1 0.5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 0.5 1 ○ 0.5 0.13,0.16

日本なし 0.5 1 ○ 0.12,0.16（日本なし）

西洋なし 0.5 1 ○ (日本なし参照）

マルメロ 1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

参考基準値

外国
基準値
ppm
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農薬名 テフルベンズロン
（別紙2）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値
ppm

もも 0.2 0.3 ○ <0.03,<0.03

ネクタリン 0.5 1 ○ 0.11,0.20

あんず（アプリコットを含む。） 0.3

すもも（プルーンを含む。） 0.3

うめ 0.3

おうとう（チェリーを含む。） 0.3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 1 1 ○ 0.11,0.33($)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 0.7 1 0.7

かき 0.5 0.5 ○ 0.16,0.19
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
パパイヤ 0.4 0.4zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ひまわりの種子 0.3 0.3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
茶 20 20 ○ 12.5,12.7（荒茶）

コーヒー豆 0.5 0.5 0.3 0.5 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 【<0.1,<0.1(#)（ブラジル）】zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 5 5 ○ 1.16,1.79($)（みかん果皮）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の筋肉 0.01 0.01

豚の筋肉 0.01 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の脂肪 0.01 0.01

豚の脂肪 0.01 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の肝臓 0.01 0.01

豚の肝臓 0.01 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の腎臓 0.01 0.01

豚の腎臓 0.01 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の食用部分 0.01 0.01

豚の食用部分 0.01 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
乳 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の筋肉 0.01 0.01

その他の家きんの筋肉 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の脂肪 0.01 0.01

その他の家きんの脂肪 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の肝臓 0.01 0.01
その他の家きんの肝臓 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の腎臓 0.01 0.01

その他の家きんの腎臓 0.01 0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の食用部分 0.01 0.01
その他の家きんの食用部分 0.01 0.01

鶏の卵 0.01 0.01

その他の家きんの卵 0.01 0.01
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農薬名 テフルベンズロン
（別紙2）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値
ppm

魚介類（さけ目魚類に限る。） 0.4 0.4
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

「登録有無」の欄に「○」の記載があるものは、国内で農薬等としての使用が認められていることを示している。

「登録有無」の欄に「申」の記載があるものは、国内で農薬の登録申請等の基準値設定依頼がなされたものであることを示している。
(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で試験が行われていない。
($)これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。

申請（国内における登録、承認等の申請、ｲﾝﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請）以外の理由により本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案につ
いては、太枠線で囲んで示した。
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（別紙3）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI
とうもろこし 0.01 0.0 0.1 0.1 0.0

大豆 0.05 2.0 1.0 1.6 2.3
かんしょ 0.05 0.3 0.3 0.6 0.5
てんさい 0.3 9.8 8.3 12.3 10.0
さとうきび 0.01 1.0 0.8 1.2 1.0
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.05 1.7 0.6 1.0 2.3
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 1 1.7 0.6 3.1 2.8
はくさい 0.3 5.3 1.5 5.0 6.5
キャベツ 0.3 7.2 3.5 5.7 7.1
チンゲンサイ 0.5 0.9 0.4 0.9 1.0
カリフラワー 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
ブロッコリー 0.5 2.6 1.7 2.8 2.9
その他のあぶらな科野菜 1 3.4 0.6 0.8 4.8

ごぼう 0.1 0.4 0.2 0.4 0.5
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 1 9.6 4.4 11.4 9.2
その他のきく科野菜 10 15.0 1.0 6.0 26.0

ねぎ（リーキを含む。） 1 9.4 3.7 6.8 10.7
アスパラガス 0.3 0.5 0.2 0.3 0.8

トマト 2 64.2 38.0 64.0 73.2
なす 0.5 6.0 1.1 5.0 8.6
その他のなす科野菜 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2

きゅうり（ガーキンを含む。） 2 41.4 19.2 28.4 51.2
メロン類果実 0.3 1.1 0.8 1.3 1.3
その他のうり科野菜 0.2 0.5 0.2 0.1 0.7

ほうれんそう 5 64.0 29.5 71.0 87.0
しょうが 0.05 0.1 0.0 0.1 0.1
未成熟えんどう 3 4.8 1.5 0.6 7.2
えだまめ 1 1.7 1.0 0.6 2.7

みかん 0.05 0.9 0.8 0.0 1.3
なつみかんの果実全体 1 1.3 0.7 4.8 2.1
レモン 0.5 0.3 0.1 0.1 0.3
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.5 3.5 7.3 6.3 2.1
グレープフルーツ 0.5 2.1 1.2 4.5 1.8
ライム 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1
その他のかんきつ類果実 0.5 3.0 1.4 1.3 4.8

りんご 0.5 12.1 15.5 9.4 16.2
日本なし 0.5 3.2 1.7 4.6 3.9
西洋なし 0.5 0.3 0.1 0.1 0.3
もも 0.2 0.7 0.7 1.1 0.9
ネクタリン 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1

いちご 1 5.4 7.8 5.2 5.9

ぶどう 0.7 6.1 5.7 14.1 6.3
かき 0.5 5.0 0.9 2.0 9.1

パパイヤ 0.4 0.1 0.1 0.0 0.0

ひまわりの種子 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0

茶 20 132.0 20.0 74.0 188.0
コーヒー豆 0.5 1.7 0.1 0.1 1.2

その他のスパイス 5 0.5 0.5 0.5 1.0

牛の筋肉及び脂肪* 0.01 0.2 0.1 0.2 0.1
牛の肝臓 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
牛の腎臓 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
牛の食用部分 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0

テフルベンズロン推定摂取量 （単位：μg／人／day)
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（別紙3）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI

テフルベンズロン推定摂取量 （単位：μg／人／day)

豚の筋肉及び脂肪* 0.01 0.4 0.3 0.4 0.3
豚の肝臓 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
豚の腎臓 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
豚の食用部分 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0

その他の陸棲哺乳類の筋肉及び脂肪** 0.01
その他の陸棲哺乳類の肝臓** 0.01
その他の陸棲哺乳類の腎臓** 0.01
その他の陸棲哺乳類の食用部分** 0.01

乳 0.01 2.6 3.3 3.6 2.2

鶏の筋肉及び脂肪* 0.01 0.2 0.1 0.2 0.1
鶏の肝臓 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
鶏の腎臓 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
鶏の食用部分 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0

家きんの筋肉及び脂肪* 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
家きんの肝臓 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
家きんの腎臓 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
家きんの食用部分 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0

鶏の卵 0.01 0.4 0.3 0.5 0.4
その他の家きんの卵 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
魚介類（さけ目魚類に限る。） 0.4 4.2 2.1 1.6 4.9

計 440.9 191.0 365.9 573.5
ADI比（％） 38.1 55.1 29.8 48.7

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)
TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量

「陸棲哺乳類の肉類」については、TMDI計算では、牛・豚・その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋
肉、脂肪の摂取量にその範囲の基準値案で最も高い値を乗じた。

0.0 0.0 0.0 0.0

* 牛、豚、鶏及び家きんの筋肉及び脂肪については、筋肉及び脂肪のうち高い方の基準値を用い
た。

** その他の陸棲哺乳類については、各部位のうち、最も高い基準値を用いた。
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答申（案） 

テフルベンズロン

残留基準値

食品名

ppm
zzz #N/Aとうもろこし 0.01

#N/A#N/A大豆 0.05
#N/A#N/Aかんしょ 0.05
#N/A#N/Aてんさい 0.3

さとうきび 0.01
#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.05

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 1
はくさい 0.3
キャベツ 0.3
チンゲンサイ 0.5
カリフラワー 0.01
ブロッコリー 0.5

その他のあぶらな科野菜注1） 1
#N/A#N/Aごぼう 0.1

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 1

その他のきく科野菜注2） 10
#N/A#N/Aねぎ（リーキを含む。） 1

アスパラガス 0.3
#N/Aトマト 2

なす 0.5

その他のなす科野菜注3） 0.2
#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 2

メロン類果実 0.3

その他のうり科野菜注4） 0.2
#N/A#N/Aほうれんそう 5

しょうが 0.05
未成熟えんどう 3
えだまめ 1

#N/A#N/Aみかん 0.05
なつみかんの果実全体 1
レモン 0.5
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.5
グレープフルーツ 0.5
ライム 0.5

その他のかんきつ類果実注5） 0.5
#N/A#N/Aりんご 0.5

日本なし 0.5
西洋なし 0.5

#N/A#N/Aもも 0.2
ネクタリン 0.5

#N/A#N/Aいちご 1
#N/A#N/Aぶどう 0.7

かき 0.5
#N/A#N/Aパパイヤ 0.4
#N/A#N/A

注4）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のう
ち、きゅうり、かぼちゃ、しろうり、すいか、メロン類
果実及びまくわうり以外のものをいう。

注3）「その他のなす科野菜」とは，なす科野菜の
うち、トマト、ピーマン及びなす以外のものをいう。

注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科
野菜のうち、だいこん類の根、だいこん類の葉、
かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさび、クレソン、
はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつ
な、きょうな、チンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコ
リー及びハーブ以外のものをいう。

注2）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のう
ち、ごぼう、サルシフィー、アーティチョーク、チコ
リ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス及びハーブ以外
のものをいう。

注5）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ
類果実のうち、みかん、なつみかん、なつみかん
の外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレ
ンジ、グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外
のものをいう。
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残留基準値

食品名

ppm
ひまわりの種子 0.3

#N/A#N/A茶 20
コーヒー豆 0.5zzz

#N/A
zzz

#N/Aその他のスパイス注6） 5zzz
#N/A

zzz
#N/A牛の筋肉 0.01

豚の筋肉 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物注7）の筋肉 0.01
#N/A#N/A牛の脂肪 0.01

豚の脂肪 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.01zzz

#N/A
zzz

#N/A牛の肝臓 0.01
豚の肝臓 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.01

#N/A#N/A牛の腎臓 0.01
豚の腎臓 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.01

#N/A#N/A牛の食用部分注8） 0.01

豚の食用部分 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.01zzz

#N/A
zzz

#N/A乳 0.01zzz
#N/A

zzz
#N/A鶏の筋肉 0.01

その他の家きん注9）の筋肉 0.01
#N/A#N/A鶏の脂肪 0.01

その他の家きんの脂肪 0.01
#N/A#N/A鶏の肝臓 0.01

その他の家きんの肝臓 0.01
#N/A#N/A鶏の腎臓 0.01

その他の家きんの腎臓 0.01
#N/A#N/A鶏の食用部分 0.01

その他の家きんの食用部分 0.01
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.01
その他の家きんの卵 0.01
zzz #N/Azzz #N/A魚介類（さけ目魚類に限る。） 0.4

#N/A #N/A

注9）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以
外のものをいう。

注7）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、
陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外
のものをいう。

注6）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西
洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがらし、パ
プリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジの果皮、
ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをいう。

注8）「食用部分」とは、食用に供される部分のう
ち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をい
う。
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平成 30 年５月 29 日

薬事・食品衛生審議会

食品衛生分科会長 村田 勝敬 殿

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

農薬・動物用医薬品部会長 穐山 浩

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

農薬・動物用医薬品部会報告について

平成 30 年３月 22 日付け厚生労働省発生食 0322 第８号をもって諮問された、食品衛生

法（昭和 22 年法律第 233 号）第 11 条第１項の規定に基づくモネパンテルに係る食品中

の動物用医薬品の残留基準の設定について、当部会で審議を行った結果を別添のとおり

取りまとめたので、これを報告する。
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モネパンテル 

 

今般の残留基準の検討については、関連企業から「国外で使用される農薬等に係る残留基

準の設定及び改正に関する指針について」に基づく残留基準の設定要請がなされたことに伴

い、食品安全委員会による食品健康影響評価の結果を踏まえ、農薬・動物用医薬品部会にお

いて審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

 

１．概要 

（１）品目名：モネパンテル[ Monepantel ] 

 

（２）用 途：寄生虫駆除剤 

線虫の神経筋に対して浸透作用を有し、線虫に特異的なニコチン型アセチルコリン受

容体と結合することにより虫体を麻痺させることで、駆虫効果を示すと考えられている。 

動物用医薬品としては、EU及び豪州で羊の、ニュージーランドで牛及び羊の消化管線

虫駆虫薬として経口投与剤が承認されている。国内では承認されていない。 

ヒト用医薬品としては使用されていない。 

 

（３）化学名及びCAS番号 

N-[(1S)-1-Cyano-2-(5-cyano-2-trifluoromethyl-phenoxy)-1-methyl-ethyl]- 

4-trifluoromethylsulfanyl-benzamide（IUPAC） 

 

Benzamide, N-[(1S)-1-cyano-2-[5-cyano-2-(trifluoromethyl)phenoxy]- 

1-methylethyl]-4-[(trifluoromethyl)thio]-（CAS：No. 887148-69-8） 

 

（４）構造式及び物性 

 
 
 
 
 
 

              分 子 式   C20H13F6N3O2S 

分 子 量   473.39 
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（５）適用方法及び用量 

   本剤の使用対象動物及び使用方法等は以下のとおり。 

牛についてインポートトレランス申請がなされている。 
 

① 海外での使用方法 

医薬品 対象動物及び使用方法 使用国 休薬期間 

モネパンテル 

を有効成分とする 

経口投与剤 

 牛 1 
1 日量として体重 1 kg 当たり 2.5 mg 

の量をドレンチ投与 2する。 

ニュージー 

ランド 

5 日 

35 日（乳） 

羊 

1 日量として体重 1 kg 当たり 2.5 mg 

の量を直接舌背に滴下する。 

（ただし、泌乳羊を除く。） 

EU 7 日 

1 日量として体重 1 kg 当たり 2.5 mg 

の量をドレンチ投与する。 

（ただし、泌乳羊を除く。） 

豪州 14 日 

1 日量として体重 1 kg 当たり 2.5 mg 

の量をドレンチ投与する。 

ニュージー 

ランド 

7 日 

35 日（乳） 

1 豪州において、現在、承認審査中。 

2 動物に水薬を口から強制的に飲ませる方法。 

 

２．対象動物における分布、代謝 

（１）牛における分布、代謝 

① 牛（アバディーン・アンガス交雑種、4～8か月齢、雌雄3頭/時点）に14C標識モネ

パンテルを単回経口投与（3.75 mg/kg 体重、うち1頭は誤って4.70 mg/kg 体重）し、

最終投与3、7、14及び21日後に採取した筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓における総放射活

性濃度を液体シンチレーション計数法（LSC）で、モネパンテル、モネパンテルスル

ホン及びその他の代謝物の濃度を高速液体クロマトグラフ（放射能検出器又はHPLC/

フラクション分画法を使用）で測定した（表1、2）。（IT申請資料, 2017） 

 

表1. 牛に14C標識モネパンテルを単回経口投与後の組織中の総放射活性濃度（mg eq/kg） 

組織 
最終投与後日数 

3 7 14 21 

筋肉 0.201±0.026(3) 0.080±0.039(3) 0.028±0.010(3) 0.011±0.004(3) 

脂肪 7.373±1.164(3) 2.636±0.464(3) 1.019±0.107(3) 0.362±0.182(3) 

肝臓 2.677±0.256(3) 1.587±0.136(3) 0.843±0.042(3) 0.725±0.177(3) 

腎臓 1.315±0.328(3) 0.531±0.086(3) 0.246±0.025(3) 0.111±0.051(3) 

数値は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

なお、全ての検体において分析値が定量されている場合にのみ、平均値±標準偏差を算出した。 
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表2. 牛に14C標識モネパンテルを単回経口投与後の組織中のモネパンテル及び代謝物の濃度（mg/kg） 

組織  
最終投与後日数 

3 7 14 21 

筋肉 

モネパンテル <0.001(3) － － － 

モネパンテルスルホン 0.152(3) － － － 

未同定代謝物 0.021(3) － － － 

脂肪 

モネパンテル 0.627(3) 0.115(3) 0.089(3) <0.001(3) 

モネパンテルスルホン 5.834(3) 1.762(3) 0.730(3) 0.252(3) 

モネパンテルスルホン 

以外の同定代謝物* 
0.051(3) 0.033(3) 0.051(3) 0.030(3) 

肝臓 

モネパンテル 0.012(3) <0.001(3) <0.001(3) － 

モネパンテルスルホン 0.855(3) 0.074(3) 0.042(3) － 

未同定代謝物 0.456(3) 0.070(3) 0.020(3) － 

腎臓 

モネパンテル 0.068(3) 0.040(3) <0.001(3) － 

モネパンテルスルホン 0.888(3) 0.350(3) 0.214(3) － 

未同定代謝物 0.309(3) 0.064(3) <0.001(3) － 

数値は平均値を示し、括弧内は検体数を示す。 

－：分析せず 

定量限界：0.001 mg/kg 

* 5-(5-Cyano-2-trifluoromethyl-phenoxy)-4-methyl-2-(4-trifluoromethanesulfonyl-phenyl)- 

  4,5-dihydro-oxazole-4-carbonitrile 

 

（２）羊における分布、代謝 

① 羊（サフォーク系交雑種、年齢不明、雌雄4頭/時点）に14C標識モネパンテルを単

回経口投与（5 mg/kg 体重）し、最終投与2、7、14、21、28及び35日後に採取した筋

肉、脂肪、肝臓及び腎臓における総放射活性濃度をLSCで、モネパンテル及びモネパ

ンテルスルホンの濃度を高速液体クロマトグラフ（放射能検出器又はHPLC/フラクシ

ョン分画法を使用）で測定した（表3、4）。（IT申請資料, 2009） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 474 



 
 

表3. 羊に14C標識モネパンテルを単回経口投与後の組織中の総放射活性濃度（mg eq/kg） 

組織 
最終投与後日数 

2 7 14 21 28 35 

筋肉 1.483(4) 0.446(4) 0.217(4) 0.109(4) 0.088(4) 0.033(4) 

脂肪 19.346(4) 7.321(4) 2.921(4) 1.320(4) 1.285(4) 0.550(4) 

肝臓 6.675(4) 2.653(4) 1.545(4) 0.772(4) 0.706(4) 0.332(4) 

腎臓 2.445(4) 0.806(4) 0.377(4) 0.163(4) 0.181(4) 0.064(4) 

数値は平均値を示し、括弧内は検体数を示す。 

定量限界：不明 

 

表4. 羊に14C標識モネパンテルを単回経口投与後の組織中のモネパンテル及び 

モネパンテルスルホンの濃度（mg/kg） 

組織 分析対象 
最終投与後日数 

2 7 14 

筋肉 
モネパンテル 0.283(4) <0.05(4) <0.05(4) 

モネパンテルスルホン 1.388(4) 0.468(4) 0.169(4) 

脂肪 
モネパンテル 5.101(4) 0.918(4) 0.091(4) 

モネパンテルスルホン 13.414(4) 5.726(4) 2.175(4) 

肝臓 
モネパンテル 0.359(4) <0.05(4) <0.05(4) 

モネパンテルスルホン 5.204(4) 1.943(4) 0.865(4) 

腎臓 
モネパンテル 0.144(4) <0.05(4) <0.05(4) 

モネパンテルスルホン 1.481(4) 0.602(4) 0.230(4) 

 

組織 分析対象 
最終投与後日数 

21 28 35 

筋肉 
モネパンテル <0.05(4) <0.05(4) <0.05(4) 

モネパンテルスルホン 0.070(4) 0.086(4) <0.05(4) 

脂肪 
モネパンテル <0.05(4) <0.05(4) <0.05(4) 

モネパンテルスルホン 0.761(4) 1.100(4) 0.362(4) 

肝臓 
モネパンテル <0.05(4) <0.05(4) <0.05(4) 

モネパンテルスルホン 0.344(4) 0.420(4) 0.140(4) 

腎臓 
モネパンテル <0.05(4) <0.05(4) <0.05(4) 

モネパンテルスルホン 0.091(4) 0.144(4) 0.061(4) 

数値は平均値を示し、括弧内は検体数を示す。 

定量限界：0.05 mg/kg 
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３．対象動物における残留試験 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・N-[(S)-1-メチル-1-シアノ- 2-[2-(トリフルオロメチル)-5- 

シアノフェノキシ]エチル]-4-(トリフルオロメチルスルホニル)ベンズアミド 

（以下、モネパンテルスルホンという） 

 

 

 

 

 

 

 

② 分析法の概要 

試料にアセトニトリルを加え、筋肉、肝臓及び腎臓はホモジナイズ、脂肪は振とう

及び超音波処理して抽出する。筋肉、脂肪及び腎臓についてはスチレンジビニルベン

ゼン-N-ビニルピロリドン共重合体カラム、肝臓についてはC18カラムを用いて精製し

た後、カラムスイッチングシステム及び紫外分光光度型検出器付き高速液体クロマト

グラフ（カラムスイッチングHPLC-UV）で定量する。 

または、試料にアセトニトリルを加え、筋肉、肝臓及び腎臓はホモジナイズ、脂肪

は振とう及び超音波処理して抽出し、カラムスイッチングHPLC-UV又は液体クロマト

グラフ・タンデム型質量分析計（LC-MS/MS）で定量する。 

 

定量限界：0.005～0.05 mg/kg 

 

（２）残留試験結果 

① 羊（サフォーク種、3～4か月齢、雌及び去勢雄各4頭/時点）にモネパンテルを有効

成分とする経口投与剤を単回経口投与（3.75 mg/kg 体重）し、最終投与7、18、29

及び40日後に採取した筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓におけるモネパンテルスルホン濃度

をカラムスイッチングHPLC-UVで測定した（表5）。（IT申請資料, 2009） 
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表5. 羊にモネパンテルを単回経口投与後の組織中のモネパンテルスルホン濃度（mg/kg） 

組織 
最終投与後日数 

7 18 29 40 

筋肉 0.22±0.11(8) 
0.06(2), 0.04, 0.03, 

0.02, <0.01(3) 

0.02(2), 0.01, 

<0.01(5) 
0.01, <0.01(7) 

脂肪* 2.42±1.15(8) 0.54±0.28(6) 0.11±0.04(6) 0.11±0.08(5) 

肝臓 1.76±0.52(8) 0.21±0.14(8) 

0.17, 0.15, 0.09(2), 

0.07, 0.06, 0.01, 

<0.01 

0.13, 0.08, 0.07, 

0.05, 0.02(2), 

<0.01(2) 

腎臓 0.59±0.20(8) 0.07±0.05(8) 
0.03(2), 0.02(2), 

0.01(2), <0.01(2) 

0.03, 0.02, 

0.01(2), <0.01(4) 

数値は分析値又は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

なお、全ての検体において分析値が定量されている場合にのみ、平均値±標準偏差を算出した。 

* 最終投与18及び29日後については6頭で、最終投与40日後については5頭で分析を行った 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

② 羊（交雑種、3～4か月齢、雌及び去勢雄各4頭/時点）にモネパンテルを有効成分と

する経口投与剤を単回経口投与（3.75 mg/kg 体重）し、最終投与7、19、29、40、70

及び77日後に採取した筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓におけるモネパンテルスルホン濃度

をカラムスイッチングHPLC-UVで測定した（表6）。（IT申請資料, 2009） 

 

表6. 羊にモネパンテルを単回経口投与後の組織中のモネパンテルスルホン濃度（mg/kg） 

組織 
最終投与後日数 

7 19 29 

筋肉 0.15±0.08(8) 0.04(4), 0.02(3), <0.01 <0.01(8) 

脂肪 3.67±1.32(8) 0.75±0.36(8) 0.11±0.09(8) 

肝臓 2.06±0.73(8) 0.35±0.17(8) 0.05±0.04(8) 

腎臓 0.46±0.17(8) 0.10±0.05(8) 0.02(2), 0.01, <0.01(5) 

 

組織 
最終投与後日数 

40  70* 77 

筋肉 <0.01(8) － － 

脂肪 
0.05, 0.03, 0.02(2), 

0.01(4) 
<0.01(7) <0.01(8) 

肝臓 
0.03, 0.02(4), 0.01(2), 

<0.01 
0.01, <0.01(6) 0.02, 0.01(5), <0.01(2) 

腎臓 <0.01(8) <0.01(7) － 
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数値は分析値又は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

なお、全ての検体において分析値が定量されている場合にのみ、平均値±標準偏差を算出した。 

* 最終投与70日後については、7頭で分析を行った。 

－：分析せず 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

③ 羊（メリノ種、2～3歳齢、雌及び去勢雄各4頭/時点）にモネパンテルを有効成分と

する経口投与剤を単回経口投与（3.75 mg/kg 体重）し、最終投与7、18、29、35、70、

120及び127日後に採取した筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓におけるモネパンテルスルホン

濃度をカラムスイッチングHPLC-UVで測定した（表7）。（IT申請資料, 2009） 

 

表7. 羊にモネパンテルを単回経口投与後の組織中のモネパンテルスルホン濃度（mg/kg） 

組織 
最終投与後日数 

7 18 29 

筋肉 0.20±0.11(8) 0.04±0.04(8) 
0.03(2), 0.02(3), 0.01, 

<0.01(2) 

脂肪 3.01±1.03(8) 0.64±0.50(8) 0.26±0.20(8) 

肝臓 1.38±0.26(8) 0.32±0.26(8) 0.14±0.08(8) 

腎臓 0.37±0.09(8) 0.08±0.06(8) 
0.05, 0.04(2), 0.03(2), 

0.02, <0.01(2) 

 

数値は分析値又は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

なお、全ての検体において分析値が定量されている場合にのみ、平均値±標準偏差を算出した。 

* 最終投与120及び127日後については、4頭で分析を行った。 

－：分析せず 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

 

 

組織 
最終投与後日数 

35 70 120* 127* 

筋肉 0.02, 0.01, <0.01(6) <0.01(8) <0.01(4) － 

脂肪 0.09±0.05(8) 
0.05, 0.04, 0.02(3), 

0.01, <0.01(2) 
<0.01(4) <0.01(4) 

肝臓 
0.13, 0.11, 0.06, 

0.03(2), 0.02, 0.01, <0.01 

0.03, 0.02, 0.01(3), 

<0.01(3) 
<0.01(4) <0.01(4) 

腎臓 0.03, 0.02, <0.01(6) <0.01(8) <0.01(4) － 
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④ 羊（サフォーク種、5か月齢、雌及び去勢雄各3頭/時点）にモネパンテルを有効成

分とする経口投与剤を21日間隔で2～4回経口投与（3.75 mg/kg 体重/日）し、最終投

与21日後（4回投与群のみ最終投与14及び21日後）に採取した筋肉、脂肪、肝臓及び

腎臓におけるモネパンテルスルホン濃度をカラムスイッチングHPLC-UVで測定した

（表8）。（IT申請資料, 2009） 

 

表8. 羊にモネパンテルを反復経口投与後の組織中のモネパンテルスルホン濃度（mg/kg） 

組織 
最終投与後日数 

2 回投与後 21日 3 回投与後 21日 4 回投与後 14日 4 回投与後 21日 

筋肉 <0.05(6) <0.05(6) <0.05(6) <0.05(6) 

脂肪 
0.35, 0.15, 0.14, 

0.09, 0.06, <0.05 
0.12, <0.05(5) 0.40±0.15(6) 0.33±0.20(6) 

肝臓 
0.27, 0.10(2), 

0.08, 0.07, <0.05 
0.08, <0.05(5) 0.30±0.14(6) 0.23±0.15(6) 

腎臓 0.09, <0.05(5) <0.05(6) 
0.14, 0.11, 0.08, 

0.07, 0.06, <0.05 

0.16, 0.07, 0.06(2), 

<0.05(2) 

数値は分析値又は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

なお、全ての検体において分析値が定量されている場合にのみ、平均値±標準偏差を算出した。 

定量限界：0.05 mg/kg 

 

インポートトレランス申請にあたり実施された試験 

⑤ 牛（アンガス（交雑）種、8～9か月齢、雌雄5頭/時点）にモネパンテルを有効成分

とする経口投与剤を21日間隔で3回経口投与（3.75 mg/kg 体重/日）し、最終投与4、

7、10及び13日後に採取した筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓におけるモネパンテルスルホ

ン濃度をLC-MS/MSで測定した（表9）。（IT申請資料, 2017） 

 

表9. 牛にモネパンテルを反復経口投与後の組織中のモネパンテルスルホン濃度（mg/kg） 

組織 
最終投与後日数 

4 7 10 13 

筋肉 0.14±0.06(5) 0.07±0.03(5) 0.04±0.02(5) 0.01±0.01(5) 

脂肪 3.41±0.55(5) 2.38±0.40(5) 1.21±0.15(5) 1.18±0.47(5) 

肝臓 1.05±0.09(5) 0.58±0.16(5)  0.25±0.03(5) 0.11±0.03(5) 

腎臓 0.44±0.05(5) 0.28±0.06(5) 0.12±0.03(5) 0.05±0.02(5) 

数値は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

なお、全ての検体において分析値が定量されている場合にのみ、平均値±標準偏差を算出した。 

定量限界：0.005 mg/kg 

 

 479 



 
 

⑥ 牛（アンガス（交雑）種、9か月齢、雌雄5頭/時点）にモネパンテルを有効成分と

する経口投与剤を21日間隔で3回経口投与（3.75 mg/kg 体重/日）し、最終投与21、

42、56及び85日後に採取した筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓におけるモネパンテルスルホ

ン濃度をLC-MS/MSで測定した（表10）。（IT申請資料, 2017） 

 

表10. 牛にモネパンテルを反復経口投与後の組織中のモネパンテルスルホン濃度（mg/kg） 

組織 
最終投与後日数 

21 42 56 85 

筋肉 0.01±0.00(5) <0.005(5) <0.005(5) － 

脂肪 0.56±0.27(5) 0.02±0.01(5) 
0.02, 0.01, 

<0.005(3) 
<0.005(5) 

肝臓 0.09±0.03(5) 
 0.01(3), 

<0.005(2) 
0.001, <0.005(4) <0.005(5) 

腎臓 0.04±0.01(5) <0.005(5) <0.005(5) － 

数値は分析値又は平均値±標準偏差を示し、括弧内は検体数を示す。 

なお、全ての検体において分析値が定量されている場合にのみ、平均値±標準偏差を算出した。 

－：分析せず 

定量限界：0.005 mg/kg 

 

４．ADI の評価 

食品安全基本法（平成 15 年法律第 48 号）第 24 条第 1 項第 1 号の規定に基づき、食品

安全委員会あて意見を求めたモネパンテルに係る食品健康影響評価において、以下のとお

り評価されている。 

 

無毒性量：3 mg/kg 体重/day 

（動物種） 雄イヌ 

（投与方法） 混餌投与 

（試験の種類） 慢性毒性試験 

（期間） 52 週間 

安全係数：100 

ADI：0.03 mg/kg 体重/day 

 

５．諸外国における状況 

JECFA における毒性評価が行われ、2011 年に ADI が設定されている。国際基準は羊に

設定されている。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、EU 及びニュー

ジーランドにおいて牛、羊及び山羊に、豪州において牛及び羊に基準値が設定されてい

る。 
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６．基準値案 

（１）残留の規制対象 

モネパンテルスルホンとする。 

 

薬物動態試験の結果から、モネパンテルスルホンが主要残留物であることが示唆され

ていることから、モネパンテルスルホンを残留の規制対象とする。 

 

なお、国際基準、EU、豪州及びニュージーランドにおいてもモネパンテルスルホンを

残留の規制対象としている。 

 

（２）基準値案 

別紙 1のとおりである。 

 

（３）暴露評価 

1 日当たり摂取する動物用医薬品等の量の ADI に対する比は、以下のとおりである。

詳細な暴露評価は別紙 2参照。 

なお、暴露評価には、モネパンテルとしての ADI（0.03 mg/kg 体重/day）に分子量

比 1.07 を乗じて、モネパンテルスルホンに換算した値（0.032 mg/kg 体重/day）を用

いた。 

 

 TMDI／ADI(%)注) 

国民全体（1歳以上） 7.7 

幼小児（1～6歳） 15.0 

妊婦 11.9 

高齢者（65 歳以上）   5.0 

注）各食品の平均摂取量は、平成 17 年～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別 

集計業務報告書による。 

TMDI 試算法：基準値案×各食品の平均摂取量 

 

暴露評価は、食品中に残留するモネパンテル由来の残留物の全てがモネパンテルスル

ホンと同程度の毒性を持つと仮定して試算を行った。食用組織中の総残留に占めるモネ

パンテルスルホンの割合（総残留比）は表 11 のとおりと仮定した。 

 

表 11. 食用組織中の総残留に占めるモネパンテルスルホンの割合（総残留比）（%） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 
その他の 

食用部分 

牛 67 88 20 62 － 

羊 100 66 66 66 － 

（JECFA 2011, 2017） 
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（別紙1）

食品名  基準1

値案
ppm

 基準値1

現行
ppm

承認
有無

  国際2

基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の筋肉 0.3 IT 0.3 EU 【0.14±0.06(n=5)(最終投与4

日後)(EU)】

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.7 0.7 0.5 0.7 EU 【0.22±0.11(n=8)(羊)(最終投
与7日後)(EU)】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の脂肪 7 IT 7 EU 【3.41±0.55(n=5)(最終投与4

日後)(EU)】

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 13 7 13
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の肝臓 2 IT 2 EU 【1.05±0.09(n=5)(最終投与4

日後)(EU)】

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 7 5 7
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の腎臓 1 IT 1 EU 【0.44±0.05(n=5)(最終投与4

日後)(EU)】

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 2 2 1.7 2 EU 【0.59±0.20(n=8)(羊)(最終投
与7日後)(EU)】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の食用部分 2 IT 【牛の肝臓の基準値参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 7 5 【その他の陸棲哺乳類に属す

る動物の肝臓の基準値参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

基準値案はモネパンテルスルホンの濃度として設定しており、基準値を設定している対象物質が国際基準と異なるが、その他の陸棲哺乳
類に属する動物の脂肪及び肝臓について、羊の残留試験結果からJECFAと同様の手法を用いて統計学的解析を行い、最終投与7日後に
おける最大許容濃度の上限を算出したところ、国際基準と同じ基準値を設定した場合においても、モネパンテルを使用方法に基づき適正
に使用した場合において、モネパンテルスルホンの残留濃度は当該基準値を超えることがないことを確認した。

1 国内及び海外の基準値は、モネパンテルスルホンの濃度として設定している。

動物用医薬品名  　 モネパンテル

参考基準値

申請（国内における登録、承認等の申請、ｲﾝﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請）以外の理由により本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案につい
ては、太枠線で囲んで示した。

2 国際基準は、モネパンテルスルホンの濃度をモネパンテルの濃度に換算した値で設定している。

「承認有無」の欄に「IT」の記載があるものは、ｲﾝﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請に基づく基準値設定依頼がなされたものであることを示している。

 外国1

基準値
ppm
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（別紙2）

食品名
基準値案
（ppm）

暴露評価に

用いた値
※

（ppm）

国民全体
(1歳以上)

TMDI

幼小児
（1～6歳）

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI

牛の筋肉 0.3 0.45
牛の脂肪 7 8.0
牛の肝臓 2 10 1.0 0.0 14.0 0.0
牛の腎臓 1 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0
牛の食用部分 2 10 5.0 0.0 34.0 4.0

その他の陸棲哺乳類に
属する動物の筋肉

0.7 0.7

その他の陸棲哺乳類に
属する動物の脂肪

13 19.7

その他の陸棲哺乳類に
属する動物の肝臓

7 10.6

その他の陸棲哺乳類に
属する動物の腎臓

2 3.0

その他の陸棲哺乳類に
属する動物の食用部分 7 10.6

135.6 79.1 222.1 90.6

7.7 15.0 11.9 5.0

モネパンテルの推定摂取量（単位：μｇ/人/day）

121.7
＊

77.2
＊

166.3
＊

78.8
＊

ADI 比（％）

7.9
＊

2.0
＊

7.9
＊

7.9
＊

計

TMDI：理論最大１日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake）
TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量
※ 

基準値案から総残留比を用いて推定した濃度（総残留濃度）
＊ 

各部位のうち最も高い基準値を用いた。
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（参考） 

これまでの経緯 

 

平成２１年 １月２３日 

 

平成２１年 ３月 ３日 

 

平成２２年 ９月 ９日 

 

平成２３年 ２月 ３日 

平成２３年 ２月１０日 

平成２３年 ７月１９日 

 

平成２９年 ９月 ７日 

平成２９年 ９月２８日 

 

平成３０年 ２月１３日 

 

平成３０年 ３月２２日 

平成３０年 ３月２３日 

インポートトレランス設定の要請（その他の陸棲哺乳類に属す

る動物） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会へ諮問 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留農薬基準告示 

 

インポートトレランス設定の要請（牛） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会へ諮問 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 
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答申（案） 

モネパンテル

残留基準値

食品名

ppm
zzz #N/A牛の筋肉 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物注1）の筋肉 0.7
#N/A#N/A牛の脂肪 7

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 13zzz
#N/A

zzz
#N/A牛の肝臓 2

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 7
#N/A#N/A牛の腎臓 1

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 2
#N/A#N/A牛の食用部分注2） 2

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 7
#N/A #N/A

今回基準値を設定するモネパンテルとは、モネパ
ンテルスルホンをいう。

注1）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、
陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外
のものをいう。

注2）「食用部分」とは、食用に供される部分のう
ち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をい
う。
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2,4-D 

米国における残留基準 

 555 



 556 



 557 



2,4-D 

カナダにおける残留基準 
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2,4-D 

EU における残留基準 
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Pesticide residues and maximum residue levels (mg/kg)

(*) Indicates lower limit of analytical determination

Pesticides - Web Version - EU MRLs (File created on 24/04/2018)

Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

2,4-D (sum of 2,4-D,
its salts, its esters
and its conjugates,
expressed as 2,4-D)

0100000 .   FRUITS, FRESH or FROZEN; TREE NUTS
0110000 .     Citrus fruits 1
0110010 .           Grapefruits 1
0110020 .           Oranges 1
0110030 .           Lemons 1
0110040 .           Limes 1
0110050 .           Mandarins 1
0110990 .           Others (2) 1
0120000 .     Tree nuts 0.2
0120010 .           Almonds 0.2 (ft)
0120020 .           Brazil nuts 0.2 (ft)
0120030 .           Cashew nuts 0.2 (ft)
0120040 .           Chestnuts 0.2
0120050 .           Coconuts 0.2 (ft)
0120060 .           Hazelnuts/cobnuts 0.2 (ft)
0120070 .           Macadamias 0.2 (ft)
0120080 .           Pecans 0.2 (ft)
0120090 .           Pine nut kernels 0.2 (ft)
0120100 .           Pistachios 0.2 (ft)
0120110 .           Walnuts 0.2 (ft)
0120990 .           Others (2) 0.2 (ft)
0130000 .     Pome fruits 0.05*
0130010 .           Apples 0.05*
0130020 .           Pears 0.05*
0130030 .           Quinces 0.05*
0130040 .           Medlars 0.05*
0130050 .           Loquats/Japanese medlars 0.05*
0130990 .           Others (2) 0.05*
0140000 .     Stone fruits 0.05*
0140010 .           Apricots 0.05*
0140020 .           Cherries (sweet) 0.05*
0140030 .           Peaches 0.05*
0140040 .           Plums 0.05*
0140990 .           Others (2) 0.05*
0150000 .     Berries and small fruits 0.1
0151000 .       (a) grapes 0.1
0151010 .           Table grapes 0.1
0151020 .           Wine grapes 0.1
0152000 .       (b) strawberries 0.1
0153000 .       (c) cane fruits 0.1
0153010 .           Blackberries 0.1
0153020 .           Dewberries 0.1
0153030 .           Raspberries (red and yellow) 0.1
0153990 .           Others (2) 0.1
0154000 .       (d) other small fruits and berries 0.1
0154010 .           Blueberries 0.1
0154020 .           Cranberries 0.1
0154030 .           Currants (black, red and white) 0.1
0154040 .           Gooseberries (green, red and yellow) 0.1
0154050 .           Rose hips 0.1
0154060 .           Mulberries (black and white) 0.1
0154070 .           Azaroles/Mediterranean medlars 0.1
0154080 .           Elderberries 0.1
0154990 .           Others (2) 0.1
0160000 .     Miscellaneous fruits with 0.05*
0161000 .       (a) edible peel 0.05*
0161010 .           Dates 0.05*
0161020 .           Figs 0.05*
0161030 .           Table olives 0.05*
0161040 .           Kumquats 0.05*
0161050 .           Carambolas 0.05*
0161060 .           Kaki/Japanese persimmons 0.05*
0161070 .           Jambuls/jambolans 0.05*
0161990 .           Others (2) 0.05*
0162000 .       (b) inedible peel, small 0.05*
0162010 .           Kiwi fruits (green, red, yellow) 0.05*
0162020 .           Litchis/lychees 0.05*
0162030 .           Passionfruits/maracujas 0.05*
0162040 .           Prickly pears/cactus fruits 0.05*
0162050 .           Star apples/cainitos 0.05*
0162060 .           American persimmons/Virginia kaki 0.05*
0162990 .           Others (2) 0.05*
0163000 .       (c) inedible peel, large 0.05*
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0163010 .           Avocados 0.05*
0163020 .           Bananas 0.05*
0163030 .           Mangoes 0.05*
0163040 .           Papayas 0.05*
0163050 .           Granate apples/pomegranates 0.05*
0163060 .           Cherimoyas 0.05*
0163070 .           Guavas 0.05*
0163080 .           Pineapples 0.05*
0163090 .           Breadfruits 0.05*
0163100 .           Durians 0.05*
0163110 .           Soursops/guanabanas 0.05*
0163990 .           Others (2) 0.05*
0200000 .   VEGETABLES, FRESH or FROZEN
0210000 .     Root and tuber vegetables
0211000 .       (a) potatoes 0.2
0212000 .       (b) tropical root and tuber vegetables 0.05*
0212010 .           Cassava roots/manioc 0.05*
0212020 .           Sweet potatoes 0.05*
0212030 .           Yams 0.05*
0212040 .           Arrowroots 0.05*
0212990 .           Others (2) 0.05*
0213000 .       (c) other root and tuber vegetables except sugar beets 0.05*
0213010 .           Beetroots 0.05*
0213020 .           Carrots 0.05*
0213030 .           Celeriacs/turnip rooted celeries 0.05*
0213040 .           Horseradishes 0.05*
0213050 .           Jerusalem artichokes 0.05*
0213060 .           Parsnips 0.05*
0213070 .           Parsley roots/Hamburg roots parsley 0.05*
0213080 .           Radishes 0.05*
0213090 .           Salsifies 0.05*
0213100 .           Swedes/rutabagas 0.05*
0213110 .           Turnips 0.05*
0213990 .           Others (2) 0.05*
0220000 .     Bulb vegetables 0.05*
0220010 .           Garlic 0.05*
0220020 .           Onions 0.05*
0220030 .           Shallots 0.05*
0220040 .           Spring onions/green onions and Welsh onions 0.05*
0220990 .           Others (2) 0.05*
0230000 .     Fruiting vegetables 0.05*
0231000 .       (a) Solanaceae and Malvaceae 0.05*
0231010 .           Tomatoes 0.05*
0231020 .           Sweet peppers/bell peppers 0.05*
0231030 .           Aubergines/eggplants 0.05*
0231040 .           Okra/lady's fingers 0.05*
0231990 .           Others (2) 0.05*
0232000 .       (b) cucurbits with edible peel 0.05*
0232010 .           Cucumbers 0.05*
0232020 .           Gherkins 0.05*
0232030 .           Courgettes 0.05*
0232990 .           Others (2) 0.05*
0233000 .       (c) cucurbits with inedible peel 0.05*
0233010 .           Melons 0.05*
0233020 .           Pumpkins 0.05*
0233030 .           Watermelons 0.05*
0233990 .           Others (2) 0.05*
0234000 .       (d) sweet corn 0.05*
0239000 .       (e) other fruiting vegetables 0.05*
0240000 .     Brassica vegetables (excluding brassica roots and brassica baby leaf crops) 0.05*
0241000 .       (a) flowering brassica 0.05*
0241010 .           Broccoli 0.05*
0241020 .           Cauliflowers 0.05*
0241990 .           Others (2) 0.05*
0242000 .       (b) head brassica 0.05*
0242010 .           Brussels sprouts 0.05*
0242020 .           Head cabbages 0.05*
0242990 .           Others (2) 0.05*
0243000 .       (c) leafy brassica 0.05*
0243010 .           Chinese cabbages/pe-tsai 0.05*
0243020 .           Kales 0.05*
0243990 .           Others (2) 0.05*
0244000 .       (d) kohlrabies 0.05*
0250000 .     Leaf vegetables, herbs and edible flowers
0251000 .       (a) lettuces and salad plants 0.05*
0251010 .           Lamb's lettuces/corn salads 0.05*
0251020 .           Lettuces 0.05*
0251030 .           Escaroles/broad-leaved endives 0.05*
0251040 .           Cresses and other sprouts and shoots 0.05*
0251050 .           Land cresses 0.05*
0251060 .           Roman rocket/rucola 0.05*
0251070 .           Red mustards 0.05*
0251080 .           Baby leaf crops (including brassica species) 0.05*
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0251990 .           Others (2) 0.05*
0252000 .       (b) spinaches and similar leaves 0.05*
0252010 .           Spinaches 0.05*
0252020 .           Purslanes 0.05*
0252030 .           Chards/beet leaves 0.05*
0252990 .           Others (2) 0.05*
0253000 .       (c) grape leaves and similar species 0.05*
0254000 .       (d) watercresses 0.05*
0255000 .       (e) witloofs/Belgian endives 0.05*
0256000 .       (f) herbs and edible flowers 0.1*
0256010 .           Chervil 0.1*
0256020 .           Chives 0.1*
0256030 .           Celery leaves 0.1*
0256040 .           Parsley 0.1*
0256050 .           Sage 0.1*
0256060 .           Rosemary 0.1*
0256070 .           Thyme 0.1*
0256080 .           Basil and edible flowers 0.1*
0256090 .           Laurel/bay leaves 0.1*
0256100 .           Tarragon 0.1*
0256990 .           Others (2) 0.1*
0260000 .     Legume vegetables 0.05*
0260010 .           Beans (with pods) 0.05*
0260020 .           Beans (without pods) 0.05*
0260030 .           Peas (with pods) 0.05*
0260040 .           Peas (without pods) 0.05*
0260050 .           Lentils 0.05*
0260990 .           Others (2) 0.05*
0270000 .     Stem vegetables 0.05*
0270010 .           Asparagus 0.05*
0270020 .           Cardoons 0.05*
0270030 .           Celeries 0.05*
0270040 .           Florence fennels 0.05*
0270050 .           Globe artichokes 0.05*
0270060 .           Leeks 0.05*
0270070 .           Rhubarbs 0.05*
0270080 .           Bamboo shoots 0.05*
0270090 .           Palm hearts 0.05*
0270990 .           Others (2) 0.05*
0280000 .     Fungi, mosses and lichens 0.05*
0280010 .           Cultivated fungi 0.05*
0280020 .           Wild fungi 0.05*
0280990 .           Mosses and lichens 0.05*
0290000 .     Algae and prokaryotes organisms 0.05*
0300000 .   PULSES 0.05*
0300010 .           Beans 0.05*
0300020 .           Lentils 0.05*
0300030 .           Peas 0.05*
0300040 .           Lupins/lupini beans 0.05*
0300990 .           Others (2) 0.05*
0400000 .   OILSEEDS AND OIL FRUITS 0.05*
0401000 .     Oilseeds 0.05*
0401010 .           Linseeds 0.05*
0401020 .           Peanuts/groundnuts 0.05*
0401030 .           Poppy seeds 0.05*
0401040 .           Sesame seeds 0.05*
0401050 .           Sunflower seeds 0.05*
0401060 .           Rapeseeds/canola seeds 0.05*
0401070 .           Soyabeans 0.05* (ft)
0401080 .           Mustard seeds 0.05*
0401090 .           Cotton seeds 0.05*
0401100 .           Pumpkin seeds 0.05*
0401110 .           Safflower seeds 0.05*
0401120 .           Borage seeds 0.05*
0401130 .           Gold of pleasure seeds 0.05*
0401140 .           Hemp seeds 0.05*
0401150 .           Castor beans 0.05*
0401990 .           Others (2) 0.05*
0402000 .     Oil fruits 0.05*
0402010 .           Olives for oil production 0.05*
0402020 .           Oil palms kernels 0.05*
0402030 .           Oil palms fruits 0.05*
0402040 .           Kapok 0.05*
0402990 .           Others (2) 0.05*
0500000 .   CEREALS
0500010 .           Barley 0.05*
0500020 .           Buckwheat and other pseudocereals 0.05* (ft)
0500030 .           Maize/corn 0.05*
0500040 .           Common millet/proso millet 0.05*
0500050 .           Oat 0.05*
0500060 .           Rice 0.1
0500070 .           Rye 2
0500080 .           Sorghum 0.05*
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0500090 .           Wheat 2
0500990 .           Others (2) 0.05*
0600000 .   TEAS, COFFEE, HERBAL INFUSIONS, COCOA AND CAROBS 0.1*
0610000 .     Teas 0.1*
0620000 .     Coffee beans 0.1*
0630000 .     Herbal infusions from 0.1*
0631000 .       (a) flowers 0.1*
0631010 .           Chamomile 0.1*
0631020 .           Hibiscus/roselle 0.1*
0631030 .           Rose 0.1*
0631040 .           Jasmine 0.1*
0631050 .           Lime/linden 0.1*
0631990 .           Others (2) 0.1*
0632000 .       (b) leaves and herbs 0.1*
0632010 .           Strawberry 0.1*
0632020 .           Rooibos 0.1*
0632030 .           Mate/maté 0.1*
0632990 .           Others (2) 0.1*
0633000 .       (c) roots 0.1*
0633010 .           Valerian 0.1*
0633020 .           Ginseng 0.1*
0633990 .           Others (2) 0.1*
0639000 .       (d) any other parts of the plant 0.1*
0640000 .     Cocoa beans 0.1*
0650000 .     Carobs/Saint John's breads 0.1*
0700000 .   HOPS 0.1*
0800000 .   SPICES 0.1*
0810000 .     Seed spices 0.1*
0810010 .           Anise/aniseed 0.1*
0810020 .           Black caraway/black cumin 0.1*
0810030 .           Celery 0.1*
0810040 .           Coriander 0.1*
0810050 .           Cumin 0.1*
0810060 .           Dill 0.1*
0810070 .           Fennel 0.1*
0810080 .           Fenugreek 0.1*
0810090 .           Nutmeg 0.1*
0810990 .           Others (2) 0.1*
0820000 .     Fruit spices 0.1*
0820010 .           Allspice/pimento 0.1*
0820020 .           Sichuan pepper 0.1*
0820030 .           Caraway 0.1*
0820040 .           Cardamom 0.1*
0820050 .           Juniper berry 0.1*
0820060 .           Peppercorn (black, green and white) 0.1*
0820070 .           Vanilla 0.1*
0820080 .           Tamarind 0.1*
0820990 .           Others (2) 0.1*
0830000 .     Bark spices 0.1*
0830010 .           Cinnamon 0.1*
0830990 .           Others (2) 0.1*
0840000 .     Root and rhizome spices 0.1*
0840010 .           Liquorice 0.1*
0840020 .           Ginger (10) 0.1*
0840030 .           Turmeric/curcuma 0.1*
0840040 .           Horseradish (11) 0.1*
0840990 .           Others (2) 0.1*
0850000 .     Bud spices 0.1*
0850010 .           Cloves 0.1*
0850020 .           Capers 0.1*
0850990 .           Others (2) 0.1*
0860000 .     Flower pistil spices 0.1*
0860010 .           Saffron 0.1*
0860990 .           Others (2) 0.1*
0870000 .     Aril spices 0.1*
0870010 .           Mace 0.1*
0870990 .           Others (2) 0.1*
0900000 .   SUGAR PLANTS 0.05*
0900010 .           Sugar beet roots 0.05*
0900020 .           Sugar canes 0.05*
0900030 .           Chicory roots 0.05*
0900990 .           Others (2) 0.05*
1000000 .   PRODUCTS OF ANIMAL ORIGIN -TERRESTRIAL ANIMALS
1010000 .     Commodities from
1011000 .       (a) swine
1011010 .           Muscle 0.2
1011020 .           Fat 0.2
1011030 .           Liver 5
1011040 .           Kidney 5
1011050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 5
1011990 .           Others (2) 5
1012000 .       (b) bovine
1012010 .           Muscle 0.2
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1012020 .           Fat 0.2
1012030 .           Liver 5
1012040 .           Kidney 5
1012050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 5
1012990 .           Others (2) 5
1013000 .       (c) sheep
1013010 .           Muscle 0.2
1013020 .           Fat 0.2
1013030 .           Liver 5
1013040 .           Kidney 5
1013050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 5
1013990 .           Others (2) 5
1014000 .       d) goat
1014010 .           Muscle 0.2
1014020 .           Fat 0.2
1014030 .           Liver 5
1014040 .           Kidney 5
1014050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 5
1014990 .           Others (2) 5
1015000 .       (e) equine
1015010 .           Muscle 0.2
1015020 .           Fat 0.2
1015030 .           Liver 5
1015040 .           Kidney 5
1015050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 5
1015990 .           Others (2) 5
1016000 .       (f) poultry 0.05*
1016010 .           Muscle 0.05*
1016020 .           Fat 0.05*
1016030 .           Liver 0.05*
1016040 .           Kidney 0.05*
1016050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.05*
1016990 .           Others (2) 0.05*
1017000 .       (g) other farmed terrestrial animals
1017010 .           Muscle 0.2
1017020 .           Fat 0.2
1017030 .           Liver 5
1017040 .           Kidney 5
1017050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 5
1017990 .           Others (2) 5
1020000 .     Milk 0.01*
1020010 .           Cattle 0.01*
1020020 .           Sheep 0.01*
1020030 .           Goat 0.01*
1020040 .           Horse 0.01*
1020990 .           Others (2) 0.01*
1030000 .     Birds eggs 0.01*
1030010 .           Chicken 0.01*
1030020 .           Duck 0.01*
1030030 .           Geese 0.01*
1030040 .           Quail 0.01*
1030990 .           Others (2) 0.01*
1040000 .     Honey and other apiculture products (7) 0.05*
1050000 .     Amphibians and Reptiles 0.05*
1060000 .     Terrestrial invertebrate animals 0.05*
1070000 .     Wild terrestrial vertebrate animals 0.05*

   
 

Pesticide residue  Legislation  Entry in force
2,4-D (sum of 2,4-D, its salts, its

esters and its conjugates,
expressed as 2,4-D) Reg. (EU) No 1317/2013 17/12/2013

 
 
Footnotes
2,4-D (sum of 2,4-D, its salts, its
esters and its conjugates,
expressed as 2,4-D)

0120010 : Almonds
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0120020 : Brazil nuts
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0120030 : Cashew nuts
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
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0120050 : Coconuts
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0120060 : Hazelnuts/cobnuts
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0120070 : Macadamias
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0120080 : Pecans
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0120090 : Pine nut kernels
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0120100 : Pistachios
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0120110 : Walnuts
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0120990 : Others (2)
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0401070 : Soyabeans
The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0500020 : Buckwheat and other pseudocereals
The European Food Safety Authority identified some information on residue trials as unavailable.
When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information referred to in the
first sentence, if it is submitted by 17 December 2015, or, if that information is not submitted by
that date, the lack of it.
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2,4-D 

豪州における残留基準 
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2,4-D 

ニュージーランドにおける残留基準 
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クロルメコート 

カナダにおける残留基準 
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Pesticide residues and maximum residue levels (mg/kg)

(*) Indicates lower limit of analytical determination

Pesticides - Web Version - EU MRLs (File created on 10/01/2018)

Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Chlormequat (sum of
chlormequat and its
salts, expressed as

chlormequat-chloride)
0100000 .   FRUITS, FRESH or FROZEN; TREE NUTS
0110000 .     Citrus fruits 0.01*
0110010 .           Grapefruits 0.01*
0110020 .           Oranges 0.01*
0110030 .           Lemons 0.01*
0110040 .           Limes 0.01*
0110050 .           Mandarins 0.01*
0110990 .           Others (2) 0.01*
0120000 .     Tree nuts 0.01*
0120010 .           Almonds 0.01*
0120020 .           Brazil nuts 0.01*
0120030 .           Cashew nuts 0.01*
0120040 .           Chestnuts 0.01*
0120050 .           Coconuts 0.01*
0120060 .           Hazelnuts/cobnuts 0.01*
0120070 .           Macadamias 0.01*
0120080 .           Pecans 0.01*
0120090 .           Pine nut kernels 0.01*
0120100 .           Pistachios 0.01*
0120110 .           Walnuts 0.01*
0120990 .           Others (2) 0.01*
0130000 .     Pome fruits
0130010 .           Apples 0.01*
0130020 .           Pears 0.07 (ft)
0130030 .           Quinces 0.01*
0130040 .           Medlars 0.01*
0130050 .           Loquats/Japanese medlars 0.01*
0130990 .           Others (2) 0.01*
0140000 .     Stone fruits 0.01*
0140010 .           Apricots 0.01*
0140020 .           Cherries (sweet) 0.01*
0140030 .           Peaches 0.01*
0140040 .           Plums 0.01*
0140990 .           Others (2) 0.01*
0150000 .     Berries and small fruits
0151000 .       (a) grapes
0151010 .           Table grapes 0.05 (ft)
0151020 .           Wine grapes 0.01*
0152000 .       (b) strawberries 0.01*
0153000 .       (c) cane fruits 0.01*
0153010 .           Blackberries 0.01*
0153020 .           Dewberries 0.01*
0153030 .           Raspberries (red and yellow) 0.01*
0153990 .           Others (2) 0.01*
0154000 .       (d) other small fruits and berries 0.01*
0154010 .           Blueberries 0.01*
0154020 .           Cranberries 0.01*
0154030 .           Currants (black, red and white) 0.01*
0154040 .           Gooseberries (green, red and yellow) 0.01*
0154050 .           Rose hips 0.01*
0154060 .           Mulberries (black and white) 0.01*
0154070 .           Azaroles/Mediterranean medlars 0.01*
0154080 .           Elderberries 0.01*
0154990 .           Others (2) 0.01*
0160000 .     Miscellaneous fruits with 0.01*
0161000 .       (a) edible peel 0.01*
0161010 .           Dates 0.01*
0161020 .           Figs 0.01*
0161030 .           Table olives 0.01*
0161040 .           Kumquats 0.01*
0161050 .           Carambolas 0.01*
0161060 .           Kaki/Japanese persimmons 0.01*
0161070 .           Jambuls/jambolans 0.01*
0161990 .           Others (2) 0.01*
0162000 .       (b) inedible peel, small 0.01*
0162010 .           Kiwi fruits (green, red, yellow) 0.01*

 577 



Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Chlormequat (sum of
chlormequat and its
salts, expressed as

chlormequat-chloride)
0162020 .           Litchis/lychees 0.01*
0162030 .           Passionfruits/maracujas 0.01*
0162040 .           Prickly pears/cactus fruits 0.01*
0162050 .           Star apples/cainitos 0.01*
0162060 .           American persimmons/Virginia kaki 0.01*
0162990 .           Others (2) 0.01*
0163000 .       (c) inedible peel, large 0.01*
0163010 .           Avocados 0.01*
0163020 .           Bananas 0.01*
0163030 .           Mangoes 0.01*
0163040 .           Papayas 0.01*
0163050 .           Granate apples/pomegranates 0.01*
0163060 .           Cherimoyas 0.01*
0163070 .           Guavas 0.01*
0163080 .           Pineapples 0.01*
0163090 .           Breadfruits 0.01*
0163100 .           Durians 0.01*
0163110 .           Soursops/guanabanas 0.01*
0163990 .           Others (2) 0.01*
0200000 .   VEGETABLES, FRESH or FROZEN
0210000 .     Root and tuber vegetables 0.01*
0211000 .       (a) potatoes 0.01*
0212000 .       (b) tropical root and tuber vegetables 0.01*
0212010 .           Cassava roots/manioc 0.01*
0212020 .           Sweet potatoes 0.01*
0212030 .           Yams 0.01*
0212040 .           Arrowroots 0.01*
0212990 .           Others (2) 0.01*
0213000 .       (c) other root and tuber vegetables except sugar beets 0.01*
0213010 .           Beetroots 0.01*
0213020 .           Carrots 0.01*
0213030 .           Celeriacs/turnip rooted celeries 0.01*
0213040 .           Horseradishes 0.01*
0213050 .           Jerusalem artichokes 0.01*
0213060 .           Parsnips 0.01*
0213070 .           Parsley roots/Hamburg roots parsley 0.01*
0213080 .           Radishes 0.01*
0213090 .           Salsifies 0.01*
0213100 .           Swedes/rutabagas 0.01*
0213110 .           Turnips 0.01*
0213990 .           Others (2) 0.01*
0220000 .     Bulb vegetables 0.01*
0220010 .           Garlic 0.01*
0220020 .           Onions 0.01*
0220030 .           Shallots 0.01*
0220040 .           Spring onions/green onions and Welsh onions 0.01*
0220990 .           Others (2) 0.01*
0230000 .     Fruiting vegetables 0.01*
0231000 .       (a) Solanaceae and Malvaceae 0.01*
0231010 .           Tomatoes 0.01*
0231020 .           Sweet peppers/bell peppers 0.01*
0231030 .           Aubergines/eggplants 0.01*
0231040 .           Okra/lady's fingers 0.01*
0231990 .           Others (2) 0.01*
0232000 .       (b) cucurbits with edible peel 0.01*
0232010 .           Cucumbers 0.01*
0232020 .           Gherkins 0.01*
0232030 .           Courgettes 0.01*
0232990 .           Others (2) 0.01*
0233000 .       (c) cucurbits with inedible peel 0.01*
0233010 .           Melons 0.01*
0233020 .           Pumpkins 0.01*
0233030 .           Watermelons 0.01*
0233990 .           Others (2) 0.01*
0234000 .       (d) sweet corn 0.01*
0239000 .       (e) other fruiting vegetables 0.01*
0240000 .     Brassica vegetables (excluding brassica roots and brassica baby leaf crops) 0.01*
0241000 .       (a) flowering brassica 0.01*
0241010 .           Broccoli 0.01*
0241020 .           Cauliflowers 0.01*
0241990 .           Others (2) 0.01*
0242000 .       (b) head brassica 0.01*
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Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Chlormequat (sum of
chlormequat and its
salts, expressed as

chlormequat-chloride)
0242010 .           Brussels sprouts 0.01*
0242020 .           Head cabbages 0.01*
0242990 .           Others (2) 0.01*
0243000 .       (c) leafy brassica 0.01*
0243010 .           Chinese cabbages/pe-tsai 0.01*
0243020 .           Kales 0.01*
0243990 .           Others (2) 0.01*
0244000 .       (d) kohlrabies 0.01*
0250000 .     Leaf vegetables, herbs and edible flowers 0.01*
0251000 .       (a) lettuces and salad plants 0.01*
0251010 .           Lamb's lettuces/corn salads 0.01*
0251020 .           Lettuces 0.01*
0251030 .           Escaroles/broad-leaved endives 0.01*
0251040 .           Cresses and other sprouts and shoots 0.01*
0251050 .           Land cresses 0.01*
0251060 .           Roman rocket/rucola 0.01*
0251070 .           Red mustards 0.01*
0251080 .           Baby leaf crops (including brassica species) 0.01*
0251990 .           Others (2) 0.01*
0252000 .       (b) spinaches and similar leaves 0.01*
0252010 .           Spinaches 0.01*
0252020 .           Purslanes 0.01*
0252030 .           Chards/beet leaves 0.01*
0252990 .           Others (2) 0.01*
0253000 .       (c) grape leaves and similar species 0.01*
0254000 .       (d) watercresses 0.01*
0255000 .       (e) witloofs/Belgian endives 0.01*
0256000 .       (f) herbs and edible flowers 0.01*
0256010 .           Chervil 0.01*
0256020 .           Chives 0.01*
0256030 .           Celery leaves 0.01*
0256040 .           Parsley 0.01*
0256050 .           Sage 0.01*
0256060 .           Rosemary 0.01*
0256070 .           Thyme 0.01*
0256080 .           Basil and edible flowers 0.01*
0256090 .           Laurel/bay leaves 0.01*
0256100 .           Tarragon 0.01*
0256990 .           Others (2) 0.01*
0260000 .     Legume vegetables 0.01*
0260010 .           Beans (with pods) 0.01*
0260020 .           Beans (without pods) 0.01*
0260030 .           Peas (with pods) 0.01*
0260040 .           Peas (without pods) 0.01*
0260050 .           Lentils 0.01*
0260990 .           Others (2) 0.01*
0270000 .     Stem vegetables 0.01*
0270010 .           Asparagus 0.01*
0270020 .           Cardoons 0.01*
0270030 .           Celeries 0.01*
0270040 .           Florence fennels 0.01*
0270050 .           Globe artichokes 0.01*
0270060 .           Leeks 0.01*
0270070 .           Rhubarbs 0.01*
0270080 .           Bamboo shoots 0.01*
0270090 .           Palm hearts 0.01*
0270990 .           Others (2) 0.01*
0280000 .     Fungi, mosses and lichens
0280010 .           Cultivated fungi 0.9 (ft)
0280020 .           Wild fungi 0.01*
0280990 .           Mosses and lichens 0.01*
0290000 .     Algae and prokaryotes organisms 0.01*
0300000 .   PULSES 0.01*
0300010 .           Beans 0.01*
0300020 .           Lentils 0.01*
0300030 .           Peas 0.01*
0300040 .           Lupins/lupini beans 0.01*
0300990 .           Others (2) 0.01*
0400000 .   OILSEEDS AND OIL FRUITS
0401000 .     Oilseeds
0401010 .           Linseeds 0.01*
0401020 .           Peanuts/groundnuts 0.01*
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Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Chlormequat (sum of
chlormequat and its
salts, expressed as

chlormequat-chloride)
0401030 .           Poppy seeds 0.01*
0401040 .           Sesame seeds 0.01*
0401050 .           Sunflower seeds 0.01*
0401060 .           Rapeseeds/canola seeds 7 (ft)
0401070 .           Soyabeans 0.01*
0401080 .           Mustard seeds 0.01*
0401090 .           Cotton seeds 0.7 (ft)
0401100 .           Pumpkin seeds 0.01*
0401110 .           Safflower seeds 0.01*
0401120 .           Borage seeds 0.01*
0401130 .           Gold of pleasure seeds 0.01*
0401140 .           Hemp seeds 0.01*
0401150 .           Castor beans 0.01*
0401990 .           Others (2) 0.01*
0402000 .     Oil fruits 0.01*
0402010 .           Olives for oil production 0.01*
0402020 .           Oil palms kernels 0.01*
0402030 .           Oil palms fruits 0.01*
0402040 .           Kapok 0.01*
0402990 .           Others (2) 0.01*
0500000 .   CEREALS
0500010 .           Barley 3
0500020 .           Buckwheat and other pseudocereals 0.01*
0500030 .           Maize/corn 0.01*
0500040 .           Common millet/proso millet 0.01*
0500050 .           Oat 15
0500060 .           Rice 0.01*
0500070 .           Rye 4
0500080 .           Sorghum 0.01*
0500090 .           Wheat 4
0500990 .           Others (2) 0.01*
0600000 .   TEAS, COFFEE, HERBAL INFUSIONS, COCOA AND CAROBS 0.05*
0610000 .     Teas 0.05*
0620000 .     Coffee beans 0.05*
0630000 .     Herbal infusions from 0.05*
0631000 .       (a) flowers 0.05*
0631010 .           Chamomile 0.05*
0631020 .           Hibiscus/roselle 0.05*
0631030 .           Rose 0.05*
0631040 .           Jasmine 0.05*
0631050 .           Lime/linden 0.05*
0631990 .           Others (2) 0.05*
0632000 .       (b) leaves and herbs 0.05*
0632010 .           Strawberry 0.05*
0632020 .           Rooibos 0.05*
0632030 .           Mate/maté 0.05*
0632990 .           Others (2) 0.05*
0633000 .       (c) roots 0.05*
0633010 .           Valerian 0.05*
0633020 .           Ginseng 0.05*
0633990 .           Others (2) 0.05*
0639000 .       (d) any other parts of the plant 0.05*
0640000 .     Cocoa beans 0.05*
0650000 .     Carobs/Saint John's breads 0.05*
0700000 .   HOPS 0.05*
0800000 .   SPICES
0810000 .     Seed spices 0.05*
0810010 .           Anise/aniseed 0.05*
0810020 .           Black caraway/black cumin 0.05*
0810030 .           Celery 0.05*
0810040 .           Coriander 0.05*
0810050 .           Cumin 0.05*
0810060 .           Dill 0.05*
0810070 .           Fennel 0.05*
0810080 .           Fenugreek 0.05*
0810090 .           Nutmeg 0.05*
0810990 .           Others (2) 0.05*
0820000 .     Fruit spices 0.05*
0820010 .           Allspice/pimento 0.05*
0820020 .           Sichuan pepper 0.05*
0820030 .           Caraway 0.05*
0820040 .           Cardamom 0.05*
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Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Chlormequat (sum of
chlormequat and its
salts, expressed as

chlormequat-chloride)
0820050 .           Juniper berry 0.05*
0820060 .           Peppercorn (black, green and white) 0.05*
0820070 .           Vanilla 0.05*
0820080 .           Tamarind 0.05*
0820990 .           Others (2) 0.05*
0830000 .     Bark spices 0.05*
0830010 .           Cinnamon 0.05*
0830990 .           Others (2) 0.05*
0840000 .     Root and rhizome spices
0840010 .           Liquorice 0.05*
0840020 .           Ginger (10) 0.05*
0840030 .           Turmeric/curcuma 0.05*
0840040 .           Horseradish (11) (ft)
0840990 .           Others (2) 0.05*
0850000 .     Bud spices 0.05*
0850010 .           Cloves 0.05*
0850020 .           Capers 0.05*
0850990 .           Others (2) 0.05*
0860000 .     Flower pistil spices 0.05*
0860010 .           Saffron 0.05*
0860990 .           Others (2) 0.05*
0870000 .     Aril spices 0.05*
0870010 .           Mace 0.05*
0870990 .           Others (2) 0.05*
0900000 .   SUGAR PLANTS 0.01*
0900010 .           Sugar beet roots 0.01*
0900020 .           Sugar canes 0.01*
0900030 .           Chicory roots 0.01*
0900990 .           Others (2) 0.01*
1000000 .   PRODUCTS OF ANIMAL ORIGIN -TERRESTRIAL ANIMALS
1010000 .     Commodities from
1011000 .       (a) swine
1011010 .           Muscle 0.2
1011020 .           Fat 0.02
1011030 .           Liver 0.15
1011040 .           Kidney 0.5
1011050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.5
1011990 .           Others (2) 0.01*
1012000 .       (b) bovine
1012010 .           Muscle 0.2
1012020 .           Fat 0.06
1012030 .           Liver 0.15
1012040 .           Kidney 0.5
1012050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.5
1012990 .           Others (2) 0.01*
1013000 .       (c) sheep
1013010 .           Muscle 0.2
1013020 .           Fat 0.06
1013030 .           Liver 0.15
1013040 .           Kidney 0.5
1013050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.5
1013990 .           Others (2) 0.01*
1014000 .       d) goat
1014010 .           Muscle 0.2
1014020 .           Fat 0.06
1014030 .           Liver 0.15
1014040 .           Kidney 0.5
1014050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.5
1014990 .           Others (2) 0.01*
1015000 .       (e) equine
1015010 .           Muscle 0.2
1015020 .           Fat 0.06
1015030 .           Liver 0.15
1015040 .           Kidney 0.5
1015050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.5
1015990 .           Others (2) 0.01*
1016000 .       (f) poultry
1016010 .           Muscle 0.04
1016020 .           Fat 0.03
1016030 .           Liver 0.1
1016040 .           Kidney 0.01*
1016050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.1
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Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Chlormequat (sum of
chlormequat and its
salts, expressed as

chlormequat-chloride)
1016990 .           Others (2) 0.01*
1017000 .       (g) other farmed terrestrial animals
1017010 .           Muscle 0.2
1017020 .           Fat 0.06
1017030 .           Liver 0.5
1017040 .           Kidney 0.01*
1017050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.5
1017990 .           Others (2) 0.01*
1020000 .     Milk 0.5
1020010 .           Cattle 0.5
1020020 .           Sheep 0.5
1020030 .           Goat 0.5
1020040 .           Horse 0.5
1020990 .           Others (2) 0.5
1030000 .     Birds eggs 0.1
1030010 .           Chicken 0.1
1030020 .           Duck 0.1
1030030 .           Geese 0.1
1030040 .           Quail 0.1
1030990 .           Others (2) 0.1
1040000 .     Honey and other apiculture products (7) 0.05*
1050000 .     Amphibians and Reptiles 0.01*
1060000 .     Terrestrial invertebrate animals 0.01*
1070000 .     Wild terrestrial vertebrate animals 0.01*

   
 

Pesticide residue  Legislation  Entry in force
Chlormequat (sum of chlormequat

and its salts, expressed as
chlormequat-chloride) Reg. (EU) 2017/693 13/04/2017

 
 
Footnotes

Chlormequat (sum of chlormequat
and its salts, expressed as
chlormequat-chloride)

0130020 : Pears
Recent monitoring data show that chlormequat levels in pears are declining but still occur at levels
above the limit of determination due to former uses. It is therefore appropriate to set a temporary
MRL at a value of 0.07 mg/kg pending the submission of further monitoring data. When reviewing
the MRL, the Commission will take into account the information, if it is submitted by 13 April 2021,
or, if that information is not submitted by that date, the lack of it.
0151010 : Table grapes
Temporary MRL valid until 31 July 2019 pending the submission of supporting data. After this date
the MRL will be 0.01* mg/kg unless modified by a Regulation in light of new information.
0280010 : Cultivated fungi
Monitoring show that cross-contamination of untreated cultivated fungi may occur with straw
lawfully treated with chlormequat. This cross-contamination may not be fully avoidable in all cases.
When reviewing the MRL, the Commission will take into account the information, if it is submitted
by 13 April 2021, or, if that information is not submitted by that date, the lack of it.
0401060 : Rapeseeds/canola seeds
The European Food Safety Authority identified some information on crop metabolism as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 13 April 2019, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0401090 : Cotton seeds
The European Food Safety Authority identified some information on crop metabolism as
unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information
referred to in the first sentence, if it is submitted by 13 April 2019, or, if that information is not
submitted by that date, the lack of it.
0840040 : Horseradish (11)
The applicable maximum residue level for horseradish (Armoracia rusticana) in the spice group
(code 0840040) is the one set for horseradish (Armoracia rusticana) in the Vegetables category,
root and tuber vegetables group (code 0213040) taking into account changes in the levels by
processing (drying) according to Art. 20 (1) of Regulation (EC) No 396/2005.

 

 582 



クロルメコート 

豪州における残留基準 

 583 



 584 



 585 



クロルメコート 

ニュージーランドにおける残留基準 

 586 



 587 



ジメテナミド 

米国における残留基準 

 588 



ELECTRONIC CODE OF FEDERAL REGULATIONS

e-CFR data is current as of March 22, 2018

Title 40 → Chapter I → Subchapter E → Part 180 → Subpart C → §180.464

Title 40: Protection of Environment
PART 180—TOLERANCES AND EXEMPTIONS FOR PESTICIDE CHEMICAL RESIDUES IN FOOD
Subpart C—Specific Tolerances

§180.464 Dimethenamid; tolerances for residues.

(a) General. Tolerances are established for residues of the herbicide dimethenamid, 1(R,S)-2-chloro-N-[(1-methyl-2-
methoxy)ethyl]-N-(2,4-dimethylthien-3-yl)-acetamide, applied as either the 90:10 or 50:50 S:R isomers, in or on the following
food commodities:

Commodity Parts per million

Bean, dry, seed 0.01

Beet, garden, roots 0.01

Beet, garden, tops 0.01

Beet, sugar, dried pulp 0.01

Beet, sugar, molasses 0.01

Beet, sugar, roots 0.01

Beet, sugar, tops 0.01

Corn, field, forage 0.01

Corn, field, grain 0.01

Corn, field, stover 0.01

Corn, pop, forage 0.01

Corn, pop, grain 0.01

Corn, pop, stover 0.01

Corn, sweet, forage 0.01

Corn, sweet, kernel plus cob with husks removed 0.01

Corn, sweet, stover 0.01

Cotton, gin byproducts 1.5

Cottonseed subgroup 20C 0.01

Garlic 0.01

Grass, forage 0.15

Grass, hay 2.5

Grass, seed screenings 0.01

Grass, straw 0.01

Hop, dried cones 0.05

Horseradish 0.01

Leek 0.01

Onion, bulb 0.01

Onion, green 0.01

Onion, Welsh 0.01

Peanut 0.01

Peanut, hay 0.01

Radish, roots 0.01

Radish, tops 0.01

Rutabaga, roots 0.01

Rutabaga, tops 0.1

Shallot, bulb 0.01

Shallot, fresh leaves 0.01

Sorghum, grain, forage 0.01

Sorghum, grain, grain 0.01

Sorghum, grain, stover 0.01

Soybean, seed 0.01

Turnip, greens 0.1

Turnip, roots 0.01

Turnip, tops 0.1

Vegetable, tuberous and corm, subgroup 1C 0.01

(b) Section 18 emergency exemptions. [Reserved]

(c) Tolerances with regional registrations. Tolerances with regional registration are established for residues of
dimethenamid, 1 (R,S)-2-chloro-N-[(1-methyl-2-methoxy) ethyl]-N-(2,4-dimethylthien-3-yl)-acetamide) in or on the following raw
agricultural commodities:

Commodity Parts per million

Pumpkin 0.01

Squash, winter 0.01

(d) Indirect or inadvertent residues. [Reserved]

1/2eCFR — Code of Federal Regulations

2018/03/26https://www.ecfr.gov/cgi-bin/retrieveECFR?gp=1&SID=0a0a5b45ab3bc668da76990a...
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[65 FR 51551, Aug. 24, 2000, as amended at 67 FR 46884, July 17, 2002; 69 FR 29459, May 24, 2004; 69 FR 57207, Sept. 24, 2004; 70
FR 24712, May 11, 2005; 71 FR 25942, May 3, 2006; 71 FR 49354, Aug. 23, 2006; 72 FR 44388, Aug. 8, 2007; 72 FR 73630, Dec. 28,
2007; 80 FR 9215, Feb. 20, 2015]

2/2eCFR — Code of Federal Regulations

2018/03/26https://www.ecfr.gov/cgi-bin/retrieveECFR?gp=1&SID=0a0a5b45ab3bc668da76990a...
 590 



ジメテナミド 

カナダにおける残留基準 

 591 



Home > Consumer Product Safety > Pesticides & Pest Management > For the Public > Protecting Your Health &
the Environment > Pesticides & Food > Maximum Residue Limits for Pesticides > MRL Database

Consumer Product Safety

Query Results

Records found = 67

Chemical
Common Name

Food Commodity MRL
Value

Established Via

Dimethenamid Dry broad beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Dry pinto beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Dry white beans .02 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Dimethenamid Fresh onions .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Fritillaria leaves .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Gooseberries .01 MRL Database (13 July 2015)
consulted via PMRL2015-11

Dimethenamid Lerens .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Dry adzuki beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Maypop .01 MRL Database (13 July 2015)
consulted via PMRL2015-11

Dimethenamid True yam tubers .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Dry navy beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Dry pink beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Tree onion tops .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Dry guar seeds .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Dry mung beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Lady's leeks .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Peanuts .01 EMRL2009-19 (26 June 2009)

Dimethenamid Chinese artichokes .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Taro corms .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Dry bulb onions .01 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Dimethenamid Dry chickpeas .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Beltsville bunching onions .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Wild leeks .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Dry soybeans .02 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Dimethenamid Fresh chive leaves .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

1/3Maximum Residue Limits for Pesticides - Health Canada

2018/03/26http://pr-rp.hc-sc.gc.ca/mrl-lrm/results-eng.php
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Dimethenamid Dry rice beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Amur River grapes .01 MRL Database (13 July 2015)
consulted via PMRL2015-11

Dimethenamid Grapes .01 MRL Database (13 July 2015)
consulted via PMRL2015-11

Dimethenamid Fresh Chinese chive leaves .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Dry catjang seeds .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Edible canna .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Field corn .02 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Dimethenamid Arracacha .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Potatoes .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Green onions .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Dry urd beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Yam bean roots .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Cabbages .01 EMRL2008-37 (17 November
2008)

Dimethenamid Dry lablab beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Dry beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Chayote roots .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Sweet potato roots .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Dry otebo beans .02 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Dimethenamid Tanier corms .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Dry kidney beans .02 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Dimethenamid Dry moth beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Elegans hosta .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Dry blackeyed peas .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Schisandra berries .01 MRL Database (13 July 2015)
consulted via PMRL2015-11

Dimethenamid Chufa .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Kurrats .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Macrostem onions .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Ginger roots .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Hardy kiwifruit .01 MRL Database (13 July 2015)
consulted via PMRL2015-11

Dimethenamid Arrowroot .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Dry tepary beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Shallot leaves .01

2/3Maximum Residue Limits for Pesticides - Health Canada
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Date Modified: 2018-03-26

MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Grain lupin .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Welsh onion tops .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Dimethenamid Jerusalem artichokes .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Turmeric roots .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Dry southern peas .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Cassava roots .01 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-105

Dimethenamid Dry lentils .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Dry lima beans .02 EMRL2009-04 (8 May 2009)

Dimethenamid Sweet corn kernels plus cob
with husks removed

.02 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Dimethenamid Leeks .01 MRL Database (5 January 2014)
consulted via PMRL2013-73

Refine Search Parameters
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Pesticide residues and maximum residue levels (mg/kg)

(*) Indicates lower limit of analytical determination

Pesticides - Web Version - EU MRLs (File created on 26/03/2018)

Code number Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Dimethenamid

including other

mixtures of

constituent isomers

including

dimethenamid-P

(sum of isomers)

0100000 . FRUITS, FRESH or FROZEN; TREE NUTS 0.01*

0110000 . Citrus fruits 0.01*

0110010 . Grapefruits 0.01*

0110020 . Oranges 0.01*

0110030 . Lemons 0.01*

0110040 . Limes 0.01*

0110050 . Mandarins 0.01*

0110990 . Others (2) 0.01*

0120000 . Tree nuts 0.01*

0120010 . Almonds 0.01*

0120020 . Brazil nuts 0.01*

0120030 . Cashew nuts 0.01*

0120040 . Chestnuts 0.01*

0120050 . Coconuts 0.01*

0120060 . Hazelnuts/cobnuts 0.01*

0120070 . Macadamias 0.01*

0120080 . Pecans 0.01*

0120090 . Pine nut kernels 0.01*

0120100 . Pistachios 0.01*

0120110 . Walnuts 0.01*

0120990 . Others (2) 0.01*

0130000 . Pome fruits 0.01*

0130010 . Apples 0.01*

0130020 . Pears 0.01*

0130030 . Quinces 0.01*

0130040 . Medlars 0.01*

0130050 . Loquats/Japanese medlars 0.01*

0130990 . Others (2) 0.01*

0140000 . Stone fruits 0.01*

0140010 . Apricots 0.01*

0140020 . Cherries (sweet) 0.01*

0140030 . Peaches 0.01*

0140040 . Plums 0.01*

0140990 . Others (2) 0.01*

0150000 . Berries and small fruits 0.01*

0151000 . (a) grapes 0.01*

0151010 . Table grapes 0.01*

0151020 . Wine grapes 0.01*

0152000 . (b) strawberries 0.01*

0153000 . (c) cane fruits 0.01*

0153010 . Blackberries 0.01*

0153020 . Dewberries 0.01*

0153030 . Raspberries (red and yellow) 0.01*

0153990 . Others (2) 0.01*

0154000 . (d) other small fruits and berries 0.01*

0154010 . Blueberries 0.01*

0154020 . Cranberries 0.01*

0154030 . Currants (black, red and white) 0.01*

0154040 . Gooseberries (green, red and yellow) 0.01*

0154050 . Rose hips 0.01*

0154060 . Mulberries (black and white) 0.01*

0154070 . Azaroles/Mediterranean medlars 0.01*

0154080 . Elderberries 0.01*

0154990 . Others (2) 0.01*

0160000 . Miscellaneous fruits with 0.01*

0161000 . (a) edible peel 0.01*

0161010 . Dates 0.01*

0161020 . Figs 0.01*

0161030 . Table olives 0.01*

0161040 . Kumquats 0.01*

0161050 . Carambolas 0.01*

0161060 . Kaki/Japanese persimmons 0.01*

0161070 . Jambuls/jambolans 0.01*

0161990 . Others (2) 0.01*

0162000 . (b) inedible peel, small 0.01*

0162010 . Kiwi fruits (green, red, yellow) 0.01*

0162020 . Litchis/lychees 0.01*

0162030 . Passionfruits/maracujas 0.01*

0162040 . Prickly pears/cactus fruits 0.01*

0162050 . Star apples/cainitos 0.01*
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0162060 . American persimmons/Virginia kaki 0.01*

0162990 . Others (2) 0.01*

0163000 . (c) inedible peel, large 0.01*

0163010 . Avocados 0.01*

0163020 . Bananas 0.01*

0163030 . Mangoes 0.01*

0163040 . Papayas 0.01*

0163050 . Granate apples/pomegranates 0.01*

0163060 . Cherimoyas 0.01*

0163070 . Guavas 0.01*

0163080 . Pineapples 0.01*

0163090 . Breadfruits 0.01*

0163100 . Durians 0.01*

0163110 . Soursops/guanabanas 0.01*

0163990 . Others (2) 0.01*

0200000 . VEGETABLES, FRESH or FROZEN 0.01*

0210000 . Root and tuber vegetables 0.01*

0211000 . (a) potatoes 0.01*

0212000 . (b) tropical root and tuber vegetables 0.01*

0212010 . Cassava roots/manioc 0.01*

0212020 . Sweet potatoes 0.01*

0212030 . Yams 0.01*

0212040 . Arrowroots 0.01*

0212990 . Others (2) 0.01*

0213000 . (c) other root and tuber vegetables except sugar beets 0.01*

0213010 . Beetroots 0.01*

0213020 . Carrots 0.01*

0213030 . Celeriacs/turnip rooted celeries 0.01*

0213040 . Horseradishes 0.01*

0213050 . Jerusalem artichokes 0.01*

0213060 . Parsnips 0.01*

0213070 . Parsley roots/Hamburg roots parsley 0.01*

0213080 . Radishes 0.01*

0213090 . Salsifies 0.01*

0213100 . Swedes/rutabagas 0.01*

0213110 . Turnips 0.01*

0213990 . Others (2) 0.01*

0220000 . Bulb vegetables 0.01*

0220010 . Garlic 0.01*

0220020 . Onions 0.01*

0220030 . Shallots 0.01*

0220040 . Spring onions/green onions and Welsh onions 0.01* (ft)

0220990 . Others (2) 0.01*

0230000 . Fruiting vegetables 0.01*

0231000 . (a) Solanaceae and Malvaceae 0.01*

0231010 . Tomatoes 0.01*

0231020 . Sweet peppers/bell peppers 0.01*

0231030 . Aubergines/eggplants 0.01*

0231040 . Okra/lady's fingers 0.01*

0231990 . Others (2) 0.01*

0232000 . (b) cucurbits with edible peel 0.01*

0232010 . Cucumbers 0.01*

0232020 . Gherkins 0.01*

0232030 . Courgettes 0.01*

0232990 . Others (2) 0.01*

0233000 . (c) cucurbits with inedible peel 0.01*

0233010 . Melons 0.01*

0233020 . Pumpkins 0.01*

0233030 . Watermelons 0.01*

0233990 . Others (2) 0.01*

0234000 . (d) sweet corn 0.01*

0239000 . (e) other fruiting vegetables 0.01*

0240000 . Brassica vegetables (excluding brassica roots and brassica baby leaf crops) 0.01*

0241000 . (a) flowering brassica 0.01*

0241010 . Broccoli 0.01*

0241020 . Cauliflowers 0.01*

0241990 . Others (2) 0.01*

0242000 . (b) head brassica 0.01*

0242010 . Brussels sprouts 0.01*

0242020 . Head cabbages 0.01*

0242990 . Others (2) 0.01*

0243000 . (c) leafy brassica 0.01*

0243010 . Chinese cabbages/pe-tsai 0.01*

0243020 . Kales 0.01*

0243990 . Others (2) 0.01*

0244000 . (d) kohlrabies 0.01*

0250000 . Leaf vegetables, herbs and edible flowers 0.01*

0251000 . (a) lettuces and salad plants 0.01*

0251010 . Lamb's lettuces/corn salads 0.01*

0251020 . Lettuces 0.01* (ft)

0251030 . Escaroles/broad-leaved endives 0.01*

0251040 . Cresses and other sprouts and shoots 0.01*

0251050 . Land cresses 0.01*

 597 



0251060 . Roman rocket/rucola 0.01*

0251070 . Red mustards 0.01*

0251080 . Baby leaf crops (including brassica species) 0.01*

0251990 . Others (2) 0.01*

0252000 . (b) spinaches and similar leaves 0.01*

0252010 . Spinaches 0.01*

0252020 . Purslanes 0.01*

0252030 . Chards/beet leaves 0.01*

0252990 . Others (2) 0.01*

0253000 . (c) grape leaves and similar species 0.01*

0254000 . (d) watercresses 0.01*

0255000 . (e) witloofs/Belgian endives 0.01*

0256000 . (f) herbs and edible flowers 0.01* (ft)

0256010 . Chervil 0.01* (ft)

0256020 . Chives 0.01* (ft)

0256030 . Celery leaves 0.01* (ft)

0256040 . Parsley 0.01* (ft)

0256050 . Sage 0.01* (ft)

0256060 . Rosemary 0.01* (ft)

0256070 . Thyme 0.01* (ft)

0256080 . Basil and edible flowers 0.01* (ft)

0256090 . Laurel/bay leaves 0.01* (ft)

0256100 . Tarragon 0.01* (ft)

0256990 . Others (2) 0.01* (ft)

0260000 . Legume vegetables 0.01*

0260010 . Beans (with pods) 0.01*

0260020 . Beans (without pods) 0.01*

0260030 . Peas (with pods) 0.01*

0260040 . Peas (without pods) 0.01*

0260050 . Lentils 0.01*

0260990 . Others (2) 0.01*

0270000 . Stem vegetables 0.01*

0270010 . Asparagus 0.01*

0270020 . Cardoons 0.01*

0270030 . Celeries 0.01*

0270040 . Florence fennels 0.01*

0270050 . Globe artichokes 0.01*

0270060 . Leeks 0.01*

0270070 . Rhubarbs 0.01*

0270080 . Bamboo shoots 0.01*

0270090 . Palm hearts 0.01*

0270990 . Others (2) 0.01*

0280000 . Fungi, mosses and lichens 0.01*

0280010 . Cultivated fungi 0.01*

0280020 . Wild fungi 0.01*

0280990 . Mosses and lichens 0.01*

0290000 . Algae and prokaryotes organisms 0.01*

0300000 . PULSES 0.01*

0300010 . Beans 0.01*

0300020 . Lentils 0.01*

0300030 . Peas 0.01*

0300040 . Lupins/lupini beans 0.01*

0300990 . Others (2) 0.01*

0400000 . OILSEEDS AND OIL FRUITS 0.01*

0401000 . Oilseeds 0.01*

0401010 . Linseeds 0.01*

0401020 . Peanuts/groundnuts 0.01*

0401030 . Poppy seeds 0.01*

0401040 . Sesame seeds 0.01*

0401050 . Sunflower seeds 0.01*

0401060 . Rapeseeds/canola seeds 0.01*

0401070 . Soyabeans 0.01*

0401080 . Mustard seeds 0.01*

0401090 . Cotton seeds 0.01*

0401100 . Pumpkin seeds 0.01*

0401110 . Safflower seeds 0.01*

0401120 . Borage seeds 0.01*

0401130 . Gold of pleasure seeds 0.01*

0401140 . Hemp seeds 0.01*

0401150 . Castor beans 0.01*

0401990 . Others (2) 0.01*

0402000 . Oil fruits 0.01*

0402010 . Olives for oil production 0.01*

0402020 . Oil palms kernels 0.01*

0402030 . Oil palms fruits 0.01*

0402040 . Kapok 0.01*

0402990 . Others (2) 0.01*

0500000 . CEREALS 0.01*

0500010 . Barley 0.01*

0500020 . Buckwheat and other pseudocereals 0.01*

0500030 . Maize/corn 0.01*

0500040 . Common millet/proso millet 0.01*

0500050 . Oat 0.01*
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0500060 . Rice 0.01*

0500070 . Rye 0.01*

0500080 . Sorghum 0.01*

0500090 . Wheat 0.01*

0500990 . Others (2) 0.01*

0600000 . TEAS, COFFEE, HERBAL INFUSIONS, COCOA AND CAROBS 0.05*

0610000 . Teas 0.05*

0620000 . Coffee beans 0.05*

0630000 . Herbal infusions from 0.05*

0631000 . (a) flowers 0.05*

0631010 . Chamomile 0.05*

0631020 . Hibiscus/roselle 0.05*

0631030 . Rose 0.05*

0631040 . Jasmine 0.05*

0631050 . Lime/linden 0.05*

0631990 . Others (2) 0.05*

0632000 . (b) leaves and herbs 0.05*

0632010 . Strawberry 0.05*

0632020 . Rooibos 0.05*

0632030 . Mate/maté 0.05*

0632990 . Others (2) 0.05*

0633000 . (c) roots 0.05*

0633010 . Valerian 0.05*

0633020 . Ginseng 0.05*

0633990 . Others (2) 0.05*

0639000 . (d) any other parts of the plant 0.05*

0640000 . Cocoa beans 0.05*

0650000 . Carobs/Saint John's breads 0.05*

0700000 . HOPS 0.05*

0800000 . SPICES

0810000 . Seed spices 0.05*

0810010 . Anise/aniseed 0.05*

0810020 . Black caraway/black cumin 0.05*

0810030 . Celery 0.05*

0810040 . Coriander 0.05*

0810050 . Cumin 0.05*

0810060 . Dill 0.05*

0810070 . Fennel 0.05*

0810080 . Fenugreek 0.05*

0810090 . Nutmeg 0.05*

0810990 . Others (2) 0.05*

0820000 . Fruit spices 0.05*

0820010 . Allspice/pimento 0.05*

0820020 . Sichuan pepper 0.05*

0820030 . Caraway 0.05*

0820040 . Cardamom 0.05*

0820050 . Juniper berry 0.05*

0820060 . Peppercorn (black, green and white) 0.05*

0820070 . Vanilla 0.05*

0820080 . Tamarind 0.05*

0820990 . Others (2) 0.05*

0830000 . Bark spices 0.05*

0830010 . Cinnamon 0.05*

0830990 . Others (2) 0.05*

0840000 . Root and rhizome spices

0840010 . Liquorice 0.05*

0840020 . Ginger (10) 0.05*

0840030 . Turmeric/curcuma 0.05*

0840040 . Horseradish (11) (ft)

0840990 . Others (2) 0.05*

0850000 . Bud spices 0.05*

0850010 . Cloves 0.05*

0850020 . Capers 0.05*

0850990 . Others (2) 0.05*

0860000 . Flower pistil spices 0.05*

0860010 . Saffron 0.05*

0860990 . Others (2) 0.05*

0870000 . Aril spices 0.05*

0870010 . Mace 0.05*

0870990 . Others (2) 0.05*

0900000 . SUGAR PLANTS 0.01*

0900010 . Sugar beet roots 0.01*

0900020 . Sugar canes 0.01*

0900030 . Chicory roots 0.01*

0900990 . Others (2) 0.01*

1000000 . PRODUCTS OF ANIMAL ORIGIN -TERRESTRIAL ANIMALS

1010000 . Commodities from 0.01*

1011000 . (a) swine 0.01*

1011010 . Muscle 0.01*

1011020 . Fat 0.01*

1011030 . Liver 0.01*

1011040 . Kidney 0.01*

1011050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.01*

 599 



1011990 . Others (2) 0.01*

1012000 . (b) bovine 0.01*

1012010 . Muscle 0.01*

1012020 . Fat 0.01*

1012030 . Liver 0.01*

1012040 . Kidney 0.01*

1012050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.01*

1012990 . Others (2) 0.01*

1013000 . (c) sheep 0.01*

1013010 . Muscle 0.01*

1013020 . Fat 0.01*

1013030 . Liver 0.01*

1013040 . Kidney 0.01*

1013050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.01*

1013990 . Others (2) 0.01*

1014000 . d) goat 0.01*

1014010 . Muscle 0.01*

1014020 . Fat 0.01*

1014030 . Liver 0.01*

1014040 . Kidney 0.01*

1014050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.01*

1014990 . Others (2) 0.01*

1015000 . (e) equine 0.01*

1015010 . Muscle 0.01*

1015020 . Fat 0.01*

1015030 . Liver 0.01*

1015040 . Kidney 0.01*

1015050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.01*

1015990 . Others (2) 0.01*

1016000 . (f) poultry 0.01*

1016010 . Muscle 0.01*

1016020 . Fat 0.01*

1016030 . Liver 0.01*

1016040 . Kidney 0.01*

1016050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.01*

1016990 . Others (2) 0.01*

1017000 . (g) other farmed terrestrial animals 0.01*

1017010 . Muscle 0.01*

1017020 . Fat 0.01*

1017030 . Liver 0.01*

1017040 . Kidney 0.01*

1017050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.01*

1017990 . Others (2) 0.01*

1020000 . Milk 0.01*

1020010 . Cattle 0.01*

1020020 . Sheep 0.01*

1020030 . Goat 0.01*

1020040 . Horse 0.01*

1020990 . Others (2) 0.01*

1030000 . Birds eggs 0.01*

1030010 . Chicken 0.01*

1030020 . Duck 0.01*

1030030 . Geese 0.01*

1030040 . Quail 0.01*

1030990 . Others (2) 0.01*

1040000 . Honey and other apiculture products (7) 0.05*

1050000 . Amphibians and Reptiles 0.01*

1060000 . Terrestrial invertebrate animals 0.01*

1070000 . Wild terrestrial vertebrate animals 0.01*

Pesticide residue Legislation Entry in force

Dimethenamid including other

mixtures of constituent isomers

including dimethenamid-P (sum of

isomers) Reg. (EU) 2015/552 08/04/2015

Footnotes

Dimethenamid including other

mixtures of constituent isomers

including dimethenamid-P (sum

of isomers)

0220040 : Spring onions/green onions and Welsh onions

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0251020 : Lettuces

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.
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0256000 : (f) herbs and edible flowers

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256010 : Chervil

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256020 : Chives

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256030 : Celery leaves

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256040 : Parsley

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256050 : Sage

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256060 : Rosemary

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256070 : Thyme

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256080 : Basil and edible flowers

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256090 : Laurel/bay leaves

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256100 : Tarragon

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on plant metabolism as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 8 April 2017, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0840040 : Horseradish (11)

The applicable maximum residue level for horseradish (Armoracia rusticana) in the spice group

(code 0840040) is the one set for horseradish (Armoracia rusticana) in the Vegetables category,

root and tuber vegetables group (code 0213040) taking into account changes in the levels by

processing (drying) according to Art. 20 (1) of Regulation (EC) No 396/2005.
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ジメテナミド 

豪州における残留基準 
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Agricultural and Veterinary Chemicals Code Instrument No. 4 (MRL Standard) 2012 63

COMPOUND FOOD MRL (mg/kg)

MO 0105 Edible offal (Mammalian) 0.1

PE 0112 Eggs *0.02

FB 0269 Grapes *0.002

MM 0095 Meat [mammalian][in the fat] 0.05

ML 0106 Milks 0.01

GC 0647 Oats 0.05

VP 0063 Peas 0.05

PO 0111 Poultry, Edible offal of *0.02

PM 0110 Poultry meat *0.02

VD 0070 Pulses 0.05

GC 0650 Rye 0.05

GC 0653 Triticale 0.05

GC 0654 Wheat 0.02

Dimethenamid-P

VP 0526 Common bean *0.02

MO 0105 Edible offal (Mammalian) *0.01

PE 0112 Eggs *0.01

GC 0645 Maize *0.02

MM 0095 Meat (mammalian) *0.01

ML 0106 Milks *0.01

VA 0385 Onion, Bulb T*0.01

VP 0063 Peas *0.02

SO 0698 Poppy seed *0.01

PO 0111 Poultry, Edible offal of *0.01

PM 0110 Poultry meat *0.01

VD 0070 Pulses *0.02

VC 0429 Pumpkins *0.02

SO 0495 Rape seed [canola] T*0.01

VO 0447 Sweet corn (corn-on-the-cob) *0.02

Dimethipin

SO 0691 Cotton seed 0.5

OC 0691 Cotton seed oil, crude *0.1

OR 0691 Cotton seed oil, refined *0.1
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ヘプタクロル 

カナダにおける残留基準 
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ヘプタクロル 

EU における残留基準 
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Pesticide residues and maximum residue levels (mg/kg)

(*) Indicates lower limit of analytical determination

Pesticides - Web Version - EU MRLs (File created on 19/01/2018)

Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Heptachlor (sum of
heptachlor and

heptachlor epoxide
expressed as

heptachlor) (F)
0100000 .   FRUITS, FRESH or FROZEN; TREE NUTS
0110000 .     Citrus fruits 0.01*
0110010 .           Grapefruits 0.01*
0110020 .           Oranges 0.01*
0110030 .           Lemons 0.01*
0110040 .           Limes 0.01*
0110050 .           Mandarins 0.01*
0110990 .           Others (2) 0.01*
0120000 .     Tree nuts 0.01*
0120010 .           Almonds 0.01*
0120020 .           Brazil nuts 0.01*
0120030 .           Cashew nuts 0.01*
0120040 .           Chestnuts 0.01*
0120050 .           Coconuts 0.01*
0120060 .           Hazelnuts/cobnuts 0.01*
0120070 .           Macadamias 0.01*
0120080 .           Pecans 0.01*
0120090 .           Pine nut kernels 0.01*
0120100 .           Pistachios 0.01*
0120110 .           Walnuts 0.01*
0120990 .           Others (2) 0.01*
0130000 .     Pome fruits 0.01*
0130010 .           Apples 0.01*
0130020 .           Pears 0.01*
0130030 .           Quinces 0.01*
0130040 .           Medlars 0.01*
0130050 .           Loquats/Japanese medlars 0.01*
0130990 .           Others (2) 0.01*
0140000 .     Stone fruits 0.01*
0140010 .           Apricots 0.01*
0140020 .           Cherries (sweet) 0.01*
0140030 .           Peaches 0.01*
0140040 .           Plums 0.01*
0140990 .           Others (2) 0.01*
0150000 .     Berries and small fruits 0.01*
0151000 .       (a) grapes 0.01*
0151010 .           Table grapes 0.01*
0151020 .           Wine grapes 0.01*
0152000 .       (b) strawberries 0.01*
0153000 .       (c) cane fruits 0.01*
0153010 .           Blackberries 0.01*
0153020 .           Dewberries 0.01*
0153030 .           Raspberries (red and yellow) 0.01*
0153990 .           Others (2) 0.01*
0154000 .       (d) other small fruits and berries 0.01*
0154010 .           Blueberries 0.01*
0154020 .           Cranberries 0.01*
0154030 .           Currants (black, red and white) 0.01*
0154040 .           Gooseberries (green, red and yellow) 0.01*
0154050 .           Rose hips 0.01*
0154060 .           Mulberries (black and white) 0.01*
0154070 .           Azaroles/Mediterranean medlars 0.01*
0154080 .           Elderberries 0.01*
0154990 .           Others (2) 0.01*
0160000 .     Miscellaneous fruits with
0161000 .       (a) edible peel 0.01*
0161010 .           Dates 0.01*
0161020 .           Figs 0.01*
0161030 .           Table olives 0.01*
0161040 .           Kumquats 0.01*
0161050 .           Carambolas 0.01*
0161060 .           Kaki/Japanese persimmons 0.01*
0161070 .           Jambuls/jambolans 0.01*
0161990 .           Others (2) 0.01*
0162000 .       (b) inedible peel, small 0.01*
0162010 .           Kiwi fruits (green, red, yellow) 0.01*
0162020 .           Litchis/lychees 0.01*
0162030 .           Passionfruits/maracujas 0.01*
0162040 .           Prickly pears/cactus fruits 0.01*
0162050 .           Star apples/cainitos 0.01*
0162060 .           American persimmons/Virginia kaki 0.01*
0162990 .           Others (2) 0.01*
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Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Heptachlor (sum of
heptachlor and

heptachlor epoxide
expressed as

heptachlor) (F)
0163000 .       (c) inedible peel, large
0163010 .           Avocados 0.01*
0163020 .           Bananas 0.01*
0163030 .           Mangoes 0.01*
0163040 .           Papayas 0.01
0163050 .           Granate apples/pomegranates 0.01*
0163060 .           Cherimoyas 0.01
0163070 .           Guavas 0.01
0163080 .           Pineapples 0.01*
0163090 .           Breadfruits 0.01
0163100 .           Durians 0.01
0163110 .           Soursops/guanabanas 0.01
0163990 .           Others (2)
0200000 .   VEGETABLES, FRESH or FROZEN 0.01*
0210000 .     Root and tuber vegetables 0.01*
0211000 .       (a) potatoes 0.01*
0212000 .       (b) tropical root and tuber vegetables 0.01*
0212010 .           Cassava roots/manioc 0.01*
0212020 .           Sweet potatoes 0.01*
0212030 .           Yams 0.01*
0212040 .           Arrowroots 0.01*
0212990 .           Others (2) 0.01*
0213000 .       (c) other root and tuber vegetables except sugar beets 0.01*
0213010 .           Beetroots 0.01*
0213020 .           Carrots 0.01*
0213030 .           Celeriacs/turnip rooted celeries 0.01*
0213040 .           Horseradishes 0.01*
0213050 .           Jerusalem artichokes 0.01*
0213060 .           Parsnips 0.01*
0213070 .           Parsley roots/Hamburg roots parsley 0.01*
0213080 .           Radishes 0.01*
0213090 .           Salsifies 0.01*
0213100 .           Swedes/rutabagas 0.01*
0213110 .           Turnips 0.01*
0213990 .           Others (2) 0.01*
0220000 .     Bulb vegetables 0.01*
0220010 .           Garlic 0.01*
0220020 .           Onions 0.01*
0220030 .           Shallots 0.01*
0220040 .           Spring onions/green onions and Welsh onions 0.01*
0220990 .           Others (2) 0.01*
0230000 .     Fruiting vegetables 0.01*
0231000 .       (a) Solanaceae and Malvaceae 0.01*
0231010 .           Tomatoes 0.01*
0231020 .           Sweet peppers/bell peppers 0.01*
0231030 .           Aubergines/eggplants 0.01*
0231040 .           Okra/lady's fingers 0.01*
0231990 .           Others (2) 0.01*
0232000 .       (b) cucurbits with edible peel 0.01*
0232010 .           Cucumbers 0.01*
0232020 .           Gherkins 0.01*
0232030 .           Courgettes 0.01*
0232990 .           Others (2) 0.01*
0233000 .       (c) cucurbits with inedible peel 0.01*
0233010 .           Melons 0.01*
0233020 .           Pumpkins 0.01*
0233030 .           Watermelons 0.01*
0233990 .           Others (2) 0.01*
0234000 .       (d) sweet corn 0.01*
0239000 .       (e) other fruiting vegetables 0.01*
0240000 .     Brassica vegetables (excluding brassica roots and brassica baby leaf crops) 0.01*
0241000 .       (a) flowering brassica 0.01*
0241010 .           Broccoli 0.01*
0241020 .           Cauliflowers 0.01*
0241990 .           Others (2) 0.01*
0242000 .       (b) head brassica 0.01*
0242010 .           Brussels sprouts 0.01*
0242020 .           Head cabbages 0.01*
0242990 .           Others (2) 0.01*
0243000 .       (c) leafy brassica 0.01*
0243010 .           Chinese cabbages/pe-tsai 0.01*
0243020 .           Kales 0.01*
0243990 .           Others (2) 0.01*
0244000 .       (d) kohlrabies 0.01*
0250000 .     Leaf vegetables, herbs and edible flowers 0.01*
0251000 .       (a) lettuces and salad plants 0.01*
0251010 .           Lamb's lettuces/corn salads 0.01*
0251020 .           Lettuces 0.01*
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Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Heptachlor (sum of
heptachlor and

heptachlor epoxide
expressed as

heptachlor) (F)
0251030 .           Escaroles/broad-leaved endives 0.01*
0251040 .           Cresses and other sprouts and shoots 0.01*
0251050 .           Land cresses 0.01*
0251060 .           Roman rocket/rucola 0.01*
0251070 .           Red mustards 0.01*
0251080 .           Baby leaf crops (including brassica species) 0.01*
0251990 .           Others (2) 0.01*
0252000 .       (b) spinaches and similar leaves 0.01*
0252010 .           Spinaches 0.01*
0252020 .           Purslanes 0.01*
0252030 .           Chards/beet leaves 0.01*
0252990 .           Others (2) 0.01*
0253000 .       (c) grape leaves and similar species 0.01*
0254000 .       (d) watercresses 0.01*
0255000 .       (e) witloofs/Belgian endives 0.01*
0256000 .       (f) herbs and edible flowers 0.01*
0256010 .           Chervil 0.01*
0256020 .           Chives 0.01*
0256030 .           Celery leaves 0.01*
0256040 .           Parsley 0.01*
0256050 .           Sage 0.01*
0256060 .           Rosemary 0.01*
0256070 .           Thyme 0.01*
0256080 .           Basil and edible flowers 0.01*
0256090 .           Laurel/bay leaves 0.01*
0256100 .           Tarragon 0.01*
0256990 .           Others (2) 0.01*
0260000 .     Legume vegetables 0.01*
0260010 .           Beans (with pods) 0.01*
0260020 .           Beans (without pods) 0.01*
0260030 .           Peas (with pods) 0.01*
0260040 .           Peas (without pods) 0.01*
0260050 .           Lentils 0.01*
0260990 .           Others (2) 0.01*
0270000 .     Stem vegetables 0.01*
0270010 .           Asparagus 0.01*
0270020 .           Cardoons 0.01*
0270030 .           Celeries 0.01*
0270040 .           Florence fennels 0.01*
0270050 .           Globe artichokes 0.01*
0270060 .           Leeks 0.01*
0270070 .           Rhubarbs 0.01*
0270080 .           Bamboo shoots 0.01*
0270090 .           Palm hearts 0.01*
0270990 .           Others (2) 0.01*
0280000 .     Fungi, mosses and lichens 0.01*
0280010 .           Cultivated fungi 0.01*
0280020 .           Wild fungi 0.01*
0280990 .           Mosses and lichens 0.01*
0290000 .     Algae and prokaryotes organisms 0.01*
0300000 .   PULSES 0.01*
0300010 .           Beans 0.01*
0300020 .           Lentils 0.01*
0300030 .           Peas 0.01*
0300040 .           Lupins/lupini beans 0.01*
0300990 .           Others (2) 0.01*
0400000 .   OILSEEDS AND OIL FRUITS 0.01*
0401000 .     Oilseeds 0.01*
0401010 .           Linseeds 0.01*
0401020 .           Peanuts/groundnuts 0.01*
0401030 .           Poppy seeds 0.01*
0401040 .           Sesame seeds 0.01*
0401050 .           Sunflower seeds 0.01*
0401060 .           Rapeseeds/canola seeds 0.01*
0401070 .           Soyabeans 0.01*
0401080 .           Mustard seeds 0.01*
0401090 .           Cotton seeds 0.01*
0401100 .           Pumpkin seeds 0.01*
0401110 .           Safflower seeds 0.01*
0401120 .           Borage seeds 0.01*
0401130 .           Gold of pleasure seeds 0.01*
0401140 .           Hemp seeds 0.01*
0401150 .           Castor beans 0.01*
0401990 .           Others (2) 0.01*
0402000 .     Oil fruits 0.01*
0402010 .           Olives for oil production 0.01*
0402020 .           Oil palms kernels 0.01*
0402030 .           Oil palms fruits 0.01*
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Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Heptachlor (sum of
heptachlor and

heptachlor epoxide
expressed as

heptachlor) (F)
0402040 .           Kapok 0.01*
0402990 .           Others (2) 0.01*
0500000 .   CEREALS 0.01
0500010 .           Barley 0.01
0500020 .           Buckwheat and other pseudocereals 0.01
0500030 .           Maize/corn 0.01
0500040 .           Common millet/proso millet 0.01
0500050 .           Oat 0.01
0500060 .           Rice 0.01
0500070 .           Rye 0.01
0500080 .           Sorghum 0.01
0500090 .           Wheat 0.01
0500990 .           Others (2) 0.01
0600000 .   TEAS, COFFEE, HERBAL INFUSIONS, COCOA AND CAROBS
0610000 .     Teas 0.02*
0620000 .     Coffee beans 0.02*
0630000 .     Herbal infusions from
0631000 .       (a) flowers 0.1
0631010 .           Chamomile 0.1
0631020 .           Hibiscus/roselle 0.1
0631030 .           Rose 0.1
0631040 .           Jasmine 0.1
0631050 .           Lime/linden 0.1
0631990 .           Others (2) 0.1
0632000 .       (b) leaves and herbs 0.1
0632010 .           Strawberry 0.1
0632020 .           Rooibos 0.1
0632030 .           Mate/maté 0.1
0632990 .           Others (2) 0.1
0633000 .       (c) roots 0.1
0633010 .           Valerian 0.1
0633020 .           Ginseng 0.1
0633990 .           Others (2) 0.1
0639000 .       (d) any other parts of the plant 0.02*
0640000 .     Cocoa beans 0.02*
0650000 .     Carobs/Saint John's breads 0.02*
0700000 .   HOPS 0.02*
0800000 .   SPICES 0.1
0810000 .     Seed spices 0.1
0810010 .           Anise/aniseed 0.1
0810020 .           Black caraway/black cumin 0.1
0810030 .           Celery 0.1
0810040 .           Coriander 0.1
0810050 .           Cumin 0.1
0810060 .           Dill 0.1
0810070 .           Fennel 0.1
0810080 .           Fenugreek 0.1
0810090 .           Nutmeg 0.1
0810990 .           Others (2) 0.1
0820000 .     Fruit spices 0.1
0820010 .           Allspice/pimento 0.1
0820020 .           Sichuan pepper 0.1
0820030 .           Caraway 0.1
0820040 .           Cardamom 0.1
0820050 .           Juniper berry 0.1
0820060 .           Peppercorn (black, green and white) 0.1
0820070 .           Vanilla 0.1
0820080 .           Tamarind 0.1
0820990 .           Others (2) 0.1
0830000 .     Bark spices 0.1
0830010 .           Cinnamon 0.1
0830990 .           Others (2) 0.1
0840000 .     Root and rhizome spices 0.1
0840010 .           Liquorice 0.1
0840020 .           Ginger (10) 0.1
0840030 .           Turmeric/curcuma 0.1
0840040 .           Horseradish (11) 0.1
0840990 .           Others (2) 0.1
0850000 .     Bud spices 0.1
0850010 .           Cloves 0.1
0850020 .           Capers 0.1
0850990 .           Others (2) 0.1
0860000 .     Flower pistil spices 0.1
0860010 .           Saffron 0.1
0860990 .           Others (2) 0.1
0870000 .     Aril spices 0.1
0870010 .           Mace 0.1
0870990 .           Others (2) 0.1
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Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Heptachlor (sum of
heptachlor and

heptachlor epoxide
expressed as

heptachlor) (F)
0900000 .   SUGAR PLANTS 0.01
0900010 .           Sugar beet roots 0.01
0900020 .           Sugar canes 0.01
0900030 .           Chicory roots 0.01
0900990 .           Others (2) 0.01
1000000 .   PRODUCTS OF ANIMAL ORIGIN -TERRESTRIAL ANIMALS
1010000 .     Commodities from 0.2
1011000 .       (a) swine 0.2
1011010 .           Muscle 0.2
1011020 .           Fat 0.2
1011030 .           Liver 0.2
1011040 .           Kidney 0.2
1011050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.2
1011990 .           Others (2) 0.2
1012000 .       (b) bovine 0.2
1012010 .           Muscle 0.2
1012020 .           Fat 0.2
1012030 .           Liver 0.2
1012040 .           Kidney 0.2
1012050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.2
1012990 .           Others (2) 0.2
1013000 .       (c) sheep 0.2
1013010 .           Muscle 0.2
1013020 .           Fat 0.2
1013030 .           Liver 0.2
1013040 .           Kidney 0.2
1013050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.2
1013990 .           Others (2) 0.2
1014000 .       d) goat 0.2
1014010 .           Muscle 0.2
1014020 .           Fat 0.2
1014030 .           Liver 0.2
1014040 .           Kidney 0.2
1014050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.2
1014990 .           Others (2) 0.2
1015000 .       (e) equine 0.2
1015010 .           Muscle 0.2
1015020 .           Fat 0.2
1015030 .           Liver 0.2
1015040 .           Kidney 0.2
1015050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.2
1015990 .           Others (2) 0.2
1016000 .       (f) poultry 0.2
1016010 .           Muscle 0.2
1016020 .           Fat 0.2
1016030 .           Liver 0.2
1016040 .           Kidney 0.2
1016050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.2
1016990 .           Others (2) 0.2
1017000 .       (g) other farmed terrestrial animals 0.2
1017010 .           Muscle 0.2
1017020 .           Fat 0.2
1017030 .           Liver 0.2
1017040 .           Kidney 0.2
1017050 .           Edible offals (other than liver and kidney) 0.2
1017990 .           Others (2) 0.2
1020000 .     Milk 0.004
1020010 .           Cattle 0.004
1020020 .           Sheep 0.004
1020030 .           Goat 0.004
1020040 .           Horse 0.004
1020990 .           Others (2) 0.004
1030000 .     Birds eggs 0.02
1030010 .           Chicken 0.02
1030020 .           Duck 0.02
1030030 .           Geese 0.02
1030040 .           Quail 0.02
1030990 .           Others (2) 0.02
1040000 .     Honey and other apiculture products (7) 0.01
1050000 .     Amphibians and Reptiles 0.01
1060000 .     Terrestrial invertebrate animals 0.01
1070000 .     Wild terrestrial vertebrate animals 0.01

   
 

Pesticide residue  Legislation  Entry in force
Heptachlor (sum of heptachlor and
heptachlor epoxide expressed as

heptachlor) (F) Reg. (EC) No 149/2008 01/03/2008
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Code number  Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Heptachlor (sum of
heptachlor and

heptachlor epoxide
expressed as

heptachlor) (F)
 
 
Footnotes
Heptachlor (sum of heptachlor
and heptachlor epoxide
expressed as heptachlor) (F)

(F) = Fat soluble
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ELECTRONIC CODE OF FEDERAL REGULATIONS

e-CFR data is current as of February 6, 2018

Title 40 → Chapter I → Subchapter E → Part 180 → Subpart C → §180.408

Title 40: Protection of Environment
PART 180—TOLERANCES AND EXEMPTIONS FOR PESTICIDE CHEMICAL RESIDUES IN FOOD
Subpart C—Specific Tolerances

§180.408 Metalaxyl; tolerances for residues.

(a) General. Tolerances are established for the combined residues of the fungicide metalaxyl [N-(2,6-dmethylphyenyl)
-N-(methoxyacetyl) alanine methylester] and its metabolites containing the 2,6-dimethylaniline moiety, and N-(2-hydroxy methyl-
6-methylphenyl)-N-(methoxyacetyl)-alanine methyl ester, each expressed as metalaxyl equivalents, in or on the following food
commodities:

Commodity Parts per million

Alfalfa, forage 6.0

Alfalfa, hay 20.0

Almond 0.5

Almond, hulls 10.0

Apple 0.2

Apple, wet pomace 0.4

Apricot, dried 4.0

Asparagus 7.0

Avocado 4.0

Beet, garden, roots 0.1

Beet, garden, tops 0.1

Beet, sugar 0.1

Beet, sugar, molasses 1.0

Beet, sugar, roots 0.5

Beet, sugar, tops 10.0

Blueberry 2.0

Broccoli 2.0

Brussels sprouts 2.0

Cabbage 1.0

Cattle, fat 0.4

Cattle, kidney 0.4

Cattle, liver 0.4

Cattle, meat 0.05

Cattle, meat byproducts, except kidney and liver 0.05

Cauliflower 1.0

Citrus, oil 7.0

Citrus, dried pulp 7.0

Clover, forage 1.0

Clover, hay 2.5

Cotton, undelinted seed 0.1

Cranberry 4.0

Egg 0.05

Fruit, citrus 1.0

Fruit, stone, group 12 1.0

Ginseng 3.0

Goat, fat 0.4

Goat, kidney 0.4

Goat, liver 0.4

Goat, meat 0.05

Goat, meat byproducts, except kidney and liver 0.05

Grain, cereal, group 15, except barley, oat and wheat 0.1

Grain, crop 0.1

Grape 2.0

Grape, raisin 6.0

Grass, forage 10.0

Grass, hay 25.0

Hog, fat 0.4

Hog, kidney 0.4

Hog, liver 0.4

Hog, meat 0.05

Hog, meat byproducts, except kidney and liver 0.05

Hop, dried cones 20

Hop, vines 2.0

Horse, fat 0.4

Horse, kidney 0.4

Horse, liver 0.4

Horse, meat 0.05

1/3eCFR — Code of Federal Regulations
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Horse, meat byproducts, except kidney and liver 0.05

Lettuce, head 5.0

Milk 0.02

Mustard greens 5.0

Onion, bulb 3.0

Onion, green 10.0

Peanut 0.2

Peanut, hay 20.0

Peanut, meal 1.0

Peanut, hulls 2.0

Pineapple 0.1

Pineapple, fodder 0.1

Pineapple, forage 0.1

Plum, prune, dried 4.0

Potato, chips 4.0

Potato, granules, flakes 4.0

Potato, processed potato waste 4.0

Potato, wet peel 4.0

Poultry, fat 0.4

Poultry, kidney 0.4

Poultry, liver 0.4

Poultry, meat 0.05

Poultry, meat byproducts, except kidney and liver 0.05

Potato 0.5

Raspberry 0.5

Sheep, fat 0.4

Sheep, kidney 0.4

Sheep, liver 0.4

Sheep, meat 0.05

Sheep, meat byproducts, except kidney and liver 0.05

Soybean, hulls 2.0

Soybean, meal 2.0

Soybean, seed 1.0

Spinach 10.0

Strawberry 10.0

Sunflower, seed 0.1

Sunflower, forage 0.1

Tomato, paste 3.0

Tomato, puree 3.0

Vegetable, brassica, leafy, group 5, except broccoli, cabbage, cauliflower, brussels sprouts, and mustard greens 0.1

Vegetable, cucurbit, group 9 1.0

Vegetable, foilage of legume, group 7 8.0

Vegetable, fruiting, group 8 1.0

Vegetable, leafy, except brassica, group 4, except spinach 5.0

Vegetable, leaves of root and tuber, group 2 15.0

Vegetable, legume, cannery waste 5.0

Vegetable, legume, group 6 0.2

Vegetable, root and tuber, group 1 0.5

Walnut 0.5

(b) Section 18 emergency exemptions. [Reserved]

(c) Tolerances with regional registrations. Tolerances with regional registration (refer to §180.1(m)) are established for the
combined residues of the fungicide metalaxyl [N-(2,6-dimethylphenyl)-N-(methoxyacetyl) alanine methyl ester] and its
metabolites containing the 2,6-dimethylaniline moiety, and N-(2-hydroxy methyl-6-methyl)-N-(methoxyacetyl)-alanine
methylester, each expressed as metalaxyl, in or on the following raw agricultural commodity:

Commodity Parts per million

Papaya 0.1

(d) Indirect or inadvertent tolerances. Tolerances are established for indirect or inadvertent residues of metalaxyl in or on
the food commodities when present therein as a result of the application of metalaxyl to growing crops listed in paragraph (a) of
this section and other non-food crops to read as follows:

Commodity Part per million

Barley, bran 1.0

Barley, flour 1.0

Barley, grain 0.2

Barley, pearled barley 1.0

Barley, straw 2.0

Grain, cereal, forage, fodder and straw, group 16, except barley, oat, and wheat; forage 1.0

Grain, cereal, forage, fodder and straw, group 16, except barley, oat, and wheat; stover 1.0

Grain, cereal, forage, fodder and straw, group 16, except barley, oat, and wheat; straw 1.0

Oat, flour 1.0

Oat, forage 2.0

Oat, grain 0.2

Oat, groats, rolled oats 1.0

Oat, straw 2.0

Wheat, bran 1.0

Wheat, flour 1.0

2/3eCFR — Code of Federal Regulations
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Need assistance?

Wheat, forage 2.0

Wheat, germ 1.0

Wheat, grain 0.2

Wheat, middlings 1.0

Wheat, shorts 1.0

Wheat, straw 2.0

[65 FR 33700, May 24, 2000, as amended at 72 FR 35666, June 29, 2007; 74 FR 46374, Sept. 9, 2009; 75 FR 56015, Sept. 15, 2010]
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ELECTRONIC CODE OF FEDERAL REGULATIONS

e-CFR data is current as of January 30, 2018

Title 40 → Chapter I → Subchapter E → Part 180 → Subpart C → §180.546

Title 40: Protection of Environment
PART 180—TOLERANCES AND EXEMPTIONS FOR PESTICIDE CHEMICAL RESIDUES IN FOOD
Subpart C—Specific Tolerances

§180.546 Mefenoxam; tolerances for residues.

(a) General. Tolerances are established for residues of mefenoxam, including its metabolites and degradates, in or on the
commodities in the table below. Compliance with the tolerance levels specified below is to be determined by measuring only
metalaxyl (methyl N-(2,6-dimethylphenyl)-N-(methoxyacetyl)-DL-alaninate).

Commodity Parts per million

Artichoke, globe 0.05

Atemoya 0.20

Bean, snap, succulent 0.20

Bushberry subgroup 13-07B 2.0

Caneberry subgroup 13-07A 0.70

Canistel 0.40

Custard apple 0.20

Herbs, dried 55

Herbs, fresh 8.0

Kiwifruit 0.10

Mango 0.40

Onion, bulb, subgroup 3-07A 3.0

Onion, green, subgroup 3-07B 10

Papaya 0.40

Rapeseed subgroup 20A 0.05

Sapodilla 0.40

Sapote, black 0.40

Sapote, mamey 0.40

Spinach 10

Star apple 0.40

Starfruit 0.20

Sugar apple 0.20

(b) Section 18 emergency exemptions. [Reserved]

(c) Tolerances with regional registrations. [Reserved]

(d) Indirect or inadvertant residues. [Reserved]

[65 FR 57556, Sept. 25, 2000, as amended at 66 FR 48003, Sept. 17, 2001; 67 FR 35050, May 17, 2002; 76 FR 4548, Jan. 26, 2011; 81
FR 26727, May 4, 2016]

1/1eCFR — Code of Federal Regulations
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Home > Consumer Product Safety > Pesticides & Pest Management > For the Public > Protecting Your Health &
the Environment > Pesticides & Food > Maximum Residue Limits for Pesticides > MRL Database

Consumer Product Safety

Query Results

Records found = 281

Chemical
Common Name

Food Commodity MRL
Value

Established Via

Metalaxyl Buckwheat .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Sugar apples .2 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Wheat .2 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Dried summer savory leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Coconas 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Dried winter savory leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Poppy seeds .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Fat of cattle .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Fresh marigold 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh sweet bay leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried catnip 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh basil leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh hyssop tops 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh lovage leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Skirret roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Kidney of goats .85 EMRL2008-16 (29 August 2008)

Metalaxyl Asparagus 7 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Eggs .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Meat byproducts of horses
(except kidney and liver)

.05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Chinese cucumbers 1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Watermelons 1 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Barley .05 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Lingonberries 3

1/10Maximum Residue Limits for Pesticides - Health Canada
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MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fuzzy kiwifruit .1 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Arugula 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Okras 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Potatoes .5 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Sea buckthorn 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Horseradish roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Pearl millet .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Garden purslane 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Winter purslane 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Fresh tansy leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Mustard spinach 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Goji berries 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Dried basil leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried thyme leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dry chickpeas .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Meat of goats .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Cantaloupes 1 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Pineapples .1 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Chicory roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Chinese mustard cabbages 2 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Winter squash 1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Meat of cattle .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Hare's ear mustard seeds .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Leaf lettuce 5 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Elderberries 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Mangoes .4 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Garland chrysanthemum 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Rape leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried burnet 27

2/10Maximum Residue Limits for Pesticides - Health Canada
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MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh cilantro leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Triticale .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Sorghum .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Chinese waxgourds 1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Sweet corn kernels plus cob
with husks removed

.05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Brussels sprouts 2 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Tree tomatoes 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Pepinos 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Edible burdock roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Turnip-rooted parsley roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Amaranth 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Dock 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Dried angelica leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Globe artichokes .05 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Chinese broccoli 2 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Gold of Pleasure seeds .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Endives 5 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Cherries 1 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Sugar beet roots 1 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Fresh woodruff leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Strawberries 10 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh thyme leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Liver of cattle .3 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Meat byproducts of goats
(except kidney and liver)

.05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Eggplants 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Dried sweet bay leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Mizuna 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Honeysuckle 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82
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Metalaxyl Balsam pears 1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Dried parsley leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Peaches 1 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Sesame seeds .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Sunflower seeds .1 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Oats .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Fat of poultry .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Spanish salsify roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Highbush blueberries 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Nectarines 1 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Liver of sheep .3 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Dried balm leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Garden huckleberries 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Salal berries 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Broccoli raab 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Citrus fruits 5 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Rye .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Dried borage leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried camomile 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Edible leaved chrysanthemum 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Green onions 10 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Rice .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Sweet rocket seeds .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Dry bulb onions 3 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Peas .2 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Fresh culantro leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh dillweed leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Star apples .4 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried lemongrass leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Kidney of cattle .85 EMRL2008-16 (29 August 2008)

Metalaxyl Liver of hogs .3 EMRL2008-02 (9 July 2008)
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Metalaxyl Pennyroyal leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh wormwood leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Native currants 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Black salsify roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Peanuts .2 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Meat byproducts of sheep
(except kidney and liver)

.05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl European barberries 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Mamey sapotes .4 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dry lentils .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Radish tops 15 EMRL 2011-20 (10 May 2011)

Metalaxyl Dried lovage leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried rue leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl West Indian gherkins 1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Fat of goats .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Field corn .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Turnip roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Dried tarragon leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Raspberries .2 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Salsify roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Meat byproducts of hogs
(except kidney and liver)

.05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Meat of sheep .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Fresh lavender 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh parsley leaves 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Head lettuce 5 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Non-bell peppers 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Gooseberries 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Jostaberries 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Cabbages 2 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Ginseng roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl African eggplants 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Currant tomatoes 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22
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Metalaxyl Dried hyssop tops 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Avocados 4 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Mustard seeds .1 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Martynias 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Fresh angelica leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Borage seeds .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Fat of horses .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Broccoli 2 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Wild rice .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Oriental radish roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Fresh nasturtium leaves and
flowers

15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh wintergreen leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Mustard greens 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Apples .1 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Kidney of sheep .85 EMRL2008-16 (29 August 2008)

Metalaxyl Dried woodruff leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Kidney of poultry .7 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Carrot roots .5 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Fresh lemongrass leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Echium seeds .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Milkweed seeds .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Fresh rue leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Cauliflowers 2 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Fat of hogs .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Meat of horses .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Black sapotes .4 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Garden cress 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Lowbush blueberries 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Muskmelons (other than those
listed in this item)

1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Almond nuts .5 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Flaxseeds .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104
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Metalaxyl Radicchio 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Mustard seeds (condiment
type)

.1 MRL Database (12 February 2013)
consulted via PMRL2012-44

Metalaxyl Dried curry leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dandelion leaves 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Dried horehound 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Sunberries 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Tomatoes 1 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Dried chervil leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried chive leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Apricots 1 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Fresh borage leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Spinach 10 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Bell peppers 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Tomatillos 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Plums 1 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Meat byproducts of poultry
(except kidney and liver)

.05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Oil radish seeds .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Dried rosemary leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh marjoram 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Collards 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Summer squash 1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Popcorn grain .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Dried wormwood leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried sage leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Milk .01 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Raisins 2 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Fat of sheep .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Cucumbers 1 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008
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Metalaxyl Napa Chinese cabbages 2 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Saskatoon berries
(juneberries)

3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Mustard seeds (oilseed type) .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Fresh balm leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh horehound 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Turnip-rooted chervil roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Naranjillas 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Canistels .4 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Starfruits .2 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Liver of poultry .3 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Beans .2 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Black walnuts .5 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Aronia berries 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried marigold 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried Chinese chive leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried costmary leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Pea eggplants 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Edible gourds (other than
those listed in this item)

1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Parsnip roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Kohlrabies 2 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Fresh rosemary leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh tarragon leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Garden beet roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Liver of horses .3 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Dried dillweed leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Roselles 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Fresh winter savory leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried clary leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Papayas .4 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82
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Metalaxyl Fresh costmary leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried cilantro leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Chayote fruit 1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Cuphea seeds .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Dried wintergreen leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh clary leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Chilean guavas 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Citron melons 1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Huckleberries 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Highbush cranberries 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Buffalo currants 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Cumin .05 MRL Database (23 September
2014) consulted via PMRL2014-39

Metalaxyl Fresh chervil leaves 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Balsam apples 1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Kidney of hogs .85 EMRL2008-16 (29 August 2008)

Metalaxyl Kidney of horses .85 EMRL2008-16 (29 August 2008)

Metalaxyl Radish roots .5 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Meat of hogs .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Fresh curry leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried lavender 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Pumpkins 1 EMRL2008-21 (3 September
2008)

Metalaxyl Dry soybeans 1 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Teosinte .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Liver of goats .3 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Meat byproducts of cattle
(except kidney and liver)

.05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Orach 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Custard apples .2 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Groundcherries 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Scarlet eggplants 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22
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Date Modified: 2018-02-01

Metalaxyl Rapeseeds (canola) .05 MRL Database (11 February 2014)
consulted via PMRL2013-104

Metalaxyl Meat of poultry .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl English walnuts .5 Canada Gazette II Prior to 16 June
2008

Metalaxyl Currants 3 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Sapodillas .4 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Grapes 2 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Atemoyas .2 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Bush tomatoes 1 MRL Database (21 July 2013)
consulted via PMRL2013-22

Metalaxyl Bok choy Chinese cabbages 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh burnet 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Rutabaga roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Dried marjoram 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Dried tansy leaves 27 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Fresh summer savory leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Kales 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Cranberries 4 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Celeriac roots .5 EMRL2009-10 (5 June 2009)

Metalaxyl Corn salad 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Upland cress 5 EMRL2008-33 (17 November
2008)

Metalaxyl Fresh sage leaves 15 MRL Database (14 February 2015)
consulted via PMRL2014-82

Metalaxyl Hops (dried) 8 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Metalaxyl Proso millet .05 EMRL2008-02 (9 July 2008)

Refine Search Parameters
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メタラキシル及びメフェノキサム 

EU における残留基準 
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Pesticide residues and maximum residue levels (mg/kg)

(*) Indicates lower limit of analytical determination

Pesticides - Web Version - EU MRLs (File created on 01/02/2018)

Code number Groups and examples of individual products to which the MRLs apply (a)

Metalaxyl and

metalaxyl-M

(metalaxyl including

other mixtures of

constituent isomers

including metalaxyl-M

(sum of isomers))

0100000 . FRUITS, FRESH or FROZEN; TREE NUTS

0110000 . Citrus fruits

0110010 . Grapefruits 0.7

0110020 . Oranges 0.7

0110030 . Lemons 0.5 (ft)

0110040 . Limes 0.5 (ft)

0110050 . Mandarins 0.5 (ft)

0110990 . Others (2) 0.5

0120000 . Tree nuts 0.01*

0120010 . Almonds 0.01*

0120020 . Brazil nuts 0.01*

0120030 . Cashew nuts 0.01*

0120040 . Chestnuts 0.01*

0120050 . Coconuts 0.01*

0120060 . Hazelnuts/cobnuts 0.01*

0120070 . Macadamias 0.01*

0120080 . Pecans 0.01*

0120090 . Pine nut kernels 0.01*

0120100 . Pistachios 0.01*

0120110 . Walnuts 0.01*

0120990 . Others (2) 0.01*

0130000 . Pome fruits

0130010 . Apples 1 (ft)

0130020 . Pears 1 (ft)

0130030 . Quinces 0.01*

0130040 . Medlars 0.01*

0130050 . Loquats/Japanese medlars 0.01*

0130990 . Others (2) 0.01*

0140000 . Stone fruits 0.01*

0140010 . Apricots 0.01*

0140020 . Cherries (sweet) 0.01*

0140030 . Peaches 0.01*

0140040 . Plums 0.01*

0140990 . Others (2) 0.01*

0150000 . Berries and small fruits

0151000 . (a) grapes

0151010 . Table grapes 2 (ft)

0151020 . Wine grapes 1 (ft)

0152000 . (b) strawberries 0.6

0153000 . (c) cane fruits 0.02*

0153010 . Blackberries 0.02*

0153020 . Dewberries 0.02*

0153030 . Raspberries (red and yellow) 0.02*

0153990 . Others (2) 0.02*

0154000 . (d) other small fruits and berries

0154010 . Blueberries 0.01*

0154020 . Cranberries 0.01*

0154030 . Currants (black, red and white) 0.4

0154040 . Gooseberries (green, red and yellow) 0.3

0154050 . Rose hips 0.01*

0154060 . Mulberries (black and white) 0.01*

0154070 . Azaroles/Mediterranean medlars 0.01*

0154080 . Elderberries 0.01*

0154990 . Others (2) 0.01*

0160000 . Miscellaneous fruits with

0161000 . (a) edible peel 0.05*

0161010 . Dates 0.05*

0161020 . Figs 0.05*

0161030 . Table olives 0.05*

0161040 . Kumquats 0.05*

0161050 . Carambolas 0.05*

0161060 . Kaki/Japanese persimmons 0.05*

0161070 . Jambuls/jambolans 0.05*

0161990 . Others (2) 0.05*

0162000 . (b) inedible peel, small

0162010 . Kiwi fruits (green, red, yellow) 0.02*

0162020 . Litchis/lychees 0.01*

0162030 . Passionfruits/maracujas 0.01*

0162040 . Prickly pears/cactus fruits 0.01*

0162050 . Star apples/cainitos 0.01*
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0162060 . American persimmons/Virginia kaki 0.01*

0162990 . Others (2) 0.01*

0163000 . (c) inedible peel, large 0.01*

0163010 . Avocados 0.01*

0163020 . Bananas 0.01*

0163030 . Mangoes 0.01*

0163040 . Papayas 0.01*

0163050 . Granate apples/pomegranates 0.01*

0163060 . Cherimoyas 0.01*

0163070 . Guavas 0.01*

0163080 . Pineapples 0.01*

0163090 . Breadfruits 0.01*

0163100 . Durians 0.01*

0163110 . Soursops/guanabanas 0.01*

0163990 . Others (2) 0.01*

0200000 . VEGETABLES, FRESH or FROZEN

0210000 . Root and tuber vegetables

0211000 . (a) potatoes 0.02*

0212000 . (b) tropical root and tuber vegetables 0.01*

0212010 . Cassava roots/manioc 0.01*

0212020 . Sweet potatoes 0.01*

0212030 . Yams 0.01*

0212040 . Arrowroots 0.01*

0212990 . Others (2) 0.01*

0213000 . (c) other root and tuber vegetables except sugar beets

0213010 . Beetroots 0.02*

0213020 . Carrots 0.1

0213030 . Celeriacs/turnip rooted celeries 0.01*

0213040 . Horseradishes 0.1

0213050 . Jerusalem artichokes 0.01*

0213060 . Parsnips 0.1

0213070 . Parsley roots/Hamburg roots parsley 0.01*

0213080 . Radishes 0.06

0213090 . Salsifies 0.02*

0213100 . Swedes/rutabagas 0.01*

0213110 . Turnips 0.01*

0213990 . Others (2) 0.01*

0220000 . Bulb vegetables

0220010 . Garlic 0.02*

0220020 . Onions 0.5 (ft)

0220030 . Shallots 0.02*

0220040 . Spring onions/green onions and Welsh onions 0.3

0220990 . Others (2) 0.01*

0230000 . Fruiting vegetables

0231000 . (a) Solanaceae and Malvaceae

0231010 . Tomatoes 0.3

0231020 . Sweet peppers/bell peppers 0.5 (ft)

0231030 . Aubergines/eggplants 0.01*

0231040 . Okra/lady's fingers 0.01*

0231990 . Others (2) 0.01*

0232000 . (b) cucurbits with edible peel

0232010 . Cucumbers 0.5

0232020 . Gherkins 0.01*

0232030 . Courgettes 0.01*

0232990 . Others (2) 0.01*

0233000 . (c) cucurbits with inedible peel

0233010 . Melons 0.2 (ft)

0233020 . Pumpkins 0.01*

0233030 . Watermelons 0.2 (ft)

0233990 . Others (2) 0.01*

0234000 . (d) sweet corn 0.05*

0239000 . (e) other fruiting vegetables 0.01*

0240000 . Brassica vegetables (excluding brassica roots and brassica baby leaf crops)

0241000 . (a) flowering brassica 0.2 (ft)

0241010 . Broccoli 0.2 (ft)

0241020 . Cauliflowers 0.2 (ft)

0241990 . Others (2) 0.2 (ft)

0242000 . (b) head brassica

0242010 . Brussels sprouts 0.15

0242020 . Head cabbages 0.06

0242990 . Others (2) 0.01*

0243000 . (c) leafy brassica

0243010 . Chinese cabbages/pe-tsai 0.02*

0243020 . Kales 0.3

0243990 . Others (2) 0.01*

0244000 . (d) kohlrabies 0.02*

0250000 . Leaf vegetables, herbs and edible flowers

0251000 . (a) lettuces and salad plants 3

0251010 . Lamb's lettuces/corn salads 3

0251020 . Lettuces 3

0251030 . Escaroles/broad-leaved endives 3

0251040 . Cresses and other sprouts and shoots 3

0251050 . Land cresses 3
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0251060 . Roman rocket/rucola 3

0251070 . Red mustards 3

0251080 . Baby leaf crops (including brassica species) 3

0251990 . Others (2) 3

0252000 . (b) spinaches and similar leaves 1.5

0252010 . Spinaches 1.5

0252020 . Purslanes 1.5

0252030 . Chards/beet leaves 1.5

0252990 . Others (2) 1.5

0253000 . (c) grape leaves and similar species 0.01*

0254000 . (d) watercresses 0.01*

0255000 . (e) witloofs/Belgian endives 0.4

0256000 . (f) herbs and edible flowers 3 (ft)

0256010 . Chervil 3 (ft)

0256020 . Chives 3 (ft)

0256030 . Celery leaves 3 (ft)

0256040 . Parsley 3 (ft)

0256050 . Sage 3 (ft)

0256060 . Rosemary 3 (ft)

0256070 . Thyme 3 (ft)

0256080 . Basil and edible flowers 3 (ft)

0256090 . Laurel/bay leaves 3 (ft)

0256100 . Tarragon 3 (ft)

0256990 . Others (2) 3 (ft)

0260000 . Legume vegetables

0260010 . Beans (with pods) 0.02*

0260020 . Beans (without pods) 0.02*

0260030 . Peas (with pods) 0.02*

0260040 . Peas (without pods) 0.02*

0260050 . Lentils 0.01*

0260990 . Others (2) 0.01*

0270000 . Stem vegetables

0270010 . Asparagus 0.02*

0270020 . Cardoons 0.01*

0270030 . Celeries 0.01*

0270040 . Florence fennels 0.01*

0270050 . Globe artichokes 0.05 (ft)

0270060 . Leeks 0.03

0270070 . Rhubarbs 0.01*

0270080 . Bamboo shoots 0.01*

0270090 . Palm hearts 0.01*

0270990 . Others (2) 0.01*

0280000 . Fungi, mosses and lichens 0.01*

0280010 . Cultivated fungi 0.01*

0280020 . Wild fungi 0.01*

0280990 . Mosses and lichens 0.01*

0290000 . Algae and prokaryotes organisms 0.01*

0300000 . PULSES

0300010 . Beans 0.02*

0300020 . Lentils 0.01*

0300030 . Peas 0.02*

0300040 . Lupins/lupini beans 0.02*

0300990 . Others (2) 0.01*

0400000 . OILSEEDS AND OIL FRUITS

0401000 . Oilseeds

0401010 . Linseeds 0.02*

0401020 . Peanuts/groundnuts 0.01*

0401030 . Poppy seeds 0.02*

0401040 . Sesame seeds 0.01*

0401050 . Sunflower seeds 0.02*

0401060 . Rapeseeds/canola seeds 0.02*

0401070 . Soyabeans 0.1* (ft)

0401080 . Mustard seeds 0.02*

0401090 . Cotton seeds 0.01*

0401100 . Pumpkin seeds 0.01*

0401110 . Safflower seeds 0.01*

0401120 . Borage seeds 0.01*

0401130 . Gold of pleasure seeds 0.02*

0401140 . Hemp seeds 0.01*

0401150 . Castor beans 0.01*

0401990 . Others (2) 0.01*

0402000 . Oil fruits 0.01*

0402010 . Olives for oil production 0.01*

0402020 . Oil palms kernels 0.01*

0402030 . Oil palms fruits 0.01*

0402040 . Kapok 0.01*

0402990 . Others (2) 0.01*

0500000 . CEREALS

0500010 . Barley 0.01*

0500020 . Buckwheat and other pseudocereals 0.01*

0500030 . Maize/corn 0.02*

0500040 . Common millet/proso millet 0.01*

0500050 . Oat 0.01*
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0500060 . Rice 0.01*

0500070 . Rye 0.01*

0500080 . Sorghum 0.01*

0500090 . Wheat 0.01*

0500990 . Others (2) 0.01*

0600000 . TEAS, COFFEE, HERBAL INFUSIONS, COCOA AND CAROBS

0610000 . Teas 0.05*

0620000 . Coffee beans 0.05*

0630000 . Herbal infusions from 0.05*

0631000 . (a) flowers 0.05*

0631010 . Chamomile 0.05*

0631020 . Hibiscus/roselle 0.05*

0631030 . Rose 0.05*

0631040 . Jasmine 0.05*

0631050 . Lime/linden 0.05*

0631990 . Others (2) 0.05*

0632000 . (b) leaves and herbs 0.05*

0632010 . Strawberry 0.05*

0632020 . Rooibos 0.05*

0632030 . Mate/maté 0.05*

0632990 . Others (2) 0.05*

0633000 . (c) roots 0.05*

0633010 . Valerian 0.05*

0633020 . Ginseng 0.05*

0633990 . Others (2) 0.05*

0639000 . (d) any other parts of the plant 0.05*

0640000 . Cocoa beans 0.1 (ft)

0650000 . Carobs/Saint John's breads 0.05*

0700000 . HOPS 15 (ft)

0800000 . SPICES

0810000 . Seed spices 0.05*

0810010 . Anise/aniseed 0.05*

0810020 . Black caraway/black cumin 0.05*

0810030 . Celery 0.05*

0810040 . Coriander 0.05*

0810050 . Cumin 0.05*

0810060 . Dill 0.05*

0810070 . Fennel 0.05*

0810080 . Fenugreek 0.05*

0810090 . Nutmeg 0.05*

0810990 . Others (2) 0.05*

0820000 . Fruit spices 0.1* (ft)

0820010 . Allspice/pimento 0.1* (ft)

0820020 . Sichuan pepper 0.1* (ft)

0820030 . Caraway 0.1* (ft)

0820040 . Cardamom 0.1* (ft)

0820050 . Juniper berry 0.1* (ft)

0820060 . Peppercorn (black, green and white) 0.1* (ft)

0820070 . Vanilla 0.1* (ft)

0820080 . Tamarind 0.1* (ft)

0820990 . Others (2) 0.1* (ft)

0830000 . Bark spices 0.05*

0830010 . Cinnamon 0.05*

0830990 . Others (2) 0.05*

0840000 . Root and rhizome spices

0840010 . Liquorice 0.05*

0840020 . Ginger (10) 0.05*

0840030 . Turmeric/curcuma 0.05*

0840040 . Horseradish (11) (ft)

0840990 . Others (2) 0.05*

0850000 . Bud spices 0.05*

0850010 . Cloves 0.05*

0850020 . Capers 0.05*

0850990 . Others (2) 0.05*

0860000 . Flower pistil spices 0.05*

0860010 . Saffron 0.05*

0860990 . Others (2) 0.05*

0870000 . Aril spices 0.05*

0870010 . Mace 0.05*

0870990 . Others (2) 0.05*

0900000 . SUGAR PLANTS 0.01*

0900010 . Sugar beet roots 0.01*

0900020 . Sugar canes 0.01*

0900030 . Chicory roots 0.01*

0900990 . Others (2) 0.01*

1000000 . PRODUCTS OF ANIMAL ORIGIN -TERRESTRIAL ANIMALS (ft)

1010000 . Commodities from (ft)

1011000 . (a) swine (ft)

1011010 . Muscle 0.01* (ft)

1011020 . Fat 0.01* (ft)

1011030 . Liver 0.05* (ft)

1011040 . Kidney 0.2 (ft)

1011050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.2 (ft)
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1011990 . Others (2) 0.01* (ft)

1012000 . (b) bovine (ft)

1012010 . Muscle 0.01* (ft)

1012020 . Fat 0.01* (ft)

1012030 . Liver 0.05* (ft)

1012040 . Kidney 0.3 (ft)

1012050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.3 (ft)

1012990 . Others (2) 0.01* (ft)

1013000 . (c) sheep (ft)

1013010 . Muscle 0.01* (ft)

1013020 . Fat 0.01* (ft)

1013030 . Liver 0.05* (ft)

1013040 . Kidney 0.3 (ft)

1013050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.3 (ft)

1013990 . Others (2) 0.01* (ft)

1014000 . d) goat (ft)

1014010 . Muscle 0.01* (ft)

1014020 . Fat 0.01* (ft)

1014030 . Liver 0.05* (ft)

1014040 . Kidney 0.3 (ft)

1014050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.3 (ft)

1014990 . Others (2) 0.01* (ft)

1015000 . (e) equine (ft)

1015010 . Muscle 0.01* (ft)

1015020 . Fat 0.01* (ft)

1015030 . Liver 0.05* (ft)

1015040 . Kidney 0.3 (ft)

1015050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.3 (ft)

1015990 . Others (2) 0.01* (ft)

1016000 . (f) poultry (ft)

1016010 . Muscle 0.01* (ft)

1016020 . Fat 0.01* (ft)

1016030 . Liver 0.05* (ft)

1016040 . Kidney 0.05* (ft)

1016050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.05* (ft)

1016990 . Others (2) 0.01* (ft)

1017000 . (g) other farmed terrestrial animals (ft)

1017010 . Muscle 0.01* (ft)

1017020 . Fat 0.01* (ft)

1017030 . Liver 0.05* (ft)

1017040 . Kidney 0.3 (ft)

1017050 . Edible offals (other than liver and kidney) 0.3 (ft)

1017990 . Others (2) 0.01* (ft)

1020000 . Milk 0.01* (ft)

1020010 . Cattle 0.01* (ft)

1020020 . Sheep 0.01* (ft)

1020030 . Goat 0.01* (ft)

1020040 . Horse 0.01* (ft)

1020990 . Others (2) 0.01* (ft)

1030000 . Birds eggs 0.01* (ft)

1030010 . Chicken 0.01* (ft)

1030020 . Duck 0.01* (ft)

1030030 . Geese 0.01* (ft)

1030040 . Quail 0.01* (ft)

1030990 . Others (2) 0.01* (ft)

1040000 . Honey and other apiculture products (7) 0.05* (ft)

1050000 . Amphibians and Reptiles 0.01* (ft)

1060000 . Terrestrial invertebrate animals 0.01* (ft)

1070000 . Wild terrestrial vertebrate animals 0.01* (ft)

Pesticide residue Legislation Entry in force

Metalaxyl and metalaxyl-M

(metalaxyl including other mixtures

of constituent isomers including

metalaxyl-M (sum of isomers)) Reg. (EU) 2017/1164 01/07/2017

Footnotes

Metalaxyl and metalaxyl-M

(metalaxyl including other

mixtures of constituent isomers

including metalaxyl-M (sum of

isomers))

0110030 : Lemons

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl and

metalaxyl-M as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the

information referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information

is not submitted by that date, the lack of it.

0110040 : Limes
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The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0110050 : Mandarins

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0130010 : Apples

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl and

metalaxyl-M as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the

information referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information

is not submitted by that date, the lack of it.

0130020 : Pears

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl and

metalaxyl-M as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the

information referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information

is not submitted by that date, the lack of it.

0151010 : Table grapes

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0151020 : Wine grapes

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0220020 : Onions

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0231020 : Sweet peppers/bell peppers

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0233010 : Melons

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0233030 : Watermelons

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0241000 : (a) flowering brassica

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl and

metalaxyl-M as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the

information referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information

is not submitted by that date, the lack of it.

0241010 : Broccoli

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl and

metalaxyl-M as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the

information referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information

is not submitted by that date, the lack of it.

0241020 : Cauliflowers

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl and

metalaxyl-M as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the

information referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information

is not submitted by that date, the lack of it.

0241990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl and

metalaxyl-M as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the

information referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information

is not submitted by that date, the lack of it.

0256000 : (f) herbs and edible flowers

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256010 : Chervil

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256020 : Chives
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The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256030 : Celery leaves

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256040 : Parsley

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256050 : Sage

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256060 : Rosemary

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256070 : Thyme

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256080 : Basil and edible flowers

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256090 : Laurel/bay leaves

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256100 : Tarragon

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0256990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0270050 : Globe artichokes

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

0401070 : Soyabeans

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl and

metalaxyl-M as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the

information referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information

is not submitted by that date, the lack of it.

0640000 : Cocoa beans

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

and analytical methods as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into

account the information referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that

information is not submitted by that date, the lack of it.

0700000 : HOPS

The European Food Safety Authority identified some information on residue trials on metalaxyl-M

and analytical methods as unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into

account the information referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that

information is not submitted by that date, the lack of it.

0820000 : Fruit spices

Temporary MRL valid until 1 July 2021. After this date the MRL will be 0.05* mg/kg, unless

modified by a Regulation in light of new available information.

0820010 : Allspice/pimento

Temporary MRL valid until 1 July 2021. After this date the MRL will be 0.05* mg/kg, unless

modified by a Regulation in light of new available information.

0820020 : Sichuan pepper

Temporary MRL valid until 1 July 2021. After this date the MRL will be 0.05* mg/kg, unless

modified by a Regulation in light of new available information.

0820030 : Caraway

Temporary MRL valid until 1 July 2021. After this date the MRL will be 0.05* mg/kg, unless

modified by a Regulation in light of new available information.

0820040 : Cardamom
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Temporary MRL valid until 1 July 2021. After this date the MRL will be 0.05* mg/kg, unless

modified by a Regulation in light of new available information.

0820050 : Juniper berry

Temporary MRL valid until 1 July 2021. After this date the MRL will be 0.05* mg/kg, unless

modified by a Regulation in light of new available information.

0820060 : Peppercorn (black green and white)

Temporary MRL valid until 1 July 2021. After this date the MRL will be 0.05* mg/kg, unless

modified by a Regulation in light of new available information.

0820070 : Vanilla

Temporary MRL valid until 1 July 2021. After this date the MRL will be 0.05* mg/kg, unless

modified by a Regulation in light of new available information.

0820080 : Tamarind

Temporary MRL valid until 1 July 2021. After this date the MRL will be 0.05* mg/kg, unless

modified by a Regulation in light of new available information.

0820990 : Others (2)

Temporary MRL valid until 1 July 2021. After this date the MRL will be 0.05* mg/kg, unless

modified by a Regulation in light of new available information.

0840040 : Horseradish (11)

The applicable maximum residue level for horseradish (Armoracia rusticana) in the spice group

(code 0840040) is the one set for horseradish (Armoracia rusticana) in the Vegetables category,

root and tuber vegetables group (code 0213040) taking into account changes in the levels by

processing (drying) according to Art. 20 (1) of Regulation (EC) No 396/2005.

1000000 : PRODUCTS OF ANIMAL ORIGIN -TERRESTRIAL ANIMALS

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1010000 : Commodities from

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1011000 : (a) swine

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1011010 : Muscle

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1011020 : Fat

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1011030 : Liver

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1011040 : Kidney

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1011050 : Edible offals (other than liver and kidney)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1011990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1012000 : (b) bovine

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1012010 : Muscle

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1012020 : Fat

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1012030 : Liver
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The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1012040 : Kidney

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1012050 : Edible offals (other than liver and kidney)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1012990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1013000 : (c) sheep

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1013010 : Muscle

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1013020 : Fat

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1013030 : Liver

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1013040 : Kidney

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1013050 : Edible offals (other than liver and kidney)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1013990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1014000 : d) goat

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1014010 : Muscle

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1014020 : Fat

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1014030 : Liver

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1014040 : Kidney

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1014050 : Edible offals (other than liver and kidney)
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The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1014990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1015000 : (e) equine

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1015010 : Muscle

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1015020 : Fat

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1015030 : Liver

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1015040 : Kidney

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1015050 : Edible offals (other than liver and kidney)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1015990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1016000 : (f) poultry

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1016010 : Muscle

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1016020 : Fat

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1016030 : Liver

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1016040 : Kidney

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1016050 : Edible offals (other than liver and kidney)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1016990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1017000 : (g) other farmed terrestrial animals
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The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1017010 : Muscle

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1017020 : Fat

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1017030 : Liver

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1017040 : Kidney

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1017050 : Edible offals (other than liver and kidney)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1017990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1020000 : Milk

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1020010 : Cattle

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1020020 : Sheep

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1020030 : Goat

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1020040 : Horse

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1020990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1030000 : Birds eggs

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1030010 : Chicken

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1030020 : Duck

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1030030 : Geese
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The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1030040 : Quail

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1030990 : Others (2)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1040000 : Honey and other apiculture products (7)

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1050000 : Amphibians and Reptiles

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1060000 : Terrestrial invertebrate animals

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.

1070000 : Wild terrestrial vertebrate animals

The European Food Safety Authority identified some information on analytical methods as

unavailable. When re-viewing the MRL, the Commission will take into account the information

referred to in the first sentence, if it is submitted by 1 July 2019, or, if that information is not

submitted by that date, the lack of it.
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平成 30年４月 19日 

 

 

薬事・食品衛生審議会 

食品衛生分科会 

  会長 村 田 勝 敬 殿 

 

 

薬事・食品衛生審議会   

食品衛生分科会添加物部会 

会長 若 林 敬 二  

 

 

 

食品添加物の指定等に関する薬事・食品衛生審議会 

食品衛生分科会添加物部会報告について 

 

 

   

  平成 30年２月 26日付け厚生労働省発生食 0226第７号をもって厚生労働大臣

から諮問された、下記の事項について、当部会において審議を行った結果を別

添のとおり取りまとめたので、これを報告する。 

 

 

記 

 

 

硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウム 

の添加物としての規格基準の改正について 
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硫酸アルミニウムアンモニウム、硫酸アルミニウムカリウムの規格基準の改正

に関する部会報告書 

 

今般の添加物としての規格基準の改正の検討については、平成 29 年３月 10 日の添

加物部会における検討、食品安全委員会において食品健康影響評価がなされたことを踏

まえ、添加物部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

 

１．品目名 

（１）和名：硫酸アルミニウムアンモニウム 

英名：Aluminium ammonium sulfate dodecahydrate 

Aluminium ammonium sulfate decahydrate 

Aluminium ammonium sulfate tetrahydrate 

Aluminium ammonium sulfate trihydrate 

Aluminium ammonium sulfate dihydrate 

Aluminium ammonium sulfate 

CAS 番号：7784-26-1（12 水和物） 

7784-25-0（無水物） 

 

（２）和名：硫酸アルミニウムカリウム 

英名：Aluminium potassium sulfate dodecahydrate 

Aluminium potassium sulfate decahydrate 

Aluminium potassium sulfate hexahydrate 

Aluminium potassium sulfate trihydrate 

Aluminium potassium sulfate dihydrate 

Aluminium potassium sulfate 

CAS 番号：7784-24-9（12 水和物） 

10043-67-1（無水物） 

 

２．分子式及び分子量 

（１）硫酸アルミニウムアンモニウム 

分子式：AlNH4(SO4)2・nH2O（n＝12，10，4，3，2 又は 0） 

分子量：12 水和物 453.33、無水物 237.15 

 

（２）硫酸アルミニウムカリウム 

分子式：AlK(SO4)2・nH2O（n＝12，10，6，3，2 又は 0） 

分子量：12 水和物 474.39、無水物 258.21 

（別添） 
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３．用途 

膨張剤、製造用剤（保色剤、形状保持剤等） 

 

４．概要及び諸外国での使用状況等 

（１） 概要 

硫酸アルミニウムアンモニウム（アンモニウムミョウバン）は昭和23年に、その

無水物である焼アンモニウムミョウバンは昭和34年に、食品添加物として指定され

た。硫酸アルミニウムカリウム（カリミョウバン）は昭和23年に、食品添加物とし

て指定された。いずれも、合成膨張剤の配合原料のほか、ゆでだこ、くらげ、漬物、

煮物等の色調を良くするための保色剤として用いられる。 

 

（２） 諸外国での使用状況等 

コーデックス委員会による添加物の使用基準（食品添加物に関するコーデックス

一般規格（GSFA））では、硫酸アルミニウムアンモニウムは膨張剤、保色剤、形状

保持剤等として、蒸しパン、漬物野菜等に使用が認められている。硫酸アルミニウ

ムカリウムはGSFAに収載されていない。また、FAO/WHO合同食品添加物専門家会議

（JECFA）では、平成23年の第74回会合において、アルミニウムの暫定耐容週間摂

取量（PTWI）を2mg/kg体重/週と評価している。 

米国においては、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウム

は、一般に安全とみなされる（GRAS）物質であって、食品全般に、適正製造規範（GMP）

の下で必要量使用することが認められている。 

欧州連合（EU）においては、硫酸アルミニウムカリウム及び硫酸アルミニウムア

ンモニウムは、硫酸アルミニウム塩類として使用基準が規定され、さくらんぼの砂

糖漬けに200 mg/L（又はmg/kg）の使用が認められている。類似の添加物として、

硫酸アルミニウムが液卵白に25 mg/L(又はmg/kg)の使用が認められている。 

我が国において、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウム

は添加物として指定されている。また、使用基準が「みそに使用してはならない。」

と規定されている。 

 

５．食品添加物としての有効性 

硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウムは、膨張剤、保色剤、

形状保持剤として我が国において使用されている。 

厚生労働省は平成 25 年～26 年にその使用実態を調査した結果、事業者団体より、

膨張剤として、炭酸ガスの発生量やスピード、風味、色合いの点から有用な添加物で

あるが、使用基準案（パン、菓子類について 100 mg/kg）以下の使用量であっても問
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題がない旨、報告を受けた。 

 

６．食品安全委員会における評価結果 

食品添加物としての規格基準改正のため、食品安全基本法（平成 15年法律第 48号）

第 24条第１項第１号の規定に基づき、平成 29年３月 21日付け厚生労働省発生食 0321

第 26 号により食品安全委員会に対して意見を求めた硫酸アルミニウムアンモニウム

及び硫酸アルミニウムカリウムに係る食品健康影響評価については、以下の評価結果

が平成 29年 12月 19日付け府食第 810号で通知されている。 

 

【食品健康影響評価（添加物評価書抜粋）】 

本委員会としては、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫酸アル

ミニウムカリウム」の使用基準改正後の食品等に由来するアルミニウム摂取量を勘案す

ると、アルミニウムイオンの添加物及び汚染物質由来の摂取量に関する上限値を特定す

ることが必要と判断した。 

なお、アルミニウムの摂取量に関する上限値に関する評価指標については、JECFA及

び欧州食品安全機関（EFSA）は、添加物及び汚染物質由来のアルミニウムを併せて評価

していることから、評価指標として耐容週間摂取量（TWI）を用いている。 

本委員会としては、上述のとおり、アルミニウムイオンとしての評価に当たっては、

添加物及び汚染物質由来の摂取を考慮して評価することとし、また、昨今の国際的な動

向及び体内動態も考慮し、アルミニウムの評価指標として TWIを用いることとした。 

本委員会としては、ラット発生毒性試験から得られた NOAEL30 mg/kg 体重/日（アル

ミニウムとして）を根拠とし安全係数 100 で除し、一週間当たりの摂取量に換算した

2.1 mg/kg体重/週（アルミニウムとして）をアルミニウムの TWIと評価した。 

 

７．摂取量の推計 

食品安全委員会の評価の結果によると次のとおりである。 

 

【推定摂取量（添加物評価書抜粋）】 

本委員会としては、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫酸アル

ミニウムカリウム」の使用基準改正後の食品等に由来するアルミニウム摂取量は、食品

由来を合計すると、小児及び国民全体（一部、成人（20歳以上）のデータを含む）に

ついて、それぞれ 1.0 mg/kg体重/週及び 0.57 mg/kg体重/週と判断した。また、アル

ミニウム製器具・容器包装由来及び水道水由来を含めると、小児及び国民全体の推定摂

取量はそれぞれ、1.2 mg/kg体重/週及び 0.69 mg/kg体重/週と判断した。 
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８．規格基準の改正について 

食品衛生法（昭和 22年法律第 233号）第 11条第１項の規定に基づく規格基準につ

いては、次のとおり改正することが適当である。 

 

（１） 使用基準について 

   平成 29年３月 10日薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会における検

討の経緯、食品安全委員会の評価結果、摂取量の推計等を踏まえ、以下のとおり使

用基準を改めることが適当である（傍線部分は改正部分）。 

 

① 硫酸アルミニウムアンモニウム 

  （現行） 

硫酸アルミニウムアンモニウムは、みそに使用してはならない。 

 

  （改正案） 

硫酸アルミニウムアンモニウムは、みそに使用してはならない。 

硫酸アルミニウムアンモニウムの使用量は、アルミニウムとして、パン又は菓

子類にあってはその１kgにつき 0.1g以下でなければならない。 

 

② 硫酸アルミニウムカリウム 

  （現行） 

硫酸アルミニウムカリウムは、みそに使用してはならない。 

 

  （改正案） 

硫酸アルミニウムカリウムは、みそに使用してはならない。 

硫酸アルミニウムカリウムの使用量は、アルミニウムとして、パン又は菓子類

にあってはその１kgにつき 0.1g以下でなければならない。 

  

（２） 成分規格について 

 成分規格については、本規格基準改正において変更の必要はない。 
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要 約 
 

膨張剤、製造用剤として使用される添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」（CAS
登録番号：7784-26-1（硫酸アルミニウムアンモニウム・12 水和物として）又は CAS
登録番号：7784-25-0（硫酸アルミニウムアンモニウム（無水物）として））及び「硫

酸アルミニウムカリウム」（CAS 登録番号：7784-24-9（硫酸アルミニウムカリウム・

12 水和物として）又は CAS 登録番号：10043-67-1（硫酸アルミニウムカリウム（無

水物）として））について、各種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。 
評価に用いた試験成績は、硫酸アルミニウムアンモニウム、硫酸アルミニウムカリ

ウム及びアルミニウム塩類を被験物質とした体内動態、遺伝毒性、反復投与毒性、発

がん性、生殖発生毒性、ヒトにおける知見等に関するものである。 
 
本委員会としては、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウム

は、消化管内でイオン化して吸収されることを考えると、添加物「硫酸アルミニウム

アンモニウム」及び添加物「硫酸アルミニウムカリウム」の評価に当たっては、これ

らを構成する各イオンの体内動態及び毒性を評価する必要があると考えた。そこで、

硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウムに加え、硫酸イオン、

アンモニウムイオン、カリウムイオン及びアルミニウムイオンで構成される物質を被

験物質とした体内動態及び毒性に係る知見も併せ、総合的に添加物「硫酸アルミニウ

ムアンモニウム」及び添加物「硫酸アルミニウムカリウム」の安全性に関する検討を

行うこととした。 
 

１．アンモニウムイオン、硫酸イオン及びカリウムイオン 

アンモニウムイオンについては、添加物「アンモニウムイソバレレート（第 2 版）」

の評価書（2014）において、ヒトが食品を摂取することにより、消化管内において、

1 日当たり十二指腸で 10 mg、結腸で約 3 g のアンモニアが産生されるとされてい

る。産生されたアンモニアはほとんどが吸収された後、門脈循環に入るとされてい

る。健常なヒトではアンモニウムイオンは肝臓で速やかに尿素に変換され、尿中に

排泄されるとされている。 
「硫酸アルミニウムアンモニウム」を摂取することで体内に取り込まれるアンモ

ニアの量は、ヒトにおいて食事から産生されるアンモニアの量の変動の範囲内と考

えられること、また、ヒト体内で産生されたアンモニアと同様に代謝されると考え

られることから、本評価書では体内動態及び毒性の検討は行わないこととした。 
 
硫酸イオン及びカリウムイオンについては、添加物「硫酸カリウム」の評価書

（2013）及び添加物「硫酸亜鉛」の評価書（2015）で体内動態及び毒性に係る知見

が検討されており、その結果、安全性に懸念を生じさせるような知見は認められて

いない。また、その後、新たな知見が認められていないため、本評価書では体内動

態及び毒性の検討は行わないこととした。 
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以上から、本委員会としては、硫酸イオン、アンモニウムイオン及びカリウムイ

オンについては、安全性に懸念のある知見はないと考えた。 
 

２．アルミニウムイオン 

今回の添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫酸アルミニウム

カリウム」に係る評価要請は、添加物の使用基準の改正に係るものであるが、アル

ミニウムは添加物を使用していない食品等にも含まれることから、アルミニウムに

ついては、近年、国際的なリスク評価機関等においても、添加物だけでなく汚染物

質としてのアルミニウムを考慮した評価がなされているところである。以上を踏ま

え、本委員会としては、アルミニウムイオンとしての評価に当たっては、添加物及

び汚染物質由来の摂取を考慮して評価することとした。 
 

（１）体内動態 

本委員会としては、アルミニウム化合物の体内動態に関する各種知見を評価した

結果、アルミニウムの吸収率は、他の化合物の場合に比べて、クエン酸塩の場合に

高いと考えた。また、吸収されたアルミニウムの大部分は速やかに排泄されるもの

の、骨等に分布した一部のアルミニウムは半減期が長く、蓄積する可能性があるこ

とから、毒性試験を評価するに当たっては、長期間の摂取による影響を考慮する必

要があると考えた。さらに、骨等の一部組織での半減期が長いことや、溶液として

アルミニウムを単回摂取しても、血中のアルミニウムの濃度は比較的長時間高濃度

を維持することを踏まえると、強制経口投与、飲水投与、混餌投与といった、経口

投与の中での投与方法及び摂取源の違いによるアルミニウムの体内動態の差によ

る影響は小さいと考えた。 
 

（２）毒性 

本委員会としては、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫

酸アルミニウムカリウム」並びにこれらを含むアルミニウム塩について、DNA 損

傷は誘発されるが、その損傷を含む細胞はアポトーシスにより排除されると考え

られること、また、染色体異常が誘発されるが、それは間接的な遺伝毒性メカニ

ズムによるものと考えられることから、生体にとって特段問題となる遺伝毒性は

ないと判断した。 
 
本委員会としては、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫

酸アルミニウムカリウム」並びにこれらを含むアルミニウム塩の急性毒性、反復

投与毒性、生殖発生毒性及びその他の毒性の試験成績を検討した結果、ラット発

生毒性試験（Semple（2010）及び Poirier ら（2011））から、雄児動物の体重増

加抑制及び腎臓への影響を根拠に、30 mg/kg 体重/日をアルミニウムイオンの
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NOAEL と判断した。 
なお、ラット 13 週間混餌投与試験（川崎ら（1994））において認められた脂質

代謝に関する所見及びラット 90 日間混餌投与試験（曺ら（2014））において認め

られた膀胱粘膜上皮の過形成については、他の試験には関連する所見が認められ

ないことから毒性と判断しなかった。ラット 6 か月間飲水投与試験（Somova & 
Khan（1996）及び Somova ら（1997））及びラット 6 か月間飲水投与試験（Sethi
ら（2008））において認められた神経に関する所見については、詳細が不明であ

ること、ヒトで同様の病理学的所見が見られるかどうかは不明であること、後述

のヒトにおける知見の判断において、食事経由のアルミニウムの摂取とアルツハ

イマー病を含む神経疾患との間に因果関係ありとする十分な根拠はないと判断さ

れていることから、ヒトにおける安全性に直ちに懸念を示す知見ではないと判断

した。ラット 120 日間飲水投与試験（Sun ら（2011））及びラット 120 日間飲水

投与試験（Wang ら（2012））において認められたホルモンの減少に関する所見

については、ヒトにおいて内分泌毒性に関する知見は認められていないことから、

ヒトにおいて問題となる知見ではないと判断した。 
また、発がん性は認められないと判断した。 
 
本委員会としては、ヒトにおける知見を検討した結果、次のように考えた。 
アルミニウムの摂取との関連が報告されている症状として、骨への影響、アルツ

ハイマー病を含む神経疾患及び透析脳症症候群（DES）が挙げられる。ただし、DES
は経口以外の経路によるアルミニウムの摂取によるものである。 
骨への影響については、大量の制酸剤を投与した場合の消化管でのリン酸の吸収

阻害による影響や、新生児において非経口栄養法でアルミニウムを摂取した場合の

影響を示唆する研究報告が存在する。また、高齢者における、骨中のアルミニウム

量と股関節骨折のリスクとの関連はないとする研究報告もある。これらを踏まえる

と、食事経由のアルミニウムの摂取と骨への影響との間に因果関係ありとする十分

な根拠はないと判断した。 
アルツハイマー病を含む神経疾患については、2011 年の FAO/WHO 合同食品添

加物専門家会議（JECFA）の評価以降に報告された症例報告も含めて検討したが、

これまでの疫学研究の結果においては、一部の研究がアルミニウムの摂取とアルツ

ハイマー病との関連を示唆する一方で、関連なしとする研究も複数あり、一致性が

ない。また、いずれの研究においても、摂取経路としては、飲水、食品及び薬剤が

それぞれ単独で検討されているが、他の経路による摂取が考慮されておらず、生物

学的メカニズムも明らかでない。これらを踏まえると、食事経由のアルミニウムの

摂取とアルツハイマー病を含む神経疾患との間に、因果関係ありとする十分な根拠

はないと判断した。 
以上から、ヒトの知見からは、食事経由のアルミニウムの摂取に係る安全性の懸

念を示す根拠はないと判断した。 
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（３）摂取量の推計等 

本委員会としては、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫酸

アルミニウムカリウム」の使用基準改正後の食品等に由来するアルミニウム摂取量

は、食品由来を合計すると、小児及び国民全体（一部、成人（20 歳以上）のデータ

を含む）について、それぞれ 1.0 mg/kg 体重/週及び 0.57 mg/kg 体重/週と判断し

た。また、アルミニウム製器具・容器包装由来及び水道水由来を含めると、小児及

び国民全体の推定摂取量はそれぞれ、1.2 mg/kg 体重/週及び 0.69 mg/kg 体重/週と

判断した。 
 

（４）食品健康影響評価 

本委員会としては、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫

酸アルミニウムカリウム」の使用基準改正後の食品等に由来するアルミニウム摂

取量を勘案すると、アルミニウムイオンの添加物及び汚染物質由来の摂取量に関

する上限値を特定することが必要と判断した。 
なお、アルミニウムの摂取量に関する上限値に関する評価指標については、

JECFA 及び欧州食品安全機関（EFSA）は、添加物及び汚染物質由来のアルミニ

ウムを併せて評価していることから、評価指標として耐容週間摂取量（TWI）1を

用いている。 
本委員会としては、上述のとおり、アルミニウムイオンとしての評価に当たっ

ては、添加物及び汚染物質由来の摂取を考慮して評価することとし、また、昨今

の国際的な動向及び体内動態も考慮し、アルミニウムの評価指標として TWI を用

いることとした。 
本委員会としては、ラット発生毒性試験から得られた NOAEL30 mg/kg 体重/

日（アルミニウムとして）を根拠とし安全係数 100 で除し、一週間当たりの摂取

量に換算した 2.1 mg/kg 体重/週（アルミニウムとして）をアルミニウムの TWI と
評価した。 

   
 

  

                                            
1 JECFA は PTWI を用いている。なお、EHC 240 によれば、PTWI は蓄積性の可能性のある汚染物質に用いる

指標であるとされている。また、provisional については、“The use of the term “provisional ” expresses the 
tentative nature of the evaluation, in view of the paucity of reliable data on the consequences of human 
exposure at levels approaching those with which JECFA is concerned.”とされている。 
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Ⅰ．評価対象品目の概要 

１．用途 

膨張剤、製造用剤（保色剤、形状保持剤等）（参照 １） 
 
２．主成分の名称 

（１）和名：硫酸アルミニウムアンモニウム 
結晶物：アンモニウムミョウバン 
乾燥物：焼アンモニウムミョウバン 

英名 2：Aluminium ammonium sulfate dodecahydrate  
（CAS 登録番号：7784-26-1） 

Aluminium ammonium sulfate decahydrate 
Aluminium ammonium sulfate tetrahydrate 
Aluminium ammonium sulfate trihydrate 
Aluminium ammonium sulfate dihydrate 
Aluminium ammonium sulfate 

（CAS 登録番号：7784-25-0）（参照 ２） 
 

（２）和名：硫酸アルミニウムカリウム 
結晶物：カリミョウバン、ミョウバン 
乾燥物：焼ミョウバン 

英名 2：Aluminium potassium sulfate dodecahydrate 
（CAS 登録番号：7784-24-9） 

Aluminium potassium sulfate decahydrate 
Aluminium potassium sulfate hexahydrate 
Aluminium potassium sulfate trihydrate 
Aluminium potassium sulfate dihydrate 
Aluminium potassium sulfate 

（CAS 登録番号：10043-67-1）（参照２） 
 
３．分子式、分子量 

（１）硫酸アルミニウムアンモニウム 

分子式：AlNH4(SO4)2・nH2O （n＝12，10，4，3，2 又は 0） 
分子量：12 水和物 453.33、無水物 237.15（参照２） 

 
（２）硫酸アルミニウムカリウム 

分子式：AlK(SO4)2・nH2O （n＝12，10，6，3，2 又は 0）  
分子量：12 水和物 474.39、無水物 258.21（参照２） 

                                            
2 アルミニウムは”aluminum”と綴られる場合もある。 
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４．性状等 

（１）硫酸アルミニウムアンモニウム  
我が国において現在使用が認められている添加物「硫酸アルミニウムアンモニ

ウム」の成分規格において、定義として、「本品には結晶物及び乾燥物があり、

それぞれを硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムアンモニウム

（乾燥）と称する。」、含量として、「本品を 200 ℃で 4 時間乾燥したものは、

硫酸アルミニウムアンモニウム〔AlNH4(SO4)2〕96.5%以上を含む。」、性状と

して、「本品は、無～白色の結晶、粉末、片、顆粒又は塊で、においがなく、味

がやや渋く、収れん性がある。」と規定されている。（参照２） 
 
（２）硫酸アルミニウムカリウム 

我が国において現在使用が認められている添加物「硫酸アルミニウムカリウ

ム」の成分規格において、定義として、「本品には結晶物及び乾燥物があり、それ

ぞれを硫酸アルミニウムカリウム及び硫酸アルミニウムカリウム（乾燥）と称す

る。」、含量として、「本品を 200 ℃で 4 時間乾燥したものは、硫酸アルミニウム

カリウム〔AlK(SO4)2〕96.5%以上を含む。」、性状として、「本品は、無～白色の

結晶、粉末、片、顆粒又は塊で、においがなく、味はやや渋く、収れん性がある。」

と規定されている。（参照２） 
 
添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び「硫酸アルミニウムカリウム」の

規格基準の改正を要請した者（以下「規格基準改正要請者」という。）による規格

基準改正案において、成分規格は現行の規定から変更されていない。 
 

５．安定性 

（１）硫酸アルミニウムアンモニウム  
12 水和物は融点が 94.5 ℃であり、約 250℃で無水物となり、280℃以上で分

解する。12 水和物 1 g は 7 mL の水、0.5 mL の沸騰水に溶解し、酸性を示す。

（参照 ３、４ ） 
 

（２）硫酸アルミニウムカリウム 
12 水和物は融点が 92.5℃であり、常温で安定であるが、60～65℃に長時間置

くと 9H2O を失い、空気中に放置すると元に戻る。約 200℃で無水物となり、よ

り高温では SO3を失う。12 水和物 1 g は 7.2 mL の水、0.3 mL の沸騰水に溶解

し、酸性を示す。（参照３） 
 

６．起源又は発見の経緯 

硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウムは、古くから知ら
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れており、収れん剤、止血剤、染色の媒染剤などとして使用されてきた。（参照４） 
硫酸アルミニウムアンモニウム（アンモニウムミョウバン）は昭和 23 年に、そ

の無水物である焼アンモニウムミョウバンは昭和 34 年に、食品添加物として指定

された。硫酸アルミニウムカリウム（カリミョウバン）は昭和 23 年に、食品添加

物として指定された。いずれも、合成膨張剤の配合原料のほか、ゆでだこ、くらげ、

漬物、煮物等の色調を良くするための保色剤として用いられる。（参照４） 
医薬品分野においては、硫酸アルミニウムカリウムは、乾燥硫酸アルミニウムカ

リウム（焼ミョウバン）、硫酸アルミニウムカリウム水和物（ミョウバン）として日

本薬局方にも収載されており、口腔粘膜・皮膚の炎症又は潰瘍の収れん・止血、止

汗等に使われる。（参照 ５、６） 
 

７．我が国及び諸外国における使用状況 

（１）我が国における使用状況 

① 硫酸アルミニウムアンモニウム 

我が国において、硫酸アルミニウムアンモニウムは添加物として指定されてい

る。また、使用基準が設定されており、「硫酸アルミニウムアンモニウムは、みそ

に使用してはならない。」と規定されている。（参照２） 
② 硫酸アルミニウムカリウム 

我が国において、硫酸アルミニウムカリウムは添加物として指定されている。

また、使用基準が設定されており、「硫酸アルミニウムカリウムは、みそに使用し

てはならない。」と規定されている。（参照２） 
③ その他のアルミニウムを含有する添加物 

現在、我が国において添加物として使用が認められているアルミニウム化合物

並びにその用途及び使用基準はそれぞれ表 1 及び表 2 のとおりである。（参

照 ７、８） 
 
表 1 我が国で添加物として使用が認められているアルミニウム化合物 

食用赤色二号アルミニウムレーキ 

食用赤色三号アルミニウムレーキ 

食用赤色四〇号アルミニウムレーキ 

食用黄色四号アルミニウムレーキ 

食用黄色五号アルミニウムレーキ 

食用緑色三号アルミニウムレーキ 

食用青色一号アルミニウムレーキ 

食用青色二号アルミニウムレーキ 

硫酸アルミニウムアンモニウム 

硫酸アルミニウムカリウム 

アルミニウム 

カオリン 

活性白土 

酸性白土 

ゼオライト 

タルク 

ベントナイト 

 

 

表 2 添加物であるアルミニウム化合物の用途及び使用基準 
添加物 用途 使用基準 
アルミニウム 着色料 こんぶ類，食肉，鮮魚介類（鯨肉を含む。），

茶、のり類，豆類，野菜及びわかめ類に使用し
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てはならない。 
食用赤色二号アルミ

ニウムレーキ 
食用赤色三号アルミ

ニウムレーキ 
食用赤色四〇号アル

ミニウムレーキ 
食用黄色四号アルミ

ニウムレーキ 
食用黄色五号アルミ

ニウムレーキ 
食用緑色三号アルミ

ニウムレーキ 
食用青色一号アルミ

ニウムレーキ 
食用青色二号アルミ

ニウムレーキ 

カステラ，きなこ，魚肉漬物，鯨肉漬物，こん

ぶ類，しょう油，食肉，食肉漬物，スポンジケ

ーキ，鮮魚介類(鯨肉を含む。)，茶，のり類，

マーマレード，豆類，みそ，めん類(ワンタン

を含む。)，野菜及びわかめ類に使用してはな

らない。 

硫酸アルミニウムア

ンモニウム 
硫酸アルミニウムカ

リウム 

膨張剤、製造用剤 みそに使用してはならない。 

カオリン 
活性白土 
酸性白土 
ゼオライト 
タルク 
ベントナイト 
 

製造用剤 酸性白土，カオリン，ベントナイト，タルク，

砂，ケイソウ土及びパーライト並びにこれら

に類似する不溶性の鉱物性物質は，食品の製

造又は加工上必要不可欠な場合以外は食品に

使用してはならない。 
酸性白土，カオリン，ベントナイト，タルク，

砂，ケイソウ土及びパーライト並びにこれら

に類似する不溶性の鉱物性物質の食品中の残

存量は，2 物質以上使用する場合であっても，

食品の 0.50％（チューインガムにタルクのみ

を使用する場合には，5.0％）以下でなければ

ならない。 

 

（２）諸外国における使用状況 

① コーデックス委員会 

硫酸アルミニウムアンモニウムは、食品添加物に関するコーデックス一般規格

（GSFA3）に収載され、膨張剤、保色剤、形状保持剤等として、蒸しパン、漬物

野菜等に使用が認められている。硫酸アルミニウムカリウムは GSFA に収載され

ていない。（参照 ９） 
 

② 米国における使用状況 

米国においては、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウ

ムは、一般に安全とみなされる（GRAS）物質であって、食品全般に、適正製造

規範（GMP）の下で必要量使用することが認められている。（参照 １０） 
 

                                            
3 本文中で用いられた略称については別紙に名称等を示す。 
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③ EU における使用状況 

欧州連合（EU）においては、硫酸アルミニウムカリウム及び硫酸アルミニウ

ムアンモニウムは、硫酸アルミニウム塩類として使用基準が規定され、さくらん

ぼの砂糖漬けに 200 mg/L（又は mg/kg）使用が認められているほか、硫酸アル

ミニウムは液卵白に 25 mg/L（又は mg/kg）使用が認められている。（参照 １１） 
 

④ オーストラリア及びニュージーランドにおける使用状況 

オーストラリア及びニュージーランドにおいては、硫酸アルミニウム類は指定

されていない。なお、リン酸アルミニウムナトリウムが膨張剤として指定されて

いる。（参照 １２） 

 

⑤ カナダにおける使用状況 

カナダにおいては、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリ

ウムは形状保持剤として野菜の漬物類等に、酸度調整剤、酸性素材及び水分調整

剤としてベーキングパウダー等に GMP の下での使用が認められている。（参

照 １３） 
 
８．国際機関等における評価 

食品安全委員会において、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物

「硫酸アルミニウムカリウム」についての評価は行われていない。 
国際機関等における、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫

酸アルミニウムカリウム」を含むアルミニウム化合物に関する評価は以下のとおり

である。 

（１）JECFA における評価 
1977年、第 21回会合において、FAO/WHO合同食品添加物専門家会議（JECFA）

は、着色料として使用される添加物「アルミニウム（金属）」について評価を行っ

ている。評価の結果、アルミニウム（金属）及びアルミニウム塩による試験成績

を基に、ADI を「特定しない」と評価している。（参照 １４） 
 
1982 年、第 26 回会合において、JECFA は、添加物「酸性リン酸アルミニウ

ムナトリウム」及び添加物「塩基性リン酸アルミニウムナトリウム」について評

価を行っている。ここでは、酸性リン酸アルミニウムナトリウムについてのビー

グル犬を用いた 90 日間反復投与毒性試験の成績を基に、暫定的に ADI を 0～0.6 
mg/kg 体重/日（アルミニウムとして）と評価している。なお、1986 年までに、

ヒトにおける吸収及び代謝に関する試験成績、短期毒性試験成績及び多世代生殖

毒性試験成績の提出を必要としている。（参照 １５） 
 
1985 年、第 29 回会合において、JECFA は、イオン化する塩類の ADI につい
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て、それを構成する陽イオン及び陰イオンについてこれまでになされた評価に基

づいて設定すべきだとし、アルミニウムを含む 7 種の陽イオン並びにリン酸、ケ

イ酸及び硫酸を含む 24 種類の陰イオンの塩類についての評価を行っている。こ

こでは、アルミニウムについては、食品中に含まれる量に関する情報が不足して

おり、1982 年に必要とした資料は得られていなかった。さらに、JECFA は、①

慢性腎疾患の患者ではアルミニウムイオンの組織内蓄積が起きるため、摂取量を

低減すべきであること、②アルミニウムと神経疾患は関連があるとの懸念がある

ものの、食事によるアルミニウムの摂取とこの疾患との関係に関する研究結果が

不足していること、③クエン酸、リン酸、フッ化物のような他の食事性因子がア

ルミニウムの吸収に影響すること、を指摘している。以上の状況を踏まえ、

JECFA は、添加物である全てのアルミニウム塩について、1982 年に設定された

添加物「酸性リン酸アルミニウムナトリウム」及び「塩基性リン酸アルミニウム

ナトリウム」の暫定 ADI 0～0.6 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして）を適用す

ることとしている。（参照 １６） 
 
1987 年、第 30 回会合において、JECFA は、添加物「酸性リン酸アルミニウ

ムナトリウム」及び添加物「塩基性リン酸アルミニウムナトリウム」の再評価を

行っている。ここでは、リン酸アルミニウムナトリウム及び他のアルミニウム塩

の吸収に関する試験成績に基づき、アルミニウムの消化管吸収は極めて低く、短

期間の摂取で有意な体内蓄積は起きないと判断し、添加物「酸性リン酸アルミニ

ウムナトリウム」及び添加物「塩基性リン酸アルミニウムナトリウム」の暫定 ADI
（0～0.6 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして））を継続するとともに、添加物で

ある全てのアルミニウム塩について暫定 ADI（0～0.6 mg/kg 体重/日（アルミニ

ウムとして））を適用することを確認した。また、次回以降に詳細な再評価を行う

予定であるとし、吸収及び代謝に関する試験成績並びに短期間投与試験成績によ

り組織への蓄積が認められなければ、多世代生殖毒性試験成績は必要ないとして

いる。（参照 １７） 
 
1988 年、第 33 回会合において、JECFA は、汚染物質としてのアルミニウム

の評価を行っている。ここでは、摂取量、吸収、分布及びアルツハイマー病を含

む神経影響について検討し、高用量のアルミニウムを摂取しても吸収はごくわず

かであり、分布する臓器（心臓、脾臓及び骨）には毒性が認められないと考え、

酸性リン酸アルミニウムナトリウムについてのビーグル犬を用いた 189 日間反

復投与毒性試験の成績を基に、アルミニウムの PTWI を 7 mg/kg 体重/週として

いる。（参照 １８、１９） 
 
2006 年、第 67 回会合において、JECFA は、添加物を含む全ての食品中アル

ミニウムについて、体内動態、毒性、ヒトにおける知見及び一日摂取量に係る新
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たな知見を基に再評価を行っている。ここでは、これまでの PTWI より低い摂取

量で生殖発生系や発達神経系に影響が認められる可能性が指摘された。複数の動

物試験成績を組み合わせた LOEL を 50～75 mg/kg 体重/日とし、最も低い LOEL
（50 mg/kg 体重/日）に基づき、不確実係数 100、追加の不確実係数 3（NOEL
及び長期毒性試験成績が得られていないことによるもの）で除して PTWI を 1 
mg/kg 体重/週（アルミニウムとして）とし、これまでのアルミニウム化合物の

ADI 及び PTWI を撤回している。また、子どもは日常的にアルミニウムを含有

する食品添加物を含む食品を摂取しており、PTWI を超過する懸念があるとして

いる。特に豆乳ベースの調製粉乳を摂取している幼児については、非常に高いア

ルミニウムばく露量であることを指摘している。 
また、様々なアルミニウム含有添加物のバイオアベイラビリティのデータ、神

経行動学的なエンドポイントを含んだ適切な発達毒性試験や多世代毒性試験が

必要であるとしている。豆乳ベースの調製粉乳を摂取している幼児に関するリス

クについては、評価を行う前に、調製粉乳中のアルミニウム形態及びバイオアベ

イラビリティの同定試験が必要であるとしている。（参照１９、２０） 
 
2011 年、第 74 回会合において、JECFA は、添加物を含む全ての食品中アル

ミニウムについて、体内動態、毒性及び一日摂取量に係る新たな知見を基に再評

価を行っている。ここでは、アルミニウム化合物の吸収は 0.01～0.3 %と考えら

れたが、化合物間又はヒトと動物間の動態の差を検討することは困難としている。

また、クエン酸アルミニウムは他のアルミニウム化合物より溶けやすく、食事由

来より飲水由来の方がバイオアベイラビリティが高いと考えられるとし、クエン

酸アルミニウムについてのラットを用いた発生毒性試験成績における NOAEL
（30 mg/kg 体重/日）に基づき、不確実係数 100 で除し PTWI を 2 mg/kg 体重/
週（アルミニウムとして）とし、これまでのアルミニウム化合物の PTWI を撤回

している。また、子どものばく露量では PTWI を 2 倍まで超える可能性があると

している。（参照 ２１、２２） 
 
（２）米国における評価 

1975 年、FDA の GRAS 物質評価専門委員会（SCOGS）は、添加物「硫酸ア

ルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫酸アルミニウムカリウム」を含むアル

ミニウム塩について、現在得られている知見からは、現在又は将来使用されると

考えられる使用量でヒトに有害影響を示す合理的な根拠はないとしている。（参

照 ２３） 
 
（３）EU における評価 

1990 年、欧州食品科学委員会（SCF）は、硫酸アルミニウムアンモニウム及び

硫酸アルミニウムカリウムを含む 11 種類のアルミニウムを含有する食品添加物
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について評価を行っている。評価の結果、1988年の JECFAによるPTWI 7 mg/kg
体重/週（アルミニウムとして）を支持するとした上で、ケイ酸アルミニウム塩に

ついては、バイオアベイラビリティに関する追加のデータが得られた場合は、評

価を再検討するとしている。（参照 ２４） 
 
2008 年、欧州食品安全機関（EFSA）は、2006 年の JECFA による添加物を

含む全ての食品中アルミニウムについての PTWI を 1 mg/kg 体重/週とした再評

価結果を踏まえ、再評価を行っている。ここでは、複数の動物試験成績を組み合

わせた神経毒性及び生殖発生毒性に係る LOAEL は 50～100 mg/kg 体重/日（ア

ルミニウムとして）、NOAEL は 10～100 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして）

としている。EFSA は、アルミニウムの蓄積性を考慮すると、TWI を設定するこ

とが適切であるとした。また、得られた試験成績には毒性に関する明確な用量相

関性が認められず、NOAEL や LOAEL の信頼性に不確実な点が認められること

から、最も低い LOAEL（50 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして））を安全係数

300 で除した TWI（1.2 mg/kg 体重/週）と最も低い NOAEL（10 mg/kg 体重/日
（アルミニウムとして））を安全係数 100 で除した TWI（0.7 mg/kg 体重/週（ア

ルミニウムとして））の間をとり、添加物を含む全ての食品中アルミニウムにつ

いての TWI を 1 mg/kg 体重/週としている。ヒトのアルツハイマー病とアルミニ

ウムの摂取に関する仮説には議論があり、現在得られている知見に基づくと、食

品を通じたアルミニウムの摂取とアルツハイマー病のリスクとの関連は認めら

れないとしている。ヨーロッパにおいて、TWI（1 mg/kg 体重/週）を超過する懸

念がある人口集団が認められるとしている。（参照 ２５） 
 
2011 年、EFSA は、アルミニウムのバイオアベイラビリティに関する新しい

報告について評価を行っている。その結果、硫酸アルミニウム、赤色 40 号アル

ミニウムレーキ及びケイ酸アルミニウムナトリウムを含む 12 種類のアルミニウ

ム化合物におけるアルミニウムの経口バイオアベイラビリティは、0.02～0.21%
の範囲内であった。アルミニウムの経口バイオアベイラビリティは、既存の報告

では飲水から摂取する場合は約 0.3%、食品・飲料から摂取する場合は約 0.1%と

されており、新しい報告での値は既存報告値の上下で 10 倍の範囲内に収まって

いた。このことから、当該再評価によって、アルミニウム化合物におけるアルミ

ニウムのバイオアベイラビリティに関して、2008 年に得た結論を変更する根拠

は得られず、したがって、アルミニウムを含有する食品添加物の安全性評価を再

検討する理由はないとしている。（参照 ２６） 
 

９．評価要請の経緯、使用基準の改正の概要 

我が国において、「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び「硫酸アルミニウムカリ

ウム」は添加物として指定されている。 
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厚生労働省が我が国でマーケットバスケット調査（平成 23～24 年度）を行った

結果、アルミニウムを含有する食品を多量に摂取する小児の推計では、95 パーセン

タイル値以上で 2011 年に JECFA の設定した PTWI（2 mg/kg 体重/週）を上回っ

たことが判明した。これを受け厚生労働省は、平成 25 年 6 月、小児のアルミニウ

ムの摂取量への寄与が大きいと考えられるパン、菓子類への硫酸アルミニウムアン

モニウム及び硫酸アルミニウムカリウムの使用について、現状の使用実態を確認し

たうえで使用基準を検討する等の対応をとることとした。 
今般、厚生労働省において添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び「硫酸

アルミニウムカリウム」についての評価に必要な資料が取りまとめられたことから、

食品安全基本法第 24 条第 1 項第 1 号の規定に基づき、食品安全委員会に対して、

食品健康影響評価の依頼がなされたものである。 
厚生労働省は、食品安全委員会の食品健康影響評価結果の通知を受けた後に、添

加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び「硫酸アルミニウムカリウム」の使用

基準について、表 3 及び表 4 のとおり改正を検討するものであるとしている。（参

照１） 
 

表 3 添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」の使用基準改正 
現行基準 硫酸アルミニウムアンモニウムは、みそに使用してはならな

い。 
基準改正案 硫酸アルミニウムアンモニウムは、みそに使用してはならな

い。 

硫酸アルミニウムアンモニウムの使用量は、アルミニウムとし

て、パン及び菓子にあってはその 1 kg につき 0.1 g 以下でな

ければならない。 
（改正部分は下線箇所） 

 
表 4 添加物「硫酸アルミニウムカリウム」の使用基準改正 
現行基準 硫酸アルミニウムカリウムは、みそに使用してはならない。 
基準改正案 硫酸アルミニウムカリウムは、みそに使用してはならない。 

硫酸アルミニウムカリウムの使用量は、アルミニウムとして、

パン及び菓子にあってはその 1 kg につき 0.1 g 以下でなけれ

ばならない。 
（改正部分は下線箇所） 

 
 
Ⅱ．安全性に係る知見の概要 

１．体内動態 

消化管内では、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウム
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はイオン化して吸収されることを考えると、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫

酸アルミニウムカリウムに加え、これらを構成する各イオンの体内動態を評価する

必要がある。そこで、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウ

ムに加え、硫酸イオン、アンモニウムイオン、カリウムイオン及びアルミニウムイ

オンで構成される物質を被験物質とした体内動態に係る知見も併せ、総合的に添加

物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫酸アルミニウムカリウム」の

体内動態に関する検討を行うこととした。 
 
アンモニウムイオンについては、添加物「アンモニウムイソバレレート（第 2版）」

の評価書（2014）において、ヒトが食品を摂取することにより、消化管内において、

1 日当たり十二指腸で 10 mg、結腸で約 3 g のアンモニアが産生されるとされてい

る。産生されたアンモニアはほとんどが吸収された後、門脈循環に入るとされてい

る。健常なヒトではアンモニウムイオンは肝臓で速やかに尿素に変換され、尿中に

排泄されるとされている。 
「硫酸アルミニウムアンモニウム」を摂取することで体内に取り込まれるアンモ

ニアの量は、ヒトにおいて食事から産生されるアンモニアの量の変動の範囲内と考

えられること、また、ヒト体内で産生されたアンモニアと同様に代謝されると考え

られることから、本評価書では体内動態の検討は行っていない。（参照 ２７） 
 
硫酸イオン及びカリウムイオンについては、添加物「硫酸カリウム」の評価書

（2013）及び添加物「硫酸亜鉛」の評価書（2015）で体内動態に係る知見が検討

されており、その結果、安全性に懸念を生じさせるような知見は認められていない。

また、その後、新たな知見が認められていないため、本評価書では体内動態の検討

は行っていない。（参照 ２８、２９、３０） 
 

（１）硫酸アルミニウムアンモニウム 
① 吸収（ラット）（Sunaga（2010a）（JECFA（2012）で引用）） 

SD ラット（雌雄、各群 3～4 匹）に硫酸アルミニウムアンモニウム（アルミ

ニウムとして 33 又は 110 mg/kg 体重 4）を単回強制経口投与し、血清中アルミ

ニウム濃度を測定する試験が実施されている。 
 
その結果、110 mg/kg 体重投与群の雄 1 匹及び雌 3 匹が死亡したため、動物を

追加した。剖検の結果から、長時間の絶食や採血による失血などが死亡の原因と

考察されている。投与 24 時間後までの血中濃度‐時間曲線下面積（AUC）から

算出したバイオアベイラビリティ 5は、表 5のとおりであった。（参照２２、３１） 
 

                                            
4 JECFA による換算値。 
5 原著によれば、以下の式から算出したとされている。 
バイオアベイラビリティ (%) =（各経口投与時のAUC0-24／投与量）／（静脈内投与時のAUC0-24／投与量）×100 
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表 5 バイオアベイラビリティ 
被験物質の用量（アルミニウムとして） バイオアベイラビリティ 
33 mg/kg 体重 雄 0.039% 

雌 0.061% 
110 mg/kg 体重 雄 0.048% 

雌 0.067% 
 

② 吸収（ラット）（Sunaga（2010b）（JECFA（2012）で引用）） 
SD ラット（雌雄、各群 4 匹）に硫酸アルミニウムアンモニウム（アルミニウ

ムとして 33 又は 110mg/kg 体重/日 4）を 1 日 1 回 14 日間、強制経口投与し、14
～15 日目の血清中アルミニウム濃度を測定する試験が実施されている。 
その結果、バイオアベイラビリティ 5は、表 6 のとおりであった。 
 
表 6 バイオアベイラビリティ 
被験物質の用量（アルミニウムとして） バイオアベイラビリティ 
33 mg/kg 体重 雄 0.008% 

雌 0.003% 
110 mg/kg 体重 雄 0.006% 

雌 0.023% 
 

また、Cmax と AUC は用量に依存して上昇し、蓄積は認められなかった。

Sunaga は、前述の Sunaga（2010a）の結果と比較し、反復投与により硫酸アル

ミニウムアンモニウムの吸収が減少するとしている。（参照２２、３２） 
 

（２）硫酸アルミニウムカリウム 

硫酸アルミニウムカリウムの体内動態に関する知見は認められていない。 
 

（３）その他のアルミニウム塩 
① 吸収（ヒト）（Day ら（1991）） 

ヒト 1 例に 26Al（100ng）と 27Al（約 1µg）をクエン酸ナトリウム溶液に溶解

し、単回経口摂取させ、摂取 6、12 及び 18 時間後の血漿中の 26Al 及び 27Al の
比を加速器質量分析法（AMS）で測定し、26Al から吸収率を求める試験が実施さ

れている。 
その結果、血漿中の 26Al 濃度は、投与 6 時間後において最も高く、このときの

アルミニウムの吸収率は、表 7 のとおりであった。血漿中の 5 kDa を超える高

分子量分画に 26Al の 95％が含まれ、26Al の 80％がトランスフェリンと、また、

10％がアルブミンと結合していた。（参照 ３３）  
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表 7 吸収率 
被験物質 用量（アルミニウムとして） 吸収率 
26Al、クエン酸ナトリウム 26Al（100ng）、27Al（約 1µg） ≧1% 

 
② 吸収（ヒト）（Priest ら（1998）（JECFA（2007）で引用）） 

男性 2 例にクエン酸アルミニウム、水酸化アルミニウム又は水酸化アルミニウ

ムとクエン酸ナトリウムの混合物（アルミニウムとして 26Al を 162 ng、27Al を
100 mg 含む。）を経口チューブから摂取させ、尿中 26Al を AMS で測定し、吸収

率を求める試験が実施されている。 
その結果、各アルミニウム塩の吸収率は、表 8 のとおりであった。 
 
表 8 吸収率 
被験物質 用量 

（アルミニウムとして） 
吸収率 

クエン酸アルミニウム 100 mg 0.52% 
水酸化アルミニウム 0.01% 
水酸化アルミニウムとクエン酸ナ

トリウムの混合物 
0.14% 

 
Priest は、クエン酸によってアルミニウムの吸収率が上昇したとしている。（参

照１９、３４） 
 

③ 吸収（ヒト）（Taylor ら（1998）（JECFA（2007）で引用）） 
男性 3 例を一晩絶食させ、水酸化アルミニウム（アルミニウムとして 280 mg；

104 mmol/L）及びクエン酸イオン（3.2 g；167 mmol/L）を含むフルーツジュー

ス（100 mL）を摂取させる試験が実施されている。 
その結果、血中のアルミニウムの最高濃度は 20.1±2.9 µg/L（平均±標準偏差）、

最高濃度到達時間は 75～108 分であった。血中アルミニウム濃度は摂取 24 時間

後まで徐々に減少し、24 時間後も摂取前の値の 1.5～2.0 倍であり、半減期は 5.5
～10 時間であった。一方、血中クエン酸の最高濃度到達時間は、アルミニウムの

最高濃度到達時間より 45～60 分短く、アルミニウムが最高濃度になった時点で

摂取前の値まで減少していた。 
Taylor らは、このことから、アルミニウムはクエン酸アルミニウムとして吸

収されるのではなく、クエン酸は腸管上皮に作用してアルミニウムの吸収を促

進すると示唆している。（参照１９、３５） 
 

④ 吸収（ラット）（Benke & Osborn（1979）） 
SD ラット（各群雄 4 匹）にアルミノケイ酸ナトリウム又はゼオライト A（合

 738 



 

 21 

成アルミノケイ酸ナトリウム）（それぞれ 40、200 又は 1,000 mg/kg 体重/日）を

3 日間強制経口投与する試験が実施されている。 
その結果、尿中ケイ素濃度は投与後速やかに上昇し、最大濃度到達時間は 24

時間以内であった。尿中アルミニウム濃度の上昇は認められなかった。 
Benke & Osborn は、アルミノケイ酸ナトリウム及びゼオライト A は、消化管

内でアルミニウムとケイ酸に分解された後に、ケイ酸のみが吸収されると考察し

ている。（参照 ３６） 
 

⑤ 吸収（ラット）（Froment ら（1989）（JECFA（2007）で引用）） 
SD ラット（雄）に表 9 のような投与群を設定して、アルミニウム化合物を単

回強制経口投与する試験が実施されている。 
 

表 9 投与群 
群 匹数 投与物質 
Ⅰ 6 スクラルファート 6（1.2 mmol/kg 体重/日（アルミニウムとして

35mg/kg 体重/日）） 
Ⅱ 6 水酸化アルミニウム（1.2 mmol/kg 体重/日（アルミニウムとして

35mg/kg 体重/日）） 
Ⅲ 7 塩化アルミニウム（1.2 mmol/kg 体重 /日（アルミニウムとして

35mg/kg 体重/日）） 
Ⅳ 6 乳酸アルミニウム（1.2 mmol/kg 体重 /日（アルミニウムとして

35mg/kg 体重/日）） 
Ⅴ 6 スクラルファート 6（1.2 mmol/kg 体重/日（アルミニウムとして

35mg/kg 体重/日））＋クエン酸（1.2 mmol/kg 体重/日） 
Ⅵ 6 塩化アルミニウム（1.2 mmol/kg 体重 /日（アルミニウムとして

35mg/kg 体重/日））＋クエン酸カルシウム（2.4 mmol/kg 体重/日） 
Ⅶ 14 クエン酸アルミニウム（0.89 mmol/kg 体重/日（アルミニウムとして

24mg/kg 体重/日）） 
Ⅷ 4 水酸化アルミニウム（1.2 mmol/kg 体重/日（アルミニウムとして

35mg/kg 体重/日））＋クエン酸ナトリウム（1.2 mmol/kg 体重/日） 
 
その結果、水酸化アルミニウムの場合、アルミニウムの尿中排泄率は 0.015％

であり、塩化アルミニウム及び乳酸アルミニウムの場合のアルミニウムの尿中排

泄率は水酸化アルミニウムの場合の 2 倍であった。クエン酸アルミニウムの場合

は、アルミニウムの尿中排泄率は水酸化アルミニウムの場合の 50～100 倍であ

った。Froment らはこれらの結果から、各化合物を投与した時のアルミニウムの

                                            
6 胃潰瘍、十二指腸潰瘍等の治療に用いられる。 
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吸収率について、水酸化アルミニウム 0.007%、塩化アルミニウム 0.043%、クエ

ン酸アルミニウム 0.54%と推定している。（参照１９、３７）  
 

⑥ 吸収（ラット）（Jouhanneau ら（1997）（JECFA（2007）で引用）） 
Wistar ラット（雄、各群 20 匹）に、26Al（3.8 ng）及び 27Al（63 ng）を 100 

μl の希塩酸に溶解し、300 μl の脱イオン水又はクエン酸溶液（62 g/L）で希釈し

た溶液を強制経口投与する試験が実施されている。 
その結果、26Al の吸収率及び最高濃度到達時間（Tmax）は、表 10 のとおり

であった。（参照１９、３８）  
 
表 10 最大血漿中量（または含量）及び最高血漿中濃度到達時間 
被験物質（用量） 最大血漿中

量（または

含量）7 

Tmax 

26Al（3.8 ng）、27Al（63 ng） 約 0.01% 1～2 時間 
26Al（3.8 ng）、27Al（63 ng）、クエン酸（18.6 mg8） 約 0.1% 30 分未満 

 
⑦ 吸収（ラット）（Schönholzer ら（1997）（JECFA（2007）で引用）） 

絶食した Wistar ラット（雄、各群 9 匹）に [26Al]水酸化アルミニウム、[26Al]
クエン酸アルミニウム、[26Al]クエン酸アルミニウム及びクエン酸ナトリウム又

は[26Al]アルミニウムマルトレートを強制経口投与する試験が実施されている。 
その結果、アルミニウムの吸収率は、表 11 のとおりであった。（参照１

９、３９）  
 
表 11 吸収率 

被験物質 用量（アルミニウムとして） 吸収率 
水酸化アルミニウム 2.7 ng 0.10% 
クエン酸アルミニウム 5 ng 0.70% 
クエン酸アルミニウム+クエン

酸ナトリウム（1 mmol/kg） 
12.1 ng 5.10% 

アルミニウムマルトレート 5 ng 0.10% 
 

⑧ 吸収（ラット）（Yokel & Florence（2006）） 
Fisher344 ラット（各群雄 5 匹）に[26Al]酸性リン酸アルミニウムナトリウム

（1、2%）を含むビスケット約 1 g を単回経口摂取させ、同時に 27Al を静脈内投

                                            
7 原著によれば、以下の式から算出したとされている。 

最大血漿中量（%）＝（26Al の最高血漿中濃度×推定血漿量／26Al の投与量）×100 
8 原著に記載されている、クエン酸溶液の濃度（62 g/L）及び量（300 μl）から算出。 
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与する試験が実施されている。 
その結果、アルミニウムのバイオアベイラビリティ 9及び Tmax は、表 12 の

とおりであった。（参照 ４０） 
 

表 12 バイオアベイラビリティ及び最高濃度到達時間（Tmax） 
被験物質 用量 バイオアベイラビリティ Tmax 
酸性リン酸アルミニ

ウムナトリウム 
1% 0.11±0.11% 4.2±1.2 時間 
2% 0.13±0.12% 6.0±1.7 時間 

平均±標準偏差 
 

⑨ 吸収（ラット）（Yokel & Florence（2008）（JECFA（2012）で引用）） 
Fisher344 ラット（雄、8 匹）に [26Al]クエン酸アルミニウム（26Al として 71.3 

ng/mL）を含む茶葉浸出液 1 mL を強制経口投与し、同時に 27Al を静脈内投与す

る試験が実施されている。 
その結果、アルミニウムのバイオアベイラビリティ 9 は、表 13 のとおりであ

った。Yokel & Florence は、この結果はこれまで報告されてきた強制経口投与に

よるバイオアベイラビリティ（0.28％）と同等であるが、上述（p22）の Yokel & 
Florence（2006）における、ビスケットを経口摂取させた場合のバイオアベイラ

ビリティ（0.12％）より大きいとしている。（参照２２、４１） 
 
表 13 吸収率 
被験物質の用量（アルミニウムとして） バイオアベイラビリティ 
71.3 ng  0.37±0.26% 

平均±標準偏差 

 
⑩ 吸収（ラット）（Yokel ら（2008）（JECFA（2012）で引用）） 

Fisher344 ラット（各群雄 6 匹）に[26Al]塩基性リン酸アルミニウムナトリウ

ム（1.5、3％）を含むチーズ約 1 g を単回経口摂取させ、同時にうち 1 匹に 27Al
を点滴静脈内投与（100 μg/kg 体重/時間）して血中アルミニウム濃度を 500 μg/L
に調節する試験が実施されている。 
その結果、26Al の Cmax は、投与前の平均濃度の少なくとも 200 倍に上昇し、

アルミニウムのバイオアベイラビリティ 9 及び最高濃度到達時間は、表 14 のと

おりであった。（参照２２、４２） 
 
表 14 バイオアベイラビリティ及び最高濃度到達時間（Tmax） 

                                            
9 原著によれば、以下の式から算出したとされている。 
バイオアベイラビリティ（F）＝（26Al の AUC／27Al の AUC）×（27Al の 1 時間当たりの静注速度×時間／
26Al の投与量） 
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被験物質の用量 バイオアベイラビリティ Tmax 
1.5% 0.10±0.07% 8.0 時間 
3% 0.29±0.18% 8.6 時間 

平均±標準偏差 

 
⑪ 吸収（ラット）（Sunaga（2010c）（JECFA（2012）で引用）） 

SD ラット（各群雌雄各 4 匹）に乳酸アルミニウム（アルミニウムとして 27 又

は 91 mg/kg 体重 4）を強制経口投与し、血清中アルミニウム濃度を測定する試

験が実施されている。 
その結果、投与 24 時間後までの AUC から算出したアルミニウムのバイオア

ベイラビリティ 5は、表 15 のとおりであった。（参照２２、４３） 
 
表 15 バイオアベイラビリティ 
被験物質の用量（アルミニウムとして） バイオアベイラビリティ 
27 mg/kg 体重 雄 0.067% 

雌 0.164% 
91 mg/kg 体重 雄 0.161% 

雌 0.175% 
 

⑫ 吸収（ラット）（Sunaga（2010d）（JECFA（2012）で引用）） 
SD ラット（各群雌雄各 4 匹）に乳酸アルミニウム（アルミニウムとして 27 又

は 91 mg/kg 体重/日 4）を 1 日 1 回 14 日間、強制経口投与し、14～15 日目の血

清中アルミニウム濃度を測定する試験が実施されている。 
その結果、アルミニウムのバイオアベイラビリティ 5 は、表 16 のとおりであ

った。蓄積は認められなかった。 
 
表 16 バイオアベイラビリティ 
被験物質の用量（アルミニウムとして） バイオアベイラビリティ 
27 mg/kg 体重 雄 0.009% 

雌 0.007% 
91 mg/kg 体重 雄 0.043% 

雌 0.044% 
 
Sunaga は、前述の Sunaga（2010c）の結果と比較し、反復投与によりアルミ

ニウムの吸収が減少するとしている。 
AUC は、91 mg/kg 体重投与群で 27 mg/kg 体重投与群より 15～20 倍高かっ

た。Sunaga は、用量比を超えた AUC 比について、血清中アルミニウムが 27 
mg/kg 体重投与群では早期に消失し、91 mg/kg 体重投与群では二峰性の推移を
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示していることによるとしている。（参照２２、４４） 
 

⑬ 吸収（ラット）（Sunaga（2010e）（JECFA（2012）で引用）） 
SD ラット（各群雌雄各 4 匹）に硫酸アルミニウム（アルミニウムとして 98 又

は 158 mg/kg 体重 4,10）を強制経口投与し、血清中アルミニウム濃度を測定する

試験が実施されている。 
その結果、投与 24 時間後までの AUC から算出したアルミニウムのバイオア

ベイラビリティ 5は、表 17 のとおりであった。（参照２２、４５） 
 
表 17 バイオアベイラビリティ 
被験物質の用量（アルミニウムとして） バイオアベイラビリティ 
98 mg/kg 体重 雄 0.046% 

雌 0.064% 
158 mg/kg 体重 雄 0.053% 

雌 0.069% 
 

⑭ 吸収（ラット）（Sunaga（2010f）（JECFA（2012）で引用）） 
SD ラット（各群雌雄各 4 匹）に硫酸アルミニウム（アルミニウムとして 98 又

は 158 mg/kg 体重/日 4,10）を 1 日 1 回 14 日間、強制経口投与し、14～15 日目

の血清中アルミニウム濃度を測定する試験が実施されている。 
その結果、アルミニウムのバイオアベイラビリティ 5 は、表 18 のとおりであ

った。Cmax と AUC は用量に応じて上昇し、蓄積は認められなかった。 
 
表 18 バイオアベイラビリティ 
被験物質の用量（アルミニウムとして） バイオアベイラビリティ 
98 mg/kg 体重 雄 0.012% 

雌 0.035% 
158 mg/kg 体重 雄 0.012% 

雌 0.052% 
 
Sunaga は、前述の Sunaga（2010e）の結果と比較し、雄で反復投与によりア

ルミニウムの吸収が減少するとしている。（参照２２、４６） 
 

⑮ 吸収（ラット空腸灌流試験）（Provan & Yokel（1988a）（JECFA（2007）で引

用）） 

                                            
10 硫酸アルミニウム 600、1,000 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして 98、158 mg/kg 体重/日）のほか、硫酸ア

ルミニウム 2,000 mg/kg 体重での投与群も設定されていたが、同群では、死亡例が認められため、バイオアベ

イラビリティを測定していない。 
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ラットの空腸を用いた灌流試験が実施されており、その結果、細胞間隙経路阻

害薬やナトリウムトランスポーター阻害薬の添加によるアルミニウム取込みの

減少及びカルシウム欠損培地の使用によるアルミニウム取込みの増加が認めら

れた。酸化的リン酸化脱共役剤の添加の影響は認められなかった。 
Provan & Yokel は、エネルギーに依存しないがナトリウムに依存する細胞間

隙を通過する経路で、消化管からアルミニウムが吸収されるとしている。また、

カルシウム欠損培地におけるアルミニウム取込みの増加は、カルシウムの欠乏に

よる細胞間隙抵抗減少によるものと考察している。（参照１９、４７）  
 

⑯ 吸収（ラット小腸灌流試験）（van der Voet & de Wolff（1998）（JECFA（2007）
で引用）） 

Wistar ラット（雌）の小腸を塩化アルミニウム（20 又は 30 mmol/L）、塩化ナ

トリウム又は塩化カルシウムの溶液で灌流する試験が実施されている。 
その結果、アルミニウムの吸収は塩化ナトリウム（0～120 mmol/L）の添加

により影響されず、塩化カルシウム（0～10 mmol/L）の添加により減少が認め

られた。（参照１９、４８）  
 

⑰ 吸収（イヌ）（Cefali ら（1995）） 
ビーグル犬（各群雌 12 匹）にアルミノケイ酸ナトリウム（16 mg/kg 体重）又

はゼオライト A（30 mg/kg 体重）を強制単回経口投与する試験が実施されてい

る。 
その結果、ケイ素の AUC について、ゼオライト A 投与群で増加が認められ

た。ケイ素のその他の吸収に係る測定値（Cmax 及び Tmax）及びアルミニウム

の吸収に係る測定値については、被験物質投与に関連する影響は認められなかっ

た。（参照 ４９） 
 

⑱ 吸収（レビュー）（Reiber ら（1995）、Yokel & McNamara（2001）（JECFA
（2007）で引用）） 
アルミニウムの吸収率は、腸管内腔、血中及び組織液中の化学種の量、アルミ

ニウムイオンと対になる酸（乳酸、クエン酸等）や、競合するイオン（鉄、ケイ

酸等）によって影響される。吸収前に消化管において化学種が変化することもあ

る。胃酸によって大部分のアルミニウムは単体にまで分解されるとする知見もあ

る。十二指腸において pH が中性になれば、水酸化アルミニウムになると考えら

れる。アルミニウムイオンの水溶性は、pH が中性で最も低い。 
よって、ほとんどのアルミニウム化合物は、小腸において、水酸化アルミニウ

ムとして沈降し、取り込まれず糞中に排泄されると考えられるが、クエン酸やそ

の他の低分子の有機酸は、腸におけるアルミニウムの溶解性を高めることによっ

て、クエン酸の場合はさらに腸管上皮細胞に作用することによって、アルミニウ
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ムの吸収を促進する可能性が示唆される。 
Yokel & McNamara は、アルミニウムの吸収メカニズムとして、受動的及び能

動的輸送によって腸細胞を通過するものと、細胞間隙を拡散するものの２つの経

路が推定されているとしている。また、食事中と飲水中のアルミニウムのバイオ

アベイラビリティは、同程度であることが示唆されるとしている。（参照１

９、５０、５１） 
 

⑲ 分布（ヒト）（Martin ら（1987）、Day ら（1991）（再掲 p19）及び Öhman & 
Martin（1994）（JECFA（2007）で引用）） 
ヒト 1 例に 26Al（100 ng、70 Bq）、27Al（1 μg）及びクエン酸ナトリウムを摂

取させる試験が実施されている。 
その結果、血中の 26Al 濃度は 6 時間後に最大（0.3 ng/L）となった。ここでは、

血漿容積を 3L と仮定し、投与量の 1％に当たる 1 ng が体内で循環していると推

定している。このうち、低分子画分に 5％、トランスフェリン結合画分に 80％、

アルブミン結合画分に 10％、その他の高分子画分に 5％が認められた。 
また、アルミニウムの結合試験が実施されており、血中アルミニウムの 90％が

トランスフェリンと結合し、残りの 10％がクエン酸アルミニウムとして存在し

ていた。 
一方、トランスフェリンは血中で最も強くアルミニウムと結合するタンパク質

であり、鉄とは競合しないとする報告もある。 （参照１９、３３、５２、５３） 
 

⑳ 分布（ラット）（Fulton ら（1989）（JECFA（2007）で引用）） 
SD ラット（各群雄 6 匹）に水酸化アルミニウム又は塩化アルミニウム（それ

ぞれアルミニウムとして 0、0.1、2.0 又は 100 mg/L（0、0.01、0.2 又は 5.5 mg 
/kg 体重/日））及びクエン酸又は酢酸を 10 週間飲水投与する試験が実施されて

いる。 
その結果、アルミニウム濃度について、投与群の腸管細胞でクエン酸の用量に

依存した増加が認められたが、腸管以外の臓器ではクエン酸又は酢酸の投与によ

る影響は認められなかった。（参照１９、５４） 
 

㉑ 分布（ラット）（Somova & Khan（1996）（JECFA（2007）で引用）） 
Wistar ラット（各群雄 10 匹）に塩化アルミニウム（アルミニウムとして 5 又

は 20 mg /kg 体重/日）又は脱イオン水を 6 か月間飲水投与する試験が実施され

ている。 
その結果、血漿、脳、肝臓、骨及び腎臓のアルミニウム量について、用量依存

的な増加が認められた。アルミニウム濃度は、低用量の場合に骨＞腎臓＞肝臓＞

脳＞血漿の順、高用量の場合に骨＞腎臓＞脳、肝臓＞血漿の順であった。（参照１

９、５５）  
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㉒ 分布（ラット）（Jouhanneau ら（1997）再掲（p22）（JECFA（2007）で引

用）） 
Wistar ラット（雄 20 匹）に 26Al（3.8 ng）及び 27Al（63 ng）を含む脱イオン

水（400 μl）を投与する試験が実施されている。 
その結果、26Al は約 1 時間で骨に分布し、30 日以上保持された。Jouhanneau

らは、アルミニウムの貯留期間は最低 500 日であると示唆している。（参照１９、

３８） 
 

㉓ 分布（ラット）（Sharma & Mishra（2006）（JECFA（2012）で引用）） 
Wistar ラット（8 匹）に塩化アルミニウム（0 又は 345 mg/kg 体重/日：アル

ミニウムとして 0 又は 70 mg/kg 体重/日）を妊娠直後より 16 日間経口投与する

試験が実施されている。 
その結果、塩化アルミニウムを投与した群で、母動物の血液、脳、胎盤及び胎

児の脳に有意に高濃度のアルミニウムが認められた。 
また、授乳中のラット（5 匹）に塩化アルミニウム（0 又は 345 mg/kg 体重/

日：アルミニウムとして 0 又は 70 mg/kg 体重/日）を分娩直後より 16 日間経口

投与する試験が実施されている。 
その結果、塩化アルミニウムを投与した群で、児動物の脳に有意に高いアルミ

ニウムの分布が認められ、母乳によるアルミニウムの輸送が認められた。（参照

２２、５６） 
 

㉔ 体内動態レビュー（Priest（2004）） 
1990 年以降、26Al と AMS により、アルミニウムの体内動態について研究がな

された。腸管はアルミニウムの取込みに対し効果的な障壁となるが、血中に入っ

たアルミニウムの殆どは数日から数週間で尿中に排泄されるものの 11、一部のア

ルミニウムは長期にわたり主に骨に保持される。 
ヒト 7例に [26Al] クエン酸アルミニウムを静脈内投与した試験の結果（Talbot

ら（1995））から、5 日間の糞中への累積排泄率は 1.2±0.3％（平均±標準偏差）

であり、糞は排泄経路としては重要ではない。 
また、ヒト 1 例に約 500 Bq の [26Al] クエン酸アルミニウムを静脈内投与し、

10 年以上にわたり追跡した研究の結果に基づき、速度論モデルが開発された。こ

のモデルを用いた試算例（図 1）によると、吸収されたアルミニウムの大部分は

比較的速やかに尿中に排泄されるものの、ごく微量が骨などの組織に分布し、そ

れらの組織では半減期が長い（皮質骨では 10,500 日、骨梁では 500 日）ことが

示されている。このモデルの慢性的蓄積モードによると、50 年間以上の連続摂取

                                            
11 26Al の尿中排泄について調査した研究のうち、ヒト 6 例を対象とした Priest（2004）の Fig. 16 の研究から

は、投与された 26Al の５日間での累積の排泄は、投与された量の 60-80％程度と読み取れる。 
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では、アルミニウムが血中に入る 1 日当たりの量の 417 倍に相当する量が体内

に蓄積し、皮質骨画分のアルミニウムの量は増加し続けるが、その他の画分では、

画分ごとに異なった期間で平衡状態に達すると予測された。また、このモデルの

慢性的蓄積モードは、アルミニウムの尿中排泄量が、1 日目には一日投与量の

64％に相当する量、18,263 日 12目には一日投与量の 96％に相当する量となるこ

とを示している。（参照 ５７） 
 

 
図 1 アルミニウム保持の速度論モデルによる試算例 
（The Royal Society of Chemistry の許可を得て Priest（2004）より改図・作

成） 
 

（４）参考資料 
以降の知見については、①は、当該報告で得られた吸収率の値の一部は他の報告

と乖離があるものの、原著が確認できず実験方法の詳細が不明である上に、実験方

法が吸収率を求める一般的な方法とは異なっていることから、また、②から⑧まで

は、経口投与以外の投与経路によるものであることから、アルミニウム化合物の体

内動態を検討する資料にはならないが、参考資料として記載する。 
 

① 吸収（ラット）（EFSA（2011）及び JECFA（2012）で引用（Priest（2010））） 

                                            
12 約 50 年。 
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SD ラット（各群雌 6 匹）に 表 19 のとおり、26Al 及び 27Al から成るアルミ

ニウム化合物を投与し、AMS で吸収率を調べる試験が実施されている。アルミ

ニウムの吸収率は、経口投与及び静脈内投与それぞれについて、投与 7 日後にお

ける体内の 26Al の残留量を測定し、それらの比から求められている。その結果、 
表 19 のような吸収率であった。 

 
 表 19 アルミニウム化合物の投与量とアルミニウムの吸収率 

化合物名 投与形態 
27Al 投与量 
（mg） 

26Al 投与量 
（ng） 

吸収率 
（%、平均±標準

偏差） 
クエン酸アルミニウ

ム 
水溶液 50  1.47  0.079 ± 0.006 

塩化アルミニウム 水溶液 50 1.24  0.054 ± 0.015 

硝酸アルミニウム 水溶液 50 1.77  0.045 ± 0.013 

硫酸アルミニウム 水溶液 50 2.44  0.210 ± 0.079 

水酸化アルミニウム 懸濁液 13 17 12.2  0.025 ± 0.041 

酸化アルミニウム 懸濁液 13 23 17.9  0.018 ± 0.038 

金属アルミニウム 混合物 14 6.9 1.4  <0.01515 

Powdered pot 
entrolyte 

混合物 14 26 2.40  0.042 ± 0.004 

食用赤色 40 号アル

ミニウムレーキ 
混合物 14 41416 0.96  0.093 ± 0.020 

酸性リン酸アルミニ

ウムナトリウム 
懸濁液 13 10 0.46  <0.02415 

塩基性リン酸アルミ

ニウムナトリウム 
懸濁液 13 10 0.31  <0.01515 

アルミノケイ酸ナト

リウム 
懸濁液 13 27 0.60  0.120 ± 0.011 

                                            
13 カルボキシメチルセルロース懸濁液。 
14 蜂蜜と混合し、舌下に投与。 
15 検出限界以下であり、正確な値を測定できなかったため、便宜的に検出限界の 50％を吸収率の最大値として

いる。 
16 全化合物（色素レーキ）量。 
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各アルミニウム化合物投与によるアルミニウムのの吸収率は、いずれも 0.3％

以下であった。 
 
Priest は、これらの試験結果はヒトによる知見と一致するとしている。 
EFSA（2011）は、本試験で得られた各アルミニウム化合物のバイオアベイラ

ビリティは、既存の報告値（EFSA（2008））の上下で 10 倍の範囲内に収まって

おり、本試験結果を踏まえて、EFSA（2008）の結論を変更するに足る新たな追

加情報は得られなかったとしている。 
JECFA（2012）は、アルミニウム化合物投与によるアルミニウムの吸収率は

0.01～0.3%であり、水溶性のものほどバイオアベイラビリティが高いと考えられ

たが、化合物の種類間及び動物の種差間での吸収率の差について明確な結論を得

ることはできないとしている。（参照２２、２６） 
本委員会としては、本報告で得られたアルミニウムの吸収率の値の一部は、他

の報告と乖離があるものの、原著が確認できず実験方法の詳細が不明であること

から、評価に用いることはできないと考えた。 
 

② 吸収（ウサギ）（Yokel ＆ McNamara（1989）） 
ニュージーランド白ウサギ（雄、30 匹）に対照群（乳酸ナトリウム）又は乳酸

アルミニウムを 25 µmol/kg 体重/時間で 6 時間かけて耳静脈内に投与し、血液及

び各組織におけるアルミニウム量を継時的に測定し、アルミニウムの半減期を調

べる試験が実施されている。 
その結果、アルミニウムの半減期は、腎臓皮質で 4.2 日、腎臓髄質で 2.3 日と

いう結果が得られ、いずれのアルミニウム量も、投与 128 日後においても対照群

の量まで減少しなかった。また、アルミニウムの半減期は血清中の測定値で 42
日であったほか、肝臓、肺及び脾臓ではそれぞれ 74 日、44 日及び 113 日と推測

された。（参照 ５８） 
 

③ 分布（ラット）（Somova ら（1995）（JECFA（2007）で引用）） 
Wistar ラット（各群雄 20 匹）に塩化アルミニウム（5 mg/kg 体重/日）を 3 日

間連続で尾静脈内投与し、最終投与 1 又は 21 日後に安楽死させる試験が実施さ

れている。 
その結果、臓器中のアルミニウム量について、投与 1 日後で脳、骨及び腎臓に

おいて蓄積が認められたとされている。投与 21 日後には脳、骨及び腎臓のアル

ミニウム量は正常値に戻っていたが、肝臓で蓄積量の増加が認められた。（参照

１９、５９） 
 

④ 分布（ラット）（Struys-Ponsar ら（1997）（JECFA（2007）で引用）） 
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2 か月齢の Wistar ラット（雄）にグルコン酸アルミニウム（アルミニウムと

して 0.667 mg/250 μl）を週に 3 回、2 か月間腹腔内投与し、脳及び肝臓のアル

ミニウム濃度を測定する試験が実施されている。 
その結果、アルミニウム濃度について、対照群と比較して投与群では、肝臓で

37 倍、脳で 3.5 倍高く、脳では側頭葉、海馬や前嗅核で最も高濃度の蓄積が認め

られた。（参照１９、６０） 
 

⑤ 分布（ラット）（Yumoto ら（2003）（JECFA（2007）で引用）） 
授乳 Wistar ラット（5 匹）に[26Al]塩化アルミニウム（[26Al]として 470 pg/日、

20 dpm17/日）及び[27Al] 塩化アルミニウム（27Al として 9 µg/日）を含む試料を

出生 1～20 日後まで皮下投与し、仔の各臓器における 26Al の濃度を測定する試

験が実施されている。 
その結果、26Al について、肝臓及び腎臓で投与開始 5～20 日後に増加が認めら

れたものの、脳及び骨ではほぼ一定であった。離乳後、肝臓や腎臓で顕著な減少

が認められたが、脳では離乳 710 日後までわずかな減少が認められたのみであっ

た。（参照１９、６１） 
 

⑥ 分布（レビュー）（Yokel（2002）） 
ラット（系統不明）にクエン酸アルミニウム（0.5 mmol/kg 体重）を静脈内投

与し、前頭葉細胞外液中、側脳室脳脊髄液中及び血漿中のアルミニウム濃度を測

定し、各脳内液中と血漿中との濃度比（BBr）を求めた。その結果、前頭葉細胞

外液中のアルミニウム濃度は、5 分以内に最高定常状態に達した。側脳室脳脊髄

液中と比較して、前頭葉細胞外液中で高いアルミニウム濃度及び BBr が認めら

れたことから、Yokel は、アルミニウムは脈絡叢ではなく血液脳関門から脳内に

移行するとしている。 
定常状態において、前頭葉細胞外液中アルミニウム濃度の BBr は 0.15 であっ

たことから、Yokel は、クエン酸アルミニウムの血液脳関門通過は、担体輸送で

あるとしている。 
マウス由来の脳内皮細胞の[14C]クエン酸アルミニウムの取込みは、ナトリウム

濃度や pH によって影響されず、エネルギーに依存している。取込みは、モノカ

ルボン酸トランスポーターの基質及び阻害薬のいずれか又は双方、あるいは有機

酸アニオン輸送ファミリーによって阻害される。 
ラットに[26Al]-トランスフェリン及び鉄キレート剤のデフェロキサミンを静脈

内投与し、脳内の 26Al 残留量を AMS で測定したところ、ラットの脳におけるア

ルミニウムの半減期は約 150 日と推計された。 
Yokel は、ラットからヒトへの外挿は難しいとしている。（参照 ６２） 
 

                                            
17 壊変毎分（放射能を表す単位）。 
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⑦ 排泄（ヒト）（Talbot ら（1995）（JECFA（2007）で引用）） 
男性（6 例）に 26Al（84 ng）溶液及びクエン酸（25 mg）を静脈内投与する試

験が実施されている。 
その結果、投与 24 時間後までに 59±10％、5 日後までに 72±7％が尿中に排

泄された。26Al の尿排泄と尿量、ナトリウム、カリウム、カルシウム、マグネシ

ウム及びリンの排泄との関連は認められなかった。また、投与 5 日後までに 1.2 
±0.3％が糞中に排泄された。投与 5 日後の生体における残存量は 16～36％（27
±7％）であった。（全て平均±標準偏差）（参照１９、６３） 

 
⑧ 排泄（ヒト）（Priest ら（1995）） 

男性 1 例に [26Al]クエン酸アルミニウム（アルミニウムとして 0.7 μg）を単回

静脈内投与する試験が実施されている。 
その結果、投与 15 分後には半分以上のアルミニウムが血中から消失してお

り、投与 2 日後には 1%以下となった。投与 13 日後までに、アルミニウムの

83%が尿中へ、1.8%が糞中へそれぞれ排泄された。（参照 ６４）  
 

（５）体内動態のまとめ 

本委員会としては、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウ

ムの知見のほか、硫酸イオン、アンモニウムイオン、カリウムイオン及びアルミニ

ウムイオンで構成される物質を被験物質とした体内動態に関わる知見も併せ、総合

的に添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫酸アルミニウムカリ

ウム」の体内動態に関する検討を行うこととした。 
硫酸イオン、アンモニウムイオン及びカリウムイオンについては、安全性に懸念

のある知見はないものと考えた。 
アルミニウムイオンについて、JECFA（2007）は、強制経口投与によるアルミニ

ウムの体内動態は混餌投与による場合と異なると考えられ、混餌投与による試験の

方がより食品中に含まれるアルミニウムの評価に資するものとしている。（参照１

９） 
JECFA（2012）は、アルミニウム化合物の吸収は 0.01～0.3 %と考えられるが、

化合物間又はヒトと動物間の動態の差を検討することは困難としている。また、ク

エン酸アルミニウムは他のアルミニウム化合物より水に溶解しやすく、食事由来よ

り飲水由来の方がバイオアベイラビリティが高いと考えられるとしている。（参照

２２） 
EFSA（2008）は、アルミニウムの経口バイオアベイラビリティは飲水から摂取

する場合は約 0.3%、食品・飲料から摂取する場合はそれより低く約 0.1%とされて

いるとしている。（参照２５） 
Yokel & McNamara（2001）及び Reiber ら（1995）（JECFA（2007））におい

て、ほとんどのアルミニウム化合物は、小腸において水酸化アルミニウムとして沈
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降し、体内に取り込まれず糞中に排泄されると考えられるが、クエン酸やその他の

低分子の有機酸は腸におけるアルミニウムの溶解性を高めることによって、また、

クエン酸の場合はさらに腸管上皮細胞に作用することによって、アルミニウムの吸

収を促進する可能性が示唆されている。また、Priest（2004）によると、吸収され

たアルミニウムの大部分は比較的速やかに尿中に排泄されるものの、ごく微量が骨

などの組織に分布し、それらの組織では半減期が長いことが示されている（Priest
（2004）のモデルによる試算例によると皮質骨では 10,500 日、骨梁では 500 日）。

さらに、Taylor（1998）によると、ヒトにアルミニウムを飲水で単回摂取させた場

合のアルミニウムの半減期は 5.5～10 時間であり、血中アルミニウム濃度は摂取 24
時間後も摂取前の値の 1.5～2.0 倍であった。 
本委員会としては、アルミニウム化合物の体内動態に関する各種知見を評価した

結果、アルミニウムの吸収率は、他の化合物の場合に比べて、クエン酸塩の場合に

高いと考えた。また、吸収されたアルミニウムの大部分は速やかに排泄されるもの

の、骨等に分布した一部のアルミニウムは半減期が長く、蓄積する可能性があるこ

とから、毒性試験を評価するに当たっては、長期間の摂取による影響を考慮する必

要があると考えた。さらに、骨等の一部組織での半減期が長いことや、溶液として

アルミニウムを単回摂取しても、血中のアルミニウムの濃度は比較的長時間高濃度

を維持することを踏まえると、強制経口投与、飲水投与、混餌投与といった、経口

投与の中での投与方法及び摂取源の違いによるアルミニウムの体内動態の差によ

る影響は小さいと考えた。 
 
２．毒性 

ここでは、体内動態の項と同様に、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸ア

ルミニウムカリウムに加え、硫酸イオン、アンモニウムイオン、カリウムイオン

及びアルミニウムイオンで構成される物質を被験物質とした、毒性に係る知見も

併せて総合的に、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫酸ア

ルミニウムカリウム」の毒性に関する検討を行うこととした。 
アンモニウムイオンについては、添加物「アンモニウムイソバレレート（第 2

版）」の評価書（2014）において、ヒトが食品を摂取することにより、消化管内に

おいて、1 日当たり十二指腸で 10 mg、結腸で約 3 g のアンモニアが産生される

とされている。産生されたアンモニアはほとんどが吸収された後、門脈循環に入

るとされている。健常なヒトではアンモニウムイオンは肝臓で速やかに尿素に変

換され、尿中に排泄されるとされている。 
「硫酸アルミニウムアンモニウム」を摂取することで体内に取り込まれるアン

モニアの量は、ヒトにおいて食事から産生されるアンモニアの量の変動の範囲内

と考えられること、また、ヒト体内で産生されたアンモニアと同様に代謝される

と考えられることから、本評価書では毒性の検討は行わない。（参照２７） 
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硫酸イオン及びカリウムイオンについては、添加物「硫酸カリウム」の評価書 
（2013）及び添加物「硫酸亜鉛」の評価書 （2015）で毒性に係る知見が検討さ

れており、その結果、遺伝毒性、急性毒性、反復投与毒性、発がん性及び生殖発

生毒性の懸念はなく、安全性に懸念を生じさせるヒトにおける知見も認められて

おらず、また、その後、安全性に懸念を生じさせる知見も得られていないため、

本評価書では毒性の検討は行わない。（参照２８、２９、３０） 

 

（１）遺伝毒性 

① 各種試験成績 

ａ．硫酸アルミニウムアンモニウム 

硫酸アルミニウムアンモニウムを被験物質とした遺伝毒性に関する試験成績

は、表 20 のとおりである。 
 

ｂ．硫酸アルミニウムカリウム 

硫酸アルミニウムカリウムを被験物質とした遺伝毒性に関する試験成績は、表 
21 のとおりである。 

 
ｃ．その他のアルミニウム塩 

その他のアルミニウム塩を被験物質とした遺伝毒性に関する試験成績は、表 
22～表 25 のとおりである。 

 

表 20 硫酸アルミニウムアンモニウムに関する遺伝毒性の試験成績 
指標 試験種類 試験対象 用量等 試験結果 参照 
遺伝子
突然変
異 

復帰突然変
異試験 
（in vitro） 

細菌 
（Salmonella.  
typhimurium TA97、TA102） 

最高用量 
10,000 µg/plate 

陰性 
（代謝活性化系の
有無にかかわらず） 

藤田＆佐々木
（1989） 
（参照 ６５） 

 

表 21 硫酸アルミニウムカリウムに関する遺伝毒性の試験成績 
指標 試験種類 試験対象 被験物質 用量等 試験結果 参照 

遺伝
子突
然変
異 

復帰突然変
異試験 
（in vitro） 

細菌 
（S. typhimurium 
TA92、TA94、
TA98、TA100、
TA1535、
TA1537） 

無水硫酸アル
ミニウムカリ
ウム 

最高用量
1,000 
µg/plate 

陰性（代謝活
性化系の有無
にかかわら
ず） 

石館ら（1982） 
（参照 ６６） 

復帰突然変
異試験 
（in vitro） 

細菌 
（S. typhimurium 
TA97、TA102） 

硫酸アルミニ
ウムカリウム 

最高用量 
10,000 
µg/plate 

陰性 
（代謝活性化
系の有無にか
かわらず） 

藤田＆佐々木
（1989） 
（参照６５） 
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染色
体異
常 

染色体異常
試験 
（in vitro） 

チャイニーズ・ハ
ムスター繊維芽細
胞（CHL/IU細胞） 

無水硫酸アル
ミニウムカリ
ウム 

最高用量
1,000 µg/mL 
代謝活性化系
非存在下、24
及び 48 時間
連続処理 
 

陰性（処理時
間にかかわら
ず） 

石館ら（1982） 
（参照６６） 

染色体異常
試験 
（in vivo） 

ラット（雄、各群
5 匹、骨髄細胞） 

硫酸アルミニ
ウムカリウ
ム・12 水和
物 

503 及び 764 
mg/kg 体重/
日  
 
21 日間連続
強制経口投与 
7、14、21 日
目の各投与
24 時間後 

各投与群とも
に、各投与期
間で染色体異
常の出現頻度
の増加 

Roy ら（1991b）
（参照 ６７） 

 

表 22 その他のアルミニウム塩に関する遺伝毒性の試験成績（その 1：DNA 損傷を

指標） 

指標 試験種類 試験対象 被験物質 用量等 試験結果 参照 

DNA
損傷 

DNA 修復試
験（Rec-
assay） 
（in vitro） 
 

細菌 
（Bacillus subtilis 
（H17（rec+）、M45
（rec-）） 

塩化アルミ
ニウム 

0.05 M 
（0.05 mL） 

陰性 Nishioka
（1975） 
（参照 ６８） 

細菌 
（B. subtilis
（H17（rec+）、
M45（rec-）） 

塩化アルミ
ニウム 

最高用量 0.5 
M（0.05 
mL） 

陰性 Kanematsu ら
（1980） 
（参照 ６９） 

酸化アルミ
ニウム 

最高用量 0.5 
M（0.05 
mL） 

陰性 

硫酸アルミ
ニウム 

最高用量 0.5 
M（0.05 
mL） 

陰性 

リン酸アル
ミニウム 

最高用量 0.5 
M（0.05 
mL） 

陰性 

DNA 修復試
験（SOS ク
ロモテス
ト） 
（in vitro） 

細菌 
（Escherichia coli 
PQ37、PQ35） 

塩化アルミ
ニウム 

最高用量 
3 μmol/mL 

陰性（代謝
活性化系の
有無にかか
わらず） 

Olivier & Marzin
（1987） 
（参照 ７０） 

硫酸アルミ
ニウム・12
水和物 

最高用量 
3 μmol/mL 

陰性（代謝
活性化系の
有無にかか
わらず） 
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コメットア
ッセイ 
（in vitro） 

ヒト末梢血リンパ
球 

塩化アルミ
ニウム・6 水
和物 

1、2、5、
10、25 
μg/mL（4、
8、21、40、
104 
μmol/L） 
72 時間処理 

5 及び 10 
μg/mL、用量
依存的な
DNA 損傷の
有意な増
加、 
アポトーシ
ス細胞の発
現頻度の増
加 18（25 
μg/mL）） 

Lankoff ら
（2006） 
JECFA（2007）
で引用 
（参照１
９、７１） 

コメットア
ッセイ 
（in vitro） 

ヒト末梢血リンパ
球 

塩化アルミ
ニウム・6 水
和物 

10 μg/mL 
72 時間処理
後、2 Gy の
放射線照射 

DNA 修復能
の低下 

コメットア
ッセイ  
（in vitro） 

ヒト末梢血リンパ
球（男女、各 2
名） 

塩化アルミ
ニウム 

5、10、15、
25 μM 
3 時間処理 

DNA 損傷の
有意な増加
（用量依存
性なし） 

Lima ら（2007） 
（参照 ７２） 

DNA 鎖切断
試験  
（in vitro） 

ヒト培養乳房上皮
細胞（MCF-10A） 

塩化アルミ
ニウム・6 水
和物 

10、100、
300 μM 
1、16 時間時
間処理 

用量及び時
間依存的な
DNA 損傷の
増加 

Sappino ら
（2012） 
（参照 ７３） 

 
表 23 その他のアルミニウム塩に関する遺伝毒性の試験成績（その 2：遺伝子突然

変異を指標） 
指標 試験種類 試験対象 被験物質 用量等 試験結果 参照 
遺伝
子突
然変
異 

復帰突然変
異試験 
（in vitro） 

細菌 
（S. typhimurium 
TA102） 

塩化アルミ
ニウム・6 水
和物 

1,000 nM プ
レート法 

陰性 Marzin & Phi
（1985） 
（参照 ７４） 

復帰突然変
異試験 
（in vitro） 

細菌 
（S. typhimurium 
TA98、TA100、
TA1535、
TA1537、
TA1538、 
E. coli WP2） 

アルミノケ
イ酸ナトリ
ウム 

最高用量 
10 mg/plate 

陰性 
（代謝活性
化系の有無
にかかわら
ず） 

Prival（1991）ら 
（参照 ７５） 

細菌 
（S. typhimurium 
TA98、TA100、
TA1535、
TA1537、
TA1538、 
E. coli WP2） 

ケイ酸カル
シウムアル
ミニウム 

最高用量：
10 mg/plate 

陰性（代謝
活性化系の
有無にかか
わらず） 

復帰突然変
異試験 
（in vitro） 

細菌 
（E. coli CC105、
ML3）Lac-→ 
Lac+ 

塩化アルミ
ニウム・6 水
和物 

300 μM 
（20 世代以
上） 

陰性（代謝
活性化系非
存在下） 

Sappino ら
（2012） 
（参照７３） 

前進突然変
異試験 
（in vitro） 

細菌 
（E. coli CC105）
RifS→ RifR 

塩化アルミ
ニウム・6 水
和物 

300 μM 
（20 世代以
上） 

陰性（代謝
活性化系非
存在下） 

Sappino ら
（2012） 
（参照７３） 

                                            
18 Lankoff らは、損傷を受けた細胞がアポトーシスにより選択的に排除されていることが示されたとしている。 
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マウスリン
フォーマ TK
試験 
（in vitro） 

マウスリンフォー
マ細胞
（L5178Y） 

塩化アルミ
ニウム 

最高用量 625 
μg/mL 

陰性（代謝
活性化系存
在下） 

Oberly ら
（1982） 
（参照 ７６） 

宿主経由試
験 
（in vitro） 

S. typhimurium 
TA1530、G46、
Saccharomyces 
cerevisiae D3（宿
主：ICR マウス） 

アルミノケ
イ酸ナトリ
ウム 

最高用量 425 
mg/kg 
 
単回及び 5
連続経口投
与 

陰性 Litton Bionetics
（1974）（参
照 ７７） 

S. typhimurium 
TA1530、G46、
Saccharomyces 
cerevisiae D3（宿
主：ICR マウス） 

アルミノケ
イ酸ナトリ
ウム 

5,000 mg/kg  
 
単回及び 5
連続経口投
与 

陰性 

 
表 24 その他のアルミニウム塩に関する遺伝毒性の試験成績（その 3：染色体異常

を指標とした in vitro 試験） 
指標 試験種類 試験対象 被験物質 用量等 試験結果 参照 
染色
体異
常 

染色体異常
試験 
（in vitro） 

ヒト胎児肺培養細
胞（WI-38） 

アルミノケ
イ酸ナトリ
ウム 

最高用量
100.0 μg/ml 

陰性 Litton Bionetics
（1974）（参照７
７） 

染色体異常
試験 
（in vitro） 

ヒト末梢血リンパ
球（男女、各群 5
名） 

硫酸アルミ
ニウム 

20 µg/mL 
72 時間後 
Ⅰ群（0～10 
歳）、Ⅱ群
（21～30 
歳）、Ⅲ群
（41～50 
歳） 

女性Ⅲ群、
女性Ⅰ～Ⅲ
群合計、男
女全性Ⅰ～
Ⅲ群合計で
増加 

Roy ら（1990） 
（参照 ７８） 

染色体異常
試験 
（in vitro） 

ヒト末梢血リンパ
球（男女、各 2
名） 

塩化アルミ
ニウム 

5、10、15、
25 µM 
G1、G1/S、
S、G2 期処
理 

G1 及び
G1/S、G2 期
処理の各濃
度で増加 

Lima ら（2007） 
（参照７２） 

染色体異常
試験 
（in vitro） 

ヒト末梢血培養リ
ンパ球（性別不
明、3 名） 

硫酸アルミ
ニウム 

10、20 
µg/mL 
72 時間後 

20 µg/mL で
増加 

Türkez and 
Geyikoglu
（2011） 

（参照 ７９） 
姉妹染色分
体交換試験
（in vitro） 

ヒト末梢血リンパ
球（男女、各群 5
名） 

硫酸アルミ
ニウム 

20 µg/mL 
72 時間後 
Ⅰ群（0～10 
歳）、Ⅱ群
（21～30 
歳）、Ⅲ群
（41～50 
歳） 

男性Ⅱ群、
男性Ⅰ～Ⅲ
群合計、女
性Ⅰ～Ⅲ
群、女性Ⅰ
～Ⅲ群合計
で増加 

Roy ら（1990） 
（参照７８） 

姉妹染色分
体交換試験
（in vitro） 

ヒト末梢血培養リ
ンパ球（性別不
明、3 名） 
 

硫酸アルミ
ニウム 

10、20 
µg/mL 
72 時間後 

20 µg/mL で
増加 

Türkez and 
Geyikoglu
（2011） 
（参照７９） 
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小核試験
（in vitro） 

ヒト末梢血リンパ
球（男女、各群 5
名） 

硫酸アルミ
ニウム 

20 µg/mL 
72 時間後 
Ⅰ群（0～10 
歳）、Ⅱ群
（21～30 
歳）、Ⅲ群
（41～50 
歳） 

男性Ⅱ群、
女性Ⅲ群、
女性Ⅰ～Ⅲ
群合計、男
女全性Ⅰ～
Ⅲ群合計で
増加 

Roy ら（1990） 
（参照７８） 

小核試験 
（in vitro） 

ヒト末梢血リンパ
球（男性、2 名） 

硫酸アルミ
ニウム 

500、1,000、
2,000、4,000 
μM 

1,000 及び
2,000 µM で
増加（用量
相関性は認
められな
い） 

Migliore ら
（1999） 
（参照 ８０） 

小核試験 
（in vitro） 

散発性アルツハイ
マー病患者（男性
6 名、女性 8 名）
及び対照群（男性
5 名、女性 6 名）
の末梢血リンパ球 

硫酸アルミ
ニウム 

1 mM 
72 時間後 

陰性 
（散発性ア
ルツハイマ
ー病患者）、 
小核形成の
増加（対照
群） 

Trippi ら
（2001）、JECFA
（2007）で引用 
（参照１
９、８１） 

家族性アルツハイ
マー病患者（男性
3 名、女性 5 名）
及び対照群（男性
2 名、女性 4 名）
の皮膚線維芽細胞 

硫酸アルミ
ニウム 

1 mM 
24 時間後 

陰性 
（家族性ア
ルツハイマ
ー病患者）、
小核形成の
増加（対照
群） 

小核試験 
（in vitro） 

ヒト末梢血リンパ
球（男性、3 名） 

塩化アルミ
ニウム 

1、2、5、
10、25 
μg/mL 
 
0～4 時間
（G0/G1
期）、10～72
時間（S/G2
期）、0～72
時間（全細
胞周期）処
理 
72 時間後 

全細胞周
期、5 μg/mL
投与群をピ
ークとする
小核形成の
増加 
10、25 
μg/mL 群
で、アポト
ーシスの増
加 
細胞周期
S/G2 群と比
較すると、
G0/G1 群で
より高い感
受性 

Banasik ら
（2005）、JECFA
（2007）で引用 
（参照１
９、８２） 

 
表 25 その他のアルミニウム塩に関する遺伝毒性の試験成績（その 4：染色体異常

を指標とした in vivo 試験） 
指標 試験種類 試験対象 被験物質 用量等 試験結果 参照 
染色
体異
常 

染色体異常
試験 
（in vivo） 

マウス（雌、各群
4 匹、骨髄） 

塩化アルミ
ニウム 

0.01 M、0.05 
M、単回腹腔
内投与 
20 時間後 

染色体異常
の増加（20
時間後は用
量依存的） 

Manna and Das
（1972） 
（参照 ８３） 
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0.1 M 溶液を
1 mL/30 g 体
重、単回腹腔
内投与 
1～72 時間
後まで継時
的 

染色体異常
の増加（時
間依存的で
ない） 

染色体異常
試験 
（in vivo） 

ラット（CD
（SD）、雄、各群
5 匹、骨髄） 

アルミノケ
イ酸ナトリ
ウム 

最高用量 425 
mg/kg  
 
・単回経口
投与 
6、24、48
時間後 
・24 時間ご
と 5 日間連
続経口投与 
6 時間後 

陰性 Litton Bionetics
（1974）（参照７
７） 

5,000 mg/kg  
 
・単回経口投
与 
6、24、48 時
間後 
・24 時間ご
と、5 日間連
続経口投与 
6 時間後 

陰性 

染色体異常
試験 
（in vivo） 

ラット（雄、各群
5 匹、骨髄） 

硫酸アルミ
ニウム・18
水和物 

212、265、
353、530、
1,060、2,120 
mg/kg 体重/
日 21 日間
連続経口投与 
7、14、21
日目の 24 時
間後 

212 mg/kg 
体重/日群以
上（7 及び
21 日後）、 
265 mg/kg 
体重/日群以
上（14 日
後）で染色
体異常の増
加 

Roy ら（1991b） 
（参照６７） 

染色体異常
試験 
（in vivo） 

ラット（SD,雄、6
匹、骨髄） 

リン化アル
ミニウム 

4 mg/kg 体重
/日 14 日間
連続腹腔内投
与 

染色体異常
の増加 

Türkez and 
Toğar（2013） 
（参照 ８４） 

染色体異常
試験 
（in vivo） 

マウス（Swiss ア
ルビノ、雄、各群
5 匹、骨髄 

酢酸アルミ
ニウム 

50、100、
150 mg/kg
体重 単回
腹腔内投与 
24、48、72 
時間後 

用量依存的
な染色体異
常の増加、 
・100 mg/kg
体重群以上
で試験時間
依存的な減
少 

D’Souza ら
（2014） 
（参照 ８５） 

50 mg/kg 体
重 7 日間連
続腹腔内投
与 
24 時間後 

染色体異常
の増加 
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姉妹染色分
体交換試験 
（in vivo） 

マウス（Swiss ア
ルビノ、雄、各群
5 匹、骨髄） 

硫酸アルミ
ニウム・18
水和物 

100、200、
400 mg/kg 
体重 単回腹
腔内投与 
24 時間後  

100 mg/kg 
体重群以上
で量依存的
な増加 

Dhir ら（1993） 
（参照 ８６） 

小核試験
（in vivo） 

ラット（SD、雄、
5 匹、肝臓） 

塩化アルミ
ニウム 

34 mg/kg 体
重 
30 日間連続
経口投与 

小核の発生
頻度の増加 

Türkez ら
（2010） 
（参照 ８７） 

小核試験
（in vivo） 

ラット（SD、雄、
4 匹、肝臓） 

塩化アルミ
ニウム 

5 mg/kg 体重 
4 日間連続腹
腔内投与 

小核の発生
頻度の増加 

Türkez and 
Toğar（2013） 
（参照８４） 

小核試験
（in vivo） 

ラット（SD、雄、
6 匹、肝臓） 

塩化アルミ
ニウム 

5 mg/kg 体重 
10 週間連続
腹腔内投与 

小核の発生
頻度の増加 

Geyikoglu ら
（2013） 
（参照 ８８） 

小核試験
（in vivo） 

ラット（SD,雄、6
匹、骨髄） 

リン化アル
ミニウム 

4 mg/kg 体重
/日 
14 日間連続
腹腔内投与 

小核の発生
頻度の増加 

Türkez and 
Toğar（2013） 
（参照８４） 

小核試験
（in vivo） 

マウス（Swiss ア
ルビノ、雄、各群
5 匹、骨髄） 

酢酸アルミ
ニウム 

50、100、
150 mg/kg
体重 
単回腹腔内
投与 
24、48、72 
時間後 

陰性 D’Souza ら
（2014） 
（参照８５） 

50 mg/kg 体
重 
7 日間連続腹
腔内投与 
24 時間後 

小核の発生
頻度の増加 

マウス（Swiss ア
ルビノ、各群 4
匹、胎児肝臓赤血
球） 

酢酸アルミ
ニウム 

50、100、
150 mg/kg 体
重 
妊娠雌 14 日
目に単回腹腔
内（経胎盤）
投与 
24 時間後 

小核の発生
頻度の用量
依存的な増
加 

優性致死試
験 
（in vivo） 

ラット（CD
（SD）、雄、各群
10 匹、投与後の交
配 7～8 週間中、
交配後各週から 2
週間後の雌） 

アルミノケ
イ酸ナトリ
ウム 

4.25、42.5、
425 mg/kg 
 
・単回経口投
与 
・5 日間連続
経口投与 

・単回投
与：3 週間時
交配、4.25 
mg/kg 投与
群以上優性
致死率の増
加 
・連続投
与：6 週間時
交配、42.5 
mg/kg 投与
群以上、用
量依存的な
優性致死率
の増加 

Litton Bionetics
（1974）（参照７
７） 
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ラット（CD
（SD）、雄、各群
10 匹、投与後の交
配 7～8 週間中、
交配後各週から 2
週間後の雌） 

アルミノケ
イ酸ナトリ
ウム 

5,000 mg/kg  
 
・単回及経口
投与 
・5 日間連続
経口投与 

陰性 

 
ｄ．参考資料 

表 26 に示す試験成績は、成分の一部にケイ酸アルミニウムカリウムを含む着

色料を使用したものであり、他の成分による影響も考えられることから、参考資

料として記載する。 
 

表 26 ケイ酸アルミニウムカリウムを含む着色料 に関する遺伝毒性の試験成績 
指標 試験種類 試験対象 被験物質 用量等 試験結果 参照 
遺伝
子突
然変
異 

復帰突然変
異試験 
（in vitro） 

細菌 
（S. typhimurium 
TA98、TA100、
TA102、
TA1535、
TA1537、 
E. coli 
WP2uvrA） 

ケイ酸アル
ミニウムカ
リウム含有
着色料（ケ
イ酸アルミ
ニウムカリ
ウム：
63.5％） 

最高用量
5,000 
µg/plate 

陰性（代謝
活性化系の
有無にかか
わらず） 

JECFA（2012）
で引用（Utesch
（2006）） 
（参照２２） 

染色

体異

常 

小核試験 
（in vivo） 

ラット（Wistar、
雄、骨髄） 

ケイ酸アル
ミニウムカ
リウムを含
む着色料 
（ケイ酸ア
ルミニウム
カリウム：
36～52％） 

2,000 mg/kg
体重 経口
投与 
24 時間後及
び 48 時間後 

陰性 

 
② 遺伝毒性のメカニズムについて 

Hanas & Gunn（1996）によれば、アルミニウムが転写調節因子（TFⅢA）と

直接的な相互作用をもたらすことで、そのタンパク質の構造が変化し、その結果

TFⅢA とリボソーム RNA 遺伝子との結合が阻害されることが示唆されたとして

いる。（参照 ８９） 
 
Moumen ら（2001）は、SD ラットを用いた塩化アルミニウムの腹腔内投与試験
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において、肝臓や赤血球のキサンチンオキシダーゼ 19の活性の増加及びグルタチオ

ンペルオキシダーゼ（GPx）20活性の減少が認められたことから、アルミニウムに

より活性酸素種が蓄積して酸化ストレスを増強させる可能性があるとしている。

（参照 ９０） 
 
前述（p39）の Banasik ら（2005）は、ヒト末梢血リンパ球に塩化アルミニウ

ムを用いた小核試験で観察された、アルミニウムによって誘導される DNA 損傷

の原因について、クロマチン構造への影響、酸化ストレス及び DNA 分解酵素の

遊離を示唆している。 
また、ヒト末梢血リンパ球に塩化アルミニウムを用いた小核試験において、ア

ルミニウムがセントロメア陽性及び陰性の小核を誘導したことから、アルミニウ

ムが活性酸素の発生を誘導又はリソソームからの DNA 分解酵素を遊離させた結

果、微小管重合と相互作用を起こして微小管に傷害を生じさせ、細胞遺伝学的な

傷害を発現させたとしている。（参照８２） 
 
前述（p37）の Lankoff ら（2006）は、塩化アルミニウムが DNA 修復に及ぼす

影響を調べた結果、塩化アルミニウム処理によって DNA 修復能の低下が見られ

たとしている。Al3+が Zn フィンガードメインと相互作用することによる DNA 修

復酵素の阻害や、DNA 修復過程でのライゲーション段階の阻害が原因として想定

されるとしている。 
また、ヒト末梢血リンパ球に対して酸化的 DNA 傷害特異的酵素、エンドヌク

レアーゼⅢ及びホルムアミドピリミジン DNA グリコシラーゼを用いたコメット

アッセイにおいて、塩化アルミニウムの投与で一本鎖 DNA 切断指標のオリーブ

テールモーメントが増加したことから、DNA 中に酸化型塩基の形成が誘導された

としている。また、これらの塩基の酸化レベルが細胞周期に依存しなかったこと

から、S 期における DNA 傷害の増加及び細胞の蓄積は、傷害を受けた塩基が DNA
複製過程で除去されている可能性を示唆しているとしている。（参照７１） 

 
EFSA（2008）によれば、アルミニウム塩を用いた遺伝毒性試験では、染色体の

構造異常、姉妹染色分体交換、染色体の喪失、酸化塩基の生成などがそれぞれ複

数報告されており、これらの誘発は、染色体を構成するタンパク質と DNA の架

橋、減数分裂時の微小管の組立てと紡錘体の機能との相互作用、酸化損傷の誘発、

リソソームの膜の損傷による DNA 分解酵素の遊離などの間接的なメカニズムに

より説明できるとされている。これらの間接的な遺伝毒性は、高用量のばく露で

生じるものであり、食事由来のアルミニウムの摂取との関連は想定しにくいとし

ている。（参照２５） 

                                            
19 活性酸素種を産生する酵素。 
20 活性酸素種を分解する酵素。 
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③ 遺伝毒性のまとめ 

硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウムについては、細

菌を用いた復帰突然変異試験で陰性であった。硫酸アルミニウムカリウムについ

ては、in vitro の染色体異常試験で陰性及び陽性の結果があった。その他のアルミ

ニウム塩については、全ての in vitro 遺伝子突然変異試験で陰性であった。DNA
損傷を指標とする試験が in vitro で一部陽性の結果が得られているが、用量依存

性がないものや、非常に高用量で実施されているものがあり、損傷を受けた細胞

はアポトーシスにより選択的に排除されていることが確認された試験もあった。

以上から、DNA 損傷は突然変異には結びついていないと考えた。また、染色体異

常を指標とした試験において、in vitro、in vivo に関わらず複数の陽性の結果が認

められたが、これらは、上述の遺伝毒性メカニズムに関する知見を踏まえれば、

アルミニウムが直接 DNA に作用するメカニズムによるものではなく、したがっ

て閾値が設定できると判断した。 
本委員会としては、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫

酸アルミニウムカリウム」並びにこれらを含むアルミニウム塩について、DNA 損

傷は誘発されるが、その損傷を含む細胞はアポトーシスにより排除されると考え

られること、また、染色体異常が誘発されるが、それは間接的な遺伝毒性メカニ

ズムによるものと考えられることから、生体にとって特段問題となる遺伝毒性は

ないと判断した。 
 
（２）急性毒性 

① 硫酸アルミニウムアンモニウム 

硫酸アルミニウムアンモニウムの急性毒性に関する知見は認められなかった。 

 

② 硫酸アルミニウムカリウム 

硫酸アルミニウムカリウムの急性毒性に関する知見は認められなかった。 

 

③ その他のアルミニウム塩 

その他のアルミニウム塩に関する急性毒性の試験成績は、 表 27 のとおりで

ある。 

 
 表 27 アルミニウム塩に関する急性毒性の試験成績 

動物種 
（性別） 

 被験物質  LD50 
（mg/kg 体重） 

 参照 

ラット 
（雄） 

 アルミノケ

イ酸ナトリ

ウム 

1,050  Litton Bionetics（1974）（FASEB
（1979）で引用）（参照７７、９１） 

ラット 
（Wistar、雄） 

 塩化アルミ

ニウム 
3,630（アルミニウ

ムとして 737） 
 Kumar（2001）（JECFA(2007)で引

用）（参照１９、９２） 
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④ 参考資料 

表 28 に示す試験成績は、成分の一部にケイ酸アルミニウムカリウムを含む着

色料を使用したものであり、他の成分による影響も考えられることから、参考資

料として記載する。 
 
 表 28 ケイ酸アルミニウムカリウムを含む着色料に関する急性毒性の試験成績 

動物種 
（性別） 

 着色料中のケイ酸

アルミニウムカリ

ウムの割合 

 LD50 
（mg/kg 体重） 

 参照 

ラット 
（雌雄） 
 

 68-76％  ＞15,000  JECFA（2012）で引用（Von 
Eberstein and Rogulja（1970））
（参照２２） 

 51-65％  ＞15,000  
 54-62％  ＞15,000  
 52-58％  ＞15,000  
 46-54％  ＞15,000  
 46-50％  ＞15,000  

ラット 
（雌雄） 

 47-57％  ＞16,000  JECFA（2012）で引用（Von 
Eberstein and Rogulja（1975））
（参照２２） 

ラット 
（雌雄）、GLP 

 58％  ＞5,000  JECFA（2012）で引用（Heusener 
and Von Eberstein（1988））（参
照２２） 

イヌ 
（雌雄） 

 68-76％  ＞6,400  JECFA（2012）で引用（Von 
Eberstein（1971））（参照２２） 

 
（３）反復投与毒性 

① 硫酸アルミニウムアンモニウム 
硫酸アルミニウムアンモニウムの反復投与毒性に関して、評価の対象とする知

見は認められなかった。 
 

② 硫酸アルミニウムカリウム 
ａ．ラット 13 週間経口投与試験（川崎ら（1994）） 

Wistar ラット（雌雄、各群 15 匹）に硫酸アルミニウムカリウムを表 29-1 の

ような投与群を設定して、13 週間混餌投与する試験が実施されている。なお、食

餌中のアルミニウム量については報告されていない。 
 
表 29-1 用量設定 
用量設定 0、3％ 

mg/kg 体重/日として換算 21,22 0、2,700 mg/kg 体重/日 

 

                                            
21 原著の図表から、雄：体重 222.5 g・摂餌量 20 g、雌：体重 146.9 g・摂餌量 13 g として推定した。 
22 無水物としての量か水和物としての量か不明。 
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その結果、投与群で認められた毒性所見は表 29-2 のとおりである。（参照 ９３） 
 
表 29-2 毒性所見 
投与群 毒性所見 
3％投与群 軽度な体重増加抑制（雄） 

副腎重量の減少（雌） 
 
また、以下のような所見も認められた。 
・3％投与群：リン脂質濃度、中性脂肪濃度及び総コレステロール濃度の減少

（雄）、中性脂肪濃度の減少（雌） 
 
本委員会としては、食餌中のアルミニウム濃度に関する情報がなく、本試験

により NOAEL を算出しないところであり、さらに、単用量での試験であるこ

とから、本試験により NOAEL を算出することはできないと判断した。  
 
ｂ．ラット 90 日間経口投与試験（曺ら（2014）） 

F344 ラット（雌雄、各群 10 匹）に硫酸アルミニウムカリウムを表 30-1 のよ

うな投与群を設定して、90 日間混餌投与する試験が実施されている。 
 
表 30-1 用量設定 
用量設定 0（対照群）、0.44、1.33、4.0% 
アルミニウムとして換算 23 雄 1.6、28.6、81.8、264.5 mg/kg 体重/日 

雌 1.7、31.3、91.9、281.3mg/kg 体重/日 
 
その結果、各投与群で認められた毒性所見は表 30-2のとおりである。 

 
表 30-2 毒性所見 

投与群 毒性所見(雄) 

4.0％ 体重増加抑制（投与第 1週以降） 

 

また、以下のような所見も認められた。 
・4.0%投与群：心臓及び肝臓の絶対重量の減少、脳の相対重量の増加、血清ナ

トリウム濃度の減少、血清無機リン濃度の増加、前肢握力の低下、血清グル

コース濃度の減少、膀胱粘膜上皮のびまん性単純性過形成及び PN（乳頭状

及び結節状）過形成（雄）、体重増加の抑制（投与第 1～2 週）、血清アラニ

ンアミノトランスフェラーゼ（ALT）活性の減少、アルカリホスファターゼ

（ALP）活性の増加（雌） 
                                            
23 基礎飼料中のアルミニウムを含む。 
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・1.33％投与群：肝臓の絶対及び相対重量の増加（雄）、前肢握力の増加（雌、

投与第 13 週） 
・0.44％投与群：血清ナトリウム濃度及びカリウム濃度の減少（雄）、血清カル

シウム濃度の増加（雌） 
 
曺らは、各所見について以下のように考察している。 
・雄における前肢握力の低下は体重増加抑制を伴っており、雌における前肢握

力の増加は用量相関性が欠如していることから、毒性学的意味は低い。 
・雄におけるナトリウム濃度及びカリウム濃度の減少並びに雌におけるカルシ

ウム濃度の増加は用量相関性がないことから、毒性学的意義は少ない。 
・雄における無機リン濃度の増加は、カルシウム濃度に変動がなく、骨の所見

が認められないことから、毒性学的意義は少ない。 
・雌における ALT 活性の減少は、毒性時の変動と逆であること、ALP 活性の

増加は肝臓、腎臓及び骨で関連する変化を伴っていないことから、毒性学的

意義は少ない。 
・雄における心臓の絶対重量の減少及び脳の相対重量の増加は、体重増加の抑

制に伴う変化と考えられる。 
・雄における肝臓の重量の変化は、4.0%投与群の相対重量の変化がなく、逸脱

酵素の変化及び組織学的変化が認められなかったことから、毒性学的意義は

少ない。 
 
曺らは、NOAEL を雄で 1.33％（81.8 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして））、

雌で 4.0％（281.3 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして））としている。（参照 ９４） 
 
本委員会としては、4.0%投与群で認められた血清グルコース濃度の減少につい

ては、対照群と比較して低値であり、曺らは毒性所見としているものの、採血前

の絶食の有無が不明であり、投与群での値は正常範囲内の可能性があるため毒性

所見としなかった。 
本委員会としては、雄 4.0%群での体重増加抑制を有意にとり、NOAEL を雄

で 1.33％（81.8 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして））、雌で最高用量の 4.0％
（281.3 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして））と判断した。 

 
③ その他のアルミニウム塩 
ａ．マウス最長 8 週間経口投与試験（Golub & Keen（1999）（JECFA（2007）で

引用）） 
Swiss Webster マウス（雄、各群 10～11 匹、対照群 22 匹）に乳酸アルミニウ

ム及びクエン酸（3.2％）を表 31 のような投与群を設定して、生後約 42 日齢（6
週齢）から 4 週間又は 8 週間混餌投与する試験が実施されている。 
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表 31 用量設定 
用量設定（アルミニウ

ムとして） 
7（対照群） 
7（対照群）、100、500、750、1,000 ppm（各群ク

エン酸（3.2％）添加） 
mg/kg 体重/日に換算 1 未満（対照群） 

1 未満（対照群）、17、78、122、152 mg/kg 体重/
日（4 週間） 
1 未満（対照群）、12、69、98、137 mg/kg 体重/日
（8 週間） 
（各群クエン酸（3.2％）添加） 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・152 mg/kg 体重/日投与群：脳重量の低下（4 週間投与群のみ） 
 
また、摂餌量並びに肝臓、脾臓及び脛骨の各重量について、被験物質の投与に

関連した影響は認められなかった。 
JECFA（2007）は、本試験における NOAEL を 100 mg/kg 体重/日 24（アルミ

ニウムとして）としている。（参照１９、９５） 
本委員会は、クエン酸を併行投与した試験であることから NOAEL を算出しな

かったが、最高用量の 1,000 ppm （アルミニウムとして 152 mg/kg 体重/日（4
週間）、137 mg/kg 体重/日（8 週間））投与群においても特段の毒性変化がなかっ

たことに留意すべきであると考えた。 
 

ｂ．ラット 6 か月間経口投与試験（Somova & Khan（1996）再掲（p27）及び Somova
ら（1997）（JECFA（2007）で引用）） 

Wistar ラット（雄、各群 10 匹）に塩化アルミニウムを表 32 のような投与群

を設定して 6 か月間飲水投与する試験が実施されている。なお、食餌中のアルミ

ニウム量については報告されていない。 
 
表 32 用量設定 
用量設定（アルミニウムとして） 0（対照群）、5、20 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・5mg/kg 体重/日以上投与群：体重増加抑制、赤血球数、ヘモグロビン濃度、

ヘマトクリット値、赤血球グルコース-6-リン酸脱水素酵素活性及び赤血球ア

セチルコリンエステラーゼ活性の減少、脳、肝臓、骨及び腎臓中のアルミニ

                                            
24 JECFA（2007）は、1,000 ppm をアルミニウムとして 100 mg/kg 体重/日と換算している。 
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ウム量の増加 
・20 mg/kg 体重/日投与群：血漿中のアルミニウム濃度の増加、海馬における

海綿状変性及び神経原線維変性、腎臓の近位尿細管の腫大と拡張、尿細管の

損傷と周囲の間質線維化を伴う萎縮 
 
なお、白血球数については、いずれの投与群でも被験物質投与に関連した有意

な変化は認められなかった。 
JECFA（2007）では、本試験における投与飲料の調製方法と食餌中のアルミニ

ウム含有量が明らかにされていないことを指摘している。（参照１９、５５、９６） 
本委員会としては、本試験は食餌中のアルミニウム濃度が不明であるため、本

試験により NOAEL を算出しないところであり、さらに、投与群が 2 用量のみで

実施されていることから、NOAEL を算出することはできないと考えた。 
 

ｃ．イヌ 6 か月間亜急性毒性試験（Katz ら（1984）（WHO（1997）及び JECFA
（2007）で引用）） 

ビーグル犬（雌雄、各群 6 匹）に酸性リン酸アルミニウムナトリウムを、表 33
のような投与群を設定して、6 か月間混餌投与する試験が実施されている。なお、

食餌中のアルミニウム量は報告されていない。 
 
表 33 用量設定 
用量設定 0（対照群）、0.3、1.0、3.0% 
mg/kg 体重/日として換算 雄：0、118、317、1,034 mg/kg 体重/日 

雌：0、112、361、1,087 mg/kg 体重/日 
（アルミニウムとして換算 4） 雄 0、10、27、88 mg/kg 体重/日 

雌 0、9、31、93 mg/kg 体重/日 
 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・0.3%以上投与群：雌雄での投与期間を通した摂餌量の減少傾向と、雌での散

発的に有意な減少 
 
なお、血液学的検査及び血液生化学的検査において、被験物質投与に関連した

影響は認められず、背景データの範囲内であった。 
また、眼科学的検査、尿検査、糞便潜血検査、器官重量（絶対重量及び相対重

量）及び病理組織学的検査において、被験物質投与に関連した影響は認められな

かった。 
Katz らは、摂餌量の変化について、体重減少が認められなかったことから、毒

性学的に意義があるものとは考えられないとしている。 
WHO（1997）は、本試験における NOEL をアルミニウムとして約 70 mg/kg

 767 



 

 50 

体重/日としている。 
JECFA（2007）は、本試験における NOAEL を 3.0％（アルミニウムとして

110 mg/kg 体重/日 4）としている。なお、JECFA は 1988 年の第 33 回会合にお

いて本試験を基にPTWIを 7.0 mg/kg体重/週としている。（参照１９、９７、９８） 
本委員会としては、食餌中のアルミニウム濃度が不明であるため、本試験から

NOAEL を算出しなかったが、最高用量の 3.0%（アルミニウムとして雄で 88 
mg/kg 体重/日、雌で 93 mg/kg 体重/日）投与群においても特段の毒性変化がな

かったことに留意すべきであると考えた。  

 
④ 参考資料 

ａ～ｅについては、各知見に記載された理由から、ｆ及びｇについては、本試

験が反復投与毒性試験としての要件を満たしておらず、また、本来その目的で行

われたものでないと判断されるものであることから、ｈ及びｉについては成分の

一部にケイ酸アルミニウムカリウムを含む着色料を使用したものであり、他の成

分による影響も考えられることから、評価対象とせず参考資料として記載する。 
 
ａ．マウス 20 か月間経口投与・発がん性併合試験（Oneda ら（1994）） 

B6C3F1 マウス（雌雄、各群 60 匹）に硫酸アルミニウムカリウムを表 34-1 の

ような投与群を設定して、20 か月間混餌投与する試験が実施されている。なお、

食餌中のアルミニウム量については報告されていない。 
 

表 34-1 用量設定 
用量設定 0（対照群）、1.0、2.5、5.0、10.0％ 

mg/kg 体重/日として

換算 22,25 
0、1,500、3,750、7,500、15,000 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・10.0％投与群：体重増加抑制（雌雄）、心臓・脳の絶対重量の減少（雌雄）、

肺相対重量の減少（雄）、精巣相対重量の増加（雄）、下垂体絶対重量の減少

（雄）、脾臓相対重量の減少（雌）、腎臓・心臓・脳・副腎の相対重量の増加

（雌） 
・5.0％投与群以上：肝臓絶対重量の減少（雌雄） 

                                            
25 JECFA で用いられている換算値（IPCS: EHC240）を用いて摂取量を推定。 

種  
 

最終体重 
（kg） 

 
 

摂餌量 
（g/動物/日） 

 
 

摂餌量 
（g/kg 体重/日） 

マウス  0.02  3  150 
ラット（若）  0.10  10  100 
ラット（老）  0.40  20  50 
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・2.5％投与群以上：肝臓相対重量の減少（雄） 
・1.0％投与群以上：肝臓相対重量の減少（雌） 

 
Oneda らは、10.0％投与群の雌雄で見られた体重増加抑制について、食餌中

の栄養不足によるものと考察している。 
Oneda らは、本試験において毒性は認められなかったとしている。（参照 ９９） 
本委員会としては、一般毒性に関するデータの信頼性に問題があるため、評

価の対象としなかった。 
 

ｂ．マウス生涯経口投与毒性試験（Schroeder & Mitchener（1975a）） 
CD マウス（雌雄、各群 54 匹）に硫酸アルミニウムカリウムを表 35 のような

投与群を設定して、生涯（雄：平均 936 日、雌：平均 846 日）飲水投与する試

験 26が実施されている。なお、食餌 27中のアルミニウム量については報告されて

いない。 
 
表 35 用量設定 
用量設定（アルミニウムとして） 0、5 ppm 

 
その結果、生存率や体重を含め、特段の所見は認められなかった。（参

照 １００、１０１） 
 
本委員会としては、生涯にわたって一定量 28のアルミニウムを投与しても、生

存率や体重に特段の影響がなかったことに留意すべきであるものの、一般的な毒

性試験の項目について調べられていないことから、本試験を評価の対象としなか

った。（参照 １０２） 
 
ｃ．ラット 21 日間経口投与試験（Roy ら（1991a）（WHO（1997）及び JECFA
（2007）で引用）） 
ラット（系統不明、雄、各群 15 匹）に硫酸アルミニウム又は硫酸アルミニウ

ムカリウムを表 36 のような投与群を設定して、21 日間強制経口投与する試験

が実施されている。なお、食餌中のアルミニウム量については報告されていない。 
 
表 36 用量設定 

                                            
26 体重、生存率及び生涯の腫瘍発生率を調べた試験であり、雌の投与群における腫瘍発生率の増加について言及

があるが、本委員会としては、腫瘍発生時期の詳細が不明であることから、発がん性の評価をすることはでき

ないと判断した。 
27 原著において参照されている、Schroeder ら（1971）によれば、タンパク源として torula yeast を使用して

おり、作製に当たって使用したミネラルにアルミニウムは含まれていない。 
28 Johns Hopkins 大学の公表資料に基づき、標準的なマウスの飲水量 1.5 mL/10g 体重/日（150 mL/kg 体重/
日）を用いて換算すると、5 ppm は 0.75 mg/kg 体重/日となる。 
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アルミニウムとしての

投与量（mg/kg 体重/日） 
硫酸アルミニウム・18
水和物（①）（mg/kg 体

重/日） 

硫酸アルミニウムカリ

ウム・12 水和物（②）

（mg/kg 体重/日） 
0（対照群） 0（対照群） 0（対照群） 
17.2 212  
21.6 265  
28.6 355 503 
42.9 530 765 
85.9 1,060  
171.8 2,120  

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
 
・①85.9 mg/kg 体重/日投与群以上：大脳皮質下及び脳幹の神経線維の多発性

損傷、石灰化骨の変性、骨芽細胞の不規則化、胃の過形成及び潰瘍の発現 
・①85.9 mg/kg 体重/日投与群（投与 21 日後）及び 171.8 mg/kg 体重/日投与

群（投与 14 日後）：精原・精母細胞の減少 
・①及び②42.9 mg/kg 体重/日投与群：投与期間の増加に伴う骨の多発性変性

及び脱カルシウムの増加 
・①及び②28.6、42.9 mg/kg 体重/日投与群：大脳皮質の神経細胞の変性 
・①17.2 mg/kg 体重/日投与群以上及び②28.6、42.9 mg/kg 体重/日投与群：用

量依存的な腎皮質領域の尿細管の腫大・変性の出現（高用量で当該尿細管の

壊死並びに腎髄質領域の尿細管の変性及び嚢胞状拡張） 
・①17.2 mg/kg 体重/日以上及び②28.6、42.9 mg/kg 体重/日投与群：用量依存

的な肝障害（肝小葉辺縁部の肝細胞の細胞質変性及び核過染色性にはじまり、

投与量の増加に伴って、肝全体の多発性変性、線維増生、うっ血及び類洞の

拡張が出現） 
 
なお、病理組織学的検査において、アルミニウムとしての投与量が同量となる

硫酸アルミニウム投与群及び硫酸アルミニウムカリウム投与群において、所見に

差は認められなかった。 
WHO（1997）は、現存するデータでは報告されている影響を実証するに不十

分であるとしている。（参照１９、９８、１０３） 
本委員会としては、WHO（1997）の見解を追認し、評価の対象としなかった。 
 

ｄ．ラット生涯経口投与毒性試験（Schroeder & Mitchener（1975b）） 
Long Evans ラット（雌雄、各群 52 匹）に硫酸アルミニウムカリウムを表 37

のような投与群を設定して、生涯（雄：平均 1,064 日、雌：平均 1,150 日）飲水
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投与する試験 29が実施されている。なお、食餌 30中のアルミニウム量については

報告されていない。 
 
表 37 用量設定 
用量設定（アルミニウムとして） 0（対照群）、5 ppm 

 
その結果、生存率や体重を含め、特段の所見は認められなかった。（参

照 １０４、１０５） 
 
本委員会としては、生涯にわたって一定量 31のアルミニウムを投与しても、生

存率や体重に特段の影響がなかったことに留意すべきものの、一般的な毒性試験

の項目について調べられていないことから、本試験を評価の対象としなかった。

（参照 １０６） 
 
ｅ．イヌ 26 週間経口投与試験（Pettersen ら（1990）（WHO（1997）及び JECFA
（2007）で引用）） 
ビーグル犬（雌雄、各群各 4 匹）に塩基性リン酸アルミニウムナトリウムを表 

38 のような投与群を設定して、26 週間混餌投与する試験が実施されている。 
 
表 38 用量設定 
用量設定 0（対照群）、0.3、1.0、3.0% 
mg/kg 体重/日として換算 雄 0、112、390、1,143 mg/kg 体重/日 

雌 0、106、323、1,251 mg/kg 体重/日 
アルミニウムとして換算 23 雄 4、10、27、75 mg/kg 体重/日 

雌 3、10、22、80 mg/kg 体重/日 
 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・3.0%投与群：一時的な摂餌量の減少と、それに伴う体重の減少（雄）、精巣

重量の減少（雄）と、2 匹で軽度な精細管胚上皮細胞の変性や萎縮､肥大を伴

う肝細胞空胞化や軽度な胆汁欝滞、軽度な糸球体腎炎（雄）、脳中アルミニウ

ム量の増加（雌） 
 
なお、血液生化学的検査、血液検査及び尿検査において、被験物質の投与に関

                                            
29 体重、生存率及び生涯の腫瘍発生率を調べた試験であり、雄の投与群における腫瘍発生率の増加について言及

があるが、本委員会としては、腫瘍発生時期の詳細が不明であることから、発がん性の評価をすることはでき

ないと判断した。 
30 原著において参照されている、Schroeder ら（1963）によれば、作製に当たって使用したミネラルにアルミニ

ウムは含まれていない。 
31 Johns Hopkins 大学の公表資料に基づき、標準的なラットの飲水量 10 mL/100g 体重/日（100 mL/kg 体重/
日）を用いて換算すると、5 ppm は 0.50mg/kg 体重/日となる。 
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連した影響は認められなかった。 
Pettersen らは、精巣や肝臓に認められた影響について、摂餌量の減少に起因

する可能性を示唆している。また、腎臓の変化について、摂餌量・体重の減少と

の関連について判断を保留している。 
WHO（1997）では、本試験における LOEL をアルミニウムとして 70～80 

mg/kg 体重/日としている。 
JECFA（2007）では、本試験における LOEL をアルミニウムとして 75～80 

mg/kg 体重/日であるとし、NOEL をアルミニウムとして 27 mg/kg 体重/日とし

ている。（参照１９、９８、１０７） 
 
本委員会としては、摂餌量の減少とそれに伴うとされる体重減少の程度や精

巣・肝臓・腎臓の病理組織学的変化に関する具体的なデータが原著論文に認めら

れないため、精巣及び肝臓の変化が摂餌量の減少に起因するものとする

Pettersen らの考察の当否を判断することができないものと考えた。腎臓の変化

については、Pettersen らも、摂餌量・体重の減少との関連について判断を保留

しているため、本委員会としても判断することができないものと考えた。 
本委員会としては、前述のとおり詳細が確認できないことから、本試験を評価

の対象としなかった。 
 
ｆ．ラット 28～30 日間経口投与試験（Ecelbarger & Greger（1991）（WHO（1997）
及び JECFA（2007）で引用）） 

SD ラット（雄、各群 6 匹）に表 39-1 のような投与群を設定して、30 日間混

餌投与する試験（試験Ⅰ）、SD ラット（雄、各群 6 匹）に表 39-2 のような投与

群を設定して、28 日間混餌投与する試験（試験Ⅱ）及び SD ラット（雄、各群 7 
匹）に表 39-3 のような投与群を設定して、28 日間混餌投与する試験（試験Ⅲ）

が実施されている。 
 

表 39-1 用量設定（試験Ⅰ） 
群 用量設定 

水酸化アルミニウム

（アルミニウム換算）

µmol/g（µg/g） 

クエン酸 
µmol/g 

炭酸カルシウム 
（カルシウム換算）

µmol/g（mg/g）    
1  0.5（13） 0 67（2.7） 
2 41（1,112） 0 67（2.7） 
3 0.5（13） 5.2 67（2.7） 
4 41（1,112） 5.2 67（2.7） 
5  0.5（13） 0 250（10.0） 
6 41（1,112） 0 250（10.0） 
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7  0.5（13） 5.2 250（10.0） 
8 41（1,112） 5.2 250（10.0） 

 
表 39-2 用量設定（試験Ⅱ） 
群 用量設定 

水酸化アルミニウム（アルミニウム換算）

µmol/g（µg/g） 
クエン酸 µmol/g 

1  0.5（14） 0 
2 34（904） 0 
3  0.5（14） 10 
4 34（904） 10 
5  0.5（14） 21 
6 34（904） 21 
7  0.5（14） 31 
8 34（904） 31 

 
表 39-3 用量設定（試験Ⅲ） 
群 用量設定 

水酸化アルミニウム

（アルミニウム換算）

µmol/g（µg/g） 

クエン酸 
µmol/g 

腎臓への処置 

1  0.3（9） 0 疑似手術 
2 39（1,044） 0 疑似手術 
3  0.3（9） 21 疑似手術 
4 39（1,044） 21 疑似手術 
5  0.3（9） 0 1 個切除 
6 39（1,044） 0 1 個切除 
7  0.3（9） 21 1 個切除 
8 39（1,044） 21 1 個切除 

 
その結果、以下のような所見が認められた。（参照１９、９８、１０８）  

＜試験Ⅰ＞ 
・アルミニウム 41 µmol/g 投与群（カルシウム 250 µmol/g）：腓骨及び腎臓中

アルミニウム量の増加（アルミニウム 0.5 µmol/g 投与群と比較） 
・アルミニウム 41 µmol/g 投与群（カルシウム 67 µmol/g）：腓骨中アルミニウ

ム量の増加（アルミニウム 0.5 µmol/g・クエン酸 5.2 µmol/g 投与群と比較） 
＜試験Ⅱ＞ 
・アルミニウム 34 µmol/g 投与群（クエン酸 31 µmol/g）：腓骨中アルミニウム
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量の増加（アルミニウム 0.5 µmol/g・クエン酸 31 µmol/g 投与群と比較） 
・アルミニウム 34 µmol/g 投与群（クエン酸 31 µmol/g）：腓骨中アルミニウム

量の増加（アルミニウム 34 µmol/g 投与群・クエン酸 0 µmol/g と比較） 
・アルミニウム 34 µmol/g 投与群（クエン酸 10 µmol/g）：脾臓中鉄量の増加

（アルミニウム 34 µmol/g 投与群（クエン酸 0 µmol/g）と比較）  
＜試験Ⅲ＞ 
・アルミニウム 39 µmol/g 投与群（クエン酸 21 µmol/g、疑似施術）：腓骨及び

肝臓中アルミニウム量の増加（アルミニウム 0.3 µmol/g 投与群（クエン酸

21 µmol/g、疑似施術）と比較） 
・アルミニウム 39 µmol/g 投与群（クエン酸 0 µmol/g、腎臓 1 個切除）：腓骨

中アルミニウム量の増加（アルミニウム 0.3 µmol/g 投与群（クエン酸 0 
µmol/g、腎臓 1 個切除）及びアルミニウム 39 µmol/g 投与群（クエン酸 0 
µmol/g、疑似手術）と比較） 

・アルミニウム 39 µmol/g 投与群（クエン酸 21 µmol/g、腎臓 1 個切除）：腓骨

中アルミニウム量の増加（アルミニウム 39 µmol/g 投与群（クエン酸 21 
µmol/g、疑似手術）と比較） 

・アルミニウム 0.3 µmol/g 投与群（クエン酸 21 µmol/g、腎臓 1 個切除）：腓

骨中アルミニウム量の増加（アルミニウム 0.3 µmol/g 投与群（クエン酸 21 
µmol/g、疑似手術）と比較） 

 
JECFA（2007）では、腎臓機能の減少は、成長に影響を及ぼすには不十分であ

ったが、アルミニウムの骨における保持は 13％増加させたとしている。 
 

ｇ．ラット 29 日間経口投与試験（Greger & Powers（1992）（WHO（1997）及び

JECFA（2007）で引用）） 
SD ラット（雄、各群 16 匹）に水酸化アルミニウムを表 40 のような投与群を

設定して、29 日間混餌投与する試験が実施されている。 
 
表 40 用量設定 
群 用量設定 

水酸化アルミニウム 23 
（アルミニウム換算） 

クエン酸ナトリウム 
（クエン酸換算） 

µmol/g（µg/g） mg/kg 体重/日 ％（mmol/g） 
Ⅰ（対照群）    0.39（10.52） 約 1 － 
Ⅱ 40.0（1079） 約 100 － 
Ⅲ 37.5（1012） 約 100 4（2.5） 
Ⅳ 99.6（2688） 約 270 4（2.5） 
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その結果、以下のような所見が認められた。 
・Ⅱ群：腓骨及び腎臓中のアルミニウム量、血清アルミニウム濃度の増加 
・Ⅲ群：腓骨及び腎臓中のアルミニウム量、血清アルミニウム濃度の増加 
・Ⅳ群：腓骨・肝臓・腎臓のアルミニウム量、血清アルミニウム濃度の増加 

 
なお、Ⅱ群と比較して、Ⅲ群では腓骨中アルミニウム量の有意な増加、Ⅳ群で

は腓骨及び肝臓中アルミニウム量の有意な増加が認められた。（参照１９、９

８、１０９） 
 

ｈ．ラット 13 週間経口投与試験（JECFA（2012）で引用（Kieser（1982）、Kramer 
& Broschard（2000b）） 

Wistar ラット（雌雄、各投与群 20 匹、対照群 40 匹）にケイ酸アルミニウム

カリウムを含有する 4 種類の着色料を表 41 のような投与群を設定して、13 週

間混餌投与する試験が実施されている。 
 
表 41 用量設定 

用量設定 対照群 プ ラ セ

ボ 
着色料 1 着色料 2 着色料 3 着色料 4 

ケイ酸アルミ

ニウムカリウ

ム含有率（％） 

0 100 52.86 52.84 47.46 48.1 

mg/kg 体重 /
日換算 

雄：0 
雌：0 

3,931 
4,370 

3,952 
4,466 

3,983 
4,391 

3,995 
4,418 

3,856 
4,362 

アルミニウム

換算（mg/kg
体重/日） 

雄：0 
雌：0 

786 
875 

418 
472 

421 
464 

379 
419 

371 
420 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・投与群の数匹の動物における、投与 1 週目の下痢と及び投与期間を通した

軟便（投与終了後に寛解） 
・全ての投与群における、摂餌量の増加 
・いくつかの投与群の雌における、わずかな体重増加抑制 
 
Kieser 及び Kramer & Broschard らは、摂餌量の増加について、餌中の栄養

成分の減少によるとしている。また、わずかな体重増加抑制について生物学的に

有意なものではないとしている。 
 
Kieser 及び Kramer & Broschard らは、本試験におけるケイ酸アルミニウム
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カリウムを含有する着色料の NOAEL を本試験の最高用量付近の約 4,000 
mg/kg 体重/日としている。また、Hellmann & Broschard（2005）は本試験の再

評価を行っており、NOAEL をアルミニウムとして 400 mg/kg 体重/日としてい

る。（参照２２） 
 
ｉ．ラット 14 週間経口投与試験（JECFA（2012）で引用（Jochmann（1972）、

Kramer & Broshard（2000a）） 
Wistar ラット（雌雄、各群 15 匹）にケイ酸アルミニウムカリウム（69～75％）

を含有する着色料を表 42 のような投与群を設定して、14 週間混餌投与する試

験が実施されている。 
 
表 42 用量設定 
用量設定 0（対照群）、5,000、10,000、20,000 mg/kg 体重/日 
アルミニウムとして換算 0、75、150、300 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・5,000 mg/kg 体重/日以上の投与群：肝臓における脂肪変性及び Kupffer 細胞

の過形成、Kupffer 細胞及び腎臓での鉄の沈着のわずかな増加 
 
Jochmann 及び Kramer & Broshard らは、被験物質に鉄が含まれておらず、

血液学的に鉄の沈着が老化又は障害を受けた赤血球の貪食に基づくものと認め

られなかったことから、鉄の沈着と被験物質の投与との間に関連が認められない

と考察している。 
Jochmann 及び Kramer & Broshard らは、本試験における NOAEL を最高用

量の 20,000 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして 300 mg/kg 体重/日）としてい

る。（参照２２） 
 

（４）発がん性試験 
① 硫酸アルミニウムアンモニウム 

硫酸アルミニウムアンモニウムの発がん性に関する知見は認められなかった。 
 
② 硫酸アルミニウムカリウム 
ａ．マウス 20 か月間反復経口投与・発がん性試験（Oneda ら（1994）再掲（p50）） 

B6C3F1 マウス（各群雌雄、各群各 60 匹）に硫酸アルミニウムカリウムを表 
43 のような投与群を設定して、20 か月間混餌投与した試験が実施されている。

なお、食餌中のアルミニウム量については報告されていない。 
 
表 43 用量設定 
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用量設定 0（対照群）、1.0、2.5、5.0、10.0%（w/w） 
mg/kg 体重/日換算

22,25 
0、1,500、3,750、7,500、15,000 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・10.0％投与群（雄）：肝細胞癌の発生率の減少 
 

Oneda らは、本試験において発がん性は認められなかったとしている。また、

10.0%投与群での肝細胞癌の発生率の減少は、体重減少に起因すると判断してい

る。（参照９９） 
本委員会としては、硫酸アルミニウムカリウムの発がん性は認められないと判

断した。 
 

③ 参考資料（その他のアルミニウム塩） 
以下の知見については、成分の一部にケイ酸アルミニウムカリウムを含む着色料

を使用した試験であり、他の成分による影響も考えられることから、評価対象とせ

ず参考資料として記載する。 
 

ａ．ラット 52 週間反復投与・発がん性試験（Bernard ら（1990）（JECFA（2012）
で引用）、GLP） 

Fischer344 ラット（雌雄、各群 10 匹）にケイ酸アルミニウムカリウム（72％）

を含む着色料を表 44 のような投与群を設定して、52 週間混餌投与する試験が

実施されている。また、Fischer344 ラット（雌雄、各群 50 匹）に同じ投与群を

設定して、130 週間混餌投与する試験が実施されている。 
 
表 44 用量設定 
用量設定 0（対照群）、1.0、2.0、5.0％ 
mg/kg 体重/日として換算 0、50032、1,00032、2,5004mg/kg 体重/日 
アルミニウムとして換算 0、7232、14432、3604 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
＜52 週投与試験＞ 
・5.0％投与群：糞の呈色 
 
＜130 週投与試験＞ 
・5.0％投与群：体重の減少（投与 25 週目、雌雄）、白内障の発症率の増加（投

与 104 週目、雄）、副腎髄質の過形成率の増加、単核球性白血病の生存個体

                                            
32 JECFA による最高用量での換算に基づき、本委員会として換算したもの。 
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当たりの発生率の増加及び用量依存的な増加傾向（投与 130 週目、雄） 
・1.0％投与群：生存率の減少（投与 130 週目、雌） 
 
なお、被検物質の投与に関連した発がん性は認められなかった。 
Bernard らは、白内障の発症には少なくともラット唾液腺涙腺炎ウイルスが影

響を及ぼした可能性があり、副腎髄質の過形成が褐色細胞腫に進行する証拠はな

く、単核球性白血病はラットにおいては年齢に依存して発症する腫瘍であるとし

ている。 
Bernard らは、被験物質に毒性や発がん性は認められないとし、JECFA（2012）

は本試験における NOAEL を最高用量の 2,500 mg/kg 体重/日（アルミニウムと

して 360 mg/kg 体重/日）としている。（参照２２、１１０） 
 

（５）生殖発生毒性 

① 硫酸アルミニウムアンモニウム 

ａ．ラット二世代生殖毒性試験（Fujii（2010）、Hirata-Koizumi ら（2011a）
（JECFA（2012）で引用）GLP） 
SDラット（F0）（雌雄、各群各24匹）に硫酸アルミニウムアンモニウムを表 45

のような投与群を設定して、5週齢からの交配前10週間と交配、妊娠、哺育期間

中を通じて飲水投与し、得られた次世代の動物（F1）（雌雄、各群各24匹）につ

いても同じ用量設定で交配前10週間と交配、妊娠、哺育期間中に飲水投与する試

験が実施されている。 
 

表 45 用量設定 
用量設定 0 ppm 50 ppm 500 ppm 5,000 ppm 
mg/kg 体重 /
日換算（アル

ミニウムとし

て） 

F0雄 1.56 1.98 5.35 36.3 
F0雌 2.20 2.89 8.81 59.0 
F1雄 1.83 2.35 6.57 44.2 
F1雌 2.39 3.10 9.36 61.1 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・500 ppm投与群のF1の雄1匹が死亡したが、Fujii及びHirata-Koizumiらは被

験物質の投与に関連した変化ではないとしている。 
・摂水量について、全投与群の雌雄で、用量依存的な減少傾向が認められ、5,000 

ppm投与群のF0及びF1の雌雄、500及び50 ppm投与群のF0の雄で投与期間を

通じて、また、500 ppm投与群のF0の雌及びF1の雌雄並びに50 ppm投与群

のF0及びF1の雌で一部投与期間で、有意な変化であった。Fujii及びHirata-
Koizumiらは、摂水量の減少について、被験物質の添加により飲水のpHが低

下（pH3.45～4.38）したためとしている。 
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・摂餌量について、5,000 ppm投与群では、F0の雄で投与1週間後まで、F0の雌

で投与1週間後と哺育2～3週で、及びF1の雌で哺育2～3週で低値が認められ

た。500 ppm投与群の雌で投与1週間後に低値が見られたが、Fujii及び

Hirata-Koizumiらは一過性の毒性学的に意味のない変化としている。 
・体重について、5,000 ppm投与群では、F0の雄で投与1週間後まで、F1の雄で

投与開始時から投与1週間後まで、F0の雌で投与1週間後まで及び哺育3週で

並びにF1の雌で投与開始時から投与2週間後まで、低値が認められた。 
・体重増加抑制について、5,000 ppm投与群では、F0の雌雄で投与2週間後まで

並びにF1の雌の投与1週間後まで及び哺育3週で低値が認められた。 

・5,000 ppm投与群のF1雌親動物で、膣開口の遅れが発育抑制に関連した変化

として認められた。 
・剖検において、5,000 ppm投与群のF1の雄で、下垂体の絶対重量の減少及び

腎臓の相対重量の増加が認められた。F0及びF1の雌で、下垂体絶対重量の用

量依存的な減少傾向が認められ、5,000 ppm投与群では有意な差が認められ

た。5,000 ppm投与群のF1の雌で、胸腺の絶対重量の減少が認められた。 
・児動物の体重について、5,000 ppm投与群では、F1雄児動物で生後21日に、

F1雌児動物で生後14日及び21日に、並びにF1及びF2の雌雄の児動物の剖検

時（生後26日）に低値が認められた。 
・F1 及び F2 雌雄児動物で胸腺の絶対重量及び相対重量の用量依存的な減少傾

向が認められ、500 ppm 投与群の F1の雌及び 5,000 ppm 投与群のその他の

雌雄で絶対重量の有意な減少が認められ、そのうち雄については相対重量の

減少も有意であった。5,000 ppm 投与群の F1及び F2の雌雄児動物で肝臓と

脾臓の絶対重量並びに F1及び F2雄児動物の肝臓と F1及び F2雌雄児動物の

脾臓の相対重量には有意な減少も認められたが、病理組織学的な異常は認め

られなかった。5,000 ppm 投与群の F1及び F2雄児動物で脳及び腎臓の相対

重量の有意な増加が認められたが、5,000 ppm 投与群の F1雄児動物で腎臓、

副腎、精巣及び精巣上体の絶対重量の有意な減少が認められた。雌の児動物

では、胸腺、肝臓及び脾臓以外の臓器重量の有意な変化として、F1の児動物

で副腎及び子宮の絶対重量の減少並びに脳及び腎臓の相対重量の増加、F2の

児動物で卵巣及び子宮の絶対重量の減少並びに脳、腎臓及び副腎の相対重量

の増加が認められたが、用量相関性が認められなかった。Fujii 及び Hirata-
Koizumi らは、F1及び F2児動物の脳、腎臓、副腎、精巣、精巣上体、卵巣

及び子宮で認められた用量依存的な臓器重量の変化は、体重減少に伴う二次

的な変化であるとしている。 
 
なお、F1 及び F2 雌雄児動物における、正向反射の成功率及び反応時間、背

地走性の達成率及び反応時間並びに空中正向反射の成功率については、被験物

質投与群と対照群との間で有意な差は見られなかった。 
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JECFA（2012）は、児動物で見られた臓器重量の変化の知見は、体重の減少に

よる二次的な影響であり、その他の知見は用量依存性が認められず、被験物質の

投与による影響とは認められないとしている。 
Fujii 及び Hirata-Koizumi らは、本試験で見られた所見は摂水量の減少によ

る二次的な影響である可能性があるものの、保守的に見積もって、5,000 ppm 投

与群における F0及び F1の親動物で認められた体重及び摂餌量の低値、F1の雌親

動物で認められた発育抑制に関連した性成熟の遅延、F1 及び F2 の児動物で認め

られた体重低値並びに肝臓、脾臓及び胸腺の重量低下を被験物質の投与に起因す

る変化と判断し、本試験における NOAEL を 500 ppm（アルミニウムとして 5.35 
mg/kg 体重/日）としている。 

JECFA（2012）は、本試験における NOAEL を 3.8133 mg/kg 体重/日（アル

ミニウムとして）とし、食餌から 1.6 mg/kg 体重/日摂取することから、合計の

NOAEL を約 6 mg/kg 体重/日であるとしている。また、本試験における LOAEL
をアルミニウム換算で約 35 mg/kg 体重/日としている。しかしながら、F0及び F1

の母動物で哺育最終週に認められた摂水量及び食餌量に対する影響を考慮する

と、児動物で認められた生後 21 及び 26 日の体重所見は、被験物質投与による直

接的影響なのか母動物のミルク生産能の低下によるものであるのか判断できな

いとしている。また、JECFA（2007）の報告で引用した諸報告で減少が認められ

た握力が測定されていないと指摘している。（参照２２、１１１、１１２） 
本委員会としては、本試験の高用量群における親動物での体重及び摂餌量の低

下、並びに児動物での体重低下とそれが関わる臓器重量や性成熟での変化につい

て、飲水の pH 低下による摂水量低下によるものか被験物質投与によるものかの

判断は困難であるので、親動物の一般毒性及び児動物に対する毒性に係る

NOAEL は得られないものと考えた。一方、上述のような体重が低下する条件下

においても、生殖能力・生殖内分泌系・発達神経毒性に関する指標（性周期、交

尾率、受胎率、出産率、着床数、産児数、精子検査、児動物の肛門生殖突起間距

離及び児動物の背地走性（筋力への影響も検出可能な検査項目）など）には、高

用量群においても被験物質投与の影響はみられないことから、生殖毒性に係る

NOAEL を本試験の最高用量の 5,000 ppm であると考えた。 
 

② 硫酸アルミニウムカリウム 

硫酸アルミニウムカリウムの生殖発生毒性試験に関する知見は認められなか

った。 

 

③ その他のアルミニウム塩 

ａ．マウス発生毒性試験（Domingo ら（1989）（JECFA（2007）で引用） 

                                            
33 食餌に由来するアルミニウムの量を含まない値。 
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妊娠 Swiss マウス（交尾確認日：妊娠 0 日、各群 18～20 匹）に水酸化アルミ

ニウムを表 46のような投与群を設定して、妊娠 6～15日の間、強制経口投与し、

妊娠 18 日に母動物を安楽死させて妊娠子宮を摘出し、母動物の臓器重量を測る

とともに子宮内の胎児を検査する試験が実施されている。なお、食餌中のアルミ

ニウム量については報告されていない。 
 
表 46 用量設定 
用量設定 0、66.5、133、266 mg/kg 体重/日 
アルミニウムとして換算 34 0、23、47、92 mg/kg 体重/日 

 
その結果、被験物質投与に関連した影響は認められなかったとされている。 
JECFA（2007）は、本試験において発生毒性及び催奇形性は認められなかった

としている。（参照１９、１１３） 
本委員会としては、食餌中のアルミニウム濃度が不明であるため、本試験から

NOAEL を算出しなかったが、最高用量の 92 mg/kg 体重/日投与群においても特

段の母体毒性及び催奇形性を含む発生毒性がなかったことに留意すべきである

と考えた。 
 
ｂ．ラット二世代生殖毒性試験（Fujii（2009）、Hirata-Koizumi ら（2011b）（JECFA
（2012）で引用）、GLP） 

SD ラット（F0）（各群雌雄各 24 匹）に硫酸アルミニウムを表 47 のような投

与群を設定して、5 週齢からの交配前 10 週間と交配、妊娠及び哺育期間中を通

じて飲水投与し、得られた次世代の動物（F1）（各群雌雄各 24 匹）についても同

じ用量設定で交配前 10 週間と交配、妊娠及び哺育期間中を通じて飲水投与する

試験が実施されている。 
 

表 47 用量設定 
用量設定 0 ppm 120 ppm 600 ppm 3,000 ppm 
mg/kg 体重 /
日換算（アル

ミニウムとし

て） 

F0雄 1.62 2.96 8.06 31.2 
F0雌 2.29 4.50 13.5 52.0 
F1雄 1.93 3.55 9.78 38.5 
F2雌 2.35 4.72 14.0 55.6 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・摂水量について、F0 及び F1 の全投与群の一部の期間で用量依存的な減少が

認められた。Fujii 及び Hirata-Koizumi らは、摂水量の減少について、被験

                                            
34 原著に、体重 60 kg のヒトに換算するとアルミニウムとして「1.4、2.8、5.5 g/日」であると記載されてお

り、それを基に換算。 
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物質の添加により飲水の pH が低下（pH 3.57～4.20）したためとしている。 
・摂餌量について、3,000 ppm 投与群では、F0 の雄で投与 1、8、13 及び 14

週で、F0の雌で投与 1 週及び哺育 3 週で、F1の雄で投与 10 週で、並びに F1

の雌で哺育 3 週で低値が認められた。600 ppm 投与群では F0 及び F1 の雌

雄の親動物に摂餌量の低値が見られたが、Fujii 及び Hirata-Koizumi らは、

一過性のもので、同時期に体重及び体重増加に影響が認められなかったこと

から、毒性学的に意味のない変化であるとしている。 
・体重について、3,000 ppm 投与群では、F0 の雄で投与 3 週間後まで、F0 の

雌で投与 2 週間後まで、低値が認められた。 
・体重増加抑制について、3,000 ppm 投与群では、F0の雌雄で投与 3 週間後ま

で低値が認められた。 
・精子数について、3,000 ppm 投与群の F0 の雄で精巣上体尾部における絶対

数の減少が認められた。Fujii 及び Hirata-Koizumi らは、被験物質の投与に

関連する変化ではないとしている。 
・3,000 ppm 投与群の F1 雌親動物で膣開口の遅れが発育抑制に関連した変化

として認められた。 
・3,000 ppm 投与群の F0 の雄で、肝臓の絶対及び相対重量の低値、脾臓の絶

対重量の減少、3,000 ppm 投与群の F1の雄で副腎の絶対重量の減少、F1の

600 ppm 投与群の雄で精巣の絶対重量の減少が認められた。Fujii 及び

Hirata-Koizumi らは、被験物質の投与に関連する変化ではないとしている。 
・600 ppm 投与群の F2 雌児動物で耳介開展の遅れが認められた。Fujii 及び

Hirata-Koizumi らは、用量相関性のない一過性の変化であったとしている。 
・児動物の体重について、3,000 ppm投与群では、F1及びF2の雌雄の児動物

で生後21日に、並びにF1及びF2の雌雄の児動物の剖検時（生後26日）に低

値が認められた。 
・F1及び F2児動物の 3,000 ppm 投与群の雌雄で肝臓及び脾臓の絶対重量（一

部は相対重量も）の減少が認められたが、病理組織学的な異常は認められず、

Fujii 及び Hirata-Koizumi らは発育抑制に関連した変化としている。 
・600 及び 3,000 ppm 投与群の児動物の一部で胸腺、腎臓、精巣、精巣上体、

卵巣及び子宮の絶対重量並びに胸腺の相対重量の減少並びに脳の相対重量

の増加が認められたが、Fujii 及び Hirata-Koizumi らはこれらは体重の減

少に伴う二次的な所見であるとしている。 
 
なお、F1 及び F2 雌雄児動物における、正向反射の成功率及び反応時間、背

地走性の達成率及び反応時間並びに空中正向反射の成功率については、被験物

質投与群と対照群の間で有意な差は見られなかった。 
 
Fujii 及び Hirata-Koizumi らは、本試験で見られた所見は摂水量の減少によ
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る二次的な影響である可能性があるものの、保守的に見積もって、3,000 ppm 投

与群における F0及び F1の親動物で認められた体重及び摂餌量の低値、F1の雌親

動物で認められた発育抑制に関連した性成熟の遅延、F1 及び F2 の児動物で認め

られた体重低値並びに肝臓及び脾臓の重量低下を被験物質の投与に起因する変

化であると判断し、本試験における NOAEL を 600 ppm（アルミニウムとして

8.06 mg/kg 体重/日）としている。 
JECFA（2012）は、本試験における NOAEL を 6.4733 mg/kg 体重/日（アルミ

ニウムとして）とし、食餌から 1.6 mg/kg 体重/日摂取することから、合計の

NOAEL を約 8 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして）としている。また、本試

験における LOAEL を約 31 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして）としている。

しかしながら、F0 及び F1 の母動物で哺育 3 週目に認められた摂水量及び摂餌量

に対する影響を考慮すると、児動物で認められた生後 21 及び 26 日の体重所見

は、被験物質投与による直接的影響なのか母動物への影響を介したミルク生産能

の低下によるものであるかの判断はできないとしている。また、JECFA（2007）
の報告で引用した諸報告で減少が認められた握力が測定されていないと指摘し

ている。（参照２２、１１４、１１５） 
本委員会としては、本試験の高用量群における親動物での体重と摂餌量の低下

及び児動物での体重低下とそれが関わる臓器重量や性成熟での変化について、飲

水の pH低下による摂水量低下によるものか被験物質投与によるものかの判断は

困難であるので、親動物の一般毒性及び児動物に対する毒性に係る NOAEL は得

られないものと考えた。一方、上述のような体重が低下する条件下においても生

殖能力・生殖内分泌系・発達神経毒性に関する指標（性周期、交尾率、受胎率、

出産率、着床数、産児数、精子検査、児動物の肛門生殖突起間距離及び児動物の

背地走性（筋力への影響も検出可能な検査項目）など）には、高用量群において

も被験物質投与の影響は見られないことから、生殖毒性に係る NOAEL を本試験

の最高用量の 3,000 ppm であると考えた。 
 

ｃ．ラット発生毒性試験（Semple（2010）及び Poirier ら（2011）（JECFA（2012）
で引用）GLP） 
妊娠 SD ラット（各群 20 匹）にクエン酸アルミニウムを表 48-1 のような投

与群を設定して、pH を 6～7 に調製して妊娠 6 日から飲水投与し、生後 22 日
に離乳させた児動物に母動物と同様の飲水投与を生後 364 日まで行う発生毒性

試験が実施されている。食餌からのアルミニウム量の摂取は 1 μg/kg 体重/日未満

とされている。 
 
表 48-1 用量設定 
用量設定（アルミ

ニウムとして） 
0（対照群：脱イオン水；アルミニウム陰性対照群：ク
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エン酸ナトリウム溶液（27.235 g/L））、30、100、300 
mg/kg 体重/日 

 
各投与群で認められた毒性所見は、表 48-2 のとおりである。なお、300 mg/kg

体重/日投与群の児動物の雄は削痩を含む臨床症状の悪化により生後 98 日までに

安楽死させて実験を終了した。 
 
表 48-2 毒性所見 
投与群 毒性所見（児動物） 
300 mg/kg 体重/日 体重増加抑制（雌雄：生後から離乳まで） 

体重増加抑制（雄：離乳時～生後 84 日、雌：生後 43
日～生後 364 日） 
性成熟の遅延（雌雄） 
腎臓への影響（尿管閉塞（結石の有無あり）、水腎症、

尿道拡張）（雄、生後 64 日以降） 
腎臓への影響によると考えられる瀕死状態、死亡の

多発（一部は尿結石に伴う高カリウム血症によると

推測される） 
100 mg/kg 体重/日 体重増加抑制（雄（生後 64 日で剖検実施の群）：生

後 56 日；雄（生後 120 日で剖検実施の群）：生後 70
日～生後 98 日） 
腎臓への影響（尿管閉塞（結石の有無あり）、水腎症、

尿道拡張）：生後 64 日の雄、3 例；生後 120 日の雄、

1 例 
 
また、以下のような所見も認められた。 
・300 mg/kg 体重/日投与群（雌）：摂水量の有意な増加（生後 43～210 日） 
・30、100 mg/kg 体重/日投与群、母動物：摂水量の有意な増加（妊娠 6～20
日） 

なお、自発運動、音響驚愕反応、水迷路試験及び脳の病理組織学的検査ではア

ルミニウム投与によると考えられる影響は認められなかった。また、児動物の組

織中のアルミニウム含有量について、各組織、特に骨で用量依存な増加が認めら

れ、他の組織と比べ血中で多く認められた。 
Semple は、本試験における NOAEL を児動物の 100 mg/kg 体重投与群で認

められた握力低下を基に 30 mg/kg 体重/日としている。 
JECFA（2012）は、摂水量の減少や影響の感受期が不明瞭であることから、

LOAEL や NOAEL の評価は容易ではないとしている。児動物の 30 mg/kg 体重

                                            
35 クエン酸アルミニウム最高用量群でのクエン酸に相当する濃度。 
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/日投与群では、離乳後 1 週間のアルミニウム摂取量は約 40 mg/kg 体重/日で、

第 5 週までに目標量である 30 mg/kg 体重/日となり、離乳後 13 週以後に目標量

の 15～45％まで減少したとしている。児動物の 100 mg/kg 体重/日投与群では、

離乳後 1 週間のアルミニウム摂取量は約 190 mg/kg 体重/日で、第 7 週までに

目標量である 100 mg/kg 体重/日となり、離乳後 15 週以後は目標量の 25～50％
まで減少したとしている。したがって、児動物への影響が子宮内ばく露によるも

のであれば、30 mg/kg 体重/日を NOAEL とするのは過大評価であり、授乳中又

は離乳数週間後のばく露によるものであれば、過小評価になるとされている。 
JECFA（2012）は、この試験結果を基にアルミニウムの NOAEL は 30 mg/kg 

体重/日とし、クエン酸アルミニウム飲水投与によるアルミニウムのバイオアベ

イラビリティが他のアルミニウム化合物より大きいことを考慮して、PTWI を 2 
mg/kg 体重/週としている。（参照２２、１１６、１１７） 
本委員会としては、児動物の筋力への影響（神経毒性）を示唆する握力のデー

タについて、用量依存性が明確ではないこと、検査日齢ごとに対照群と比較した

統計学的解析で有意差は認められないこと、神経毒性に関する検査結果を解釈す

る上で必須の背景対照データが提示されていないこと及び児動物の筋力影響評

価に用いるもう一つの検査項目の開脚幅のデータでも検査日齢ごとに対照群と

比較した統計学的解析で有意差は認められないことから、被験物質が直接影響し

た毒性徴候か否かの判断はできなかった。 
児動物の体重に関するデータについて、雌の 300 mg/kg 体重/日投与群では体

重増加抑制が観察されたが、アルミニウム陰性対照群として設定されたクエン酸

ナトリウム投与群での体重増加抑制と同程度であった。また、雄の 300 mg/kg 体

重/日投与群では体重増加抑制を含む毒性影響が強く投与 98 日目時点で試験を中

止している。さらに、雄の 100 mg/kg 体重/日投与群での体重増加抑制は、クエ

ン酸ナトリウム投与群での体重増加抑制と同程度であったが、陰性対照群のクエ

ン酸濃度はクエン酸アルミニウム 300 mg/kg 体重/日投与群に相当するものであ

る。これらを踏まえ、本委員会としては、雄の 100 mg/kg 体重/日投与群での体

重増加抑制がアルミニウム又はクエン酸のいずれによるものかを明確に判断す

ることは困難であるものの、アルミニウムによる毒性影響であることが否定され

るものではないと考えた。 
雄児動物の 100 mg/kg 体重/日投与群以上で腎臓への影響を示す剖検所見が認

められることから、これらの変化を児動物に対する毒性影響と判断した。 
本委員会としては、以上のことを考慮し、本試験における発生毒性に係るアル

ミニウムとしての NOAEL を 30 mg/kg 体重/日と考えた。 
 

ｄ．ラット、マウス、ハムスター及びウサギ発生毒性試験（Food and Drug Research 
Laboratories Inc（1973）（FASEB（1979）で引用）） 
妊娠 Wistar ラットの妊娠 6～15 日（交尾確認日：妊娠 0 日、胎児検査日：妊
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娠 20 日、各群 21〜24 匹）、妊娠 CD-1 マウスの妊娠 6～15 日（交尾確認日：妊

娠 0 日、胎児検査日：妊娠 17 日、各群 14〜24 匹）、妊娠ゴールデンハムスター

の妊娠 6～10 日（交尾確認日：妊娠 0 日、胎児検査日：妊娠 14 日、各群 22 匹）、

及び妊娠ダッチベルトウサギの妊娠 6～18 日（人工授精日：妊娠 0 日、胎児検査

日：妊娠 29 日、各群 10〜16 匹）に、アルミノケイ酸ナトリウムを表 49 のよう

な投与群を設定して、強制経口投与する試験が実施されている。なお、食餌中の

アルミニウム量については報告されていない。 
 
表 49 用量設定 
用量設定 0（対照群）、16.0、74.3、345.0、1,600.0 mg/kg 体重/日 

 
その結果、いずれの動物種においても 1,600.0 mg/kg 体重/日の用量まで母体毒

性、発生毒性及び催奇形性は認められなかった。（参照９１、１１８） 
本委員会としては、食餌中のアルミニウム濃度が不明であるため、本試験より

NOAEL を算出しなかったが、最高用量の 1,600.0 mg/kg 体重/日投与群において

も特段の母体毒性及び催奇形性を含む発生毒性がなかったことに留意すべきであ

ると考えた。 
 

④ 参考資料 

ａ～ｋについては各知見に記載された理由から、ｌについては経口投与以外の

投与経路によるものであることから、評価対象とせず参考資料として記載する。 
 

ａ．マウス発生毒性試験（Donald ら（1989）（JECFA（2007）で引用）） 
Swiss Webster マウス（雌、各群の匹数不明）に乳酸アルミニウムを表 50 の

ような投与群を設定して、妊娠 0 日から離乳時までの妊娠・哺育期間中混餌投与

する試験が実施されている。 
 
表 50 用量設定 
用量設定（アルミニウムとして） 25（対照群）、500、1,000 ppm 
mg/kg 体重/日として換算 妊娠初期  5、100、200 mg/kg 体重/日 

授乳終了期 10、210、420 mg/kg 体重/日 
児動物   4、75、100 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・1,000 ppm 投与群：肝臓中のアルミニウム量の増加（母動物）、前肢の握力

増強 （生後 25 日）（児動物）、熱感受性の低下（生後 25 日及び 39 日）（児

動物） 
・500 ppm 以上の投与群：腓骨中のアルミニウム量の増加（母動物）、接地開
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脚幅の増加（生後 21 日）（児動物）、後肢の握力増強（生後 25 日）（児動物） 
 
なお、親動物について、母体毒性は認められず、離乳前の児動物については、

死亡率、発育状態、毒性症状及び神経行動学的発達状態に影響は認められなかっ

た。 
JECFA（2007） は、本試験における神経行動学的の変化の所見から、児動物

の LOAEL を 75 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして）としている。（参照１

９、１１９） 
本委員会としては、本試験での測定・検査における 1 群当たりの例数等の詳細

が確認できず試験結果の信頼性が乏しいことから、評価の対象としなかった。 
 

ｂ．マウス発生毒性試験（Golub ら（1995）（JECFA（2007）で引用）） 
Swiss Webster マウス（雌、各群 40 匹）に乳酸アルミニウムを表 51 のよう

な投与群を設定して、交尾確認後から児動物を離乳するまでの母動物への混餌投

与、又は交尾確認後から児動物を離乳するまでの母動物への混餌投与に続き離乳

した児動物には 150～170 日齢に達するまで混餌投与する試験が実施されている。 
 
表 51 用量設定 
用量設定（アルミニウ

ムとして）36 
7（対照群）、500、1,000 ppm 

mg/kg体重/日として換

算 
成熟した次世代マウスで平均 1.4、100、200 mg/kg
体重/日 
母マウスで最大 2.9、210、420 mg /kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・1,000 ppm 投与群の児動物：性成熟後（45 日齢以降）における攻撃性の増加 
・500 ppm 以上ばく露群（妊娠・哺育期間中）の雄児動物：前肢の握力低下 
 
なお、母動物及び児動物の体重、産児数並びに児動物の臓器（脳、脊髄、肝臓）

重量に被験物質の投与に関連した影響は認められなかった。 
JECFA（2007）は、LOAEL を 50 mg/kg 体重/日としている。（参照１９、１２０） 
本委員会としては、本試験における児動物の握力低下が離乳した後も長期間に

わたって被験物質にばく露された動物ではなくて短期間ばく露された動物に見ら

れたことから、結果の信頼性が疑わしいと判断されたので、評価の対象としなか

った。 
 

ｃ．マウス発生毒性試験（Golub ら（2000）（JECFA（2007）で引用）） 

                                            
36 食餌に由来するアルミニウム（7 ppm）を含む。 
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Swiss Webster マウス（雌、各群の匹数不明）に乳酸アルミニウムを表 52 の

ような投与群を設定して、交尾確認後から児動物を離乳するまでの母動物への混

餌投与に続き離乳した児動物には生後 24 か月に達するまで混餌投与する試験が

実施されている。 
 
表 52 用量設定 
用量設定 7（対照群）、1,000 ppm  
mg/kg 体重/日に換算（ア

ルミニウムとして） 
1 未満（対照群）、100 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が 1000 ppm 投与群の児動物で認められた。 
・赤色眼、脱毛、旋回運動（発生頻度は低い） 
・体重当たりの摂餌量の増加 
・前肢及び後肢の握力の低下（雌雄、生後 24 か月） 
・温度感受性の増加（雌雄、生後 24 か月） 
・温度感受性の増加（雄、生後 18 か月） 
・背地走性の低下（雌雄、生後 18 か月） 
 
また、死亡率に被験物質の投与に関連した影響は認められなかった。 
Golub らは、握力の低下や温度感受性の増加を含む、神経行動学的な所見につ

いて、より短期間投与した場合の報告と比較し影響が大きくないこと及び神経病

理学的に明らかな所見が認められないことから、アルミニウムを長期間投与する

ことによって蓄積される影響はないと考察している。 
JECFA（2007）は、赤色眼、脱毛及び旋回運動の結果から、本試験における

LOAEL を 100 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして）としている。（参照１

９、１２１） 
本委員会としては、本試験は１用量で実施されたものであり、1 群当たりの例

数等の詳細が確認できず試験結果の信頼性が乏しいことから、評価の対象としな

かった。 
 

ｄ．マウス発生毒性試験（Golub & Germann（2001）（JECFA（2007）で引用）） 
Swiss Webster マウス（雌、各群の匹数不明）に乳酸アルミニウムを表 53 の

ような投与群を設定して、交尾確認後から児動物を離乳するまでの母動物への混

餌投与に続き離乳した児動物には生後 35 日まで混餌投与する試験（生後 35 日

以降は基礎飼料を与えた）が実施されている。 
 
表 53 用量設定 
用量設定 7（対照群）、100、500、1,000 ppm  
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mg/kg 体重/日に換算（ア

ルミニウムとして） 
<1（対照群）、10、50、100 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が児動物で認められた。 
・1,000 ppm 投与群：神経行動学的指標の変化（雌；水迷路試験の学習体験に

おける回避待ち時間の増加）、後肢の握力の低下、旋回運動の増加 
・500 ppm 以上投与群：体重増加抑制（雌雄、離乳時の 21 日齢） 
 
なお、投与群で、妊娠動物数、妊娠期間、妊娠中の体重増加率、出生児の同腹

児数及び体重に、被験物質投与による影響は認められなかった。 
Golub & Germann は、握力の低下について、用量相関性がなく、体重補正に

より有意差がなくなるとしている。 
JECFA（2007）は、本試験における LOAEL を 50 mg/kg 体重/日（アルミニ

ウムとして）としている。（参照１９、１２２） 
本委員会としては、本試験での測定・検査における 1 群当たりの例数等の詳細

が確認できず試験結果の信頼性が乏しいことから、評価の対象としなかった。 
 

ｅ．マウス発生毒性試験（Abu-Taweel ら（2012）） 
妊娠 Swiss-Webster マウス（雌、各群の匹数不明）に塩化アルミニウムを表 

54 のような投与群を設定して、妊娠 1 日（交尾確認日）から哺育（分娩後）15
日まで飲水投与する試験が実施されている。なお、食餌中のアルミニウム量につ

いては報告されていない。 
 
表 54 用量設定 
用量設定（アルミニウムとして） 0、300、600 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が 300 mg/kg 体重/日以上投与群の児動物で認め

られた。（参照 １２３） 
・用量依存的な体重増加抑制（生後 3 日～21 日） 
・開眼及び発毛の遅延 
・反射機能獲得の用量依存的な遅延 
・自発行動の抑制（生後 22 日） 
・学習機能の低下（生後 25 日及び 30～36 日） 
・前脳領域でドパミン及びセロトニンの減少（生後 7～36 日の脳で測定） 
 
本委員会としては、本試験での測定・検査における 1 群当たりの例数等の詳細

が確認できず試験結果の信頼性が乏しいことから、評価の対象としなかった。 
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ｆ．ラット発生毒性試験（Domingo ら（1987）（JECFA（2007）で引用）） 
妊娠 SD ラット（交尾確認日：妊娠 1 日、各群 10 匹）に、硝酸アルミニウム

を表 55 のような投与群を設定して、妊娠 14 日から哺育 21 日まで強制経口投与

する試験が実施されている。なお、餌中のアルミニウム量はアルミニウムとして

60 mg/kg（6 mg /kg 体重/日 4）であったとされている。 
 
表 55 用量設定 
用量設定 0、180、360、720 mg/kg 体重/日 
（アルミニウムとして換算 37） 0、13、264、524 mg /kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・52 mg/kg 体重/日投与群（児動物）：腹当たりの死亡児数の増加（生後 4 日）、

体重の低下（生後 1 日及び 4 日）、体長の低値（生後 4 日）、尾長の低値（生

後 1 日及び生後 4 日）、肺の相対重量の増加 
・26 mg/kg 体重/日以上投与群（児動物）：体長の低値（生後 1 日）、心臓の相

対重量の増加 
・26 mg/kg 体重/日投与群（児動物）：体長の低値（生後 1 日） 
・13 mg/kg 体重/日以上投与群（児動物）：体重の低下（生後 21 日）、尾長の低

値（生後 21 日）、腎臓及び脳の相対重量の増加 
・13 mg/kg 体重/日投与群（児動物）：体重の低下（生後 4 日）、脾臓の相対重

量の減少、肝臓の相対重量の増加 
 
Domingo らは、児動物における器官重量の変化は投与による発育抑制に起因

するものとしている。また、児動物における体重、体長及び尾長の変化について

は、時間の経過とともに程度が弱くなるとしている。 
JECFA（2007）は、生存率低下の結果から本試験における LOAEL を 13 mg/kg

体重/日（アルミニウムとして）としている。（参照１９、１２４） 
本委員会としては、本試験における母体毒性の詳細が確認できず試験結果の信

頼性が乏しいことから、評価の対象としなかった。 
 

ｇ．ラット発生毒性試験（Paternain ら（1988）（JECFA（2007）で引用）） 
妊娠 SD ラット（交尾確認日：妊娠 1 日、各群雌 7～10 匹）に、硝酸アルミニ

ウムを表 56 のような投与群を設定して妊娠 6～14 日の間、強制経口投与し、妊

娠 20 日に帝王切開を行って胎児を検査する試験が実施されている。なお、食餌

中のアルミニウム量については報告されていない。 
 

                                            
37 原著で言及がないことから、食餌中のアルミニウム量を含んだ値であるか不明。また、用量設定 0 mg/kg 体

重/日の群のアルミニウムとしての換算値について、ここでは 0 mg/kg 体重/日としたが、原著では言及されて

いない。 
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表 56 用量設定 
用量設定 0、180、360、720 mg/kg 体重/日 
（アルミニウムとして換算） 0、13、26、52 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・720 mg/kg 体重/日投与群の胎児：腹腔及び胸腔内血腫（変異）の頻度増加、

体長の減少 
・360 mg/kg 体重/日以上投与群の胎児：胎盤重量の減少、胸骨分節の部分骨化

及び二分骨化（奇形）の頻度増加 
・360 mg/kg 体重/日投与群の胎児：小上顎（奇形）の頻度増加 
・180mg/kg 体重/日以上投与群：体重及び尾長の減少（胎児）、肋骨形成不全

及び椎骨異常（奇形）の頻度増加（胎児）、上後頭骨の骨化低下（奇形）の頻

度増加（胎児）、体重増加の抑制（母動物） 
 

なお、黄体数、着床数、死亡胚・胎児数及び生存胎児数について、被験物質の

投与に関連した影響は認められないが、Paternain らはアルミニウムの催奇形性

は母体毒性が認められる高い用量で発現するかもしれないとしている。 
JECFA（2007）は、本試験における催奇形性に係る LOAEL を 13 mg/kg 体

重/日（アルミニウムとして）としている。（参照１９、１２５） 
本委員会としては、本試験は 1 群当たりの例数が 7～10 匹と少なく、奇形学的

所見の背景対照データ等の試験の詳細も確認できず、試験結果の信頼性が乏しい

ことから、評価の対象としなかった。 
 

ｈ．ラット発生毒性試験（Bernuzzi ら（1989）（JECFA（2007）で引用）） 
妊娠 Wistar ラット（雌、各群 6～12 匹）に塩化アルミニウム又は乳酸アルミ

ニウムを表 57 のような投与群を設定して、妊娠 1 日（交尾確認日）から分娩ま

で混餌投与する試験が実施されている。なお、食餌中のアルミニウム量について

は報告されていない。 
 
表 57 用量設定 
被験物質 用量設定（アルミニウムとして） 
対照群 0 mg/kg 体重/日 
塩化アルミニウム 100、300、400 mg/kg 体重/日 
乳酸アルミニウム 100、200、400 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・塩化アルミニウム 300 mg /kg 体重/日以上投与群：体重の妊娠 18 日での減

少（母動物）、死亡率の上昇（児動物）、体重の生後 1 日での低値（児動物）、
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生後 6 日での握力低下（児動物） 
・乳酸アルミニウム 400 mg/kg 体重/日投与群：体重の妊娠 18 日での減少（母

動物）、死亡率の増加（児動物）、体重の生後 1・4・14 日での低値（児動物） 
・乳酸アルミニウム 100 mg/kg 体重/日以上投与群：生後 6 日での握力低下（児

動物） 
 
なお、母動物の摂餌量及び飲水量に被験物質の投与に関連した影響は認められ

なかった。 
JECFA（2007）は、本試験における握力低下の所見から、塩化アルミニウムの 

LOAEL を 20038 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして）、乳酸アルミニウムの 
LOAEL を 100 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして）としている。（参照１

９、１２６） 
本委員会としては、本試験の児動物に関するデータは同腹児数の未調整や雌雄

別体重測定の未実施といった評価上不適切な実験条件下で得られたものであり、

母動物に対する毒性所見が見られた投与群での例数が 6～8 匹と少ないなど試験

結果の信頼性が乏しいことから、評価の対象としなかった。 
 

ｉ．ラット発生毒性試験 （Muller ら（1990）（JECFA（2007）で引用）） 
妊娠 Wistar ラット（交尾確認日：妊娠 1 日、各群 6～9 匹）に乳酸アルミニウ

ムを表 58 のような投与群を設定して、妊娠 1～7 日（Ⅰ群）、妊娠 1～14 日（Ⅱ

群）又は妊娠 1 日から分娩まで（Ⅲ群）混餌投与する試験が実施されている。な

お、食餌中のアルミニウム量については報告されていない。 
 
表 58 用量設定 
用量設定（アルミニウムとして） 0（対照群）、400 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・背地走性反応の遅れ（児動物、Ⅱ及びⅢ群、生後 9 日） 
・自発運動の低下（児動物、Ⅰ～Ⅲ群、生後 20 日） 
・学習行動の低下（児動物、Ⅰ～Ⅲ群、生後 65 日） 
・体重の減少（母動物、Ⅲ群、妊娠 16 及び 19 日） 
・摂餌量の減少（母動物、Ⅲ群、妊娠 19 日） 
 
なお、同腹児数並びに児動物の生存率及び体重に投与の影響は認められなかっ

た。 
JECFA（2007）は、自発運動の低下の結果から、本試験における LOAEL を

400 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして）としている。（参照１９、１２７） 

                                            
38 JECFA（2007）の表の数値をそのまま記載した。 
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本委員会としては、本試験での 1 群当たりの例数が 6～9 匹と少なく、１用量

で実施されたものであるなど試験結果の信頼性が乏しいことから、評価の対象と

しなかった。 
 

ｊ．ラット発生毒性試験（Agarwal ら（1996）JECFA（2007）） 
CD ラット（雌、各群約 3 匹、合計 31 匹）に乳酸アルミニウム溶液を表 59 の

ような投与群を設定して、妊娠 5～15 日の間、強制経口投与する試験が実施され

ている。なお、食餌中のアルミニウム量については報告されていない。 
 
表 59 用量設定 
用量設定 アルミニウムとして 
試験 A 0、250、500、1,000 mg/kg 体重/日 
試験 B 0、5、25、50、250、500 mg/kg 体重/日 

 
その結果、出生児の体重及び肛門生殖突起間距離、膣開口の時期、膣開口後の

約１か月間及びその後に偽妊娠状態とした期間における膣垢像の変化、過排卵さ

せた卵細胞数、生殖腺重量といった生殖機能に関する形態学的・生理学的な要因

について被験物質の投与に関連した影響は認められなかった。 
Agarwal らは、アルミニウムの生殖発生毒性は認められなかったとしている。 
JECFA（2007）は、本試験において生殖発生毒性は認められなかったとしてい

る。（参照１９、１２８） 
本委員会としては、本試験は 1 群当たりの例数が 3 匹と少なく、詳細が確認で

きずに試験結果の信頼性が乏しいことから、評価の対象としなかった。 
 

ｋ．ラット発生毒性試験（Colomina ら（2005）（JECFA（2007）で引用）） 
SD ラット（雌、各群 9～17 匹）に無水硝酸アルミニウム及びクエン酸（355

～710 mg/kg 体重/日）を表 60 のような投与群を設定して、交配 15 日前から妊

娠・哺育期間中及び離乳後の児動物の生涯を通じて飲水投与し、妊娠 6～20 日に

2 時間/日で拘束ストレスを与える試験が実施されている。 
 
表 60 用量設定及び妊娠 6～20 日の母動物への拘束ストレス負荷の有無 
群 用量設定（無水硝酸アルミニウム、アルミニウム換算） 

（mg/kg 体重/日） 
拘束ストレス 

1 0（対照群） ＋ 
2 50 ＋ 
3 100 ＋ 
4 0（対照群） － 
5 50 － 
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6 100 － 
 
なお、餌に含まれるアルミニウム量は平均 41.85 mg/kg であった。 
 
その結果、以下のような所見が認められた。（参照１９、１２９） 
・100 mg/kg 体重/日投与群：授乳中の摂水量及び摂餌量の低下（母動物） 
・100 mg/kg 体重/日投与群（拘束ストレスなし）：性成熟（精巣降下）の遅延

（児動物、雄）、前肢握力の有意な低下（児動物、雄：生後 11 及び 13 日） 
・50 mg/kg 体重/日以上の投与群（拘束ストレスなし）性成熟（膣開口）の遅

延（児動物、雌） 
・50 mg/kg 体重/日投与群（拘束ストレスなし）：切歯萌出の遅延（児動物、雌

雄） 
・100 mg/kg 体重/日投与群（拘束ストレスあり）：前肢握力の低下（児動物、

雌：生後 11 及び 13 日） 
 
本委員会としては、児動物の体重に関する詳細が確認できず試験結果の信頼性

が乏しいことから、評価の対象としなかった。 
 
ｌ．マウス精子毒性試験（D’Souza ら（2014））（再掲 p41） 

Swiss アルビノマウス（雄、各群 5 匹）に、酢酸アルミニウム を表 61 のよう

な投与群を設定して、単回腹腔内投与し、5 週間後に精巣上体の精子の形態異常

及び数を調べる試験が実施されている。 
 
表 61 用量設定 
用量設定 0（対照群）、50、100、150 mg/kg 体重 

 
その結果、精子の形態異常の頻度に用量依存的な有意な増加及び精子数に用量

依存的な有意な減少が認められたとしている。（参照８５） 
 

（６）その他の毒性 
① 硫酸アルミニウムアンモニウム 

硫酸アルミニウムアンモニウムのその他の毒性に関する知見は認められなか

った。 
 

② 硫酸アルミニウムカリウム 
硫酸アルミニウムカリウムのその他の毒性に関する知見は認められなかった。 
 

③ その他のアルミニウム塩 
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ａ．ラット 120 日間経口投与試験（Sun ら（2011）） 
Wistar ラット（雄、各群 10 匹）に塩化アルミニウムを、表 62 のような投与

群を設定して 120 日間飲水投与する試験が実施されている。なお、食餌中のアル

ミニウム量については報告されていない。 
 
表 62 用量設定 
用量設定（アルミニウムと

して） 
0（対照群）、64.18、128.36、256.72 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・128.36 mg/kg 体重/日以上投与群：血中テストステロン及び黄体形成ホルモ

ンの発現並びに用量依存的な精巣アンドロゲンレセプター発現の減少 
・64.18 mg/kg 体重/日以上投与群：精巣アンドロゲンレセプターmRNA の発

現の減少 
 
Sun らは、アルミニウムは内分泌系異常の原因になり得ると考察している。（参

照 １３０） 
本委員会としては、本試験において、食餌中のアルミニウム濃度に関する情報

がなく、本試験により NOAEL を算出しないところであり、さらに、病理組織学

的検査を含む各種検査が実施されていないことから、本試験により NOAEL を算

出することはできないと考えた。 
 

ｂ．ラット 120 日間経口投与試験（Wang ら（2012）） 
Wistar ラット（雌、各群 10 匹）に塩化アルミニウムを、表 63 のような投与

群を設定して 120 日間飲水投与する試験が実施されている。なお、食餌中のアル

ミニウム量については報告されていない。 
 
表 63 用量設定 
用量設定（アルミ

ニウムとして） 
0（対照群）、64.18、128.36、256.72 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・64.18 mg/kg 体重/日以上投与群：体重、血中エストロゲン、プロゲストロン、

卵胞刺激ホルモン及び黄体形成ホルモンの減少並びに血中アルミニウム濃

度の増加 
・64.18 及び 128.36 mg/kg 体重/日投与群：用量相関性のないテストステロン

の増加 
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Wang らは、雌ラットの生殖機能が、長期間のアルミニウムばく露によりアル

ミニウムの用量依存的に阻害されたと考察している。（参照 １３１） 
本委員会としては、本試験において、食餌中のアルミニウム濃度に関する情報

がなく、本試験により NOAEL を算出しないところであり、さらに、病理組織学

的検査を含む各種検査が実施されていないことから、本試験により NOAEL を算

出することはできないと考えた。 
 

ｃ．ラット 6 か月間経口投与試験（Sethi ら（2008）（JECFA（2012）で引用）） 
Wistar ラット（雄、各群 10 匹、4 か月齢及び 18 か月齢）に、塩化アルミニ

ウム・6 水和物を、表 64 のような投与群を設定して 6 か月間飲水投与する試験

が実施されている。なお、食餌中のアルミニウム量については報告されていない。 
 
表 64 用量設定 
用量設定（アルミニウムと

して） 
0（対照群）、50 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・投与群（18 か月齢）：Morris 水迷路試験における学習能力の継時的低下 
・投与群（4 及び 18 か月齢）：海馬 CA3 領域における脳波集合的ユニット活

動の有意な増加、排便指数の有意な増加（投与群間では年齢依存的な有意な

減少）、過酸化脂質濃度の有意な増加（投与群間でも年齢依存的な有意な増

加）、Na-K ATPase 活性の有意な減少（投与群間では年齢依存的な有意な減

少）、スーパーオキシドジスムターゼ（SOD）活性の有意な減少（対象 6 匹）、

海馬CA1領域の神経細胞の有意な減少、錐体ニューロンにおける細胞収縮、

細胞質への高密度な色素沈着、錐体細胞構築の乱れ（対象 4 匹）（参照２

２、１３２） 
 
本委員会としては、本試験が食餌中のアルミニウム濃度に関する情報がなく、

本試験により NOAEL を算出しないところであり、さらに、単用量での試験であ

ることから、本試験により NOAEL を算出することはできないと考えた。 
 
④ 参考資料 

以降の知見については、各知見に記載された理由から評価対象とせず参考資料

として記載する。 
ａ．ラット最長 60 日間経口投与試験（Moselhy ら（2012）） 

Wistar ラット（雄、各群 15 匹）に表 65 のような投与群を設定して、60 日間

経口投与し、その間の投与 30、45、60 日目に各群 5 匹ずつ所見を調べる試験が

実施されている。なお、食餌中のアルミニウム量については報告されていない。 
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表 65 用量設定 
群 用量設定 39（mg/kg 体重/日） 

Ⅰ（対照群） 0 
Ⅱ 34 
Ⅲ 34（ショウガ 40 mg/kg 体重/日を塩化アルミニウムの投与 2

週間前から投与） 
 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・Ⅱ群：血清テストステロン濃度の減少、精巣ホモジネート中のマロンジアル

デヒド（MDA）量の増加、精子の活動性の低下、精子生存/死亡比率の低下、

精子異常率の増加（30、45、60 日）、精巣における DNA 断片の増加（60 日

ピーク）、輸精管の縮小、精子形成細胞の壊死、精巣上体上皮剥離（45 日）、

前立腺の石灰化（60 日） 
なお、Ⅱ群と比べ、Ⅲ群で検査した全ての項目の改善が認められた。 
Moselhy らは、塩化アルミニウムの投与により生殖機能に影響が認められるが、

ショウガの投与により改善するものと考察している。（参照 １３３） 
 
本委員会としては、本試験については病理組織学的所見の結果や、投与物質の

形態など詳細が不明な点があることから、評価の対象としなかった。 
 
ｂ．ウサギ 3 か月間経口投与試験（Abd-Elghaffar ら（2005）（JECFA（2012）で

引用）） 
ウサギ（雄、各群 10 匹、対照群 5 匹）に塩化アルミニウムを表 66 のような

投与群を設定して、3 か月間飲水投与する試験が実施されている。その他、塩化

アルミニウム投与後又は併行してメラトニン（10 mg/kg 体重）を皮下投与する

群が設定されている。なお食餌のアルミニウム量は報告されていない。 
 
表 66 用量設定 
用量設定 0（対照群）、20 mg/L 
mg/日換算 0（対照群）、約 5～6.6 mg/日 
mg/kg 体重/日（アルミ

ニウム換算）4 
0（対照群）、約 1～1.3 mg/kg 体重/日 

 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・投与群：大脳皮質及び海馬の大部分のニューロンにおける明白な萎縮、神経

                                            
39 塩化アルミニウムとしての投与量か、アルミニウムとしての投与量か、不明である。 
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周囲浮腫、血管周囲浮腫及び血管外膜細胞の増殖、神経細胞ニッスル小体消

失、アポトーシスを生じた神経細胞の核の出現、神経原線維構造の出現、シ

ュワン細胞の変性、ミエリン鞘の空胞化、脈絡叢上皮における好銀性封入体

の高頻度な発現、大脳における脂質過酸化産物量の増加と SOD 活性の低下

（これらの影響は、抗酸化剤でラジカル捕捉剤であるメラトニンの併用投与

群で非投与群と比べて抑制されていた。）（参照２２、１３４） 
 
本委員会としては、本試験の結果について、病理組織学的所見に関する信頼性

が乏しいと考えられることから、評価の対象としなかった。 
 
（７）一般薬理試験 
① 硫酸アルミニウムアンモニウム 

硫酸アルミニウムアンモニウムの一般薬理試験に関する知見は認められなか

った。 
 

② 硫酸アルミニウムカリウム 
硫酸アルミニウムカリウムの一般薬理試験に関する知見は認められなかった。 
 

③ その他のアルミニウム塩 
ａ．ニワトリ十二指腸上皮細胞及びラット薬理試験（Orihuela ら（2005a）（JECFA
（2007）で引用）） 

ニワトリの十二指腸上皮細胞に乳酸アルミニウムを添加し、1 時間インキュベ

ートする試験が実施されている。 
その結果、乳酸アルミニウム（100 μmol/L）存在下で、十二指腸上皮細胞にお

けるカルシウム取込み量の減少と親和定数（Km）の低下が認められ、アルミニ

ウムを除去しても回復しなかった。また、乳酸アルミニウム（0～150 μmol/L）
の添加により、45Ca の取込みは濃度依存的に約 50％減少した。このアルミニウ

ムのカルシウム取込みに与える影響に対して、カルシウムチャネル活性剤である

A23187 とカプサイシンは作用しなかった。 
また、同報告において、成獣 Wistar ラット（雄）に塩化アルミニウム（アル

ミニウムとして 50 mg/kg 体重）、還元型グルタチオン（GSH）（5 又は 10 mmol/kg
体重）及びブチオニンスルホキシミン（2 mmol/kg 体重）を強制経口投与する試

験が実施されている。 
その結果、小腸におけるアルミニウム含有量について、全ての塩化アルミニウ

ム投与群で増加が認められた。また、小腸におけるカルシウムの吸収について、

全ての塩化アルミニウム投与群で、投与終了 24 時間後で減少が認められたが、

塩化アルミニウムと GSH10 mmol/kg 体重併用投与群で、投与終了 7 日後で、減

少の抑制が認められた。また、ブチオニンスルホキシミンの投与により、小腸の
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カルシウム吸収に減少が認められたが、対照群と比較して、塩化アルミニウム投

与群でより大きな減少が認められた。（参照１９、１３５） 
 
ｂ．ラット薬理試験 （El-Demerdash（2004））（JECFA（2007）で引用） 

SD ラット（雄 7 匹）に塩化アルミニウム（34 mg/kg 体重/回 40,41,42）を 1 日

おきに 30 日間経口投与する試験が実施されている。 
その結果、投与群で血漿、肝臓、脳、精巣及び腎臓におけるチオバルビツール

酸反応性物質（TBARS）43の増加並びに血漿、肝臓、精巣及び腎臓におけるグル

タチオン S-トランスフェラーゼ（GST）活性やスルフヒドリル基レベルの減少が

認められ、アミノトランスフェラーゼの、肝臓や精巣における減少及び血漿にお

ける増加が認められた。 
また、上記の試験の投与群にビタミン E（100 mg/kg 体重）又はセレン（200 

μg/kg 体重）を併せて投与する試験が実施されている。 
その結果、塩化アルミニウムの投与により認められた影響の減少が認められ

た。（参照１９、１３６） 
 

ｃ．ラット薬理試験（Orihuela ら（2005b）（JECFA（2007）で引用） 
Wistar ラット（雄）に塩化アルミニウム（30、60、120 又は 200 mg/kg 体重

/日 41）を 7 日間強制経口投与する試験が実施されている。なお、データは提供さ

れていないが、食餌や飲料水からのアルミニウムの摂取については無視できる量

であるとされている。 
その結果、以下のような所見が認められた。 
・30 mg/kg 体重/日以上投与群：小腸の GSH 量の用量依存的な現象（60 mg/kg

体重 /日以上投与群で有意）、グルタチオンの酸化型／還元型の比

（GSSG/GSH）の増加（200 mg/kg 体重/日投与群で有意） 
・60 mg/kg 体重/日以上投与群：グルタチオン合成酵素の活性の低下 
・120 mg/kg 体重/日以上投与群：グルタチオンレダクターゼの活性の低下 
 
また、GST 活性については、わずかな変化しか認められなかった。 
Orihuela らは、小腸における GSH の減少とカルシウムの吸収量減少との間に

は正の直線的相関が認められ、いずれもアルミニウムの影響によるものと考察し

ている。（参照１９、１３７） 
 

ｄ．ラット薬理試験 （Kaur & Gill（2005））（JECFA（2007）で引用） 
Wistar ラット（各群雄 6 匹）に乳酸アルミニウム（アルミニウムとして 0 又

                                            
40 ラットにアルミニウムを経口投与した場合の LD50の 1/25 であるとされている。 
41 アルミニウムとしての投与量か、塩化アルミニウムとしての投与量か、不明である。 
42 食餌に含まれるアルミニウム量についての報告はなされていない。 
43 通常、MDA 量として測定される。 
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は 10 mg/kg 体重/日 42）を 12 週間強制経口投与する試験が実施されている。 
その結果、神経前終末部におけるカルシウム量の増加、Ca2+ ATPase 活性の低

下、カルシウム取込みの増加及び脳におけるカルパイン活性の亢進が認められた。 
Kaur & Gill はカルシウム恒常性の変化が示唆されたと考察している。（参照１

９、１３８） 
 

ｅ．ラット薬理試験 （Sharma & Mishra（2006）再掲（p28））（JECFA（2012）
で引用） 
妊娠ラット（各群 8 匹）及び授乳 Wistar ラット（各群 5 匹）に塩化アルミニ

ウム（アルミニウムとして 0 又は 70 mg/kg 体重/日）を妊娠後 16 日間又は分娩

後 16 日間経口投与する試験が実施されている。 
その結果、母動物、胎児及び児動物の脳で、GSH、グルタチオンレダクターゼ、

GPx、カタラーゼ、SOD 及びアセチルコリンエステラーゼの減少並びに TBARS
及び GST の増加が認められた。 

Sharma & Mishra は、これらの変化は酸化ストレスを受けていることを示唆

していると考察している。（参照２２、５６） 
 

ｆ．ウサギ薬理試験 （Abd-Elghaffar ら（2005）再掲（p79））（JECFA（2012）
で引用） 
ウサギ（各群雄 10 匹）に塩化アルミニウム（20 mg/L）を 3 か月間飲水投与

する試験及び飲水投与と併せてメラトニン（抗酸化剤、フリーラジカル消去剤）

を 15 日間皮下注射投与する試験が実施されている。なお、摂水量に基づき、塩

化アルミニウムの摂取量は 5～6.6 mg/日（アルミニウムとして約 1～1.3 mg/kg
体重/日）と推定されている。餌中のアルミニウム濃度は報告されていない。 
その結果、塩化アルミニウム単独投与群では、脳内の MDA、4-ヒドロキシア

ルケナール（脂質過酸化を示す指標）濃度の増加及び SOD 活性の減少が認めら

れたが、メラトニン投与群では、これらの変化は抑制された。また、脳内のアル

ミニウム濃度について、塩化アルミニウム単独投与群で増加が認められたが、メ

ラトニン投与群ではこの変化は抑制された。（参照２２、１３４） 
 

ｇ．サル薬理試験 （Sarin ら（1997a））（JECFA（2007）で引用） 
アカゲザル（雄 3 匹）に乳酸アルミニウム（アルミニウムとして 25 mg /kg 体

重/回 42）を 1 日おきに 52 週間強制経口投与する試験が実施されている。 
その結果、投与群で脳における Ca2+ ATPase 活性の低下、総カルシウム含量

の増加及び脂質過酸化レベルの上昇が認められた。 
Sarin らは、アルミニウムの毒性影響は、神経機能の変異による細胞内カルシ

ウム恒常性の変化に基づくものであると示唆している。（参照１９、１３９） 
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ｈ．サル薬理試験 （Sarin ら（1997b））（JECFA（2007）で引用） 
アカゲザル（雄 3 匹）に乳酸アルミニウム（アルミニウムとして 25 mg/kg 体

重/回 42）を 1 日おきに 52 週間強制経口投与する試験が実施されている。 
その結果、投与群で脳の総脂質、糖脂質及びリン脂質の量の低下並びにリン脂

質に対するコレステロールの割合の増加が認められた。 
Sarin らは、これらの知見は膜結合の弱化を示唆しており、アルミニウム投与

に基づく脂質過酸化や脂質の低下によるものであると考察している。（参照１

９、１４０） 
 

（８）ヒトにおける知見 

硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウムのヒトにおけ

る知見は認められなかった。その他のアルミニウム塩についての知見は以下のと

おりである。 
 

① 骨への影響に関する知見 

ａ．症例報告（Neumann & Jensen（1989）、Foldes ら（1991）、Pivnick ら（1995）、
Shetty ら（1998）、Woodson（1998）（JECFA（2007）で引用）） 
腎機能は正常で、消化管疾患の治療にアルミニウムを含む制酸剤を大量に使用

した結果、骨格変化が認められた数例の大人、子ども及び幼児の症例が報告され

ている。 
JECFA（2007）は、これらの症例において、制酸剤の摂取によりリン酸塩が消

失 し 、 骨 が 変 化 す る も の と し て い る 。 （ 参 照 １

９、１４１、１４２、１４３、１４４、１４５） 
 

ｂ．症例報告（Woodson（1998）再掲（p83）（JECFA（2007）で引用）） 
消化性潰瘍と胃炎の治療のためにアルミニウム、マグネシウム水酸化物を含む

制酸剤（アルミニウムとして 6.3 g/日、総摂取量 18 kg）を 8 年間摂取し、右足

の痛みを訴えた 39 歳女性の症例が報告されている。骨生検において、骨表面に

アルミニウムの沈着が認められた。Woodson は、摂取された制酸剤は消化管でリ

ン酸と結合してリン酸の吸収を阻害し、骨軟化症の原因となったものとしている。

なお、制酸剤の摂取中止により、症状の改善が認められた。（参照１９、１４５） 
 

ｃ．症例対照研究（Hellström ら（2005）（JECFA（2012）で引用）） 
スウェーデンのウプサラにおいて股関節骨折の患者 103 例（平均年齢 82 歳：

男性 22 例、女性 81 例）及び対照群 69 例 （平均年齢 58 歳：男性 36 例、女性

33 例）について、症例対照研究が実施されている。その結果、股関節骨折の患者

の 49 例が認知症（そのうち 16 例がアルツハイマー病）であった。骨生検におい

て、各例のアルミニウム含有量は、58～13,300 ng/g（乾燥重量として）であり、
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加齢に伴う増加が認められた。また、性別及び年齢について調整を行ったアルミ

ニウム含有量では認知症患者群又は非認知症患者群と対照群とで差は認められ

なかった。アルミニウム含有量と股関節骨折のリスクとの関連は認められなかっ

た。（参照２２、１４６） 
 

ｄ．介入研究（Fewtrell ら（2009）（JECFA（2012）で引用）） 
英国のケンブリッジやノーウィッチの早産期新生児 227 例について、112 例に

Standard Aluminium (SA) solution（アルミニウムとして 45 µg/kg 体重/日）、

115 例に Low Aluminium(LA) solution（アルミニウムとして 4.0～4.5 µg/kg 体

重/日）を非経口栄養法で投与し、15 年後に骨密度等を調べる試験を実施してい

る。その結果、59 例（SA 群 26 例、LA 群 33 例）が追跡可能であった。平均ア

ルミニウム摂取量について、LA 群と比べて SA 群で高値が認められた。骨密度

について、SA 群と比べて LA 群では高い傾向が認められ、骨塩量（BMC）及び

骨面積については腰椎で有意な差が認められた。ただし、身長、体重及び腰椎骨

の面積について調整を行った腰椎 BMC では両群で差は認められなかった。

Fewtrell らは、アルミニウムのばく露量によって BMC への影響は認められない

としている。しかし、股関節の BMC について、アルミニウムばく露が中央値（55 
μg/kg 体重）未満の群と比べ、それ以上の群で低値が認められた。（参照２

２、１４７） 
 

② アルツハイマー病を含む神経疾患に関する知見 

ａ．飲料水中のアルミニウム 
（ａ）地域相関研究（Flaten（1990）（JECFA（2007）で引用）） 

ノルウェーの 193 の市町村において、飲料水中のアルミニウム濃度とアルツ

ハイマー病、パーキンソン病及び筋委縮性側索硬化症（ALS）との関連を調べ

る地域相関研究が実施されている。その結果、年齢による調整を行ったアルツ

ハイマー病による死亡の相対危険度は、飲料水中のアルミニウム濃度が 0.05 
mg/L 以下の群と比較すると、0.05～0.2 mg/L 群の男性で 1.15、女性で 1.19、
0.2 mg/L 以上の群の男性で 1.32、女性で 1.42 であった。パーキンソン病及び

ALS については、飲料水中のアルミニウム濃度による差は認められなかった。

（参照１９、１４８） 
 

（ｂ）地域相関研究（Bakar ら（2010）（JECFA（2012）で引用）） 
アルミニウム濃度の高い水源（13～16 mg/L）があるトルコ北西部の Biga 

Peninsula の 73 例と他地域（0.005～0.010 mg/L）の 164 例について、血液試

料の解析が実施されている。その結果、被験者の血清アルミニウム濃度につい

て、地域差は認められなかった。認知症スコアの分布や神経障害について、地

域差は認められなかった。（参照２２、１４９） 
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（ｃ）横断研究（Martyn ら（1989）（JECFA（2007）で引用）） 

英国の 88 地方において、40～69 歳の集団について、飲料水中のアルミニウ

ム濃度とアルツハイマー病及びてんかんとの関連を調べる横断研究が実施さ

れている。その結果、1,203 例が認知症（アルツハイマー病を含む）と診断さ

れた。アルツハイマー病の相対危険度は、飲料水中のアルミニウム濃度が 0.01 
mg/L 以下の群と比較すると、0.02 mg/L 以上の群で 1.3～1.5 であったが、用

量依存性は認められなかった。65 歳以上の患者を除き年齢による調整を行っ

て同群の比較をした相対危険度は 1.4～1.7 で、用量依存性が認められた。アル

ツハイマー病以外の認知症及びてんかんについては、飲料水中のアルミニウム

濃度による差は認められなかった。（参照１９、１５０） 
 

（ｄ）横断研究（JECFA（2007）で引用（Michel ら（1991））） 
フランスの 2,792 例について飲料水中のアルミニウム濃度とアルツハイマ

ー病との関連を調べる横断研究が実施されている。その結果、年齢、教育及び

出身地による調整を行ったアルツハイマー病の相対危険度は、飲料水中のアル

ミニウム濃度が 0.01 mg/L 上昇するごとに 1.16、0.1 mg/L 上昇するごとに

4.53（95%CI= 3.36～6.10）上昇した。（参照１９） 
 

（ｅ）横断研究（Wettstein ら（1991）（JECFA（2007）で引用）） 
スイスにおいて、飲料水のアルミニウム濃度が高い（98 μg/L）地域と低い（4 

μg/L）地域に 15 年以上居住している 800 例（81～84 歳）について横断研究が

実施されている。その結果、アルツハイマー病のテスト結果に居住地域のアル

ミニウム濃度による差は認められなかった。（参照１９、１５１） 
 
（ｆ）横断研究（Jacqmin ら（1994）（JECFA（2007）で引用）） 

フランスにおいて、男女 3,777 例（65 歳以上）について横断研究が実施され

ている。その結果、ほとんどの交絡因子で調整しても、認知障害とアルミニウ

ム濃度の関係に明らかな関連は認められなかったが、pH で調整した場合のみ

関連が認められた。（参照１９、１５２） 
 
（ｇ）症例対照研究（Neri & Hewitt（1991）（JECFA（2007）で引用）） 

カナダのオンタリオにおいて、アルツハイマー病又は初老性認知症と診断さ

れた 2,344 例（55 歳以上）、対照群 2,232 例を基に症例対照研究が実施されて

いる。その結果、オッズ比によるアルツハイマー病の相対危険度は、飲料水中

のアルミニウム濃度が 0.01 mg/L 未満群と比較すると、0.01～0.099 mg/L 群

で 1.13、0.01～0.199 mg/L 群で 1.26、0.2 mg/L 以上群で 1.46 であり、有意

な影響は認められなかった。（参照１９、１５３） 
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（ｈ）症例対照研究（Forster ら（1995）（JECFA（2007）で引用）） 

英国北部において、若年性アルツハイマー型認知症と診断された 109 例（65
歳以下）、対照群 109 例を基に症例対照研究が実施されている。その結果、飲

料水中のアルミニウム濃度、茶飲料 44の摂取及び制酸剤の使用とアルツハイマ

ー病とに関連は認められなかった。（参照１９、１５４） 
 

（ｉ）症例対照研究（Forbes ら（1995a）（JECFA（2007）で引用）） 
カナダにおいてアルツハイマー病又は初老期認知症で死亡した症例3,161例

を基に症例対照研究が実施されている。その結果、アルツハイマー病による死

亡の相対危険度は、飲料水中のアルミニウム濃度が 0.067 mg/L 以下の群と比

較すると、0.336 mg/L 以上の群で 2.42（95%CI=1.42～4.11）であった。75 歳

以上に限定して同群の比較をした相対危険度は 3.15 であった。また、同濃度

が 0.075 mg/L 以下の群と比較した 0.075 mg/L 以上の群の相対危険度、0.068 
mg/L 以下の群と比較した 0.068 mg/L 以上の群の相対危険度及び 0.085 mg/L
以下の群と比較した 0.085 mg/L 以上の群の相対危険度はいずれも 1.0 を下回

っていた。また、飲料水中のフッ化物が 0.5 mg/L 以上かつ pH が 7.96 以上の

群に限定すると、高濃度のアルミニウムによる相対危険度は低下することが認

められた。（参照１９、１５５） 
 

（ｊ）症例対照研究（McLachlan ら（1996）（JECFA（2007）で引用）） 
カナダにおいて、死亡時の病理組織学的検査における、アルツハイマー病患

者（他の疾患を伴わない 296 例、他の神経病理学的変化や臨床学的認知症を伴

う 89 例）又は対照群（死亡時の病理組織学的所見がない 125 例、アルミニウ

ムとの関連が認められていない病理組織学的変化が認められた 170 例）の分類

を基に症例対照研究が実施されている。その結果、オッズ比は、飲料水中のア

ルミニウム濃度が 100 μg/L 以上の群で 1.7（95%CI=1.2～2.5）、10 年間のア

ルミニウム摂取量で調整して同群の比較をしたオッズ比は 2.5（95%CI=1.2～
5.3）であった。（参照１９、１５６）。 
 

（ｋ）症例対照研究（Martyn ら（1997）（JECFA（2007）で引用）） 
英国においてアルツハイマー病と診断された 106 例（42～75 歳）及び対照

群（アルツハイマー病以外の認知症患者 99 例、脳腫瘍患者 226 例、その他の

疾患 441 例）を基に症例対照研究が実施されている。その結果、飲料水中のア

ルミニウム濃度とアルツハイマー病に関連は認められなかった。（参照１

９、１５７） 

                                            
44 JECFA（2007）の報告によれば、茶飲料に 0.05～1.07 mg/100 g のアルミニウムが含まれているとされてい

る。 
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（ｌ）症例対照研究（Gauthier（2000）（JECFA（2007）で引用）） 

カナダのケベックにおいて、アルツハイマー病症例 68 例及び対照群 68 例

を基に症例対照研究が実施されている。その結果、教育状況、家族のアルツハ

イマー病診断歴の有無及びアポリポタンパク質 E(ApoE)遺伝子の対立遺伝子

ε4 の有無で調整したオッズ比は、飲料水中の有機単量体アルミニウム濃度が低

い群と比べると、高い群で 2.67（95%CI=1.04～6.90）であった。（参照１

９、１５８） 
 
（ｍ）症例対照研究（Gillette-Guyonnet ら（2005）（JECFA（2007）で引用）） 

フランスにおいて、女性 7,598 例（75 歳以上）を基に症例対照研究が実施さ

れている。その結果、年齢、教育状況、収入等の交絡因子で調整を行ったとこ

ろ、認知障害と飲料水中のアルミニウム濃度に関連は認められなかった。また、

同報告において、アルツハイマー病症例 60 例、対照群 323 例を基に症例対照

研究を実施している。その結果、アルツハイマー病と飲料水中のアルミニウム

濃度に関連は認められなかった。（参照１９、１５９） 
 
（ｎ）コホート研究（Forbes ら（1992、、1994、1995b、1997）及び Forbes & 

Agwani（1994）（JECFA（2007）で引用）） 
カナダにおいて、男性 2,000 例（45 歳）について 30 年間のコホート研究が

実施されている。その結果、870 例（本人 545 例、親類 276 例、代理人 49 例）

について、精神状態や記憶力に関するアンケートの回答が得られた。回答例に

ついて、コホート内症例対照研究を行うと、精神機能障害のオッズ比は、飲料

水中のアルミニウム濃度が 0.085 mg/L 未満の群と比較すると、0.085 mg/L 以

上の群で 1.14 となり、有意な関連は認められなかった。回答者を本人に限っ

て同群の比較をしたオッズ比は、1.53（95%CI= 0.94～2.51）であり、有意な

関連は認められなかった。飲料水中のアルミニウム濃度が 0.085 mg/L 以上か

つフッ化物濃度が 0.13 mg/L 以下の群のオッズ比は、アルミニウム濃度が低く

フッ化物濃度が高い群と比較した場合は、2.72 であり、有意な関連が認められ

た。飲料水の pH が 8.05 以上であった群に限定したオッズ比は、アルミニウ

ム濃度が低い群と比較すると、高い群で 1.30（95%CI= 0.85～2.04）であり、

有意ではない関連が認められたが、pH を 7.85～8.05 又は 7.85 以下に限定し

て同群を比較したオッズ比はそれぞれ 0.68（95%CI= 0.21～2.19）、0.76
（95%CI=0.28～2.06）であり、抑制方向の有意ではない関連が認められた。

また、フッ化物、pH、濁度、シリカ、鉄、水源レベル、教育レベル、62 歳以

上の健康、45 歳以上の収入、引越し回数及び年齢で調整を行い比較したオッズ

比は、飲料水中のアルミニウム濃度が 3.14 µM/L 未満の群と比較すると、3.14 
µM/L 以上の群で 2.35（95%CI=1.32～4.18）となり、有意な関連が認められ
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た。Forbes らは、脱落者がかなりの数存在すること、精神機能のスクリーング

検査異常が認知症そのものではないこと及びその他の交絡因子による影響が

考 慮 さ れ て い な い こ と に 注 意 を 要 す る と し て い る 。（ 参 照 １

９、１６０、１６１、１６２、１６３、１６４） 
 

（ｏ）コホート研究（Rondeau ら（2000）（JECFA（2007）で引用）） 
フランス南西部の 3,777 例（65 歳以上）について、8 年間の前向きコホート

試験が実施されている。その結果、試験対象者は 2,698 例で、253 例が認知症

に、182 例がアルツハイマー病に罹患した。年齢、性別、教育状況、居住地及

びワイン摂取量で調整を行った認知症又はアルツハイマー病の相対危険度は、

飲料水中のアルミニウム濃度が 0.1 mg/L 未満の群と比べると、0.1 mg/L 以上

の群でそれぞれ 1.99（95%CI=1.20～3.28）、2.14（95%CI=1.21～3.80）であ

った。Rondeau らは、閾値の存在を示唆している。（参照１９、１６５） 
 

（ｐ）コホート研究（JECFA（2012）で引用（Boom（2008））） 
カナダ人 7,155 例について、アルツハイマー病と飲水中のアルミニウム摂取

量の関連を調査する 10 年間の追跡研究が実施されている。490 例のアルツハ

イマー病発症が認められたとされている。その結果、飲水中の高アルミニウム

とアルツハイマー病のリスクに関連が認められたが、エビデンスは曖昧なもの

だった。（参照２２） 
 

（ｑ）コホート研究（Rondeau ら（2009）（JECFA（2012）で引用）） 
フランス南西部の 2 地域（Gironde、Dordogne）において、65 歳以上の高

齢者 3,777 例について、飲水中のアルミニウム及び二酸化ケイ素の摂取量と認

知低下、認知症及びアルツハイマー病の関連を調査する 15 年間の追跡研究に

おける10年目の集団及び75歳以上の400例を基にした結果が示されている。

追跡 10 年目において、認知症と診断されておらず、飲料水からのアルミニウ

ムの一日摂取量が判明している 1,925 例は、飲水から平均 0.025 mg/日のアル

ミニウムを摂取し、そのうち 96%は水道水由来のものであった。認知機能につ

いて、0.1 mg/日以上のアルミニウムを摂取している例でそれ以下の例と比べ

低下が認められた。また、アルミニウムの摂取量と認識能の低下との関連につ

いて、認知症が進行している段階の例においてのみ認められた。また、15 年間

の追跡中に、1,677 例のうち 461 例が認知症、そのうち 364 例がアルツハイマ

ー病として診断された。認知症及びアルツハイマー病について、交絡因子につ

いて調整を行い、アルミニウムの摂取量が 0.1 mg/日未満の群と比べると、0.1 
mg/日以上の群の相対危険度はそれぞれ 2.26（95%CI: 1.00～5.07）及び 2.80
（95%CI: 1.24～6.32）で、0.1 mg/日の増加ごとの相対危険度はそれぞれ 1.28
（95%CI: 1.05～1.58）及び 1.34（95%CI: 1.09～1.65）であった。アルミニウ
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ムの摂取量ごとに 4 つの群を設定した場合、最低量摂取群と比べると、最高量

（0.1 mg/日以上）摂取群で相対危険度がそれぞれ 2.34（95%CI: 1.03～5.32）
及び 3.04（95%CI: 1.32～6.97）であり、有意であった。また、二酸化ケイ素

の摂取量 10 mg/日増加ごとの相対危険度はそれぞれ 0.89（95%CI: 0.81～0.99）
及び 0.88（95%CI=0.79～0.99）であり、逆相関が認められた。ただし、本試

験では、アルミニウム最高量摂取群の症例が 13 例、そのうち認知症患者が 6
例と症例数が少なく、また、食物からのアルミニウム摂取について考慮されて

いない。（参照２２、１６６） 
 

ｂ．食品中のアルミニウム 
（ａ）症例対照研究（Broe ら（1990）（JECFA（2007）で引用）） 

オーストラリアでアルツハイマー病と診断された 170 例及び対照群 170 例

を基に症例対照研究が実施されている。その結果、茶飲料 44の摂取とアルツハ

イマー病に関連は認められなかった。1 日に茶飲料を 4 杯以上飲むことに係る

アルツハイマー病のオッズ比は、1.42（95%CI=0.93～2.17）であった。（参照

１９、１６７） 
 

（ｂ）症例対照研究（The Canadian Study of Health and Aging（1994）（JECFA
（2007）で引用）） 
カナダにおいて、アルツハイマー病と診断された 258 例及び対照群 535 例

を基に症例対照研究が実施されている。その結果、年齢、性別、教育状況及び

居住地域で調整した茶飲料 44 の摂取とアルツハイマー病のオッズ比は、1.40
（95%CI=0.86～2.28）であり、関連は認められなかった。（参照１９、１６８） 
 

（ｃ）症例対照研究（Rogers & Simon（1999）（JECFA（2007）で引用）） 
米国のニューヨーク州において、アルツハイマー病と診断された 23 例及び

対照群 23 例を基に症例対照研究が実施されている。その結果、アルミニウム

を多く含有する食品ごとの摂取頻度とアルツハイマー病の関連は全体的に小

さく、有意でなかったが、パンケーキ等を 1 日 1 回以上摂取する群でのみアル

ツハイマー病のリスクの有意な増加が認められた。（参照１９、１６９） 
 

ｃ．制酸剤中のアルミニウム 
（ａ）症例対照研究（Flaten（2001）（JECFA（2007）で引用）） 

制酸剤の使用によるアルツハイマー病罹患への影響を調査した 13 の疫学試

験のレビューが実施されている。その結果、制酸剤の使用とアルツハイマー病

に関連は認められなかった。（参照１９、１７０） 
 

ｄ．その他 
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（ａ）症例報告（Perl ら（1982）（JECFA（2007）で引用）） 
グアムにおいて、ALS 又はパーキンソン病で死亡した 3 例及び非神経障害

で死亡した 5 例の脳内アルミニウム濃度の測定を実施している。その結果、

ALS 又はパーキンソン病で死亡した 3 例及び非神経障害で死亡した 5 例のう

ち 1 例で、その他の 4 例と比べ高いアルミニウム濃度が認められ、海馬神経に

もつれが認められた。（参照１９、１７１） 
 

（ｂ）症例報告（Owen ら（2002）（JECFA（2007）で引用）、Exley & Esiri（2006）
（JECFA（2007、2012）で引用）） 

1988 年に、英国 Camelford で水道水中のアルミニウム濃度が規制値（0.200 
mg/L）の 500～3,000 倍（最高で 620 mg/L）となったことがあり、その後 2004
年に詳細不明の神経学的症状のために死亡した Camelford の住民（58 歳）の

症例が報告されている。脳組織の検視において、散発性早期発症β-アミロイド

血管障害のまれな形態が認められた。また、わずかではあるが、皮質及び海馬

で神経原線維変化（NFT）が認められた。さらに、深刻な影響が認められた皮

質領域に高濃度のアルミニウムが認められた。（参照１９、２２、１７２、１７３） 
 

（ｃ）症例報告（Walton（2006）（JECFA（2012）で引用）） 
アルツハイマー病の患者 6 例及び非認知症の 6 例の皮質辺縁系神経のアル

ミニウムの局在を調べる試験が実施されている。その結果、全例の錘体神経細

胞には少なくとも一定量のアルミニウム蓄積が認められた。アルミニウムの蓄

積には 2 つの段階（核内アルミニウムの累進的な増加段階（しばしば、染色さ

れたアルミニウムの微小体を伴った顆粒空胞変性により付随して起こる）及び

アルミニウムを豊富に含む細胞質における NFT の形成段階）が認められた。

ヒトの神経中の NFT が細胞質のアルミニウムと結合して発達し、アルミニウ

ムはこれらの形成に関連している可能性があると示唆されている。（参照２

２、１７４） 
 

（ｄ）症例報告（Yumoto ら（2009）（JECFA（2012）で引用）） 
アルツハイマー病患者の脳の分析試験が実施されている。その結果、海馬と

側頭葉の両方について老人斑の中心のアミロイド繊維にアルミニウムの蓄積

が認められた。（参照２２、１７５） 
 

（ｅ）症例報告（Walton（2010）（JECFA（2012）で引用）） 
アルツハイマー病患者 5 例及び非認知症患者 6 例の脳から得られた海馬細

胞の分析試験が実施されている。その結果、アルツハイマー病患者全例及び非

認知症患者 3 例で、成熟型 NFT が認められた。NFT は、アルミニウム及び高

リン酸化タウタンパク質の双方に染色されるものであり、アルツハイマー病患
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者の脳においてアルミニウム及び高リン酸化タウタンパク質が共に局在する

可能性が示唆されている。（参照２２、１７６） 
 

（ｆ）症例報告（Itoh ら（2008）（JECFA（2012）で引用）） 
20 歳女性 1 例が呼吸器感染症の後、瞳孔不同及び左痙性片側不全麻痺を伴

った昏睡に陥り、緩やかに植物状態へ進行した症例が報告されている。脳撮像

において、白質で異常なシグナルが認められた。脳の生検において、ミエリン

鞘におけるアルミニウムの蓄積が認められた。アルミニウムばく露源は不明と

されている。Itoh らは、アルミニウムはトランスフェリンに結合し、乏突起膠

細胞に取り込まれる性質があることから、ミエリンはアルミニウムの毒性が認

められやすい部位であることが知られており、当該症例で認められた疾患はア

ルミニウムが原因である可能性があるとしている。（参照２２、１７７） 
 

（ｇ）症例報告（Bhattacharjeeら（2013）） 
死後経過時間の短い、アルツハイマー型認知症患者 12 例及び同年齢層の健

常者対照群 6 例を対象に、海馬に血液を供給する経路にある各動脈の動脈壁に

おけるアルミニウム蓄積量が電気加熱原子吸光分析法で調査されている。また、

肝細胞及び種々の内皮細胞、脳細胞の細胞膜におけるアルミニウムとの親和性

について調べる試験が実施されている。その結果、大動脈から後大脳動脈にか

けて、動脈壁における濃度勾配的なアルミニウム蓄積量の増加（2.5～54.2 µg/g、
湿重量）が認められた。アルツハイマー型認知症の病変が最初に現れる海馬領

域に血液を供給する後大脳動脈において、最もアルミニウム蓄積量が高く対照

群の 9 倍の蓄積が認められた。また、各細胞のアルミニウム親和性は異なり（細

胞膜のアルミニウム濃度で 1.1～104 µg/g、湿重量）、脳微小血管内皮細胞、

脳皮質神経細胞及び大型錐体細胞において、高い親和性が認められた。（参

照 １７８） 
 

（ｈ）症例報告（Mirzaら（2017）） 
検死により家族型アルツハイマー病と診断された患者 12 例（女性 7 例、男

性 5 例）について、原子吸光分析法により脳（前頭葉、頭頂葉、側頭葉及び後

頭葉）の各皮質中のアルミニウム量が測定され、また、これらの患者のうち 6
例（女性 3 例、男性 3 例）について、蛍光顕微鏡を用いて、脳の各皮質内のア

ルミニウムの観察が行われている。その結果、患者脳の各部位のアルミニウム

量は 0.01～35.65 µg/g（乾燥重量）であり、患者 5 例（女性 4 例、男性 1 例）

で 10 µg/g（乾燥重量）を超える部位があった。患者脳全体の平均アルミニウ

ム量は 0.34～6.55 µg/g（乾燥重量）であった。また、蛍光顕微鏡での観察を行

った 6 例全て（脳全体の平均アルミニウム量が最も低かった患者と最も高かっ

た患者を含む。）で脳組織中にアルミニウムの沈着があり、アミロイドβタン
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パク質との共局在も観察された。Mirza らは、家族性アルツハイマー型認知症

患者の脳組織中では、アミロイドβタンパク質がアルミニウムを脳内に保持、

蓄積させている可能性が示唆されているとしている。（参照 １７９） 
 

（ｉ）横断研究（Guo ら（2009）（JECFA（2012）で引用）） 
透析患者 45 例（認知症患者 20 例及び非認知症患者 25 例。認知症患者のう

ち 11 例、非認知症患者のうち 13 例は水酸化アルミニウムの投与を受けてい

る。）について、横断研究が実施されている。その結果、血中アルミニウム濃度

について、透析患者のうち、非認知症患者群と比べて認知症患者群で高値が認

められ、対照群と比べて透析患者の両群で高値が認められた。また、血中のミ

ネラル濃度について、非認知症患者群と比べて認知症患者群で銅及びマグネシ

ウムの高値並びに亜鉛の低値が認められた。さらに、認知症患者では、脂質の

過酸化指標である MDA 濃度について、非認知症患者群と比べて認知症患者群

で増加が認められた。（参照２２、１８０） 
 

（ｊ）症例対照研究（Bergomi ら（2002）（JECFA（2007）で引用）） 
イタリアにおいて、ALS と診断された 22 例（女性 10 例、男性 12 例）、対

照群 40 例（女性 18 例、男性 22 例）を基に症例対照研究が実施されている。

その結果、足指の爪に含まれるアルミニウム量と ALS に関連は認められなか

った。（参照１９、１８１） 
 

（ｋ）介入研究（Molloy ら（2007）（JECFA（2012）で引用）） 
アルツハイマー病又は他の認知症の可能性があると診断された患者 16 例、

患者年齢に対応した対照群 17 例及び若年ボランティア 10 例について、プラ

セボ摂取群又は水酸化アルミニウム（血中濃度が 50～150 μg/L となるよう調

整された量）摂取群へ 3 日間連続投与の後、3 週間の排出期間を経て、更に 3
日間投与させる二重盲検法による無作為割付け臨床試験が実施されている。そ

の結果、55 例中 38 例で試験が完了した。神経心理学的試験において、グルー

プ間及び個人間でのスコアの変化は認められなかった。投与開始 3 日目、投与

90 分後の血中アルミニウム平均濃度は 294 μg/L（95%CI: 181～407 μg/L）で、

被験者の 1/4 が目標範囲（50～150 μg/L）であり、66%が目標範囲以上であっ

た。短期間ばく露後の血清アルミニウム濃度が上昇した例があったが、神経心

理学的影響は認められなかった。認知症と関連がある血中アルミニウム濃度は

60～200 μg/L とされているところ、幾つかの症例でこの濃度が超過していた。

（参照２２、１８２） 
 

③ 透析脳症症候群（DES）に関する知見 
ａ．症例報告（JECFA（2007）） 
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透析治療により言語障害、羽ばたき振戦、間代性筋けいれん、局所けいれん及

び異常な脳波図が認められ、昏睡や死に至る症状（透析脳症症候群（DES））が

認められることがあり、アルミニウムばく露が原因の一つと考えられているとさ

れている。また、DES 患者の血液、骨、筋肉及び脳組織にアルミニウム濃度の増

加が認められたとされている。（参照１９） 
 

ｂ．症例報告（Parkinson ら（1979、1981）及び Platts ら（1977）（JECFA（2007）
で引用）） 
アルミニウム濃度が 50 μg/L 以下の水を透析に用いていた地域では、DES が

ほとんど認められなかった。また、英国トレント地方で透析により脳障害が認め

られた患者は、アルミニウム濃度が平均 328μg/L の水を透析に用いており、骨折

が認められた患者の透析に用いられた水では平均 160 μg/L、特に障害が認めら

れなかった患者の透析に用いられた水では平均 80 μg/L であった。（参照１

９、１８３、１８４、１８５） 
 

ｃ．症例報告（Parkinson ら（1981）及び Kerr ら（1992）（JECFA（2007）で引

用）） 
透析液に用いられる水に含まれるアルミニウムの濃度が 200 μg/L 以上である

とき、DES の原因となる可能性がある。また、不適切な処理によって、汚染され

た透析液により DES が発症し、透析に用いる水にろ過、軟化、炭素吸着、逆浸

透、脱イオン等の処理を行うことにより、DES の発症を低減させる可能性が示唆

されている。（参照１９、１８４、１８６） 
 

ｄ．症例報告（Kerr ら（1992）、 Starkey（1987）及び Drüeke（2002）（JECFA
（2007）で引用）） 
慢性腎障害患者がアルミニウム中毒となる原因について考察している。その原

因は、1）血液透析、腹膜透析、血液ろ過及び静脈注射において汚染した液体に大

量ばく露すること、2）リン酸結合体として日常的にアルミニウムをグラム単位

で摂取すること、3）腎臓のアルミニウム排泄経路が障害を受けること、4）尿毒

症により腸管からのアルミニウム吸収が増加すること、としている。また、透析

治療を行っている慢性腎障害患者に、DES に加え、骨軟化症、骨外性石灰化、小

球性貧血及び心停止等といったアルミニウムと関連すると考えられる障害が認

められているとしている。（参照１９、１８６、１８７、１８８） 
 

④ 職業ばく露による影響に関する知見 

ａ．メタアナリシス（Meyer-Baron ら（2007）（JECFA（2012）で引用）） 
溶接、溶錬又は電気分解からのアルミニウムばく露に関する計 9研究（449例）

及び 315 件の関連論文をまとめた、アルミニウムの職業ばく露と認知能力及び運
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動能力との関連性に関するメタアナリシスが実施されている。その結果、平均の

尿中アルミニウム濃度の幅は 13～133 mg/L、平均ばく露年数は 4.7～19.2 年で

あった。ばく露群で運動能力の低下傾向が認められたが、digital symbol test で
のみ有意な影響が認められた。Meyer-Baron らは、有意な影響が認められた試験

について、偶然の可能性があるとしている。また、アルミニウムの尿中濃度につ

いて負の関連が認められた。（参照２２、１８９） 
 

ｂ．コホート研究（Kiesswetter ら（2007、2009）（JECFA（2012）で引用）） 
電車やトラック工場でアルミニウムの溶接に従事する 44 例と対照群として同

じ企業の 37 例の従業員に基づく 4 年間のコホート研究、及び自動車工場でアル

ミニウムの溶接に従事する 97 例と対照群としてアルミニウムにばく露しない組

立工 50 例に基づく 4 年間のコホート研究が実施されている。その結果、4 年間

の試験期間においてアルミニウムばく露労働者と対照群との間に有意な影響は

認められなかった。（参照２２、１９０、１９１） 
 

ｃ．症例対照研究（Sakr ら（2010）（JECFA（2012）で引用）） 
北米のアルミニウム製錬（精錬）工場の検査室で働く女性で好ましくない妊娠・

出産への影響が報告された。この影響が工場における何らかの職業ばく露と関連

するかどうかの確認のための横断研究が実施されている。 
対象は製錬工場に働くすべての人（730 名）で、職業歴と出産歴等に関する情

報が収集された。回答率は 85％で、そのうち、一回以上の妊娠について回答した

女性 76 名・男性 343 名（男性の場合は配偶者）の妊娠結果（919 件）について、

職業に就く前と就いた後の流産、早産、先天異常のオッズ比が分析された。職種

（生産現場、検査室、事務（管理）部門）別に、人口統計学的な特性のほかに妊

娠中の健康状態（高血圧・糖尿病・妊娠中毒症・甲状腺機能異常・全身性エリト

マトーデス）、喫煙、飲酒等の交絡要因を共変量として含めて多変量ロジスティ

ック回帰で分析された。 
その結果、女性が検査室で勤務することは先天異常の増加と有意な関連があっ

た（オッズ比＝7.89、95%CI：1.16～53.77）。先天異常は、筋骨格系・腎・染色

体で一定の傾向は無かった。勤務している男性の配偶者の妊娠では、生産現場で

は早産が有意に多かった（オッズ比＝2.85、95%CI：1.25～6.49）。また、共変量

では配偶者の妊娠中の健康状態は早産（オッズ比＝3.62、95%CI：1.50～8.70）
と、配偶者の妊娠中の飲酒は流産（オッズ比＝3.24、95%CI：1.07～9.84）と有

意に関連した。 
職場（生産現場と検査室）の環境測定も、アルミニウムに加え、他の金属類、

フッ素化合物、石綿、アンモニア、一酸化炭素、コールタールピッチからの蒸発

物、二酸化硫黄、電磁場等について行われた。その結果は、American Conference 
of Governmental Industrial Hygienists の許容濃度値に比較してかなり低値で
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あった。アルミニウムでは、中央値 1.1、平均値 2.8226（0.073～8.3）mg/m3で

中央値・平均値ともに許容濃度値（10 mg/m3）より低値であった。また、フッ化

物ガス（フッ化水素として測定）も中央値 0.02、平均値 0.1066（0.001～2.639）
mg/m3で中央値・平均値ともに許容濃度値（0.4 mg/m3）より低値であった。 

Sakr らは、検査室で働く女性に先天異常を伴う出産が多かったのは、調査の

きっかけとなった報告に一致しているが、先天異常が多様であることや他の悪影

響が認められないこと、さらには環境測定の結果等から、何らかの職業ばく露が

影響しているとは考えられないとしている。（参照２２、１９２） 
 
⑤ その他 
ａ．死亡率についてのコホート研究（Owen ら（2002）（再掲 p90）（JECFA（2007）
で引用）） 
イギリスの Camelford において、アルミニウム汚染のあった地域（11,114 例）

と汚染されていない地域（5,359 例）とで死亡率が比較されている。その結果、

標準化死亡比は、汚染されていない地域と比べて、汚染された地域で 1.08
（95%CI=0.97～1.21）であり、汚染の有無と死亡に関連は認められなかった。

（参照１９、１７２） 
 
ｂ．中枢神経系組織におけるアルミニウム濃度（Ejima ら（1996）） 

Ejima らによれば、非神経疾患で死亡し、又は事故死した 9 名の脳及び 4 名の

脊髄について、誘導結合プラズマ質量分析法（ICP-MS）を用いて、中枢神経系

組織中の 16 種類の微量元素の分析が行われている。アルミニウムへのマトリッ

クス干渉をロジウムにより補正した結果、前頭葉皮質、前頭葉白質、小脳、脊髄

前角、脊髄後角、脊髄側索及び脊髄後索における平均アルミニウム量は、それぞ

れ、1.08、1.34、1.16 、0.95、1.00、1.09 及び 1.15 µg/g 湿重量であった。（参

照 １９３） 
 

⑥ ヒトにおける知見のまとめ 

JECFA（2007）では、飲料水中のアルミニウムの摂取とアルツハイマー病との

関連について、研究によって一致性がないとしている。また、これらのいずれの

研究も、重要な交絡因子となり得る食事中のアルミニウム量を考慮しておらず、

ほとんどの研究が住宅の水道水中のアルミニウム濃度をばく露指標としており、

ボトル入りの飲料水をばく露指標とする研究が１つあった。 
食事中のアルミニウムの摂取と神経症状との相関についての知見は少なく、ア

ルツハイマー病を評価する症例対照研究は試行的なもので、これらから得られる

情報は確立したものではないと考えられるとしている。アルミニウムを含有する

制酸剤の使用についての研究は、用量の情報がなく、神経症状との関連を示さな

いとしている。腎機能が健常なヒトについて、頻繁な制酸剤の服用による骨格の
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変化の症例報告が少数存在する。 
以上から、リスク評価に耐え得る重要な疫学の知見は存在しないと結論付けて

いる。 
 
JECFA（2012）では、飲料水又は制酸剤中のアルミニウムによる神経毒性を扱

った研究について、認知症やアルツハイマー病との関連を示すものがある一方、

神経心理的な影響がないことを示すものもあり、結論は得られないとしている。

また、これらのいずれの研究も、食事中のアルミニウム量を考慮していないとし

ている。アルミニウムとアルツハイマー病で見られる神経病理学的特徴とが、脳

において同時に観察された例があったものの、アルミニウムとアルツハイマー病

との因果関係を示すものではないとしている。また、アルミニウムへの職業ばく

露は、認知機能、運動機能及び生殖機能に影響するとは考えられないとしている。

近年の研究は、飲料水中のアルミニウムとアルツハイマー病との間の正の関連を

完全には否定しないものの、利用可能な情報は一致性がなく、因果関係のある関

連を裏付けないとしている。非経口栄養法でアルミニウムにばく露した新生児は、

青年期に腰椎及び寛骨が小さくなるが、高齢者では、骨中のアルミニウム量と股

関節骨折のリスクの上昇とは関連がないとしている。食事中のアルミニウムへの

ばく露による影響についての知見からは、情報が得られなかったとしている。 
これらの制約を踏まえると、リスク評価に耐え得る重要な疫学の知見は存在し

ないと結論付けている。 
 
EFSA（2008）では、ヒトでのアルミニウムによる神経毒性は、十分に精製さ

れていない水を使用した透析患者で確認されており、したがって、患者は経口以

外の経路で高濃度のアルミニウムにばく露したとしている。また、アルミニウム

のアルツハイマー病への関与及び他の神経変性疾患との関連が示唆されている

が、これらの仮説は確立されたものではないとしている。利用可能な科学データ

に基づき、食事経由のアルミニウムへのばく露は、アルツハイマー病の発症リス

クになるとは考えられないとしている。 
 
本委員会としては、次のように考えた。 
アルミニウムの摂取との関連が報告されている症状として、骨への影響、アル

ツハイマー病を含む神経疾患及び DES が挙げられる。ただし、DES は経口以外

の経路によるアルミニウムの摂取によるものである。 
骨への影響については、大量の制酸剤を投与した場合の消化管でのリン酸の吸

収阻害による影響や、新生児において非経口栄養法でアルミニウムを摂取した場

合の影響を示唆する研究報告が存在する。また、高齢者における、骨中のアルミ

ニウム量と股関節骨折のリスクとの関連はないとする研究報告もある。これらを

踏まえると、食事経由のアルミニウムの摂取と骨への影響との間に因果関係あり
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とする十分な根拠はないと判断した。 
アルツハイマー病を含む神経疾患については、2011 年の JECFA の評価以降

に報告された症例報告も含めて検討したが、これまでの疫学研究の結果において

は、一部の研究がアルミニウムの摂取とアルツハイマー病との関連を示唆する一

方で、関連なしとする研究も複数あり、一致性がない。また、いずれの研究にお

いても、摂取経路としては、飲水、食品及び薬剤がそれぞれ単独で検討されてい

るが、他の経路による摂取が考慮されておらず、生物学的メカニズムも明らかで

ない。これらを踏まえると、食事経由のアルミニウムの摂取とアルツハイマー病

を含む神経疾患との間に、因果関係ありとする十分な根拠はないと判断した。 
以上から、ヒトの知見からは、食事経由のアルミニウムの摂取に係る安全性の

懸念を示す根拠はないと判断した。 
 

Ⅲ．一日摂取量の推計等 

一日摂取量の推計等においては、アルミニウムの摂取量について評価することと

した。 

１．我が国における摂取量 
要請者は、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウム（以下

Ⅲ．において「ミョウバン」という。）の使用基準改正前の現在の食品由来のアル

ミニウム摂取量及びミョウバンの使用基準改正後の食品等由来のアルミニウム摂

取量について推計している。 
 
（１）ミョウバンの使用基準改正前の食品由来アルミニウム摂取量 
① マーケットバスケット方式による加工食品及び未加工食品由来の摂取量の推

計 
平成 23～24 年度のマーケットバスケット方式による一日摂取量調査の結果、

加工食品由来及び未加工食品由来のアルミニウムの推定一日摂取量は、表 67 の

とおりである。 
なお、アルミニウム摂取量への寄与率の高かった食品群（加工食品 1、2、6 群）

に含まれる個別食品について分析した結果、アルミニウム含量が高い食品は、2
群の天ぷら粉（222 mg/kg）、菓子パン（156 mg/kg）、あんまん（59.2 mg/kg）、
肉まん（57.5 mg/kg）、6 群の蒸し饅頭（172 mg/kg）、ケーキドーナツ（258 mg/kg）
等であった。 

 
表 67 食品群別、年齢層別のアルミニウムの一日摂取量の推定（mg/人/日） 

年齢層  食品群 総摂 
取量 1 群 2 群 3 群 4 群 5 群 6 群 7 群 

調味嗜

好飲料 
穀類 イモ類・ 

豆類・ 
魚介類・ 
肉類・ 

油脂類・ 
乳類 

砂糖類 
菓子類 

果実類 
野菜類 

 815 



 

 98 

種実類 卵類 海藻類 
小児 

(1-6 歳) 
未加工食品 45 ―46 0.027 0.018 0.041 ―46 ―46 0.082 0.168 
加工食品 47 0.226 0.557 0.075 0.012 0.090 0.830 0.013 1.801 

合計 0.226 0.583 0.093 0.053 0.090 0.830 0.094 1.969 
学童 

(7-14 歳) 
未加工食品 45 ―46 0.054 0.031 0.055 ―46 ―46 0.171 0.311 
加工食品 47 0.350 0.735 0.105 0.015 0.097 0.698 0.024 2.023 

合計 0.350 0.789 0.135 0.070 0.097 0.698 0.195 2.335 
青年 

(15-19 歳) 
未加工食品 45 ―46 0.065 0.023 0.091 ―46 ―46 0.171 0.350 
加工食品 47 0.491 0.998 0.103 0.027 0.095 0.749 0.031 2.494 

合計 0.491 1.062 0.127 0.118 0.095 0.749 0.202 2.844 
成人 

(20 歳以上) 
未加工食品 45 ―46 0.068 0.022 0.059 ―46 ―46 0.220 0.370 
加工食品 47 0.697 0.592 0.144 0.017 0.030 0.572 0.108 2.160 

合計 0.697 0.660 0.166 0.077 0.030 0.572 0.328 2.530 
 

加工食品及び未加工食品由来のアルミニウムの推定一日摂取量は、小児、学童、

青年及び成人それぞれ、1.969 mg/人/日、2.335 mg/人/日、2.844 mg/人/日及び

2.530 mg/人/日であり、この値から、平均体重（小児 16.0 kg、学童 36.5 kg、青

年 56.5 kg 及び成人 58.6 kg）を用いて体重 1 kg 当たりの週間摂取量に換算する

と、小児 0.863 mg/kg 体重/週、学童 0.448 mg/kg 体重/週、青年 0.352 mg/kg 体

重/週及び成人 0.302 mg/kg 体重/週となり、全ての年齢層において JECFA（2012）
の設定した PTWI 2 mg/kg 体重/週を下回っていた。PTWI 比は小児>学童>青年

>成人の順で高かった。（参照８、１９４、１９５） 
 
② 加工食品中のアルミニウム含有量調査（荻本ら（2012）） 

平成 21 年度にアルミニウム含有食品添加物を使用した食品（菓子・パン類、

小麦粉調整品、野菜加工食品、海産物、即席めん、春雨、大豆及び大豆加工品）

を購入し、計 105 試料について、アルミニウム含有量の測定を行った。 
その結果、5 試料（蒸しパン、パウンドケーキ、スコーンミックス、ホットケ

ーキミックス及び塩くらげ各 1 試料）について、体重 16 kg の 3～5 歳児が週 1
回喫食すると、アルミニウムの摂取量が1.13～1.34 mg/kg体重/週となり、JECFA
が 2006 年に設定した PTWI（1 mg/kg 体重/週）を超えるものがあった。（参

照 １９６） 
 
③ 生産流通量調査に基づく摂取量の推計 

「平成 25 年度 食品添加物の生産量統計調査を基にした摂取量の推定に関わ

                                            
45 未加工食品群試料から推定されたアルミニウムの一日摂取量。 
46 対象となる食品がなかったため今回の調査では摂取量推計を実施していない。 
47 加工食品群試料から推定されたアルミニウムの一日摂取量。 
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る研究 その 1 指定添加物品目」報告書及び「平成 28 年度 生産量統計調査

を基にした食品添加物摂取量の推定に関わる研究 その 1 指定添加物品目」報

告書によれば、食品添加物の生産流通量調査に基づくミョウバン由来のアルミニ

ウム摂取量は表 68 のとおりである。（参照７、１９７、１９８、１９９） 
 

表 68 生産流通量調査によるミョウバン由来のアルミニウム摂取量 
  平成 25 年度報告 平成 28 年度報告 

  
硫酸アルミ

ニウムアン

モニウム 

硫酸アルミ

ニウムカリ

ウム 

硫酸アルミ

ニウムアン

モニウム 

硫酸アルミ

ニウムカリ

ウム 
一日摂取量 48（ア

ルミニウムとし

て）（mg/人/日） 
0.34 4.05 0.27  3.24  

合 計（mg/人/
日） 

4.39 3.51 

PTWI 比（%）49 27.9 22.3 
    
④ 陰膳サンプルを用いた分析調査（一般財団法人日本食品分析センター（2014）） 

環境省の実施した「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人への蓄積量調

査」における陰膳調査で採取した食事試料を用いて、我が国における食事からの

アルミニウムばく露量の調査が行われた。 
その結果、949 試料を用いたアルミニウムの一週間当たりの摂取量の算術平均

値は 0.459 mg/kg 体重/週、幾何平均値は 0.265 mg/kg 体重/週、95 パーセンタイ

ル値は 1.42 mg/kg 体重/週であり、JECFA（2012）の設定した PTWI 2 mg/kg 体

重/週を下回っていた。（参照 ２００） 
 

⑤ アルミニウムの高摂取者の摂取量推計（厚生労働省（2013）） 

上述（p97）の平成 23～24 年度の加工食品及び未加工食品由来のアルミニウ

ムの摂取量に関するマーケットバスケット調査において、喫食量の割合に応じて

調整されたアルミニウム含有量が食品群ごとに示されている。これに、1 日の個

人の摂取量データにおける各食品群の摂取量を乗じ、個人ごとのアルミニウム摂

取量を算出し、個別の体重で除し、7（日）を乗じることで、アルミニウム摂取量

                                            
48 要請者によれば、硫酸アルミニウムアンモニウム 及び硫酸アルミニウムカリウムの純食品向け出荷量は、平成

25 年度報告では 200,000 kg 及び 2,480,000 kg、平成 28 年度報告では 172,000 kg 及び 1,972,930 kg とされて

いる。これらの値を基に、業界団体（全国ミョウバン工業会、日本無機薬品協会）による使用量報告等を考慮に

入れた査定量から、漬物の漬け液など使用後除去されるものを除き、食品廃棄率 20％を補正・乾燥物に換算し、

当時の総人口（平成 25 年度報告では 128,000,000 人、平成 28 年度報告では 127,000,000 人）及び 365 日で除

し、硫酸アルミニウムアンモニウムのアルミニウム含量比 0.114 又は硫酸アルミニウムカリウムのアルミニウム

含量比 0.104 を用いて算出されている。 
49 JECFA （2012）の PTWI（2 mg/kg 体重/週）に対する割合（国民全体の平均体重 55.1 kg として。）。 
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のパーセンタイル値を求めた。 
その結果、小児、学童、青年及び成人における、加工食品からのアルミニウム

の一週間当たりの摂取量の 90 パーセンタイル値及び 95 パーセンタイル値は表 
69 のとおりであった。また、小児における 50 パーセンタイル値は 0.618 mg/kg
体重/週、90 パーセンタイル値は 1.614 mg/kg 体重/週、95 パーセンタイル値は

2.027 mg/kg 体重/週であり、50 及び 90 パーセンタイル値では JECFA（2012）
の設定した PTWI（2 mg/kg 体重/週）を下回っていたが、95 パーセンタイル値

では上回っていた。（参照８、１９５） 
 
表 69 アルミニウムの週間摂取量のパーセンタイル値 
 90 パーセンタイル 

（mg/kg 体重/週） 
95 パーセンタイル 
（mg/kg 体重/週） 

小児 
(1-6 歳) 

1.614（81%） 2.027（101%） 

学童 
(7-14 歳) 

0.782（39%） 0.975（49%） 

青年 
(15-19 歳) 

0.632（32%） 0.802（40%） 

成人 
(20 歳以上) 

0.498（25%） 0.612（31%） 

※カッコ内は JECFA （2012）の PTWI（2 mg/kg 体重/週）に対する割合 

 
（２）ミョウバンの使用基準改正後の食品等由来アルミニウム摂取量 

要請者は、ミョウバンの使用基準改正後のアルミニウム摂取量について、ミョウ

バンの使用基準改正の対象となる加工食品（パン及び菓子）及びその他の加工食品

由来の摂取量（①及び②）、一部の着色料等のミョウバン以外のアルミニウム含有

添加物（ろ過助剤を除く。）を使用した加工食品由来の摂取量（③）、ろ過助剤由来

の摂取量（④）、未加工食品由来の摂取量（⑤）、アルミニウム製食品容器包材由来

の間接的な摂取量（⑥）及び飲料水（水道水）由来の摂取量（⑦）を併せて推計し

ている。 
 
① 加工食品（パン及び菓子）にミョウバンを使用した場合の摂取量の推計 

ミョウバンを使用基準改正案（アルミニウムとして、パン及び菓子にあっては

その１kg につき 0.1 g 以下）に基づいてパン及び菓子に使用した場合のミョウ

バン由来のアルミニウム摂取量について、食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

に基づき、小児（1～6 歳）及び国民全体について推計した推定摂取量は、表 70
のとおりである。なお、使用濃度はいずれの食品においても 100 ppm として推

計している。（参照 ２０１） 
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表 70 パン及び菓子へのミョウバン使用によるアルミニウム摂取量の推定 

食品分類 食品名 

小児 50 国民全体 51 
平均 
喫食量 

アルミ 
摂取量 

平均 
喫食量 

アルミ 
摂取量 

(g/人/
日) 

(mg/人/
週) 

(g/人/日) 
(mg/人/
週) 

その他の小麦加工

品 
ピザクラスト 0.618  0.433  0.500  0.350  

和菓子類 今川焼 0.546  0.382  0.541  0.379  
和菓子類 カステラ 0.825  0.578  1.002  0.701  
和菓子類 げっぺい 0.015  0.011  0.077  0.054  
和菓子類 タルト 0.000  0.000  0.061  0.043  
和菓子類 どら焼 0.473  0.331  0.607  0.425  
和菓子類 カステラまんじゅう 0.175  0.123  0.213  0.149  
和菓子類 くりまんじゅう 0.014  0.010  0.237  0.166  
和菓子類 蒸しまんじゅう 0.176  0.123  1.291  0.904  
中華まん あんまん 0.261  0.183  0.132  0.092  
中華まん 肉まん 0.935  0.655  0.816  0.571  
和菓子類 黒かりんとう 0.215  0.151  0.257  0.180  
和菓子類 白かりんとう 0.037  0.026  0.019  0.013  
和菓子類 炭酸せんべい 0.021  0.015  0.010  0.007  
和菓子類 巻きせんべい 0.000  0.000  0.002  0.001  
和菓子類 中華風クッキー 0.009  0.006  0.015  0.011  
ケーキ・ペストリ

ー類 
シュークリーム 0.765  0.536  1.047  0.733  

ケーキ・ペストリ

ー類 
スポンジケーキ 0.434  0.304  0.417  0.292  

ケーキ・ペストリ

ー類 
ショートケーキ 1.161  0.813  1.768  1.238  

ケーキ・ペストリ

ー類 
イーストドーナッツ 0.520  0.364  0.236  0.165  

ケーキ・ペストリ

ー類 
ケーキドーナッツ 2.032  1.422  1.005  0.704  

                                            
50 小児 1～6 歳、対象者数 1,619 人、平均年齢 3.8 歳、平均体重 16.5 kg 
51 国民全体、対象者数 40,394 人、平均年齢 45.4 歳、平均体重 55.1 kg 
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ケーキ・ペストリ

ー類 
バターケーキ 0.678  0.475  0.877  0.614  

ケーキ・ペストリ

ー類 
ホットケーキ 1.102  0.771  0.471  0.330  

ケーキ・ペストリ

ー類 
カスタードクリーム入

りワッフル 
0.243  0.170  0.268  0.188  

ケーキ・ペストリ

ー類 
ジャム入りワッフル 0.000  0.000  0.014  0.010  

ビスケット類 ウエーハース 0.172  0.120  0.057  0.040  
ビスケット類 サブレ 0.230  0.161  0.158  0.111  
ビスケット類 ソフトビスケット 1.960  1.372  1.066  0.746  
ビスケット類 プレッツエル 0.170  0.119  0.069  0.048  
キャンディー類・

その他の食品 
小麦粉あられ 0.244  0.171  0.059  0.041  

キャンディー類・

その他の食品 
コーンスナック 0.826  0.578  0.243  0.170  

ケーキ・ペストリ

ー類 
ベイクドチーズケーキ 0.062  0.043  0.350  0.245  

ケーキ・ペストリ

ー類 
レアーチーズケーキ 0.420  0.294  0.219  0.153  

菓子パン類 メロンパン 0.508  0.356  0.536  0.375  
合 計     11.096   10.249 

      
ミョウバンの使用基準改正後のパン及び菓子由来のアルミニウム摂取量は、小

児 11.096 mg/人/週（平均体重 16.5 kg として 0.672 mg/kg 体重/週）及び国民全

体 10.249 mg/人/週（平均体重 55.1 kg として 0.186 mg/kg 体重/週）であり、

JECFA （2012）の PTWI （2 mg/kg 体重/週）に対する割合は、それぞれ 33.6%、

9.3%である。（参照７） 
 
② 加工食品（その他の食品）にミョウバンを使用した場合の摂取量の推計 

ミョウバンをパン及び菓子（類）以外の食品へ使用した場合の、ミョウバン由

来のアルミニウム摂取量について、厚生労働省によるミョウバンの使用実態に関

する調査及び GSFA における最大使用濃度並びに食品摂取頻度・摂取量調査の特

別集計（西（2013））に基づき、小児（1～6 歳）及び国民全体について推計した

推定摂取量は、表 71 のとおりである。（参照９、２０１、２０２） 
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表 71 パン、菓子以外の食品へのミョウバン使用によるアルミニウム摂取量 

食品分類 食品名 

ミョウバンの

使用濃度 52 
(mg/kg 食品) 
アルミニウム

として 

小児 53 国民全体 54 
平均 
喫食量 

アルミ 
摂取量 

平均 
喫食量 

アルミ 
摂取量 

(g/人/
日) 

(mg/人/
週) 

(g/人/
日) 

(mg/人/
週) 

小麦粉類 てんぷら粉 270 0.187 0.353 0.343 0.648 
漬物類 かぶ（塩漬け） 520 0.067  0.244 0.494  1.798  

漬物類 
かぶ葉（ぬかみ

そ漬け） 
520 0.000  0.000  0.012  0.044  

漬物類 
かぶ・皮つき

（ぬかみそ漬

け） 
520 0.000  0.000  0.212  0.772  

漬物類 なす（塩漬け） 520 0.005  0.018  0.899  3.272  

漬物類 
なす（ぬかみそ

漬け） 
520 0.007  0.025   0.313  1.139  

漬物類 
なす（こうじ

漬） 
520 0.000 0.000 0.120 0.437 

漬物類 
なす（からし

漬） 
520 0.000 0.000 0.040 0.146 

漬物類 なす（しば漬） 520 0.000 0.000 0.066 0.240 
漬物類 生らっきょう 520 0.000  0.000  0.020  0.073  

漬物類 
らっきょう甘酢

漬 
520 0.041  0.149  0.664  2.417  

漬物類 梅漬（塩漬） 520 0.021  0.076  0.071  0.258  
漬物類 梅漬（調味漬） 520 0.009  0.033  0.037  0.135  
魚介類 あかいか 14 0.084  0.008  0.251  0.025  
魚介類 けんさきいか 14 0.000  0.000  0.069  0.007  
魚介類 こういか 14 0.454  0.044  0.459  0.045  
魚介類 するめいか 14 0.982  0.096  3.941  0.386  
魚介類 水煮するめいか 14 0.000  0.000  0.045  0.004  

魚介類 
するめいか（焼

き） 
14 0.096  0.009  0.124  0.012  

魚介類 ほたるいか 14 0.000  0.000  0.022  0.002  

                                            
52 漬物類、かぶ（塩漬け）～らっきょう甘酢漬けの使用濃度は、GSFA（食品分類 04.2.2.3）による。それ以外

の食品への使用濃度は、厚生労働省の調査による。 
53 小児 1～6 歳、対象者数 1,619 人、平均年齢 3.8 歳、平均体重 16.5kg 
54 国民全体、対象者数 40,394 人、平均年齢 45.4 歳、平均体重 55.1kg 
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魚介類 
ほたるいか（ゆ

で） 
14 0.000  0.000  0.141  0.014  

魚介類 やりいか 14 0.081  0.008  0.216  0.021  
魚介類 いいだこ 70 0.011  0.005  0.051  0.025  
魚介類 まだこ 70 0.088  0.043  0.422  0.207  
魚介類 まだこ（ゆで） 70 0.249  0.122  0.944  0.463  
魚介類 うに 33 0.000  0.000  0.074  0.017  
魚介類 粒うに 33 0.000  0.000  0.007  0.002  
魚介類 練りうに 33 0.001  0.000  0.011  0.003  
魚介類 魚肉ハム 58 0.019  0.008  0.017  0.007  
魚介類 魚肉ソーセージ 58 0.456  0.185  0.393  0.160  
野菜類 栗（ゆで） 50 0.080  0.028  0.120  0.042  
野菜類 栗（甘露煮） 50 0.070  0.025  0.078  0.027  

野菜類 
れんこん（ゆ

で） 
50 0.045  0.016  0.146  0.051  

いも類及

びでん粉

類 
はるさめ 300 0.656  1.378  0.777  1.632  

合 計       2.873    14.531  
 

ミョウバンをパン、菓子（類）以外の食品へ使用した場合のアルミニウム摂取

量は、小児 2.873 mg/人/週（平均体重 16.5 kg として 0.174 mg/kg 体重/週）及

び国民全体 14.531 mg/人/週（平均体重 55.1 kg として 0.264 mg/kg 体重/週）で

あり、JECFA（2012）の PTWI (2 mg/kg 体重/週)に対する割合は、それぞれ 8.7%
及び 13.2%である。（参照７） 
 

③ 加工食品にミョウバン以外のアルミニウム含有添加物（ろ過助剤を除く）を使

用した場合の摂取量の推計 
現在、我が国では、上述（p11）のとおり、ミョウバン以外のアルミニウム含

有添加物の使用が認められていることから、これらの添加物に由来するアルミニ

ウム摂取量について推計した。 
指定添加物であるタール色素アルミニウムレーキに由来するアルミニウム摂

取量については、「平成 22 年度 食品添加物の規格基準の向上と使用実態に関す

る調査研究」報告書及び「平成 25 年度 生産量統計を基にした食品添加物摂取

量の推定に関わる研究、指定添加物品目」報告書に基づき、表 72 のとおり推計

した。該当のタール色素は食用赤色 2 号、3 号及び 40 号、食用黄色 4 号及び 5
号、食用緑色 3 号並びに食用青色 1 号及び 2 号である。 
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表 72 タール色素アルミニウムレーキ由来のアルミニウム摂取量 

品 目 

アルミ

ニウム

含有割

合

（％） 

平成 22 年度報告 平成 25 年度報告 

純食品出荷

査定量 55 
（kg） 

アルミニウ

ム含有量 56 

（kg） 

純食品出荷

量（kg） 

アルミニウ

ム含有量 56 

（kg） 

食用赤色 2 号アル

ミニウムレーキ 
0 0 0 0 0 

食用赤色 3 号アル

ミニウムレーキ 
20～25 600 

120～150 
(135) 

460 92～115 

食用赤色 40 号アル

ミニウムレーキ 
約 20 50 10 (10) 30 6 

食用黄色 4 号アル

ミニウムレーキ 
20～25 2,300 

460～575 
(518) 

1,420 284～355 

食用黄色 5 号アル

ミニウムレーキ 
20～25 1,250 

250～313 
(282) 

1,420 284～355 

食用緑色 3 号アル

ミニウムレーキ 
0 0 0 0 0 

食用青色 1 号アル

ミニウムレーキ 
20～30 1,000 

200～300 
(250) 

970 194～291 

食用青色 2 号アル

ミニウムレーキ 
20～30 180 

36～54 
(45) 

260 52～78 

合 計   5,380 
1076～
1402         

(1240) 
4560 

912～1200   

(1056) 

食用用途補正量 57     620   528 
食品廃棄補正量 58     496   422 
一日摂取量（アル

ミニウムとして）59 

（mg/人/日） 
    0.011   0.0090 

 
表 72 より、一人当たりの週間摂取量は、平成 22 年度で 0.077 mg/人/週、平

成 25 年度で 0.063 mg/人/週である。これより、体重 1 kg 当たりの週間アルミニ

                                            
55 年間出荷量から輸出量を差し引いた純食品向け出荷量に、平成 18 年から平成 20 年までの 3 年間の国家検定

量の平均値を考慮した査定量。 
56 括弧内は中心値。 
57 レーキ色素の食品用途を 50%として補正。 
58 タール色素（レーキ色素）使用食品の廃棄率を 20%として補正。 
59 人口 12,800 万人、1 年 365 日として換算。 
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ウム摂取量は、小児（1～6 歳、平均体重 16.5 kg）及び国民全体（平均体重 55.1 
kg）について、平成 22 年度でそれぞれ、0.0047 及び 0.0014 mg/kg 体重/週、平

成 25 年度でそれぞれ 0.0039 及び 0.0012 mg/kg 体重/週である。なお、小児の摂

取量は、国民全体の摂取量と同じ量を摂取したと仮定して推計した。（参照７、１

９７、２０３） 
 

④ 加工食品にアルミニウム含有添加物（ろ過助剤）を使用した場合の摂取量の推

計 
既存添加物のうち、アルミニウムについては、流通が確認されていないため推

計していない。また、既存添加物のうち、食品加工時のろ過助剤等に使用される

カオリン、活性白土、酸性白土、ゼオライト、タルク及びベントナイトの主要成

分は含水ケイ酸アルミニウムである。これらは不溶性であり最終食品中にはほと

んど残留しないが、アルミニウムの溶出量を示す実測値は入手できなかった。そ

のため、アルミニウムが溶出しろ液中に残る場合、そのアルミニウムの量は、後

述するアルミニウム製器具・容器包装での推計値と同程度と考え、週間摂取量換

算で、小児 1.939 mg/人/週、学童 2.989 mg/人/週、青年 3.472 mg/人/週及び成人

3.990 mg/人/週と推計した。 
要請者は、食品加工時のろ過助剤由来のアルミニウム摂取量の推計値について

は、アルミニウム製器具・容器包装での推計値を代用し算定したので、小児の摂

取量が約 0.12 mg /kg 体重/週と比較的大きいとしている。（参照７） 
 
⑤ 未加工食品由来の摂取量の推計 

未加工食品由来アルミニウムの推定一日摂取量は、上述（p97）のマーケット

バスケット方式による調査において、小児（１～6 歳）0.168 mg/人/日、学童（7
～14 歳）0.311 mg/人/日、青年（15～19 歳）0.350 mg/人/日及び成人（20 歳以

上）0.370 mg/人/日であり、この値から、週間摂取量に換算すると、小児 1.176 
mg/人/週、学童 2.177 mg/人/週、青年 2.450 mg/人/週及び成人 2.590 mg/人/週と

なる。（参照８、１９４） 
 
⑥ アルミニウム製器具・容器包装に由来するアルミニウム摂取量推計 

食品の調理加工が全てアルミニウム製器具・容器包装材料を用いて行われると

仮定し、アルミニウム製鍋及びアルミニウム箔鍋・トレイを用いた調理モデル系

における溶出試験の結果と国民健康・栄養調査等における食品摂取量を組み合わ

せて、これらのアルミニウム製品由来のアルミニウム摂取量を小児、学童、青年

及び成人について推計した。一方、アルミニウム製缶飲料については、購入後常

温保管でも飲料中のアルミ含量は変わらないことから、アルミニウムの溶出はな

いものと推定した。 
推定一日摂取量は平均値で小児 0.277 mg/人/日、学童 0.427 mg/人/日、青年
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0.496 mg/人/日及び成人 0.570 mg/人/日であり、週間摂取量に換算すると小児

1.939 mg/人/週、学童 2.989 mg/人/週、青年 3.472 mg/人/週及び成人 3.990 mg/
人/週であった。 
要請者は、器具・容器包装に用いられるアルミニウムが食品の調理・加工時食

品中に溶出・移行することによる摂取量の推計では、小児の摂取量が、約 0.12 mg 
/kg 体重/週と比較的大きいが、ステンレス製鍋の普及や電子レンジによる加熱調

理もあることから、実際の摂取量はより少ないものと考えられるとしている。（参

照７、２０４） 
 
⑦ 水道水に由来するアルミニウム摂取量推計  

水道水に由来するアルミニウムの摂取量について、我が国の水道基準における

アルミニウムの限度量（0.2 mg/L）と、WHO 飲料水水質ガイドライン（第 4 版）

に基づく 1 人 1 日当たりの水道水の摂水量（体重 10 kg の小児平均 1 L、体重

60 kg の成人平均 2 L。調理加工に使用する水を含む。）を用いて推定した結果、

小児及び成人について、それぞれ、1.4 mg/人/週、2.8 mg/人/週であった。（参照

７、２０５） 
 
⑧ その他 

要請者は、改正後のミョウバンの使用基準に基づき、上述（p99）と同様の方

法で小児における加工食品におけるアルミニウムの高摂取者の摂取量を推計す

ると、50 パーセンタイル値で 0.524 mg/kg 体重/週、90 パーセンタイル値で 1.295 
mg/kg 体重/週、95 パーセンタイル値で 1.598 mg/kg 体重/週となり、摂取量は使

用基準改定前を下回り、95 パーセンタイル値でも JECFA（2012）が設定した

PTWI（2 mg/kg 体重/週）を下回るとしている。（参照８） 
 
⑨ ミョウバン使用基準改正後の摂取量（まとめ） 

本委員会は、食品等由来のアルミニウム摂取量について、要請者の①～⑦の推

計を基に、小児及び国民全体（一部、成人（20 歳以上）のデータを含む。）それ

ぞれについて表 73 のとおり推計した。なお、平均体重として小児 16.5 kg 及び

国民全体 55.1 kg を用いた 60。（参照 ２０６） 
 
表 73 ミョウバンの使用基準改正後の食品等由来アルミニウム摂取量（まと

め） 

摂取の由来 
アルミニウム摂取量（mg/人/週） 
小児(1-6 歳) 国民全体（一

部、成人（20 歳

                                            
60 ⑦で用いた水道水の摂水量については、小児の体重を 10 kg、成人の体重を 60 kg とした値であるものの、本

委員会としては合算することは可能と考えた。 

 825 



 

 108 

以上）のデータ

を含む） 

① 
パン、菓子に使用されるミョウバン 
 

11.096 10.249 

② 
パン、菓子以外に使用されるミョウ

バン 
2.873 14.531 

③ 着色料 0.077 0.077 
④ 食品加工用ろ過助剤 1.939 3.990 
⑤ 未加工食品 1.176 2.590 

 小  計 17.161 31.437 
⑥ アルミニウム製器具・容器包装 1.939 3.990 
⑦ 水道水 1.4 2.8 

 合  計 20.500 38.227 
 合計アルミニウム摂取量（mg/kg 体

重/週） 
1.2 0.69 

 
ミョウバンの使用基準改正後の食品等に由来するアルミニウム摂取量は、食品

由来（①～⑤）を合計すると、小児及び国民全体（一部、成人（20 歳以上）のデ

ータを含む）について、それぞれ 1.0 mg/kg 体重/週及び 0.57 mg/kg 体重/週と推

計される。また、アルミニウム製器具・容器包装及び水道水由来を含めると、小

児及び国民全体（一部、成人（20 歳以上）のデータを含む。）の推計摂取量は、

それぞれ、1.2 mg/kg 体重/週及び 0.69 mg/kg 体重/週となる。 
 
２．国際機関等における推計 
（１）JECFA  

JECFA（2012）においては、各国及び国際機関が評価したアルミニウムのばく露

量について、オーストラリア 17 mg/人/週、中国 23～136 mg/人/週、香港 36 mg/人
/週、EU（EFSA） 11～91 mg/人/週、日本 84 mg/人/週、米国 60 mg/人/週及び JECFA 
11～136 mg/人/週であったとされている。 

JECFA は、これらのデータから、天然食品由来、食品添加物由来、飲用水由来

及び食品接触容器由来を含め、総合的なアルミニウム摂取量は成人において、10～
140 mg/人/週（体重 60 kg とすると、アルミニウムとして 0.2～2.3 mg/kg 体重/週）

としている。（参照２２） 
 
（２）EU 

EFSA（2008）においては、飲食に由来するアルミニウムのばく露量について、

成人（60 kg 体重）0.2～1.5 mg/kg 体重/週、英国の 97.5 パーセンタイル摂取者の

小児 2.3 mg/kg 体重/週であり、欧州の人口のうち多くが EFSA が設定した TWI（1 
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mg/kg 体重/週）を超過している可能性があるとされている。（参照２５） 
 
（３）オーストラリア、ニュージーランド 

FSANZ（2011）においては、オーストラリアのトータルダイエットスタディー

による年齢層別（9 月、2～5 歳、13～16 歳及び 17 歳以上）のアルミニウム摂取量

について、平均値、90 パーセンタイル値のいずれも JECFA（2012）の PTWI（2 
mg/kg 体重/週）の範囲内であり、PTWI 比は、2～5 歳で最も高く、平均値で約 30%、

90 パーセンタイル値では約 60%であったとされている。（参照 ２０７） 
 

３．摂取量の推計等のまとめ 
本委員会としては、ミョウバンの使用基準改正後の食品等に由来するアルミニウ

ム摂取量は、食品由来（表 73 の①～⑤）を合計すると、小児及び国民全体（一部、

成人（20 歳以上）のデータを含む）について、それぞれ 1.0 mg/kg 体重/週及び 0.57 
mg/kg 体重/週と判断した。また、アルミニウム製器具・容器包装由来及び水道水由

来を含めると、小児及び国民全体の推定摂取量はそれぞれ、1.2 mg/kg 体重/週及び

0.69 mg/kg 体重/週と判断した。 
 

Ⅳ．食品健康影響評価 
本委員会としては、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウ

ムは、消化管内でイオン化して吸収されることを考えると、添加物「硫酸アルミニ

ウムアンモニウム」及び添加物「硫酸アルミニウムカリウム」の評価に当たっては、

これらを構成する各イオンの体内動態及び毒性を評価する必要があると考えた。そ

こで、硫酸アルミニウムアンモニウム及び硫酸アルミニウムカリウムに加え、硫酸

イオン、アンモニウムイオン、カリウムイオン及びアルミニウムイオンで構成され

る物質を被験物質とした体内動態及び毒性に係る知見も併せ、総合的に添加物「硫

酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫酸アルミニウムカリウム」の安全性

に関する検討を行うこととした。 
 

１．アンモニウムイオン、硫酸イオン及びカリウムイオン 

アンモニウムイオンについては、添加物「アンモニウムイソバレレート（第 2 版）」

の評価書（2014）において、ヒトが食品を摂取することにより、消化管内において、

1 日当たり十二指腸で 10 mg、結腸で約 3 g のアンモニアが産生されるとされてい

る。産生されたアンモニアはほとんどが吸収された後、門脈循環に入るとされてい

る。健常なヒトではアンモニウムイオンは肝臓で速やかに尿素に変換され、尿中に

排泄されるとされている。 
「硫酸アルミニウムアンモニウム」を摂取することで体内に取り込まれるアンモ

ニアの量は、ヒトにおいて食事から産生されるアンモニアの量の変動の範囲内と考

えられること、また、ヒト体内で産生されたアンモニアと同様に代謝されると考え
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られることから、本評価書では体内動態及び毒性の検討は行わないこととした。 
 
硫酸イオン及びカリウムイオンについては、添加物「硫酸カリウム」の評価書

（2013）及び添加物「硫酸亜鉛」の評価書（2015）で体内動態及び毒性に係る知見

が検討されており、その結果、安全性に懸念を生じさせるような知見は認められて

いない。また、その後、新たな知見が認められていないため、本評価書では体内動

態及び毒性の検討は行わないこととした。 
 
以上から、本委員会としては、硫酸イオン、アンモニウムイオン及びカリウムイ

オンについては、安全性に懸念のある知見はないと考えた。 
 

２．アルミニウムイオン 

今回の添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫酸アルミニウム

カリウム」に係る評価要請は、添加物の使用基準の改正に係るものであるが、アル

ミニウムは添加物を使用していない食品等にも含まれることから、アルミニウムに

ついては、近年、国際的なリスク評価機関等においても、添加物だけでなく汚染物

質としてのアルミニウムを考慮した評価がなされているところである。以上を踏ま

え、本委員会としては、アルミニウムイオンとしての評価に当たっては、添加物及

び汚染物質由来の摂取を考慮して評価することとした。 
 

（１）体内動態 

本委員会としては、アルミニウム化合物の体内動態に関する各種知見を評価した

結果、アルミニウムの吸収率は、他の化合物の場合に比べて、クエン酸塩の場合に

高いと考えた。また、吸収されたアルミニウムの大部分は速やかに排泄されるもの

の、骨等に分布した一部のアルミニウムは半減期が長く、蓄積する可能性があるこ

とから、毒性試験を評価するに当たっては、長期間の摂取による影響を考慮する必

要があると考えた。さらに、骨等の一部組織での半減期が長いことや、溶液として

アルミニウムを単回摂取しても、血中のアルミニウムの濃度は比較的長時間高濃度

を維持することを踏まえると、強制経口投与、飲水投与、混餌投与といった、経口

投与の中での投与方法及び摂取源の違いによるアルミニウムの体内動態の差によ

る影響は小さいと考えた。 
 

（２）毒性 

本委員会としては、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫

酸アルミニウムカリウム」並びにこれらを含むアルミニウム塩について、DNA 損

傷は誘発されるが、その損傷を含む細胞はアポトーシスにより排除されると考え

られること、また、染色体異常が誘発されるが、それは間接的な遺伝毒性メカニ

ズムによるものと考えられることから、生体にとって特段問題となる遺伝毒性は
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ないと判断した。 
 
本委員会としては、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫

酸アルミニウムカリウム」並びにこれらを含むアルミニウム塩の急性毒性、反復

投与毒性、生殖発生毒性及びその他の毒性の試験成績を検討した結果、ラット発

生毒性試験（Semple（2010）及び Poirier ら（2011））から、雄児動物の体重増

加抑制及び腎臓への影響を根拠に、30 mg/kg 体重/日をアルミニウムイオンの

NOAEL と判断した。 
なお、ラット 13 週間混餌投与試験（川崎ら（1994））において認められた脂質

代謝に関する所見及びラット 90 日間混餌投与試験（曺ら（2014））において認め

られた膀胱粘膜上皮の過形成については、他の試験には関連する所見が認められ

ないことから毒性と判断しなかった。ラット 6 か月間飲水投与試験（Somova & 
Khan（1996）及び Somova ら（1997））及びラット 6 か月間飲水投与試験（Sethi
ら（2008））において認められた神経に関する所見については、詳細が不明であ

ること、ヒトで同様の病理学的所見が見られるかどうかは不明であること、後述

のヒトにおける知見の判断において、食事経由のアルミニウムの摂取とアルツハ

イマー病を含む神経疾患との間に因果関係ありとする十分な根拠はないと判断さ

れていることから、ヒトにおける安全性に直ちに懸念を示す知見ではないと判断

した。ラット 120 日間飲水投与試験（Sun ら（2011））及びラット 120 日間飲水

投与試験（Wang ら（2012））において認められたホルモンの減少に関する所見

については、ヒトにおいて内分泌毒性に関する知見は認められていないことから、

ヒトにおいて問題となる知見ではないと判断した。 
また、発がん性は認められないと判断した。 
 
本委員会としては、ヒトにおける知見を検討した結果、次のように考えた。 
アルミニウムの摂取との関連が報告されている症状として、骨への影響、アルツ

ハイマー病を含む神経疾患及び DES が挙げられる。ただし、DES は経口以外の経

路によるアルミニウムの摂取によるものである。 
骨への影響については、大量の制酸剤を投与した場合の消化管でのリン酸の吸収

阻害による影響や、新生児において非経口栄養法でアルミニウムを摂取した場合の

影響を示唆する研究報告が存在する。また、高齢者における、骨中のアルミニウム

量と股関節骨折のリスクとの関連はないとする研究報告もある。これらを踏まえる

と、食事経由のアルミニウムの摂取と骨への影響との間に因果関係ありとする十分

な根拠はないと判断した。 
アルツハイマー病を含む神経疾患については、2011 年の JECFA の評価以降に

報告された症例報告も含めて検討したが、これまでの疫学研究の結果においては、

一部の研究がアルミニウムの摂取とアルツハイマー病との関連を示唆する一方で、

関連なしとする研究も複数あり、一致性がない。また、いずれの研究においても、
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摂取経路としては、飲水、食品及び薬剤がそれぞれ単独で検討されているが、他の

経路による摂取が考慮されておらず、生物学的メカニズムも明らかでない。これら

を踏まえると、食事経由のアルミニウムの摂取とアルツハイマー病を含む神経疾患

との間に、因果関係ありとする十分な根拠はないと判断した。 
以上から、ヒトの知見からは、食事経由のアルミニウムの摂取に係る安全性の懸

念を示す根拠はないと判断した。 
 

（３）摂取量の推計等 
本委員会としては、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫酸

アルミニウムカリウム」の使用基準改正後の食品等に由来するアルミニウム摂取量

は、食品由来を合計すると、小児及び国民全体（一部、成人（20 歳以上）のデータ

を含む）について、それぞれ 1.0 mg/kg 体重/週及び 0.57 mg/kg 体重/週と判断し

た。また、アルミニウム製器具・容器包装由来及び水道水由来を含めると、小児及

び国民全体の推定摂取量はそれぞれ、1.2 mg/kg 体重/週及び 0.69 mg/kg 体重/週と

判断した。 
 

（４）食品健康影響評価 

本委員会としては、添加物「硫酸アルミニウムアンモニウム」及び添加物「硫

酸アルミニウムカリウム」の使用基準改正後の食品等に由来するアルミニウム摂

取量を勘案すると、アルミニウムイオンの添加物及び汚染物質由来の摂取量に関

する上限値を特定することが必要と判断した。 
なお、アルミニウムの摂取量に関する上限値に関する評価指標については、

JECFA 及び EFSA は、添加物及び汚染物質由来のアルミニウムを併せて評価し

ていることから、評価指標として耐容週間摂取量（TWI）1を用いている。 
本委員会としては、上述（p110）のとおり、アルミニウムイオンとしての評価

に当たっては、添加物及び汚染物質由来の摂取を考慮して評価することとし、ま

た、昨今の国際的な動向及び体内動態も考慮し、アルミニウムの評価指標として

TWI を用いることとした。 
本委員会としては、ラット発生毒性試験から得られた NOAEL 30 mg/kg 体重/

日（アルミニウムとして）を根拠とし安全係数 100 で除し、一週間当たりの摂取

量に換算した 2.1 mg/kg 体重/週（アルミニウムとして）をアルミニウムの TWI
と評価した。 

   
TWI  2.1 mg/kg 体重/週（アルミニウムとして） 
（TWI 設定根拠試験） 発生毒性試験 
（動物種） ラット 
（投与方法） 飲水投与 
（NOAEL設定根拠所見） 雄児動物の体重増加抑制及び腎臓への影
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響 
（NOAEL） 30 mg/kg 体重/日（アルミニウムとして） 
（安全係数） 100 
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＜別紙：略称＞ 
略称 名称等 

ALP alkaline phosphatase：アルカリホスファターゼ 
ALS amyotrophic lateral sclerosis：筋萎縮性側索硬化症 
ALT alanine aminotransferase：アラニンアミノトランスフェラーゼ 
AMS accelerator mass spectrometry：加速器質量分析法 
BBr brain : blood ratio 
BMC bone mineral content：骨塩量 
CHL チャイニーズ・ハムスター肺由来培養細胞株 
CI confidence interval：信頼区間 
DES dialysis encephalopathy syndrome：透析脳症症候群 
EFSA European Food Safety Authority：欧州食品安全機関 
EHC Environmental Health Criteria：環境保健クライテリア 
EU European Union：欧州連合 
FAO Food and Agriculture Organization：国際連合食糧農業機関 
FASEB Federation of American Societies for Experimental Biology：米

国生物実験科学連合 
FSANZ Food Standards Australia New Zealand：オーストラリア・ニュ

ージーランド食品基準機関 
GMP Good Manufacturing Practice：適正製造規範 
GRAS Generally Recognized as Safe：一般的に安全とみなされる 
GSFA Codex General Standard for Food Additives：食品添加物に関す

るコーデックス一般規格 
GST glutathione S-transferase：グルタチオン S-トランスフェラーゼ 
ICP-MS inductively coupled plasma mass spectrometry：誘導結合プラズ

マ質量分析法 
IPCS International Programme on Chemical Safety：国際化学物質安

全性計画 
JECFA Joint FAO/WHO Expert Committee on Food Additives ：

FAO/WHO 合同食品添加物専門家会議 
LOAEL Lowest Observed Adverse Effect Level：最小毒性量 
LOEL Lowest Observed Effect Level：最小影響量 
MDA Malondialdehyde：マロンジアルデヒド 
NFT neurofibrillary tangle：神経原線維変化 
PN papillary or nodular：乳頭状及び結節状 
PTWI Provisional Tolerable Daily Intake：暫定耐容週間摂取量 
SCF Scientific Committee for Food：欧州食品科学委員会 
SOD superoxide dismutase：スーパーオキシドジスムターゼ 
TFⅢA transcription factor ⅢA 
TBARS thiobarbituric acid-reactive substances：チオバルビツール酸反

応性物質 
Tmax 最高濃度到達時間 
TWI Tolerable Weekly Intake：耐容週間摂取量 
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WHO World Health Organization：世界保健機関 
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